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○ 令和 2年度事業実施状況概せ 

 

㸯 事業実施概せ 

前年度末から新型コロナウイルス感染が世⏺で延し、日本では⥭急事態宣ゝが 2 回Ⓨ令㸦1

回┠ 4/7㹼5/25、2回┠ 1/8㹼3/21㸧された。法人内各事業所は、⾜政からの指導に基づいて感染予

㜵対⟇に尽力したが、世⏣㇂施タでは、8、12、3月にそれぞれ 1名の⫋員が同ウイルスに⨯患した。

いずれも事業所内での感染拡大は無く、幸い3名の⫋員も㔜化を免れることができた。 

また、⫋員をはじめ利⏝⪅、ご家族、ボランティア➼、多くの㛵係⪅から感染予㜵対⟇への⌮ゎ

と協力が得られたことにより、入所中の利⏝⪅が同ウイルスに感染する事例はⓎ⏕しなかった。 

㏻所⣔の事業所においては、利⏝⪅やご家族が利⏝を⮬⢔されたり、事業⪅側から期㛫を㝈定し

て㒊分ⓗに利⏝⮬⢔を求めたりする事態も⏕じたが、┦互の⌮ゎと協力により大きな混乱なく⤒㐣

した。 

一方で、⫋員の安全安心な⫋場⎔境に㓄慮し、各事業所の実情に合わせて 1回┠の⥭急事態宣ゝ

の㝿には、延べ 1,925人の在宅勤務を命ずるとともに、⌮事㛗名の「新型コロナウイルスの感染拡

大㜵止にかかる⫋員の休暇の取扱い」をⓎ出した。具体ⓗには、⮫時休校した小学校➼に㏻う子の

保ㆤ⪅である⫋員や同ウイルスに感染した⫋員➼に対して、就業つ則の「天災事変、その他これに

㢮する災害」の対㇟として、有⤥の特別休暇を与えることを明文化して㐠⏝した。 

年度当初には減収や各✀⤒㈝の㈇担増が懸念されたが、㈹与の減㢠➼を実施することなく、全⫋

員の⤥与を従来㏻り保㞀した。 

港区❧㞀害保健⚟♴センターは、今年度から令和11年度までの 10年㛫にわたる➨ 2回┠の指定

⟶⌮事業⪅の指定を受けた。 

レスパイト事業は今年度から㞀害⪅⥲合支援法に基づく▷期入所事業に変更し、また、㔜心㌟

㞀害児と医⒪ⓗケア児を対㇟とした放ㄢ後➼デイサービス事業を新たに東京㒔への事業指定⏦ㄳを

⤒て、本年 12月から利⏝定員 5人で実施した。 

 

㸰 本年度の㔜点ィ⏬に基づく事業の実施状況 

(1) 安定ⓗ㈈源基┙の☜❧ 

新型コロナウイルス感染の影㡪により、⤒営会㆟及び「㈈源基┙の☜❧及び中㛗期ィ⏬の⟇定

検ウ委員会」は年㛫を㏻して㛤催できず、バランススコアカード㸦⤒営⟶⌮手法㸧を活⏝した収支

改善の検ウには⮳らなかった。 

入所⣔事業においては、品ⷧで㧗㦐した「使い捨て手⿄」や「消毒⏝アルコール」➼の入手が困

㞴となったが、東京㒔からの助成㔠➼により、年度末にはその㈝⏝㈇担は大きく㍍減された。 

㏻所⣔事業においては、利⏝⮬⢔せㄳにより㏻所⪅㺃児が減少したが、就労⥅⥆支援事業➼にお

ける在宅でのサービス提供➼により事業を⥅⥆することで、収入を☜保し、また、区との交渉によ

り指定⟶⌮料の⿵填を得たことにより、当期㈨㔠収支差㢠をマイナス⣙1,600万円まで抑えること

ができた。 

 (2) 各施タの建替えィ⏬の具体化 

世⏣㇂施タは、⠏30年の本㤋と⠏ 29年の別㤋において、冷温水ボイラーやエレベーターは更新

したが、屋上㜵水や⤥排水⟶➼の改修は実施しておらず、そのィ⏬も未⟇定となった。これら大つ

模修⧋と旧世⏣㇂更⏕㤋の取壊し及び建替えについては、次年度に「今後の法人のグランドデザイ

ン」を構⠏したうえで、検ウすることとした。なお、友愛Ⲯは新型コロナウイルスによる工期の㐜
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延以外は㡰ㄪに㐍捗し、今年度末に建物の引き渡しを受けた。また、増改⠏後38年を⤒㐣した東

京⫈ぬ㞀害⪅支援センターは、東京㒔における⏝地の☜保が困㞴なため⌧地建替を含め、東京㒔の

担当㒊⨫と協㆟した。 

(3) 地域における公┈ⓗ活動の推㐍 

コロナ⚝において、感染リスクの⥭張感の⥆く当法人の⚟♴事業に対して、予期しないご支援を

多数いただくこととなった。品ⷧとなったサージカルマスクの代⏝にと「手作りマスク」や「フェ

イスシールド」を、入手困㞴となった「アルコール消毒剤」➼に加え、収✭したばかりの㎰作物➼、

地域の方々や㛵係団体から温かいご寄㉗の数々が届けられた。 

一方、地域と密接な◔デイサービスセンター⫋員が「こんな時こそ一⥴に楽しめることを┠指し

『ソーシャルディスタンス㡢㢌』を作曲し披㟢した」ところ、利⏝⪅に大変喜ばれたことから、㋀

りの振付けも同⫋員の▱人に依㢗した。これをきっかけに、「感ㅰとともに楽しく地域と⧅がる」

ことを┠ⓗに、急㑉8月には地域の方々から「㋀りの動⏬を募㞟する企⏬」を❧ち上げた。 

さらに、同▱人の協力を得て「法人ホームページに動⏬投✏サイトを㛤タ」し、⤖果ⓗに地元⏫

会や区❧小学校、消㜵団➼を始め、⫋員・利⏝⪅を含め⣙ 200名の㈶同を得て、多くの動⏬を投✏

いただけた。同▱人には動⏬⦅㞟も依㢗し、12月には YouTube㸦ユーチューブ㸧での公㛤を果たし

大変好ホを得た。  

例年年末に㛤催してきた「感ㅰの㞟い」の中止を㋃まえ、こうした支援に対してㅰ意を伝えるこ

とを┠ⓗに、『ソーシャルディスタンス㡢㢌』と同じく同⫋員が作った『デイサービスへ⾜こう㸦平

成 27年㸧』及び、法人の歌『心にいつでも太㝧を㸦昭和 42年㸧』の3曲を収めた㹁㹂を作成し、後

援会やボランティア➼の㛵係⪅に㓄付した。 

なお、世⏣㇂施タにおける「居住支援事業」については、地域公┈活動として㏆㞄の♫会⚟♴法

人との㐃携を想定していたが、ヱ当する案件や具体ⓗな取り⤌みは無かった。 

 (4) 人材☜保と人材⫱成 

法人としての人材☜保を┠ⓗに平成 30年度にⓎ㊊した「リクルート推㐍室」を廃止し、その活

動を引き⥅ぐとともに、⫋員の⫱成も同時に推㐍する⤌⧊として、7月に「人材☜保・⫱成推㐍室」

を❧ち上げた。これに併せ、平成 12年度にⓎ㊊した「教⫱委員会」はⓎ展ⓗに廃止し、同室に「⫱

成委員会」をⓎ㊊させた。人材☜保が㡰ㄪな他の法人では専任の採⏝担当⪅を㓄⨨していること

から、当法人においてもその必せ性をㄆ㆑し、12 月より専任の採⏝担当⪅を同室に採⏝した。当

ヱ⫋員には、法人内各事業の「㨩力を外㒊にⓎ信できる」を┠ⓗに、全事業所でのインタビュー

➼を◊修として実施し、ハローワークや㛵係団体➼をィ⏬ⓗにゼ問して、その㛵係の構⠏に努め

た。 

喫⥭のㄢ㢟は、新たな友愛Ⲯの人材☜保であるため、同Ⲯのコンセプト「『あなた』と共に」の

実⌧を┠指し、本㒊事務局と友愛Ⲯが㐃携し、求⫋⪅に対して法人の充実した⚟利厚⏕と◊修体

制➼をアピールする「採⏝と⫱成を同時にぢえる化」する活動㸦㏻⛠「あとリト活動」とした㸧

を㛤始した。 

また、⫱成委員会の委員は、法人の次世代リーダーの中で、特に後㐍の⫱成意欲が㧗く、Ⓨ信

力の㧗いメンバーを㑅出した。さらに、次年度以㝆の法人◊修を「全国♫会⚟♴協㆟会⚟♴⫋員

キャリアパス対応⏕涯◊修ㄢ⛬」とし、同委員にはその◊修ㄢ⛬のㅮ師を務めるため、同◊修の

指導⪅ㅮ⩦を受ㅮすることとしたが、新型コロナ感染の影㡪によりㅮ⩦⮬体が中止されたため、

次年度に延期することとした。 

なお、コロナ⚝において、今年度㛤催が危ぶまれた「事例◊✲Ⓨ⾲◊修」は、⌧場⫋員からの

強いせ望により、会場内の参加⪅やⓎ⾲件数を⦰小して㛤催した。 
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㸦5㸧各事業の主なィ⏬㸦タ備の更新改修➼を含む㸧 

① 世⏣㇂施タ 

新型コロナウイルス感染の事業所毎の予㜵対⟇と併せて、㸲つの入所施タ㸦友愛園、コー

ポ友愛、友愛ホーム、◔ホーム㸧で利⏝⪅が感染した場合の初動応援体制について検ウを⥅⥆

した。8 月には⫋員 1 名が⨯患したが、㏻所の事業を含め全利⏝⪅の感染は免れており、様々

な予㜵対⟇が一定の成果を得た。なお、「┅㋀り大会」、「友愛ふれあい⚍り」、「感ㅰの㞟い」は

中止、「➨ 45回合同㐠動会」を延期とした。宮様チャリティボウリング大会を始め、例年参⏬

している地域の様々なイベントは、すべて中止となった。なお、世⏣㇂更⏕㤋の取壊しとその

後の建替えについては、具体ⓗな検ウには⮳らなかった。 

② 世⏣㇂更⏕㤋 

    新型コロナウイルス感染への対応を最優先に、基本ⓗな感染予㜵対⟇の徹底と机上仕切り 

や一㒊作業室・更⾰室への全室交換機ユニットタ⨨、昼㣗提供の二㒊制➼、3 密を㑊けるため

の⎔境整備を㐍めた⤖果、新型コロナウイルス感染の㝧性⪅はⓎ⏕しなかった。 

    就労⛣⾜支援事業では、企業実⩦を⤒て1名の利⏝⪅が就⫋を実⌧したが、新型コロナウイ

ルス感染の影㡪で、㞠⏝情勢が悪化し就⫋活動は困㞴を極めた。 

就労⥅⥆支援㹀型事業においてもその影㡪は大きく、一㒊取引先からの受注が大幅に減少す

るなど、就労支援事業収入は期㤳予⟬ 33,000千円に対して、26,394千円にとどまり、利⏝⪅

工㈤は平均月⤥で前年度比 1,810円マイナスの30,300円と低下した。 

    利⏝率は、㏻所⮬⢔せㄳ期㛫を中心に、希望を㋃まえて在宅支援の提供に注力した⤖果、┠

標値を上回る71.17㸣となった。 

③ 友愛園 

ィ⏬どおり定員・在⡠ともに 40名で㛤始したが、11月に利⏝⪅ 1名が㏥所した以㝆、㔜度

化及び地域優先の方㔪に対して居室⎔境及び⫋員体制のㄢ㢟➼があり、受入れ可⬟な入所⪅を

☜保できず、年度末まで在⡠⪅ 39名となった。 

新型コロナウイルス感染㜵止対⟇では、ご利⏝⪅の⏕活全⯡に大きなストレスが⏕じたが、

概ねご⌮ゎとご協力を得ることができた。一方で、8月に⫋員 1名が新型コロナウイルスに⨯

患し、濃厚接ゐ⪅となった26名のご利⏝⪅がPCR検査を受けた。全員が㝜性であったが、⫋員

の㐃⥆勤務や泊り㎸み、敷地内の㏻所事業➼の⮬⢔➼、多大な影㡪を受けることとなった。い

ずれも㛵係機㛵やご家族➼への㐃⤡を徹底し、⌮ゎと協力を得ることができた。 

④  東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター 

  本年度、東京㒔の「民㛫⛣ㆡ施タの㐠営事業⪅ホ価審査」を受審し、施タの㐠営は㐺切であ

るとのホ価を得た。また、令和 3年度(令和3年 4月1日から令和4年 3月 31日まで)の「建物

無償㈚付」について承ㄆされた。増改⠏後38年を㐣ぎたセンター改⠏について、東京㒔におけ

る⏝地の☜保が困㞴であることから、⌧地での建替えについて検ウを⾜った。 

⑤ コーポ友愛 

    入㏥去⪅が各 1名おり㏻年利⏝率 95%入居率 100%を⥅⥆した。新型コロナウイルスの感染対

⟇としてアルコール消毒器の増タ、ロビー及び┦ㄯ室の机にアクリル板をタ⨨した、また、浴

室及び喫煙室に利⏝人数に制㝈をタけ入居⪅に3密回㑊の協力をお㢪いした。年度末に業⪅に

よる浴室の大掃㝖を実施し⎔境⾨⏕㠃の向上に努めた。 

  ⑥ 友愛デイサービスセンター 

 ⏕活介ㆤ事業は、新つ利⏝⪅を 1名受け入れ、Ⓩ㘓⪅は 16名となったものの、新型コロナウ

イルスの感染拡大に伴い多数の利⏝⪅が㏻所を⮬⢔し、利⏝率は大幅に低下した。しかしなが
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ら、各方㠃への営業活動が功を奏し、来年度に 3 名の利⏝⪅を受け入れることが決定した。⫋

員体制では、来年度に向けてせ医⒪ⓗケア⪅の安全な㏦㏄に㈨するため、┳ㆤ師の 3 名体制を

検ウした。 

▷期入所事業も、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い利⏝のキャンセルがⓎ⏕したが、安

定した利⏝希望と営業活動により、大幅な利⏝率の低下には⮳らなかった。 

 ⑦ 友愛ホーム 

   新型コロナウイルス感染に伴う⥭急事態宣ゝが二度にわたりⓎ出され、ホーム㐠営並びに

利⏝⪅の⏕活㠃に多大な影㡪を与えた。一年を㏻じて利⏝⪅及び⫋員の感染Ⓨ⏕はなかった

が、㝸㞳専⏝㒊屋をタけるなど感染拡大㜵止を最優先に取り⤌んだ⤖果、年㛫収┈率は⣙㸲㸣

の㉥字に㌿じた。タ備㠃では東京㒔の⿵助㔠を活⏝し支援員室前に⮬動水栓洗㠃台をタ⨨、✵

気清浄機や㢦ㄆド型AIサーマルカメラを㉎入し⾨⏕⎔境の整備を㐍めた。 

 ⑧ 友愛Ⲯ  

    ⛣㌿改⠏の建タ工事については、4月の⥭急事態宣ゝで工事が中断し完成が 2カ月延

期となったが、その後は㡰ㄪに㐍捗し 3月 30 日に建物は引き渡しとなった。東京㒔の

中㛫検査では「指摘事㡯なし」、❹工検査でも㍍微な指摘で㏿やかに改善した。 

⫋員のユニットケア◊修や施タぢ学➼はコロナ⚝の影㡪で中止せざるを得ず、ィ⏬

㏻りに㐍めることができなかったため、各マニュアルの作成も㐜れている状況である。

今後しばらくは対㠃での◊修は㞴しいため、オンライン➼で工夫をしながら実施して

いく。 

⑨ ◔ホーム 

   ⫋員や利⏝⪅に感染⪅はなく安全で安心できる⏕活支援を実⌧することができたが、半㠃、

感染拡大㜵止⟇が影㡪し㉥字決⟬となった。サービスの㉁の指標となる待のⱆチェックリス

トの有ッ率は前年度比22.8㸣減、介ㆤ事故Ⓨ⏕件数は前年比 15.3㸣減となる一方、常勤介ㆤ⫋

員一人当たりの有⤥休暇取得日数は 23日と前年度より微増し、㞳⫋⪅を⏕じることなくサービ

スの㉁の向上と働きやすい⎔境づくりを両❧させることができた。 

  ⑩ ◔デイサービスセンター 

    新型コロナウイルスの感染拡大の影㡪をまともに受けた㸯年になった。㸯度┠の⥭急事態宣

ゝの㝿には事情により⮬宅で㐣ごすことが困㞴な方々以外の方には㏻所を⮬⢔していただくこ

ととなり、受入れ人数を定員の 1/3以下に⦰小した形で営業を⾜った。⥭急事態ゎ㝖後も利⏝

⪅は戻り切らず、⤖局、収支は大幅な㉥字となった。 

    一方、制㝈のある中でもできるだけ利⏝⪅に安心して楽しんでいただけるよう、⎔境を整備

しソーシャルディスタンスの保たれた活動を提供した。 

  ⑪ 港区❧㞀害保健⚟♴センター 地域活動支援センター 

地域⏕活支援拠点の構⠏に向けて協㆟を㔜ねるとともに、新つ事業として「㞀害⪅・児を支

援する人への◊修」、「㧗次⬻機⬟㞀害⌮ゎ促㐍事業」を実施した。 

ィ⏬┦ㄯ㒊㛛は、営業時㛫の変更、土曜日の㛤所により┦ㄯ⪅の利便性の向上を図った。新

型コロナウイルス感染拡大のため、⮬❧カ⦎の事業所ㄝ明会や◊修➼㞟合して⾜う事業を中止

したが、リーフレットの作成・㓄布など代替⟇を工夫した。 

⑫ 工房アミ 

新型コロナウイルスの感染㜵止対⟇を実施しながら、12月の事業所⛣㌿㸦1㝵・3㝵⇒2㝵㸧

は、⛣㌿による⎔境変化を最小㝈に抑える利⏝⪅個々の㞀害特性に応じた取り⤌みを実施し、

大きな混乱なく実施できた。 



 5 

外㒊◊修の多くは中止となってしまったが、スーパーヴァイザーを年 6回招⪸し、意思決定

支援や⾜動㞀害に㛵する支援のㅮ⩏の他、㞀害特性・ㄢ㢟別クラスの┠標タ定や㐠営について

も指導、助ゝを受けることができ、⫋員の㈨㉁向上に効果をあげることができた。 

⑬ みなとワークアクティ 

    今年度から㐠営㛤始予定であった㣧㣗店㸦喫Ⲕ➼㸧は、新型コロナウイルスの影㡪 

に伴う改修工事の㐜れにより、来年度 4月の㛤店予定になった。 

    新型コロナウイルスの影㡪により〇Ⳬ注文・㍍作業の受注が減少、イベント中止などにより

売上が昨年度比 2割⛬度減少したものの、東京㒔の⏕⏘活動活性化支援事業を⏦ㄳし⿵助㔠の

交付を受けたことにより支出の一㒊が⿵填された。その⤖果、㎞うじて2万円台の平均工㈤㸦月

㢠㸧を☜保できた。 

⑭ ▷期入所 

新型コロナウイルス感染の延により 4月に⥭急事態宣ゝがⓎ出され利⏝の⮬⢔せㄳを⾜

いながら受け入れを実施したため、事業への影㡪が大きく出た。また、8 月にはコロナウイル

ス感染濃厚接ゐ⪅の受け入れ事業㸦居所☜保事業㸧を実施したため、その㛫▷期入所事業を一

時中断するなど事業そのものが㏻常㏻り㐠営できない状況がⓎ⏕した。その後 1月から次年度

4月まで再度⥭急事態宣ゝがⓎ出されたが、利⏝⮬⢔➼は⾜わず㐠営している。 

⑮ 港区❧児❺Ⓨ㐩支援センター 

センター㛤始初年度だが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い 4月 7日の⥭急事態宣ゝ

Ⓨ令で全事業の利⏝⮬⢔協力を利⏝⪅にせㄳし、実㉁5月 25日の⥭急事態宣ゝゎ㝖後からのス

タートとなった。新つ事業の保⫱所➼ゼ問支援事業は受け入れ先の園の事情もあり 11月から少

しずつ㛤始した。後期から区の単独事業であった専㛛⫋㸦心⌮、OT、PT、ST㸧による個別指導

が児❺Ⓨ㐩支援の法内事業に⛣⾜した。また、受⤥⪅ドⓎ⾜手⥆きのやりとりで各⥲合支所と

は㛵係を深めた。       

⤒営は、新型コロナウイルス感染拡大により全体ⓗにィ⏬どおりにいかない年となった。 

  ⑯ ◔地域包括支援センター㸦◔あんしんすこやかセンター㸧 

    本年度はコロナ⚝により各✀活動が休止や中止を余儀なくされたが、地域の子どもなどが描いた

⤮ハガキを㧗㱋⪅に渡して元気づける「ハガキで励ましつながろう㸟おうちで㐣ごそうプロジェ

クト」、まちづくりセンター・♫会⚟♴協㆟会との合同により、不㊊していたマスクを地域住民

が手作りして㧗㱋⪅などに寄㉗する「手作りマスクでボランティア」、フレイル予㜵として「㐠

動㐩成度チェックシート」の取り⤌みを実施した。 
 ⑰ ➨一作業所㸦友愛書房㸧 

   前年度に比べ店⯒売上㢠➼は減少したものの、収支はわずかであるが㯮字となった。 

  ⑱ ◔介ㆤ保㝤サービス 

    利⏝⪅への対応をㄔ実に丁寧に⥆け、コロナ⚝においても大きな減収には⮳らなかった。✚

極ⓗに地区の勉強会・◊修➼に参加することで、⫋員のスキル向上を果たすことができたとと

もに、地域との交流にもつなげることができた。 
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㸱 令和 2年度 ♫会⚟♴法人友愛十字会「方㔪書㸦┠標㸧」に対する⤖果 

区分 
方㔪 

㹌㹭 
方㔪内容 対 ㇟ 

┠  標 

⟶⌮㡯┠ ┠標値と⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸿㸯 
安定ⓗ㈈源

基┙の☜❧ 

法人本㒊 

全 事 業 

事業活動㈨㔠収支差㢠の

改善 

対前年比プラス 

⇒ 㸫⣙8,700万円 

㸿㸰 

各施タの建

替えィ⏬の

具体化 

世⏣㇂施タ敷地内の施タ

の整備ィ⏬と敷地内にあ

る区㐨の処分ィ⏬の⟇定 

 

友愛Ⲯの⛣㌿改⠏事業の

推㐍 

 

東京⫈ぬ㞀害⪅支援セン

ターの⛣㌿改⠏ィ⏬ 

方㔪及び施工スケジュールの具体化 

 

⇒ 世⏣㇂施タの整備ィ⏬は未╔手 

  

⇒ 友愛Ⲯの⛣㌿改⠏事業は新型コ 

ロナ感染対⟇により2ヶ月㐜延 

  

⇒ 東京⫈ぬ㞀害⪅支援センターは 

⌧地建替えを含む協㆟を⥅⥆ 

㹀 

品㉁ 
㹀㸯 

地域におけ

る公┈ⓗ活

動の推㐍 

法人本㒊 

全 事 業 
公┈活動の具体化 

活動実㊶  

⇒ 居住支援事業はヱ当事例無し 

㹁 

人材 

⫱成 

㹁㸯 

ィ⏬ⓗな人

材☜保・人材

⫱成の実施 

法人本㒊 

全 事 業 

法人のブランディング化

活動㸦法人のㄆ▱を㧗め

る活動㸧 

 

ISO9001学⩦機会の☜保 

㡰次実㊶ 

⇒ 7月人材☜保㺃⫱成推㐍室のⓎ㊊ 

 

 

㡰次実㊶ 

⇒ 6月全施タ㛗会㆟㛤催前に実施済 

 

㸲 各✀ィ⏬の状況 

㸦1㸧主な会㆟の㛤催状況 

名  ⛠ ┠  ⓗ 㛤催㢖度 㛤催実⦼ 

⌮ 事 会 法人の⤒営上の㔜せ事㡯に㛵する審㆟㆟決を⾜い、業務執

⾜の基本方㔪を決定する。 

年3回 5回㛤催 

ホ ㆟ 員 会 年2回 2回㛤催 

⤒ 営 会 ㆟ 
法人の⤒営上の㔜せ事㡯に㛵するㄢ㢟別作業委員会をⓎ㊊

し、その報告を基に業務執⾜の基本方㔪を審㆟する。 
毎 月 0回㛤催 

⤒ 営 委 員 会 同  上 㐺 時 無 

全 施 タ 㛗 会 ㆟ 

法人各施タの㐠営に㛵する㔜せ事㡯の審㆟と各施タ㛫の情

報交換及び㐃⤡ㄪ整並びに ISO 9001:2008 せ求事㡯の「マ

ネジメントレビュー」㸦世⏣㇂施タは別㏵㛤催㸧 

毎 月 

㸦毎㐌㸧 

5回㛤催 

㸦16回㛤催㸧 

㹋㹑(㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㺚㺛㺡㺯) 

検 ウ 委 員 会 
業務の標準化に㛵するィ⏬❧案と推㐍 年6回 0回㛤催 

⫱ 成 委 員 会 

㸦旧㸸教⫱委員会㸧 
⫋員教⫱に㛵するィ⏬❧案と推㐍 㐺  時 5回㛤催 

ⱞ情ゎ決委員会 
各施タが提供する⚟♴サービスに係る利⏝⪅➼からのⱞ情

の円満ゎ決を図る 
㐺  時 無 

⾨ ⏕ 委 員 会 

(従業員 50 名以上必⨨) 

⾨⏕に㛵する事㡯の審㆟と推㐍 

㸦⫈ぬセンターは安全⾨⏕委員会として㛤催㸧 

(本㒊 12回、友愛Ⲯ13回、⫈ぬ12回、港12回、児Ⓨ9回) 

毎 月 
のべ58回 

㛤催 

安 全 委 員 会 
安全に㛵する事㡯の審㆟と推㐍 

㸦本㒊5回、友愛Ⲯ12回、港㺜㺻㺞㺎 12回㸧 
年6回 

のべ29回 

㛤催 

⏨女共同参⏬委員会 ⏨女共同参⏬に㛵するィ⏬❧案と推㐍 年6回 1回㛤催 
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㸦2㸧㜵災カ⦎の状況 

  新型コロナウイルス感染の状況➼を勘案しながら実施した。 

月 
世⏣㇂施タ 東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター 友 愛 Ⲯ 

時㛫 出火場所 時㛫 出火場所 時㛫 出火場所 

㸲 昼㛫 中止 昼㛫 コロナ⚝で中止 昼㛫 図上カ⦎ 

㸳 夜㛫 中止 昼㛫 コロナ⚝で中止 昼㛫 1㹄洗濯室 

㸴 昼㛫 中止 夜㛫 㹀棟㸰㝵居室 昼㛫 地㟈・参㞟カ⦎ 

㸵 昼㛫 机上カ⦎ 昼㛫 ㅮヰ・㜵災㺩㺼㺡㺼㺓 昼㛫 1㝵洗濯室 

㸶 夜㛫 中止 昼㛫 㹀棟㸰㝵喫煙室 昼㛫 1㝵洗濯室 

㸷 昼㛫 机上カ⦎ 昼㛫 㹀棟㸰㝵ボイラー 昼㛫 㠀常㣗カ⦎ 

10 夜㛫 中止 昼㛫 㸿棟㸰㝵居室 昼㛫 ㉳㟈㌴・合同㜵災カ⦎ 

11 昼㛫 友愛㺡㺼㺐㺙㺎㺩㺼㺛㺜㺻㺞㺎 昼㛫 合同㜵災カ⦎ 夜㛫 地㟈 

12 夜㛫 中止 夜㛫 A棟 3㝵居室 夜㛫 㑊㞴㊰☜ㄆ 

㸯 昼㛫 中止 昼㛫 ㅮ⩦(図上カ⦎) 教⫱ AEDㅮ⩦ 

㸰 夜㛫 中止 昼㛫 B棟 2㝵娯楽室 昼㛫 地㟈 

㸱 昼㛫 友愛園 昼㛫 地㟈想定カ⦎ 昼㛫 水害・土◁ 

 

月 
港区❧㞀害保健⚟♴センター 港区❧児❺Ⓨ㐩支援センター 

時㛫 出火場所 時㛫 出火場所 

㸲 昼㛫 各㝵タ備➼☜ㄆ㸦中止㸧 昼㛫 㑊㞴⤒㊰☜ㄆ 

㸳 昼㛫 各㝵㑊㞴☜ㄆ㸦中止㸧 昼㛫 厨房 

㸴 昼㛫 各施タ㑊㞴⤒㊰➼☜ㄆ 昼㛫 女子休憩室 

㸵 昼㛫 4㝵厨房 昼㛫 女子休憩室 

㸶 ― なし 昼㛫 厨房 

㸷 昼㛫 災害初動動作図上カ⦎ 昼㛫 女子休憩室 

10 夜㛫 8㝵▷期入所 昼㛫 施タ外㑊㞴カ⦎ 

11 昼㛫 合同㜵災カ⦎3㝵 昼㛫 保ㆤ⪅引き取りカ⦎ 

12 昼㛫 㜵犯カ⦎㸦中止㸧 昼㛫 女子休憩室 

㸯 昼㛫 㝵段昇㝆機カ⦎㸦延期㸧 昼㛫 女子休憩室 

㸰 ― なし 昼㛫 女子休憩室 

㸱 昼㛫 㝵段昇㝆機カ⦎ ― カ⦎なし 
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㸦3㸧教⫱の状況 

分 㢮 内  容 㛤催日及び参加⪅数 

㝵層別教⫱ 

新入⫋員オリエンテーション 8時㛫×1日 

初任⪅ベーシック◊修    8時㛫×1日 

初任⪅◊修         8時㛫×1日 

チームリーダー◊修     8時㛫×1日 

コロナ⚝のため中

止。 

事例(◊✲)

Ⓨ⾲◊修 

業務改善事例や◊✲成果のⓎ⾲を㏻じて、⫋員の専㛛技⾡や業務改

善・改㠉に向けた㈨㉁の向上を図った。 

【Ⓨ⾲㢟┠】 

①友愛デイサービスセンター㸸 

「新型コロナウイルスへの対応プロセス」 

    㹼不測の事態に㈇けない⤌⧊づくり㹼 

    ⇒特別㈹ 

②◔ホーム㸸 

「インカムの導入が叶える「働きやすさ」とサービスの㉁」の両❧ 

㹼変化しながら⏕きる We are never working alone㹼 

⇒⌮事㛗㈹ 

③◔デイサービスセンター㸸 

「◔デイサービス Never give up!!」 

㹼ピンチをチャンスに変える取⤌み㹼 

⇒優⚽㈹ 

④友愛Ⲯ㸸 

「「あなた」と共に」 

㹼コンセプト決定までのプロセス㹼 

⇒敢㜚㈹ 

法人創❧グ念⾜事日

9/25 

Ⓨ⾲4件  

Ⓨ⾲⪅6名 

 

(4) ⱞ情ゎ決の状況  

①令和 2年度➨三⪅委員┦ㄯ一ぴ 

┦ㄯ日 施タ名 ┦ㄯ員 ┦ㄯ内容 せ望 

令和2年6月29日 友愛園 岩井 㞝一 施タや⌧状に対する不満➼ 改めてほしい 

令和2年8月3日 ヰを⪺いてほしい 

令和2年10月6日 世⏣㇂更⏕㤋 岩井 㞝一 プライベートなこと ヰを⪺いてほしい 

令和2年11月24日 斎⸨ 一彦 ヰを⪺いてほしい 

令和3年3月29日 斎⸨ 一彦 教えてほしい 

令和2年11月24日 世⏣㇂更⏕㤋 斎⸨ 一彦 プライベートなこと ヰを⪺いてほしい 

コーポ友愛 教えてほしい 

           

㸦5㸧 「友愛十字会標準㸦㹗㹑㸧」の整備状況                      単位㸸件数 

大 分 㢮 

␒   号 
内  容 元年度末 

保有件数 

本年度の整備状況 2年度末 

保有件数 制定 改定 廃止 

㸮 ⥲    則 6 0 2 0 6 

㸯 品㉁マネジメントシステム 28 0 3 1 27 

㸰 業務⟶⌮マニュアル 141 0 5 0 141 

㸱㸿 指導⚊・ゎㄝ書㢮(施タ別) 763 18 53 46 735 

㸲 つ⛬・つ則㢮 64 12 32 4 72 

合  ィ 1002 30 95 51 981 
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➨㸯 法 人 本 㒊 

 

㸯 役員・ホ㆟員➼の状況 

㸦1㸧役員及びホ㆟員 

 令和 2年度の␗動状況 

  令和 2年6月 8日に㛤催された令和2年度➨ 1回⌮事会において、6月 30日付で㔠井博常務

⌮事の㏥任が承ㄆされた。6月 23日に㛤催された令和 2年度定時ホ㆟員会において、7月 1日

付で㓇井健治氏の⌮事就任が承ㄆされた。令和2年度➨ 2回⌮事会において、㓇井健治⌮事の

常務⌮事への就任が承ㄆされた。 

 

㸦2㸧⥲及び㢳問➼ 

7月 1日付で㔠井博氏の参与への就任が承ㄆされた。 

▼井晃参与が9月 15日にご㏽去されたため、㏥任となった。 

   区    分 ⥲   㢳  問   参  与 

令和2年度末⌧在員    㸯     㸯     㸯 

 

㸦3㸧令和 2年度末の役員➼の氏名(敬⛠␎)   

  区   分 氏          名 

⥲   ⍱子女⋤殿下 

㢳  問 小 林 和 弘 

会㛗・⌮事㛗 ⵦ 原 基 㐨 

常務⌮事 江 原 德 ⮳  㓇 井 健 治  

⌮   事 㔠 澤 弘 㐨  多久島 ⪔治  三 根   武  山 崎   敏  㸦7名㸧 

┘  事 㧘 梨 智 弘  ⏣ 中 敏 㞝                        㸦2名)         

ホ ㆟ 員 
⛅山 ⏤⨾子  江 ⸨ 文 夫   㐲 ⸨   浩  㔠井Pak㞞 子  

川 㷂 ⿱ 康  岸 ⏣ 宏 司  佐々木 典夫  ⸨ 㷂 ㄔ 一    㸦8名㸧        

 

㸦4㸧令和 2年度末のホ㆟員㑅任・ゎ任委員の氏名(敬⛠␎)   

  区   分 氏        名 

 ┘     事  㧘梨 智弘 

 外 㒊 委 員  岩井 㞝一  大島 公子 

 事 務 局 員  村上  正 ⿱  宮 㷂  浩 

 

 

 

 

区 分 

 

定  数 

令和元年度 

末の⌧在員数 

令和2年度の␗動 令和2年度 

末の⌧在員数 新 任 ㏥ 任 

⌮ 事 㸴㹼㸶 㸵 㸯 㸯 㸵 

┘ 事 㸰 㸰 㸮 㸮 㸰 

ホ㆟員   㸵㹼㸷 㸶 㸮 㸮 㸶 
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㸦㸳㸧 ⫋員の採⏝及び㏥⫋➼ 

3月31日付 採⏝及び ㏥⫋及び 3月31日付

人員数 ㏥⫋及び ␗動増員 ␗動減員 人員数 ㏥⫋及び

␗動減員 ␗動減員

常 10名 2名 12名

㠀

常 10名 10名

㠀

常 17名 2名 1名 16名 2名

㠀 3名 3名

常 10名 10名

㠀 15名 15名 1名

常 1名 1名

㠀

常 10名 1名 2名 2名 9名

㠀 2名 2名 1名 3名

常 12名 1名 3名 1名 13名

㠀 3名 1名 1名 3名

常 40名 2名 17名 7名 48名

㠀 22名 1名 4名 6名 19名 1名

常 26名 3名 5名 28名 3名

㠀 7名 1名 3名 2名 7名 2名

常 12名 12名 2名

㠀 10名 10名 1名

常 27名 5名 13名 10名 25名 3名

㠀 12名 2名 2名 1名 11名

常 40名 1名 4名 5名 38名 3名

㠀

常 6名 1名 5名 3名 7名

㠀

常 13名 1名 12名 1名

㠀 5名 5名 1名

常 50名 5名 27名 3名 69名 7名

㠀 9名 4名 1名 2名 4名

常 8名 1名 9名

㠀

常

㠀 3名 3名

常 2名 1名 1名

㠀

常 281名 21名 93名 33名 320名 21名

㠀 86名 8名 18名 13名 83名 6名

備⪃　㸯　各施タの⫋員数欄の上段は常勤⫋員、下段㸦⥙掛け㒊分㸧は㠀常勤⫋員を掲㍕し

　　　　ている。

　　　㸰　法人内の施タ㛫の␗動は、便宜上⾲中の「採⏝」欄に「㌿入」を、また、「㏥⫋」

　　　　欄に「㌿出」を含めてィ上している。

事業所名

⫋
員
区
分

令和元年度 令和2年度

年度末(3月31日) 4月1日㹼3月30日の 年度末(3月31日)

法人本㒊事務局

世⏣㇂更⏕㤋

友愛園

東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター

コーポ友愛

友愛デイサービスセンター

友愛ホーム

友愛Ⲯ

◔ホーム

◔デイサービスセンター

港区❧㞀害保健⚟♴センター
地域活動支援センター

工房アミ

みなとワークアクティ

放ㄢ後➼デイサービス

◔地域包括支援センター

友愛書房

◔介ㆤ保㝤サービス

合ィ

港区❧児❺Ⓨ㐩支援センター
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㸰 役員会の状況 

㸦1㸧令和 2年度➨1回⌮事会 

① 㛤 催 日  令和2年 6月 8日(月) 

② 㛤催場所  友愛十字会 本㤋 ➨ 2多┠ⓗ室㸦東京㒔世⏣㇂区◔3-9-11㸧 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 平成31年度事業報告㸦案㸧について 

➨ 2号㆟案 平成31年度各会ィ収支決⟬㸦案㸧について 

➨ 3号㆟案 ㅖつ⛬の一㒊改正㸦案㸧について 

➨ 4号㆟案 ⌮事の㏥任及び㑅任㸦案㸧について 

➨ 5号㆟案 施タ㛗➼の任免㸦案㸧について 

➨ 6号㆟案 定時ホ㆟員会の招㞟事㡯㸦案㸧の決定について 

報告事㡯 㸦1㸧平成 31年度⌮事㛗➼の⫋務執⾜状況について 

     㸦2㸧マスク➼の㓄布状況について 

㸦3㸧平成 31年度国㝿⚟♴機器展への参加について 

㸦4㸧♫会⚟♴法➨55条の 2のつ定に基づく♫会⚟♴充実残㢠の⟬定について 

㸦5㸧友愛Ⲯの⛣㌿改⠏の㐍捗状況について 

 

㸦2㸧令和 2年度➨1回ホ㆟員会㸦定時ホ㆟員会㸧 

① 㛤 催 日  令和2年 6月 23日(火) 

② 㛤催場所  友愛十字会 本㤋 ➨ 2多┠ⓗ室㸦東京㒔世⏣㇂区◔3-9-11㸧 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 平成31年度事業報告㸦案㸧について 

➨ 2号㆟案 平成31年度各会ィ収支決⟬㸦案㸧について 

➨ 3号㆟案 ⌮事の㑅任㸦案㸧の決㆟について 

報告事㡯 㸦1㸧マスク➼の㓄布状況について 

     㸦2㸧平成 31年度国㝿⚟♴機器展への参加について 

㸦3㸧♫会⚟♴法➨55条の 2のつ定に基づく♫会⚟♴充実残㢠の⟬定について 

㸦4㸧友愛Ⲯの⛣㌿改⠏の㐍捗状況について 

 

㸦3㸧令和 2年度➨2回⌮事会 

① 㛤 催 日  令和2年 6月 25日(木)㸦⌮事会の決㆟があったものとみなされた日㸧 

② 㛤催場所  書㠃決㆟ 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 常務⌮事の㑅任について 

➨ 2号㆟案 参与の委嘱について 

➨ 3号㆟案 ㅖつ⛬の一㒊改正について 

➨ 4号㆟案 その他 

 

㸦4㸧令和 2年度➨3回⌮事会 

① 㛤 催 日  令和2年 7月 9日(木) 㸦⌮事会の決㆟があったものとみなされた日㸧 

② 㛤催場所  書㠃決㆟ 

③ ㆟  案   
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➨ 1号㆟案 ㅖつ⛬の一㒊改正について 

 

㸦5㸧令和 2年度➨4回⌮事会 

① 㛤 催 日  令和2年 11月 19日(木)  

② 㛤催場所  成城ホール㞟会室 E㸦東京㒔世⏣㇂区成城 6-2-1㸧 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 ㅖつ⛬の制定及び一㒊改正について 

➨ 2号㆟案 施タ㛗の任免について 

➨ 3号㆟案 友愛Ⲯ㊧地の売却にかかる専任媒介契⣙について 

 

㸦6㸧令和 2年度➨5回⌮事会 

① 㛤 催 日  令和3年 3月 15日(月) 㸦⌮事会の決㆟があったものとみなされた日㸧 

② 㛤催場所  書㠃決㆟ 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 令和2年度各会ィ収支⿵正予⟬について 

➨ 2号㆟案 令和3年度事業ィ⏬及び各会ィ収支予⟬について 

➨ 3号㆟案 ㅖつ⛬の制定及び一㒊改正について 

➨ 4号㆟案 施タ㛗➼の任免及び再㞠⏝について 

➨ 5号㆟案 ホ㆟員の招㞟事㡯について 

 

㸦7㸧令和 2年度➨2回ホ㆟員会 

① 㛤 催 日  令和3年 3月 24日(水) 㸦ホ㆟員会の決㆟があったものとみなされた日㸧 

② 㛤催場所  書㠃決㆟ 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 令和2年度各会ィ収支⿵正予⟬について 

➨ 2号㆟案 令和3年度事業ィ⏬及び各会ィ収支予⟬について 

 

㸱 本㒊事業➼の実施状況 

㸦1㸧㞀害⪅支援普及事業 

①  ➨ 45回合同㐠動会 

  新型コロナウイルス感染のため中止とした。 

 

②  ➨ 54回宮様チャリティボウリング大会及び➨44回㞀害⪅ボウリング大会 

     新型コロナウイルス感染のため中止とした。 

 

③  機㛵⣬「ゆうあい」 

    7月31日付けで➨ 51号を 2,500冊Ⓨ⾜し、㛵係⪅への㏦付と外来⪅➼へ㓄布を⾜った。 

 

㸦2㸧 その他の事業 

    世⏣㇂施タ、板橋区の東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター、⏫⏣市の友愛Ⲯ及び港区❧㞀害保健⚟♴

センターは、それぞれ地域の⏫内会・商店会、後援会、ボランティア、施タ利⏝⪅家族➼の参加

を得て、┦互⌮ゎと㐃携を深めることを┠ⓗに次の事業をィ⏬した。 
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① 世⏣㇂施タ 

ア ┅㋀り大会 

       新型コロナウイルス感染のため中止とした。 

イ 友愛ふれあい⚍ 

      新型コロナウイルス感染のため中止とした。 

ウ  感ㅰの㞟い 

新型コロナウイルス感染のため中止とした。 

  ② 世⏣㇂施タ以外の施タ 

ア 東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター 

㸦ア㸧4月㹼2月「手ヰㅮ座」 

手ヰ入㛛ㄢ⛬の手ヰㅮ⩦はコロナ⚝により中止した。 

  㸦イ㸧7月「┅㋀り大会」 

コロナ⚝の影㡪によりつ模と内容を変え、利⏝⪅中心に実施した。 

  㸦ウ㸧11月「㜵災⥲合カ⦎」 

11月 1日(月)に予定した⏫会・消㜵⨫、地域住民との合同㜵災カ⦎はコロナ⚝の影㡪に

より中止となった。 

イ 友愛Ⲯ 

㸦ア㸧 おⰼぢ会 4月 3日(㔠) 

     コロナ⚝のため、利⏝⪅と⫋員のみで㛤催した。 

㸦イ㸧 ┅㋀り大会 8月7日(㔠) 

     コロナ⚝のため、利⏝⪅と⫋員のみで㛤催した。 

㸦ウ㸧地域合同㜵災カ⦎ 10月 14日(水)  

     コロナ⚝のため、地域の参加はぢ合わせ、⏫⏣消㜵⨫と実施した。 

㸦エ㸧ときわ保⫱園合同クリスマス会 12月 16日(水) 

     コロナ⚝のため、中止した。 

ウ 港区❧㞀害保健⚟♴センター 

(ア) ヒューマンぷらざまつり    10月 27日(日) 

コロナ⚝のため、中止した。 
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㸲 事業所タ備の整備状況 

  本年度、本㒊及び施タにおいて助成㔠➼で整備を⾜った状況は、次のとおりである。 

㸦1㸧 助成㔠➼による整備                         㸦単位㸸千円㸧 

区 分 
整 備 事 㡯 

㸦助 成 ⪅㸧 

整備を必せとする 

⌮⏤・内容 
ㄳ㈇業⪅ 㔠  㢠 

世⏣㇂ 別㤋1㝵女性トイレ改修 ⪁朽化のため TOTOリモデル 助成㔠 1,049 

更⏕㤋 㸦東京㒔㸧  サービス㈱ ⮬ 己 1,239 

    ィ 2,288 

世⏣㇂ 別㤋1㝵作業場 コロナウイルス対⟇のため 海⸨工務店 助成㔠 553 

更⏕㤋 ベンティエールタ⨨   ⮬ 己 8 

 㸦東京㒔㸧   ィ 561 

友愛園 アシストスーツエアロバッ 利⏝⪅介助のため 日本物⏘㈱ 助成㔠 198 

 ク   ⮬ 己 0 

 㸦世⏣㇂区㸧   ィ 198 

友愛園 ナースコール 利⏝⪅介助のため ケアコム㈱ 助成㔠 205 

 㸦東京㒔㸧   ⮬ 己 0 

    ィ 205 

友愛園 㢦ㄆドカメラ 利⏝⪅介助のため アイリスオー 助成㔠 244 

 㸦東京㒔㸧  ヤマ㈱ ⮬ 己 0 

    ィ 244 

東京⫈ぬ㞀 LANネットワーク構⠏・ 感染予㜵対⟇のため ㈱ワイイーシ 助成㔠 446 

害⪅支援セ パソコン  ーソリューシ ⮬ 己 0 

ンター 㸦東京㒔㸧  ョンズ ィ 446 

東京⫈ぬ㞀 オゾン㝖⳦・⬺⮯器 感染予㜵対⟇のため ㈲千㔛⚟♴情 助成㔠 211 

害⪅支援セ 㸦東京㒔㸧  セ報ンター ⮬ 己 0 

ンター    ィ 211 

友愛デイ ✵気清浄機 カ⦎室内⎔境整備の為 ヤマダ㟁機 助成㔠 127 

サービス (東京㒔⚟♴保健局/新型   ⮬ 己 0 

センター 㺘㺹㺣㺑㺐㺷㺛⥭急包括支援事業㸧   ィ 127 

友愛ホーム 㣗器消毒保⟶庫 ⾨⏕・感染予㜵のため ㈱フジマック 助成㔠 539 

 (東京㒔新型㺘㺹㺣㺑㺐㺷㺛⥭急   ⮬ 己 0 

 包括支援㔠)   ィ 539 

友愛ホーム ⮬動洗浄消毒洗㠃台 ⾨⏕・感染予㜵のため サラヤ 助成㔠 644 

 (東京㒔新型㺘㺹㺣㺑㺐㺷㺛⥭急包  海⸨工務店 ⮬ 己 0 

 括支援㔠)   ィ 644 

友愛ホーム ipad pro wifi 㺱㺡㺼㺷 㝸㞳対⟇・感染予㜵のため Apple 助成㔠 176 

 (東京㒔㧗㱋⪅施タにおけ   ⮬ 己 0 

 る新型㺘㺹㺣㺑㺐㺷㺛感染対⟇   ィ 176 

 強化事業⿵助㔠)     

友愛ホーム Surface Pro 㝸㞳対⟇・感染予㜵のため Amazon 助成㔠 384 

 (東京㒔㧗㱋⪅施タにおけ   ⮬ 己 0 

 る新型㺘㺹㺣㺑㺐㺷㺛感染対⟇   ィ 384 

 強化事業⿵助㔠)     

友愛ホーム ✵気清浄機 ⾨⏕・感染予㜵のため ㈱トゥーコネ 助成㔠 1,162 

 (東京㒔㧗㱋⪅施タにおけ  クト ⮬ 己 0 

 る新型㺘㺹㺣㺑㺐㺷㺛感染対⟇   ィ 1,162 

 強化事業⿵助㔠)     

友愛ホーム サーマル付き㢦ㄆド➃末 ⾨⏕・感染予㜵のため アイリスオー 助成㔠 578 

 (東京㒔㧗㱋⪅施タにおけ  ヤマ㈱ ⮬ 己 0 

 る新型㺘㺹㺣㺑㺐㺷㺛感染対⟇   ィ 578 

 強化事業⿵助㔠)     

◔ホーム インカムシステム⏝㡢声 ICT機器の活⏝、促㐍によ NTTテクノクロ 助成㔠 203.5 

 入出力ユニット り⫋員不㊊においても効率 ス㈱ ⮬ 己 0 



 15 

 㸦東京㒔⚟♴保健局㸧 ⓗに業務を㐙⾜するため  ィ 203.5 

◔ホーム 65型テレビ一式 利⏝⪅の教㣴娯楽のため アマゾンジャ 助成㔠 148 

 (東京㒔♫会⚟♴協㆟会  パン(同) ⮬ 己 1.3 

 東京善意㖟⾜)   ィ 149.3 

友愛Ⲯ 介ㆤリフト ⿵助機器の活⏝、促㐍によ ㈱ウチダシス 助成㔠 1,052 

 (東京㒔新型コロナ感染 り⫋員不㊊においても効率 テムズ ⮬ 己 0 

 対⟇強化事業⿵助㔠) ⓗに業務を㐙⾜するため  ィ 1,052 

友愛Ⲯ シャワーバス ⿵助機器の活⏝、促㐍によ  助成㔠 10,670 

 㸦東京㒔施タ㛤タ準備⤒ り⫋員不㊊においても効率  ⮬ 己 0 

 ㈝➼支援事業⿵助㔠㸧 ⓗに業務を㐙⾜するため  ィ 10,670 

◔デイ 㧗出力エアコン 換気した状態で、冷暖房効 ミナト▮崎サ 助成㔠 1,480 

サービス (東京㒔新型㺘㺹㺣㺑㺐㺷㺛⥭急 果を得るため ービス㈱ ⮬ 己 258 

センター 括支援㔠)   ィ 1,738 

合ィ 19件   

助成㔠 20,069.5 

⮬ 己 1,506.3 

ィ 21,575.8 

 

 

㸦2㸧 その他の整備㸦100万円以上の事業㸧                

  令和 2年度はなし。 
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㸳 ⫋員の㈨格保有状況 

㸦㸯-㸯㸧施タ別㈨格保有⪅数㸦令和 3年3月 31日⌧在㸧 

㈨格名 

 

 

 

施タ名 

介
ㆤ
⫋
員
初
任
⪅
◊
修 

実
務
⪅
◊
修 

介
ㆤ
⚟
♴
士 

♫
会
⚟
♴
士 

介
ㆤ
支
援
専
㛛
員 

⢭
⚄
保
健
⚟
♴
士 

正
┳
ㆤ
師 

准
┳
ㆤ
師 

保
健
師 

世⏣㇂更⏕㤋  1 1 3 1 3    

友愛園 2  6 3 3  1   

東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター   1 3 1 2 1   

コーポ友愛          

友愛デイサービスセンター 4  3 4   1 2  

友愛ホーム 5  5 2 2   2  

友愛Ⲯ 13 3 35 3 6  5 1  

◔ホーム 3  21 1 2  8 1  

◔デイサービスセンター 5  10 1 4  3   

㐠営⟶⌮㒊・地活センター 5 1 6 6 3 4  6  1 1 

工房アミ 12 1 21 7 3 1 2   

みなとワークアクティ   4 4  2    

放ㄢ後➼デイサービス   3 4 3  8 1  

港区❧児❺Ⓨ㐩支援センター   4 9 4 5 5  1 

◔地域包括支援センター 1  4 7 6 1 1  1 

◔介ㆤ保㝤サービス   1 2 2 1    

合ィ 50 6 125 59 40 19 41 8 3 
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㸦㸯-㸰㸧施タ別㈨格保有⪅数㸦令和 3年3月 31日⌧在㸧 

㈨格名 

 

 

 

施タ名 

⟶
⌮
栄
㣴
士 

栄
㣴
士 

作
業
⒪
法
士 

⌮
学
⒪
法
士 

ゝ
ㄒ
⫈
ぬ
士 

あ
ん
摩
マ
䣹
サ
䤀
ジ
指
圧
師 

心
⌮
士 

保
⫱
士 

幼
⛶
園
教
ㅍ 

柔
㐨
整
復
師 

世⏣㇂更⏕㤋           

友愛園 1 1 1        

東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター 1 1     1 1 2  

コーポ友愛           

友愛デイサービスセンター        1 1  

友愛ホーム 1          

友愛Ⲯ 1         1 

◔ホーム 1 1    2     

◔デイサービスセンター  1    1     

㐠営⟶⌮㒊・地活センター 2  3 3 1      

工房アミ  1      3 2  

みなとワークアクティ        2 1  

放ㄢ後➼デイサービス   1 1    6   

港区❧児❺Ⓨ㐩支援センター 1  5 2 4  8 26 12  

◔地域包括支援センター           

◔介ㆤ保㝤サービス        1 1  

合ィ 8 5 10 6 5 3 9 40 19 1 
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㸴 事業所の概況                         㸦令和 3年 3月 31日⌧在㸧 

区   分 
施タの✀別 

(㛤タ年月日) 
所 在 地 土 地 建 物 

利⏝⪅ 

定 員 

♫

会

⚟

♴

施

タ 

世⏣㇂更⏕㤋 

㸦㤋㛗 村上正⿱㸧 

指定㞀害⚟♴サー

ビス㸦S37. 9. 28㸧 

法人本㒊 

 

〒157-0073 

世⏣㇂区◔ 

3-9-11 

6,088.55 

㎡ 

2,157.36 
(60) 

友 愛 園 

㸦園㛗 宮崎 浩㸧 

㞀害⪅支援施タ 

(S53. 5. 1) 
2,087.94 40 

コーポ友愛 

㸦ホーム㛗 村上正⿱㸧 

⚟♴ホーム 

(H 3. 8. 1) 
781.90 20 

友愛㺡㺼㺐㺙㺎㺩㺼㺛㺜㺻㺞ー 

㸦センター㛗 木村浩二㸧 

㌟㞀デイサービス 

(H 4. 4. 1) 
  321.76 (20) 

友愛ホーム 

㸦園㛗 島村力夫㸧 

㣴ㆤ⪁人ホーム 

(S31.12.24) 
2,086.59 70 

◔ホーム 

㸦園㛗 㕥木健太㸧 

特別㣴ㆤ⪁人㺬㺎㺯 

(H 4. 4. 1) 
1,865.56 60 

◔㺡㺼㺐㺙㺎㺩㺼㺛㺜㺻㺞㺎 

㸦㺜㺻㺞㺎㛗 小泉㈗宏㸧 

⪁人デイサービス 

(H 4. 4. 1) 
540.89 (60) 

東京⫈ぬ㞀害⪅支援セン

ター㸦所㛗 㧗橋⚽志㸧 

㞀害⪅支援施タ 

(S40. 7. 25) 

〒174-0056 

板橋区志村2-19-5 
(913.78) (980.47) 

30 

㸦10㸧 

友 愛 Ⲯ 

㸦園㛗 ⸨⏣康子㸧 

特別㣴ㆤ⪁人㺬㺎㺯 

 (S49.11. 1) 

〒194-0203 

⏫⏣市図師⏫989 
4,550.80 2,059.80 78 

港区❧㞀害保健⚟♴セン

ター 

㸦㺜㺻㺞㺎㛗 江原德⮳㸧 

地域活動支援センター 

㸦施タ㛗 小泉㐩也㸧 

工房アミ 

㸦施タ㛗 村松徳治㸧 

みなとワークアクティ 

㸦施タ㛗 柴⏣泰♩㸧 

放ㄢ後➼デイサービス 

㸦施タ㛗 朝山智⨾㸧 

(H10. 4. 1) 

 

 

地域活動支援セン

ター 

⏕活介ㆤ事業所 

 

就労⥅⥆支援㹀型

事業所 

放ㄢ後➼デイサー

ビス 

〒105-0014 

港区Ⱚ1-8-23 
(4380.06) (24321.61) 

 

 

 

(30) 

 

(40) 

 

(40) 

 

㸦20㸧 

港区❧児❺Ⓨ㐩支援セン

ター 

㸦㺜㺻㺞㺎㛗 ⏣口⨾Ⓩ㔛㸧 

(R2.4.1) 

⒪⫱Ⓨ㐩┦ㄯ 

〒106-0047 

港区南㯞布

4-6-13 

㸦3628.88㸧 㸦1664.05㸧 

 

㸦92㸧 

ィ 
  

 

10,639.35 

(8922.72) 

11,901.8 

(26966.13) 

298 

 (372) 

事

業

所 

◔地域包括支援センター 

㸦㺜㺻㺞㺎㛗 山本恵⌮㸧 

⪁人居宅介ㆤ➼事

業(H18. 4. 1) 

〒157-0073 

世⏣㇂区◔5-8-18 
― ― ― 

➨一作業所㸦友愛書房㸧 

(㈐任⪅ 常務⌮事 

㓇井健治) 

㌟㞀法➨22条の 

売店(S25.12. 1) 

〒100-0013 

千代⏣区㟘ヶ㛵 

1-2-2中央合同庁⯋5号㤋B1F 

― ― ― 

◔介ㆤ保㝤サービス 

(センター㛗 小泉㈗宏) 

居宅介ㆤ支援事業 

(H12.4.1) 

〒157-0073 

世⏣㇂区◔3-9-11 ― ― ― 

合   ィ 
  

 

10,639.35 

(8922.72) 

11,901.8 

(26966.13) 

298 

 (372) 

備⪃㸯 土地・建物欄の㸦 㸧は指定⟶⌮施タの㠃✚ 

備⪃㸰 東京⫈ぬ㞀害⪅支援センターの土地と建物は東京㒔所有のため㸦 㸧でグ㍕している。 

備⪃㸱 定員欄の㸦 㸧は㏻所定員 
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➨㸰 ⚟ ♴ 施 タ 

 

㸯 世⏣㇂更⏕㤋㸦指定㞀害⚟♴サービス㸧 

  

  新型コロナウイルス感染に係る⥭急事態宣ゝがⓎ出され、就労⛣⾜支援事業では、㞠⏝情勢が

大幅に悪化したほか、オンライン㠃接の導入➼、企業の採⏝活動が変化し、事業の本旨である「就

⫋の実⌧」は困㞴を極めたが、後期に利⏝⪅1名が企業実⩦を⤒て、就⫋を実⌧した。 

就労⥅⥆支援 B型事業においてもその影㡪は⏒大で、一㒊取引先からの受注が大幅に減少したほ

か、そのⓎ出に伴う㏻所⮬⢔せㄳや感染㜵止を┠ⓗとした⏕⏘活動時㛫▷⦰への対応として、各取

引先からの受注㔞を一時ⓗに削減した⤖果、就労支援事業収入は期㤳予⟬ 33,000 千円に対して、

26,394千円にとどまり、利⏝⪅工㈤は平均月⤥で前年度比 1,810円マイナスの 30,300円と低下し

た。 

一方、利⏝率は前㏙した㏻所⮬⢔せㄳ期㛫を中心に、希望を☜ㄆした上で、⏕活リズムの⥔持と

健康⟶⌮、模擬作業ㄢ㢟の提供➼による在宅支援を推㐍したほか、後期からィ⏬ⓗに新つ利⏝⪅の

受入れを㐍めた⤖果、その影㡪は最小㝈に抑えられ、利⏝率は┠標値を上回る71.17㸣となった。 

新型コロナウイルス感染への対⟇としては、3 密を㑊けるための⎔境整備を㐍めたほか、㏻所

時➼の検温と体ㄪ☜ㄆ、マスクの╔⏝や共⏝㒊の定時消毒➼、基本ⓗな感染予㜵対⟇を徹底し、そ

の感染拡大㜵止に努めた⤖果、新型コロナウイルス感染の㝧性⪅はⓎ⏕しなかった。 

    

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟  

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値の㐍捗状況 

㸿 
⤒営 
㈈務 

㸯 

安定ⓗな事業⤒営 

(a)利⏝率の向上 

(b)基本報㓘向上への対応 

(c)「働きがい」のある⫋場⎔境整備㸭

ワークライフバランスの推㐍 

全⫋員 

(a)①新つ利⏝⪅就労⛣⾜2名、就労⥅⥆B型3名 

㸦┠標値 新つ利⏝⪅就労⛣⾜2名以上、就労⥅⥆B

型4名以上㸧 

  ②対定員利⏝率71.17% 

㸦┠標値 対定員利⏝率70%以上、土曜㛤所日を㝖く㸧 

(b)①就⫋⪅1名 

㸦┠標値 就⫋⪅2名以上㸧 

  ②支⤥工㈤平均月⤥30,300円㸦就労⥅⥆B型㸧 

㸦┠標値 支⤥工㈤年㛫平均月⤥32,110円以上㸧 

  ③㐣ㄗㄳ求、加⟬⟬定漏れなし 

㸦┠標値 㐣ㄗㄳ求、加⟬⟬定漏れ㜵止㸧 

(c)①就労支援員変更、取引先別正副担当⪅制導入決定 

㸦┠標値 業務分掌ぢ┤し㸧 

  ②有⤥休暇取得率平均71.0% 

㸦┠標値 有⤥休暇取得率平均65.2㸣以上㸧 
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㹀 
品㉁ 

㸯 

サービス提供体制のぢ┤し 

(a)㹇㹁㹒活⏝による業務効率の改善 

(b)就労⛣⾜支援プロセスの☜❧ 

(c)個別支援ィ⏬に基づくサービス提供 

ICT化・ 
事業推㐍 
委員会 
就労⛣⾜ 
検ウ会 
サービス 
向上委員会 

(a)ICT化のヨ㦂導入延期 

㸦┠標値 業務効率の改善に向けたICT化のヨ㦂導入㸧 

(b)就労⛣⾜支援プロセスの標準化延期 

㸦┠標値 就労⛣⾜支援プロセスの標準化㸧 

(c) 担当⪅会㆟の㛤催方法ぢ┤し検ウ 

㸦┠標値 担当⪅会㆟の㛤催方法ぢ┤し㸧 

㸰 

働く場の提供 

(a)仕事の☜保 

(b)利⏝⪅工㈤の向上 

事業推㐍 
委員会 
作業⬟力 
ホ価検ウ 
委員会 

(a)就労支援事業収入26,394千円 

㸦┠標値 就労支援事業収入年㛫 33,000 千円以上㸧 

(b)支⤥工㈤平均月⤥30,300円㸦就労⥅⥆B型㸧 

㸦┠標値 支⤥工㈤年㛫平均月⤥32,110円以上㸧 

㸱 

サービスホ価の実施 

(a)ISO内㒊┘査の実施 

(b)➨三⪅ホ価 

事業推㐍 
委員会 

(a) 法人内㒊┘査㸦7 月㸧、特別審査㸦10 月㸧、事業所

内㒊┘査㸦3月㸧受審、せ改善事㡯の事業ィ⏬反映 

㸦┠標値 内㒊┘査受審、せ改善事㡯の是正、ICT化を

㋃まえた㛵㐃YSの整備㸧 

(b) ➨三⪅ホ価受審、せ改善事㡯の事業ィ⏬反映 

㸦┠標値 せ改善事㡯の是正、事業ィ⏬への反映㸧 

㹁 
人材 
⫱成 

㸯 

専㛛性の向上と権利擁ㆤの推㐍 

(a)専㛛性の向上 

(b)権利擁ㆤの推㐍 

サービス 
向上委員会 

(a)YS改定と㐠⏝㛤始延期 

㸦┠標値 YS改定と㐠⏝㛤始㸧 

(b)4月、7月、10月、1月セルフチェックリスト実施 

㸦┠標値 1 回/3 ヶ月セルフチェックリストに基づく

支援の振り㏉り実施㸧 

㹃 
その
他 

㸯 

「安全・安心」な活動⎔境の整備 

(a)施タ・タ備整備 

(b)災害Ⓨ⏕を想定した準備 

サービス 
向上委員会 

(a)①別㤋1㝵女性トイレ改修工事完了、別㤋1㝵⏨性 

トイレと洗㠃所の改修検ウ延期 

㸦┠標値 別㤋1㝵⏨性トイレと洗㠃所の改修検ウ㛤 

始㸧 

  ②ロッカー施㘄⟶⌮の啓Ⓨと個別支援の実施⥅⥆ 

㸦┠標値 ロッカー施㘄⟶⌮の啓Ⓨと個別支援の実 

施㸧 

  ③3月末に別㤋1㝵喫煙スペース廃止 

㸦┠標値 別㤋1回喫煙スペースの廃止による健康増 

㐍と受動喫煙の㜵止㸧 

(b)メールによる安否☜ㄆサービス提供事業⪅の

㑅定検ウ 

㸦┠標値 台㢼、大㞷➼悪天候時の対応と㐃⤡手段と

しての伝ゝダイヤル・メール活⏝の標準化 㸧 
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㸦㸰㸧実施状況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 安定ⓗな事業⤒営  

㸦㹟㸧利⏝率の向上 

   新型コロナウイルス感染の感染拡大を受け、利⏝希望⪅のぢ学や体㦂実⩦受入れを一時中断

したが、感染予㜵⟇をㅮじた上で、6 月から段㝵ⓗにその受入れを再㛤したほか、㏻所⮬⢔せㄳ

期㛫を中心に、模擬作業ㄢ㢟の提供➼による在宅支援を推㐍した⤖果、利⏝率は┠標値を上回る

71.17㸣となった。 

  ①就労⛣⾜支援事業では、ィ⏬どおり本年度当初に、特別支援学校の卒業⏕ 1名を受入れた。ま

た、前年度に㣧㣗店へ就⫋した利⏝⪅㸯名が、⥭急事態宣ゝⓎ出の影㡪により、一時帰休の対

㇟となったため、就労意欲と⏕活リズムの⥔持を┠ⓗとして、勤務再㛤までの期㛫、再度の利

⏝を受入れた。就労⥅⥆支援㹀型事業では体㦂実⩦を⤒て、後期に3名が利⏝を㛤始した。 

  ②⥭急事態宣ゝⓎ出中の期㛫を中心に、㏻所を⮬⢔した利⏝⪅に対して就労意欲と⏕活リズムの 

⥔持、健康⟶⌮を┠ⓗとした在宅支援を提供した。その在宅支援の提供は、天候や心㌟㠃の状 

況で欠席することの多い利⏝⪅が、⮬宅で⥅⥆ⓗに作業へ取り⤌む契機にも⧅がった。 

  ③利⏝希望⪅のぢ学は受入れを 6月まで一時中断した。7月から受入れを再㛤したが、利⏝⪅が 

帰宅した後の15時 30分以㝆に受入れ、感染予㜵を優先した。 

  ④本年 4月の利⏝㛤始に向けて、特別支援学校在校⏕➼ 6名㸦就労⛣⾜支援事業・就労⥅⥆支援 

㹀型事業各 3名㸧の体㦂実⩦を受入れた。6名の内 2名が本年 4月から、就労⥅⥆支援㹀型事

業を利⏝することが決定した。 

     㸦㹠㸧基本報㓘向上への対応 

   利⏝⪅のニーズである「就⫋の実⌧と定╔支援」と「㧗工㈤支⤥」にかかわる実⦼が、基本報

㓘に反映されるため、その充㊊に専心した。新型コロナウイルス感染の感染拡大による影㡪は

⏒大で、その実⌧は困㞴を極めたが、令和 3年度㞀害⚟♴サービス報㓘改定において、その取扱

いに㛵する特例がタけられ、来年度の事業所㐠営に対する影㡪は、最小㝈にとどまるぢ㎸みとな

った。 

①就労⛣⾜支援事業では、後期に、利⏝⪅1名が企業実⩦を⤒て就⫋を実⌧した。定╔支援では

昨年㸱月に㣧㣗店へ就⫋した利⏝⪅㸯名が、⥭急事態宣ゝⓎ出に伴う営業⮬⢔せㄳを契機とし

て、一時帰休の対㇟となったが、平成 30年度に就⫋した利⏝⪅ 2名の㞠⏝は㡰ㄪに⤒㐣した。 

②就労⥅⥆支援㹀型事業では、一㒊取引先から受注が大幅に減少したほか、⥭急事態宣ゝⓎ出に

伴う㏻所⮬⢔せㄳや感染㜵止を┠ⓗとした⏕⏘活動時㛫▷⦰の影㡪は大きく、平均月⤥は前年

度と比㍑し、1,810円マイナスの 30,300円に低下した。 

③㞀害⚟♴サービス㈝は、基準・┬令を㒔度☜ㄆの上⟬定した⤖果、㐣ㄗㄳ求と加⟬の⟬定漏れ

はⓎ⏕しなかった。 

㸦㹡㸧「働きがい」のある⫋場⎔境整備㸭ワークライフバランスの推㐍 

   新型コロナウイルス感染への対応を優先しつつ、本年度も利⏝⪅支援の充実と⫋員が「働き

がい」を感じることができる⫋場⎔境の整備、ワークライフバランスの推㐍に注力した。 

  ①後期に就労支援員の担当を主任⫋業指導員に変更した。⫋業指導員の担当取引先➼、業務分掌 

のぢ┤しを㐍め、取引先の担当⫋業指導員が不在でも、利⏝⪅に対する作業指導や取引先との

折⾪が円滑に⾜えるように、取引先の主・副担当制導入を決定した。 

  ②ィ⏬どおり土曜日の㛤所は、利⏝⪅が6日㐃⥆の利⏝とならないようにタ定したが、新型コロ 

ナウイルス感染への対応を優先し、土曜日の㛤所を取り止めた。また、同感染の⤊息につ
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いて┠㏵が❧たないため、来年度の㛤所もぢ㏦ることにした。 

③公共交㏻機㛵で㏻所している利⏝⪅が半数を㉸えており、帰宅時㛫帯の混㞧回㑊による感染リ

スク低減を┠ⓗとして、⏕⏘活動時㛫を段㝵ⓗに▷⦰し 15時までとした。上グ対応は、そのリ

スク低減に加えて、令和 3年度からの実施を検ウしていた⏕⏘活動時㛫▷⦰についてシュミレ

ーションする機会となった。各✀会㆟や事務業務が⏕⏘活動時㛫外に⾜える⎔境となり、⏕⏘

活動時㛫中の利⏝⪅支援にかかわる時㛫を☜保できたほか、残業の大幅な削減や有⤥休暇取得

率の向上にも⧅がった。 

  ④新型コロナウイルス感染の影㡪で、前期に予定していた利⏝⪅・家族懇ㄯ会の㛤催をぢ㏦っ

た。来年度から土曜日の㛤所を取り止め、⏕⏘活動時㛫を▷⦰することについて、ィ⏬してい

たが、利⏝⪅と家族へその⌮⏤や┠ⓗをㄝ明する機会がタけられず、来年度以㝆のㄢ㢟として

残った。 

  ⑤利⏝⪅とその家族に、37℃以上のⓎ熱や喉の③み➼の㢼㑧状がある場合は、㏻所⮬⢔を依㢗

し、⫋員も上グ状がぢられた場合には、新型コロナウイルスの感染予㜵を最優先として、出

勤を控える対応とした。また、⫋員㛫の㐃携を強化し、有⤥休暇の取得を推㐍した⤖果、有⤥

休暇取得率は前年度を上回る平均 71.0%となった。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 サービス提供体制のぢ┤し 

㸦㹟㸧ICT活⏝による業務効率の改善  

   利⏝⪅支援の充実に向けた業務の効率化と利⏝⪅支援時㛫の☜保は喫⥭のㄢ㢟であり、事務業

務における ICTの活⏝について検ウを㐍めるィ⏬とした。本年度は、新型コロナウイルス感染

の対応を最優先とした⤖果、「東京㒔㞀害⪅支援施タICT機器導入支援モデル事業成果報告会」へ

の参加➼による情報収㞟にとどまり、そのICT化については、来年度へぢ㏦ることにした。 

㸦㹠㸧就労⛣⾜支援プロセスの☜❧  

   就労⛣⾜支援プロセスの☜❧を┠標として、就労⛣⾜プロセス検ウ会を中心に検ウを㔜ねたが、 

新型コロナウイルス感染への対応や就労支援員と⫋業指導員の㓄⨨㌿換➼を優先した⤖果、そ 

の☜❧には⮳らず、利⏝⪅に対する個別支援の提供にとどまった。 

①㐺性や取引先の状況、⫋員本人の意向➼も㋃まえ、後期から主任⫋業指導員を就労支援員とし

て㓄⨨した。 

 ②就労⛣⾜支援の強化・充実を図ること、多ゅⓗなど点での支援実施を┠ⓗとして、サービス➼ 

利⏝ィ⏬、個別支援ィ⏬に基づき、就労支援機㛵との㐃携によるチーム支援を実施した。 

  ③就労⛣⾜支援プロセスと特別支援学校在校⏕に対する体㦂実⩦プログラムの標準化には⮳らず、 

来年度以㝆のㄢ㢟として残った。 

㸦㹡㸧個別支援ィ⏬に基づくサービス提供  

   新型コロナウイルス感染の感染拡大は、個別支援ィ⏬の定期㠃接を一時ぢ合わせざるを得な 

い状況を招き、個別支援ィ⏬に基づくサービス提供にも大きな影㡪を与える⤖果となった。後期

から参加人数を㝈定した上で㠃接を再㛤し、アセスメントとモニタリングの㠃接はサービス⟶⌮

㈐任⪅が、中㛫モニタリング㠃接はケース担当⫋員が⾜った。暫定ⓗに担当⪅会㆟の㛤催方法を

変更し、書㠃回ぴによる㛤催とした。 

①⥭急事態宣ゝⓎ出に伴う㏻所⮬⢔や 3密を㑊けるための分散㏻所➼の期㛫があり、前期は㏻所

を前提とした個別支援ィ⏬の❧案が困㞴な状況にあった。利⏝⪅個別の状況や意向に大きな変

化がない場合は、利⏝⪅の同意を得て、従前の個別支援ィ⏬を㋃くする内容でそれを更新した
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ほか、在宅支援の提供を希望する利⏝⪅については、個別支援ィ⏬の支援実施書に、その具体

ⓗな内容をグ㍕した。後期にも⥭急事態宣ゝがⓎ出されたが、再度の㏻所⮬⢔せㄳは㑊けられ、

在宅支援希望⪅以外への㏻所支援を⥅⥆した。個別支援ィ⏬の㠃接を再㛤し、┦ㄯ支援事業所

➼との㐃携が必せな利⏝⪅についてはケース会㆟を⾜い、チームでの支援を⾜った。 

②新型コロナウイルス感染に対する不安から、⥅⥆ⓗな㏻所が困㞴になった利⏝⪅には、個別

支援ィ⏬に基づき、在宅支援の提供を⥅⥆した。♫会との接点、就労に対するモチベーション

を⥔持するため、後期から模擬作業ㄢ㢟の✀㢮を増やし、㒔度、模擬作業ㄢ㢟の内容を㑅択で

きるようにした。㟁ヰで模擬作業ㄢ㢟の取り⤌み状況や体ㄪ➼を☜ㄆしたほか、毎月、⮬宅ゼ

問➼により 1ヶ月㛫のふり㏉りとそのホ価を⾜った。令和 3年度の㞀害⚟♴サービス➼報㓘改

定では、在宅支援の暫定ⓗな取り扱いが恒久化されることになった。当事業所においても、利

⏝⪅が望む多様な働き方の実⌧に向け、在宅支援のあり方について検ウしていくことが来年度

以㝆のㄢ㢟となった。 

③原則、利⏝⪅の家族や支援機㛵担当⪅には来所を控えてもらい、主に㟁ヰや書㠃で情報交換を

⾜った。㎿㏿な対応が必せな利⏝⪅については、㝶時ケース会㆟を㛤催し、支援機㛵担当⪅➼

と㐃携したチーム支援を実施した。 

④㏻所⮬⢔期㛫中に中断していた「┠標☜ㄆ⾲」を⏝いた日々のふり㏉りは、┠標への意㆑や就

労意欲が低下しないように、㏻所再㛤と合わせてその活⏝を再㛤した。 

⑤担当⪅会㆟は、3 密を㑊けるために原則全⫋員が参加して⾜う従前の㛤催方法ではなく、書㠃

㛤催とした。手厚い支援の必せな利⏝⪅が増加し、全⫋員が担当⪅会㆟へ参加することは困㞴

な状況にあるため、来年度はサービス⟶⌮㈐任⪅、担当⫋業指導員と⏕活支援員の 3名による

㛤催をヨ⾜し、その効果とㄢ㢟を検ドすることにした。 

⑥前年度、中㛫モニタリングの㠃接方法をヨ⾜でぢ┤したが、一㒊の利⏝⪅から従前の方法を希

望する意ぢが出された。本年度はその具体ⓗな⌮⏤について☜ㄆし、必せな対応を検ウする予

定としたが、新型コロナウイルス感染の対応を優先しぢ㏦ることにした。従前の方法を希望

する⌮⏤としては、中㛫モニタリングの内容をまとめた書㠃について、グ㍕内容のㄝ明を受け

たいとの意向があると想定されたため、同書㠃を㓄布する㝿に口㢌で内容をㄝ明することにし

た。 

⑦利⏝⪅交流旅⾜➼の⾜事を活⏝し、♫会・㞟団⏕活を㏦る上で必せなマナーの⩦得に向けて、 

その実㊶ⓗなカ⦎を実施する予定であったが、新型コロナウイルス感染の感染予㜵を優先し、

全ての⾜事を中止にした。同感染については、その⤊息の┠㏵がつかないため、来年度も中

止することに決定したが、代わりに感染予㜵⟇を⥅⥆した上で、年6回、「お楽しみメニュー」

を昼㣗時に提供することにした。 

 

㹀㸰 働く場の提供  

㸦㹟㸧仕事の☜保 

   新型コロナウイルス感染の影㡪に伴い前年度と比㍑して主せ取引先の受注㔞が大幅に減少し、

就労支援事業収入は26,394千円㸦┠標値 33,000千円以上㸧と┠標値を大きく下回った。⥭急事態

宣ゝⓎ出➼に伴う㏻所⮬⢔期㛫中は在宅での模擬作業ㄢ㢟を提供し、利⏝⪅の⏕活リズムと就労

意欲の⥔持を図った。 

 ①主せ取引先の売り上げは前年度比で、(株)デュプロ 56.1%、(株)グローバル・プロダクト・プ 

ランニング 90.5%、(株)モノファクトリー86.9%、日本太和堂 53.4%に減少した。担当⫋業指導 

員を中心に取引先のニーズに応えた⤖果、売り上げは減少したものの受注を⥅⥆することがで 
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きた。 

  ②(株)モノファクトリーからの大口・▷⣡期注文については、法人内他施タや㏆㞄の㞀害⚟♴サ

ービス事業所に、⏕⏘活動への協力を依㢗し、受注㔞の⥔持・拡大に努めた。 

③新型コロナウイルス感染の感染予㜵を優先し、段㝵ⓗに⏕⏘活動時㛫の▷⦰を図った。この

実⦼を㋃まえて、同感染収束後の⏕⏘活動時㛫▷⦰について来年度検ウすることにした。 

  ④新型コロナウイルス感染の感染予㜵を優先し、ボランティアと有償ボランティアに対する⏕

⏘活動への協力依㢗を一時取り止めることにした。 

⑤⏕⏘活動を存⥆させるために「東京㒔就労⥅⥆支援事業所⏕⏘活動活性化支援事業⿵助㔠」を 

 ⏦ㄳした。同⿵助㔠は、トラックやフォークリフトの修⧋㈝や㌴検㈝⏝➼に充当した。 

 

㸦㹠㸧利⏝⪅工㈤の向上  

   前㡯のとおり、就労支援事業収入及び⏕⏘活動時㛫は大幅に減少し、利⏝⪅工㈤は前年度を下

回る支⤥となった。 

①利⏝⪅工㈤の平均月⤥は 30,300円㸦┠標値 32,110円以上㸧となり、┠標値を下回った。 

②新型コロナウイルス感染の感染予㜵を優先し、作業⬟力ホ価の測定は原則ぢ㏦ることにした。 

③作業⬟力ホ価方法のぢ┤しについて、その検ウを⥅⥆する予定であったが、⥭急性がないこと 

から、新型コロナウイルス感染への対応を優先し、その⤊息を待って検ウを再㛤することに 

した。 

 

㹀㸱 サービスホ価の実施 

㸦㹟㸧ISO内㒊┘査の実施  

法人の内㒊┘査ィ⏬に則り、法人内㒊┘査㸦7月㸧と事業所内㒊┘査㸦3月㸧を実施した。是正

をせする指摘事㡯は無く、これまで取り⤌んできた新型コロナウイルス感染対⟇や、日常業務

の多くがシステム化されていることについて、㧗いホ価を得た。事業所内㒊┘査においても、指

摘事㡯はなかったが、より㐺切な支援を提供するための改善提案がなされるなど、┘査を㏻じて

他⫋✀業務について、その⌮ゎを深めることができた。また、10月に㸦一♫㸧日本⬟率協会によ

る ISO9001:2015の特別審査を受審したが、同審査においても新型コロナウイルス感染に対する

㐺切な対応と外㒊コミュニケーションについて㧗いホ価を得た。一方、是正処⨨の㞟ィと分析、

ホ価が中断されていることに㛵して、その㐠⏝方法のぢ┤しが提案された。ISO9001:2015のせ求

事㡯への対応において、その中断が原因で必せな基♏情報を把握できていない可⬟性があること

から、本年度から是正処⨨の㞟ィと分析、ホ価を再㛤することにした。 

事務業務の ICT化とその㛵㐃 YSの整備については、新型コロナウイルス感染への対応を優先

し、来年度へぢ㏦ることにした。 

㸦㹠㸧➨三⪅ホ価  

㸦♫団㸧日本介ㆤ⚟♴士会に東京㒔⚟♴サービス➨三⪅ホ価を依㢗した。従前どおり、㠃接方式 

の利⏝⪅⫈き取りㄪ査を⾜う予定であったが、新型コロナウイルス感染の感染予㜵を┠ⓗとし 

て、ㄪ査⏝⣬を㓄布して⾜うアンケート方式で実施した。当事業所に対するㄪ査⤖果のフィード 

バックはオンラインで⾜われ、指摘されたせ改善事㡯は来年度の事業ィ⏬に反映した。 
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㹁 人材☜保  

㹁㸯 専㛛性の向上と権利擁ㆤの推㐍  

㸦㹟㸧専㛛性の向上   

   本年度も専㛛性の向上に注力する予定としたが、新型コロナウイルスへの対応を優先し、以下 

  の取り⤌みを⾜った。 

 ①就労支援に必せなネットワークの構⠏とそれを㏻じた⫋員の専㛛性向上を┠標に「世⏣㇂区就

労支援ネットワーク定例会」、「◔エリア⮬❧支援協㆟会」に㐠営委員として⫋員が参加した。

「世⏣㇂区⢭⚄㞀害⪅㏻所事業所㐃⤡会」については、同㐃⤡会が対㇟とする利⏝⪅像の中心

が当事業所のそれとは␗なるため、ィ⏬どおり㏥会し、本年度、同㐃⤡会から独❧した「Ⓨ㐩・

⢭⚄就労ネットワーク」への参加のみ⥅⥆した。 

②後期から、主任⫋業指導員が就労支援員を担当することになった。当ヱ⫋員は、ゼ問型⫋場㐺

応援助⪅㸦ジョブコーチ㸧㣴成◊修を受ㅮしていないため、本年 2月に㛤催予定であった同◊

修受ㅮに⏦し㎸んだが、新型コロナウイルス感染の影㡪で、同◊修は中止となった。 

③新型コロナウイルス感染の対応を優先した⤖果、具体ⓗな◊修受ㅮィ⏬の検ウには⮳らず、

それを㋃まえた既存YSの改ゞが来年度以㝆のㄢ㢟として残った。 

㸦㹠㸧権利擁ㆤの推㐍  

㞀害⪅待㜵止と権利擁ㆤの推㐍に向け、全⫋員を対㇟として「㞀害⪅待㜵止チェックリス 

ト」によるセルフチェックを 3ヶ月に㸯回実施し、⫋員会㆟でその内容を共有した。未受ㅮ⪅を

対㇟に、東京㒔➼が主催する㞀害⪅待㜵止◊修の受ㅮを予定したが、新型コロナウイルス感染

の対応を優先し、その受ㅮは来年度へぢ㏦ることにした。 

 

㹃 その他 

㹃㸯 「安全・安心」な活動⎔境の整備  

㸦㹟㸧施タ・タ備整備  

 ①トイレと洗㠃所の改修 

前年度、東京㒔の「民㛫♫会⚟♴施タタ備改善整備㈝⿵助㔠」を活⏝した別㤋 1㝵女性トイレ

の改修工事を⾜ったが、新型コロナウイルス感染の影㡪で、一㒊⾨⏕タ備が㍺入できず、予

定していた水㐨タ備工事のみ本年度に先㏦りすることになった。5 月に入り、そのせ因となっ

ていた⾨⏕タ備の㍺出が再㛤され、改修工事の全てが 8月に完了し、本工事の┠ⓗである別㤋

1 㝵女性トイレの⪁朽化対⟇とプライバシーの☜保を実⌧することができた。本年度に実施し

た東京㒔⚟♴サービス➨三⪅ホ価では、⏨性トイレの改修を望む意ぢが引き⥆き出されており、

来年度、その具体ⓗな改修方法について検ウを㛤始することにした。また、改修に㝿しては、

サービス向上委員会を中心に、てんかんⓎ作時の怪我㜵止を┠ⓗとした手すりの増タ➼、安全

にトイレを利⏝できる⎔境タ定についても検ウしていく予定とした。 

②㜵犯・安全対⟇  

前年度、⏨性更⾰室ロッカーの㘽やロッカー内の所有物、作業㒊材が⣮失する事㇟がⓎ⏕した

ため、その㜵犯と安全対⟇として、⏨性更⾰室の照明常時点灯、ロッカー施㘄⟶⌮の啓Ⓨ➼を

㛤始した。本年度も同対⟇を⥅⥆した⤖果、前年度にⓎ⏕した上グ事㇟は再Ⓨしなかった。ロ

ッカーの仕様については、全利⏝⪅、㘽タイプのロッカーであるが、㘽を⣮失した㝿のリスク

回㑊と、それに付㝶する業務工数削減を┠ⓗとして、来年度に女性利⏝⪅のロッカーを暗ド␒

号タイプへ変更することにした。その㐠⏝状況を㋃まえて、⏨性利⏝⪅のロッカーも同タイプ

に変更するか検ウすることにした。 
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③健康増㐍・受動喫煙㜵止対⟇  

別㤋 1㝵東側倉庫前の喫煙スペースは、未成年の利⏝⪅も所属する就労⛣⾜支援事業カ⦎室の

ドアや❆を㛤けると煙が流れ㎸み、受動喫煙を免れない状況にあった。また、㞄接する本㤋 1

㝵の◔デイサービス利⏝⪅も㏦㏄時➼に受動喫煙の恐れがあるほか、㏆㞄住民への㓄慮も求め

られることから、「健康増㐍法の一㒊改正」➼も㋃まえ、利⏝⪅や⫋員➼㛵係⪅の健康増㐍・

受動喫煙㜵止を┠ⓗに、同喫煙スペースを本年度末に廃止した。同喫煙スペースの廃止につい

ては、8 月に喫煙⪅である利⏝⪅へ個別ㄝ明の上、全利⏝⪅とその家族に書㠃で案内し協力と

⌮ゎを求めたほか、希望する利⏝⪅に対しては、個別支援ィ⏬に基づき、⚗煙外来の情報提供

を⾜った。指定された喫煙場所以外での喫煙が懸念されるため、来年度以㝆も喫煙に㛵する世

⏣㇂区の条例と♫会人としてのルール・マナーについて⧞り㏉しㄝ明していくことにした。 

④デジタルサイネージの増タと㹇㹁㹒化 

別㤋 1㝵エントランスにデジタルサイネージをタ⨨し、当事業所の㹎㹐活動➼に使⏝するィ⏬

であったが、新型コロナウイルス感染への対応を優先し、その増タと ICT化は来年度へぢ㏦

ることにした。 

  ⑤新型コロナウイルス感染対⟇ 

   新型コロナウイルス感染への対⟇として、前期は別㤋入口➼、新たに消毒⏝アルコールを 3

ヵ所にタ⨨し、作業机や事務所内机上に仕切りをタけ㣕沫感染を㜵止することにしたほか、就

労⛣⾜支援事業カ⦎室を常時換気するために、業務⏝扇㢼機を 2台タ⨨した。昼㣗提供に㝿し

ては、⤥㣗業務委ク先である日清医⒪㣗品㸦株㸧の協力を得て 2㒊制にし、利⏝⪅同士が対㠃

となる机には、アクリルの仕切りをタ⨨した。また、㣗堂の排煙❆に⥙戸をタ⨨し、昼㣗提供

前に、㣗堂内を換気できるようにした。後期は㏻所時の検温と体ㄪ☜ㄆに加え、昼㣗前にも検

温と体ㄪ☜ㄆを⾜ったほか、就労⛣⾜支援事業カ⦎室と⏨性更⾰室の換気㔞アップと室温⥔持

を┠ⓗとして、全室交換器ユニット㸦ダイキン〇㸧をタ⨨した。来年度は既存の感染予㜵対⟇

を⥅⥆し、㏣加の対⟇として、ヨ⾜で二㓟化炭⣲測定器をタ⨨し、換気状況を可ど化するほか、

⣙ 2㐌㛫に㸯回、希望する⫋員が世⏣㇂区の♫会ⓗ検査㸦スクリーニング検査㸧を受検するこ

とにした。 

㸦㹠㸧災害Ⓨ⏕を想定した準備  

   悪天候時の対応方㔪と㟁ヰ以外の㐃⤡手段として伝ゝダイヤルやメールを活⏝することについ 

て、サービス向上委員会で検ウを㛤始した。新型コロナウイルス感染の対応を優先した⤖果、

その標準化と㐠⏝㛤始には⮳らず、メールによる安否☜ㄆサービス提供事業⪅3♫の㑅定と、来

年度、3♫が提供する同サービスをトライアルで利⏝することについて検ウするにとどまった。 

書㠃㛤催を含め、「世⏣㇂区⚟♴㑊㞴所施タ㐃⤡会」への参加を⥅⥆し、12月の⫋員会㆟で、 

当事業所の BCPを⏝いた対応カ⦎を実施したほか、「世⏣㇂区⚟♴施タ➼支援事業助成㔠」を活  

⏝し、㞴燃備⏝毛布と災害備⏝エアーマット㸦40名分㸧を整備した。 
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㸱 㐠営⟶⌮  

  令和2年度の⫋員㓄⨨状況は、次のとおりである。 㸦令和 3年3月 31日⌧在、単位㸸人㸧 

区分 ⫋✀ 
㓄⨨基準 ⌧員 

就労⛣⾜ 就労⥅⥆B型 就労⛣⾜ 就労⥅⥆B型 

⟶⌮⪅ 1 1 

指導㒊 

サービス⟶⌮㈐任⪅ 60㸸1以上 1 

就労支援員 15㸸1以上 㸫 1 㸫 

⏕活支援員 
⫋業指導員 6㸸1以上 10㸸1以上 7 

┠標工㈤㐩成指導員 㸫 㸫 㸫 1 

※就労支援員は⫋業指導員を兼務 

 

㸲 令和 2年度事業ィ⏬の実施状況  

 㸦㸯㸧㐠営会㆟➼の状況 

 
概     せ 実施⤖果 

参加人員㸦実⦼㸧 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

 ①会  ㆟ 【事業㐠営に㛵する会㆟】 

・業務ㄪ整会㆟ 

・⫋員会㆟ 

・ミーティング 

 

13回 

毎月 

毎日朝夕 

  

委員 

全員 

全員 

 

⮫時㛤催含む 

【利⏝⪅支援に㛵する会㆟】 

・担当⪅会㆟ 

・判定会㆟ 

 

27回 

5回 

 

全員 

14名 

 

全員 

全員 

 

書㠃㛤催 

 

②委員会 

・事業推㐍委員会 

・サービス向上委員会 

・就労⛣⾜プロセス検ウ委員会 

・⬟力ホ価検ウ委員会 

・ICT化検ウ委員会 

9回 

6回 

6回 

2回 

未㛤催 

 委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

 

③⫋員◊修 ・外㒊◊修 

・法人内◊修  

  メンタルヘルス◊修 

・事業所内◊修 

  㞀害⪅待㜵止◊修 

4回 

 

1回 

 

4回 

 4名 

 

全員 

 

全員 

 

 

書㠃㛤催 

 

ディスカッション 

 ③健康⟶⌮ ・健康デ断 

・⾨⏕委員会 

9月 

毎月 

 全員 

委員 

 

 

 ④㜵災対⟇ 

 

・㑊㞴カ⦎ 

・安全委員会 

昼㛫時・7回 

㝸月 

全員 

 

全員 

委員 

 

 ⑤品㉁⟶⌮ ・ISOサーベイランス 

・MS検ウ委員会 

・➨三⪅ホ価 

10月 

未㛤催 

11月 

 

 

役⫋⪅ 

 

全員 
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㸦㸰㸧利⏝⪅支援の状況 

 
概     せ 

実施月・回

数 

参加人員㸦実⦼㸧 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

 ①支援方㔪の

タ定 

・個別支援ィ⏬の⟇定 

・利⏝⪅懇ㄯ会㸦意ぢ交換会㸧 

・利⏝⪅懇ㄯ会㸦交流会㸧 

半年㛫 

中止 

中止 

全員 

 

 

担当⪅ 

 

 

就労⛣⾜支援は3ヶ月毎 

 

 

②⏕活┦ㄯ ・┦ㄯ㠃接 

・家族懇ㄯ会 

・市区⏫村❆口との㐃⤡ㄪ整 

㏻年 

中止 

㝶時 

全員 

 

対㇟⪅ 

担当⪅ 

 

⏕活支援員 

 

 

③健康⟶⌮ ・定期健康デ断 

⬚㒊Ⅹ⥺撮影 

⾑液検査 

・インフルエンザ予㜵注射 

7㹼11月 

 

 

11月 

43名 

 

 

41名 

 

 

 

嘱ク医➼ 

希望⪅のみ外㒊医⒪機㛵

で実施 

 

希望⪅のみ 

④⎔境⾨⏕ ・⾨⏕害㥑㝖 

・清掃 共⏝㒊分清掃 

毎月 

平日 

 営⧋ 

 

外㒊委ク/ミヤコ消毒 

外㒊委ク/太㝧技◊ 

⑤⤥㣗支援 

 

・⤥㣗 

・定例会㆟ 

・献❧会㆟ 

・栄㣴┦ㄯ 

・⤥㣗懇ㄯ会 

毎日 

4回 

11回 

㏻年 

中止 

全員 

 

 

希望⪅ 

 

栄㣴士 

施タ㛗 

⏕活支援員 

栄㣴士 

 

外㒊委ク/日清医⒪㣗品 

㺏㺑㺢㺝㺎㺙㺎栄㣴士出席 

㺏㺑㺢㺝㺎㺙㺎栄㣴士出席 

 

 

⑥⾜ 事 ・利⏝⪅交流日帰り旅⾜ 

・┅㋀り大会 

・合同㐠動会 

・友愛ふれあい⚍り 

・宮様㺟㺊㺶㺡㺆㺬㺼㺑㺶㺻㺖㺼大会 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

  

新型コロナウイルス感染

の感染予㜵を┠ⓗとし

て中止 

 ⑦実⩦⏕受入 ・介ㆤ➼体㦂 中止   希望⪅なし 

 ⑧⏕⏘活動 ・作業カ⦎ 

・受注☜保と新つ作業㛤拓 

・⏕⏘性の向上 

・安全性の☜保 

・㈍売会への参加 

  ⥳化⚍り 

  ご㏆所フォーラム  

㏻年 

㏻年 

㏻年 

㏻年 

 

中止 

中止 

全員 

全員 

全員 

全員 

 

 

 

⫋業指導員 

⫋業指導員 

⫋業指導員 

⫋業指導員 

 

 

 

┠標工㈤㐩成指導員㓄⨨ 

⏕⏘活動時㛫2時㛫▷⦰ 

 

 

 ⑨就労支援 ・OA、事務、実務カ⦎の実施 

・ビジネスマナー、⏕活⩦慣の⩦得 

・就労技⬟の向上 

・⫋場㐺応力の向上 

・求人情報の提供 

・模擬㠃接の実施 

・㠃接への同⾜ 

・ハローワークⓏ㘓 

・就労後の定╔支援 

㏻年 

㏻年 

㏻年 

㏻年 

㏻年 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

3名 

全員 

全員 

1名 

全員 

3名 

1名 

1名 

4名 

支援⫋員 

支援⫋員 

支援⫋員 

支援⫋員 

支援⫋員 

支援⫋員 

支援⫋員 

支援⫋員 

支援⫋員 

体㦂実⩦⏕に実施 

⏕⏘活動 

就労⥅⥆B型との㐃携 

企業実⩦ 

 

オンライン含む 

就⫋㠃接、体㦂実⩦㠃接 

㟁ヰⓏ㘓 

ゼ問、来㤋、㟁ヰ㐃⤡ 
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㸦㸱㸧受注活動  

事業名 年度ィ⏬ 今年度実⦼ 前年度実⦼ ィ⏬対比 前年度対比 

就労⛣⾜支援 3,669,600円 1,668,455円 2,889,021円 45.5% 57.8% 

就労⥅⥆支援 29,690,400円 24,725,657円 31,553,537円 83.3% 78.4% 

全 体 33,360,000円 26,394,112円 34,442,558円 79.1% 76.6% 

 

㸦㸲㸧工㈤の状況  

  ※工㈤には、㏻所㈝⿵助を含む。平均工㈤については、入㏥所⪅と入㏥㝔⪅の当ヱ月分は含めな

い㸦全体平均は、⥲支⤥㢠を両事業の人数で㝖したもの㸧。 

⏕⏘活動 
前年度工㈤ 

支⤥⥲㢠 

今年度工㈤ 

支⤥⥲㢠㸦円㸧 

平均工㈤ 

㸦円㸭月㸧 

工㈤支⤥⥲㢠 

前年度比㸦㸣㸧 

就労⛣⾜支援 1,804,489円 1,188,248円 32,115円 65.8% 

就労⥅⥆支援 18,495,448円 18,604,254円 30,300円 100.6% 

全 体 20,299,937円 19,792,502円 30,403円 97.5% 

 

㸦㸳㸧⏕⏘活動の状況  

事 業 ✀ 別 ⏕ ⏘ 活 動 の 内 容 

就労⥅⥆支援事業(B型) 

丁合機➼の㒊品⤌❧・保守㒊品の個、アロマオイルの充填・ラ

ベル㈞り・梱包・セットワめ、⨁バッチ〇品の封入・セットワめ、

洋Ⳬ子の⟽折、化⢝品のセットワめ・Ⓨ㏦、日⏝㞧㈌商品の加工、

フィルムバルーンの加工、メール便の封入・封⥸、Ⓨ㏦、照明器

具の⤌❧・検査 
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㸦別⾲㸧              世⏣㇂更⏕㤋㈨料  
 
㸯 月別入㏥所⪅状況 

   就労⛣⾜支援事業                            㸦単位㸸人㸧 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

利⏝定員 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 72 

利⏝⪅数 4 4 4 4 3 3 4 4 4 3 3 2 42 

入所人員 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 

㏥所人員 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 3 

充㊊率㸣 66.7 66.7 66.7 66.7 50.0 50.0 66.7 66.7 66.7 50.0 50.0 33.3 58.3 

   ※「利⏝⪅数」の区分は各月 1日時点の人数。 

  ※「入所人員」「㏥所人員」の区分は各月内の入㏥所⪅数。 

 

就労⥅⥆支援事業(B型㸧                        㸦単位㸸人㸧 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

利⏝定員 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 648 

利⏝⪅数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 55 55 640 

入所人員 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 3 

㏥所人員 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

充㊊率㸣 98.1 98.1 98.1 98.1 98.1 98.1 98.1 98.1 98.1 98.1 102.9 102.9 98.7 

  ※「利⏝⪅数」の区分は各月 1日時点の人数。 

  ※「入所人員」「㏥所人員」の区分は各月内の入㏥所⪅数。 

 

㸰 入㏥所の⌮⏤状況 

 

(1) 入所前状況               

 就労⛣⾜支援事業             㸦単位㸸人㸧 

区 分 学校  㝔 施タ 居 宅 その他 ィ 

㏻
所
⪅ 

⏨ 1 0 1 0 0 2 

女 0 0 0 0 0 0 

ィ 1 0 1 0 0 2 

  

就労⥅⥆支援事業(B型)           㸦単位㸸人㸧 

区 分 学 校  㝔 施タ 居 宅 その他 ィ 

㏻
所
⪅ 

⏨ 6 0 16 18 6 46 

女 2 0 5 1 1 9 

ィ 8 0 21 19 7 55 
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(2) ㏥所⌮⏤                       

就労⛣⾜支援事業                   㸦単位㸸人㸧 

区 分 就 ⫋ 入 㝔 施タ ⤖ 婚 事業 その他 ィ 

㏻
所
⪅ 

⏨ 1 0 0 0 0 1 2 

女 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 1 0 0 0 0 1 2 

 

 

就⥅⥆支援事業(B型)                  㸦単位㸸人㸧 

区 分 就 ⫋ 入 㝔 施タ ⤖ 婚 事業 その他 ィ 

㏻
所
⪅ 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 1 0 0 0 1 

ィ 0 0 1 0 0 0 㸯 

 

 

㸱 㞀害✀㢮別・➼⣭別・性別の状況         

          

就労⛣⾜支援事業                   㸦令和3年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区分 
㌟体㞀害 

区分 
⢭⚄㞀害 

区分 
▱ⓗ㞀害 

⏨ 女 ィ 比率 ⏨ 女 ィ 比率 ⏨ 女 ィ 比率 

1⣭ 0 0 0 0 1⣭ 0 0 0 0 1度 0 0 0 0 

2⣭ 1 0 1 100.0 2⣭ 0 0 0 0 2度 0 0 0 0 

3⣭ 0 0 0 0 3⣭ 1(1) 0 1(1) 100.0 3度 1 0 1 100.0 

4⣭ 0 0 0 0 その他 0 0 0 0 4度 0 0 0 0 

5⣭ 0 0 0 0 ィ 1(1) 0 1(1) 100.0 ィ 1 0 1 100.0 

6⣭ 0 0 0 0  

ィ 1 0 1 100.0 

 

 

就労⥅⥆支援事業(B型)                㸦令和3年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区分 
㌟体㞀害 

区分 
⢭⚄㞀害 

区分 
▱ⓗ㞀害 

⏨ 女 ィ 比率 ⏨ 女 ィ 比率 ⏨ 女 ィ 比率 

1⣭ 7 2 9 30.0 1⣭ 0 0 0 0 1度 0 0 0 0 

2⣭ 9 0 9 30.0 2⣭ 11(6) 1 12(6) 66.7  2度 2(1)  0 2(1)  11.1 

3⣭ 6 0 6 20.0 3⣭ 6  6 33.3 3度 3(1) 4 7(1) 38.9 

4⣭ 5 0 5 16.7 その他 0 0 0 0 4度 8(3) 1 9(3) 50.0 

5⣭ 1 0 1 3.3 ィ 17(6) 1 18(6) 100.0 ィ 13(5) 5 18(5) 100.0 

6⣭ 0 0 0 0  

ィ 28 2 30 100.0 

 

※⢭⚄・▱ⓗ㞀害⪅の区分にグ㍕されている( )内の数字は、㌟体㞀害⪅手帳も交付されている利⏝⪅ 

 

 

 

 

 



 32 

㸲 入所⪅年㱋別状況      

               

就労⛣⾜支援事業         㸦令和3年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧               

区分 20才未満 20㹼29才 30㹼39才 40㹼49才 50㹼59才 60才以上 ィ 

⏨ 1 0 0 1 0 0 2 

女 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 1 0 0 1 0 0 2 

比率㸦㸣㸧 50.0 0 0 50.0 0 0 100.0 

 

㸦参⪃㸧㸦令和3年 3月 31日⌧在 単位㸸才㸧 

区分 平均年㱋 最小年㱋 最㧗年㱋 全体平均年㱋 

⏨ 32.5 19 46 
32.5 

女    

 

就労⥅⥆支援事業(B型)      㸦令和3年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧     

区分 20才未満 20㹼29才 30㹼39才 40㹼49才 50㹼59才 60才以上 ィ 

⏨ 0 7 3 6 13 17 46 

女 0 4 2 0 3 0 9 

ィ 0 11  5 6 16 17 55 

比率㸦㸣㸧 0 20.0 9.0 11.0 29.0 31.0 100.0 

 

㸦参⪃㸧     㸦令和 3年 3月 31日⌧在 単位㸸才㸧  

区分 平均年㱋 最小年㱋 最㧗年㱋 全体平均年㱋 

 ⏨  52.2 22 81 
50.1 

 女  38.0 24 54 

 

㸳 利⏝⪅在所期㛫の状況   

         

就労⛣⾜支援事業   㸦令和 3年 3月31日⌧在 単位㸸人㸧 

区分 
㸯 年

未満 

㸯 年

以 上

㸰 年

未満 

㸰 年

以 上

㸱 年

未満 

㸱 年

以 上

㸲 年

未満 

㸲 年

以 上

㸳 年

未満 

㸳 年

以 上

㸴 年

未満 

㸴 年

以 上

10 年

未満 

10 年

以上 
ィ 

⏨ 1 0 1 0 0 0 0 0 2 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 㸯 0 㸯 0 0 0 0 0 2 

 

就労⥅⥆支援事業(B型) 㸦令和 3年 3月31日⌧在 単位㸸人㸧 

 
㸯 年

未満 

㸯 年

以 上

㸰 年 

未満 

㸰 年

以 上

㸱 年

未満 

㸱 年

以 上

㸲 年

未満 

㸲 年

以 上

㸳 年

未満 

㸳 年

以 上

㸴 年

未満 

㸴 年

以 上

10 年

未満 

10 年

以上 
ィ 

⏨ 3 3 4 4 3 2 16 11 46 

女 0 2 1 1 0 1 2 2 9 

ィ 3 5 5 5 3 3 18 13 55 
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㸴 学歴別の状況   

                    

就労⛣⾜支援事業                㸦令和 3年 3月31日⌧在 単位㸸人㸧  

区分 未就学 小 卒 
中 卒  㧗 卒 ▷大卒 

大 卒 その他 ィ 
㸦旧㧗小㸧 㸦旧 中㸧 㸦旧 専㸧 

⏨ 0 0 0 1 0 1 0 2 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 0 0 0 1 0 1 0 2 

 

就労⥅⥆支援事業(B型)              㸦令和 3年3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区分 未就学 小 卒 
中 卒  㧗 卒 ▷大卒 

大 卒 その他 ィ 
㸦旧㧗小㸧 㸦旧 中㸧 㸦旧 専㸧 

 ⏨  0 0 9 22 5 8 2 46 

 女  0 0 0 9 0 0 0 9 

 ィ  0 0 9 31 5 8 2 55 

 

㸵 年㔠➼受⤥状況                   

就労⛣⾜支援事業        㸦令和3年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区分 
基♏年㔠 

労災年㔠 厚⏕年㔠 ⏕活保ㆤ その他 ィ 
1⣭ 2⣭ 

⏨ 0 1 0 0 0 1 2 

女 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 0 1 0 0 0 1 2 

 

就労⥅⥆支援事業(B型)     㸦令和3年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区分 
基♏年㔠 

労災年㔠 厚⏕年㔠 ⏕活保ㆤ その他 ィ 
1⣭ 2⣭ 

⏨ 6 17 0 7 8 8 46 

女 2 6 0 0 0 1 9 

ィ 8 23 0 7 8 9 55 
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㸶 ⫋員◊修の状況 

 

  

 

 

 ◊修名 ⫋✀ 参加⪅名 主催 人員 実施月 

外

㒊

◊

修 

㸯 就業支援基礎研修 
主任 

⫋業指導員 
渡邊 朗史 東京都障害者職業䝉䞁䝍䞊 1 12月 

㸰 定╔支援◊修 ⏕活支援員 小出 智子 
特定㠀営利活動法人 

WEL′S 
1 1月 

㸱 ⚟♴従事⪅が学ぶクレーム対応 
サービス 

⟶⌮㈐任⪅ 
吉岡 一樹 

世⏣㇂区⚟♴人材⫱成・ 

◊修センター 
1 2月 

㸲 
令和㸰年度㞀害⪅支援施タICT機器 

導入支援モデル事業成果報告会 

主任 

⫋業指導員 
渡邊 朗史 

東京㒔⚟♴保健局㞀害⪅ 

施⟇推㐍㒊施タサービス 

支援ㄢ 

1 3月 
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㸰 友  愛  園 㸦 㞀 害 ⪅ 支 援 施 タ 㸧 

 

㸯 令和 2年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 

今年度はィ⏬どおり定員・在⡠ともに 40名で㛤始したが、11月に利⏝⪅ 1名が㏥所した以㝆、

㔜度化及び地域優先の方㔪に対して居室⎔境及び⫋員体制のㄢ㢟➼があり、受入れ可⬟な入所⪅を

☜保できず在⡠⪅39名を年度末まで⥅⥆した。 

新型コロナウイルス感染㜵止対⟇では、ご利⏝⪅の外出やご家族➼との㠃会の⮬⢔、各✀⾜事➼

の⦰小や中止、ビニールホルダー受注減に伴う⏕⏘活動時㛫の▷⦰、㣗事時㛫帯の分散➼をㅮじ、

ご利⏝⪅の⏕活全⯡に大きなストレスが⏕じたが、コロナ⚝での対⟇に概ねご⌮ゎとご協力を得る

ことができた。また、ご利⏝⪅の園での様子をご家族に写┿➼でお▱らせしたことにより、ご家族

との新たな㐃携方法をぢ出すことができた。その一方で、8月には⫋員 1名の新型コロナウイルス

⨯患が判明し、世⏣㇂保健所の指♧で 26名のご利⏝⪅が PCR検査を受けることとなった。全員が㝜

性であったが、⫋員の㐃⥆勤務や泊り㎸み、敷地内の㏻所事業➼の⮬⢔➼、多大な影㡪を受けるこ

ととなった。いずれも㛵係機㛵やご家族➼への㐃⤡を徹底し、⌮ゎと協力を得ることができた。PCR

検査で㝧性⪅がⓎ⏕したことは、㌟㏆な⌧実としてご利⏝⪅のㄆ㆑も深まり、⫋員にとっても事前

にィ⏬した感染Ⓨ⏕時の対⟇を再⪃する機会となった。その後、世⏣㇂区が独⮬に推㐍する♫会ⓗ

検査(希望⪅にPCR検査)を、10月(⫋員のみ17名)と2月(利⏝⪅24名、⫋員7名)に実施した⤖果、

全員の㝜性が☜ㄆされた。なお、Ⓨ熱状➼により急㑉受デした利⏝⪅9名が、その㒔度 PCR検査

を受け、いずれも㝜性であったが、そのうちの7名がそれぞれや㦵折により入㝔加⒪すること

となった。さらに、3月には東京㒔からのせㄳにより、2月以㝆 PCR検査を受けていない全⫋員が検

査㸦委ク業⪅⫋員を含む任意 9名㸧を受け、全員が「㝧性い無し」となった。 

⫋員体制は㏥⫋も採⏝も無かったが、や怪我による欠勤が延べ88日Ⓨ⏕し、新型コロナウイ

ルス感染予㜵に伴う特別休暇が延べ 28.9日、在宅勤務が延べ 61日となり、様々な改㠉による就労

⎔境の改善と業務の⏕⏘性向上がㄢ㢟となった。 

  タ備㠃では、別㤋 2㝵㟼㣴室内トイレのナースコールをベッドサイドへ延㛗する増タ工事(⣙ 20

万円)と、別㤋3㝵洗濯室の洗㠃台を㌴椅子で利⏝しやすくする改修工事(⣙ 100万円㸧を実施した。 

 

㸰 㔜点事㡯 

(1) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 
㔜度利⏝⪅対応推㐍

と⤒営の安定化 
┦ㄯ担当 

ア㸧定員50名を40名に減員し平均支援区分4.0以上を⥔持 

→ 定員40名、4月1日変更済、平均支援区分4.13 

㹀 

品㉁ 

㸯 日中活動の充実 
活動担当 

機⬟カ⦎ 

ア㸧ビニール加工外注化➼により従来作業㔞を⥔持 

→ 新型コロナウイルスにより受注㔞減少のため未㐩成 

イ㸧作業困㞴⪅向けの活動3✀以上を☜❧ 

→ 2✀☜❧ 他1✀の改善に␃まる 

㸰 

コンプライアンス、

㹎㹂㹁㸿サイクルを

堅持する⤌⧊の整備 

各担当 

ア㸧㹗㹑㸱㸿の改廃及び新つ作成10件以上 

→ 6件改ゞ済・2件に╔手したが┠標は未㐩成 

イ㸧内㒊┘査を活⏝した改善活動各担当1件以上 

→ 改善に取り⤌んだが実施☜ㄆは未㐩成 
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㸱 ⏕活⎔境の改善整備 

㒊 㛗 

主 任 

副主任 

ア㸧4名居室㸯室(別㤋2㝵)の新タ 

→ 新型コロナウイルス感染拡大㜵止➼に伴いィ⏬を 

ぢ┤し、友愛園2㝵の改修を優先する 

イ㸧介ㆤ⏝ベッド新つ11台の☜保 

→ ィ⏬を変更㸦友愛Ⲯからの⛣⟶活⏝㸧し次年度に展㛤 

ウ㸧施タ内⚗煙の徹底 

→ 4月灰─撤去済㸦喫煙⪅減少の効果あり㸧 

エ㸧⛣乗介助➼の⚟♴機器の導入と活⏝ 

→ パワーアシストスーツ2台、⛣乗支援機器1台導入済 

㹁 

人材 

⫱成 

㸯 ⫋員の㈨㉁向上 

支援㒊㛗

主 任 

副主任 

ア㸧「サービスマナー・待㜵止」内㒊◊修㛤催(年2回以上㸧 

→ 4・8月書㢮㜀ぴによる◊修実施済 

  3月┦ㄯ担当副主任による◊修実施済 

イ㸧┳ㆤ師による⾨⏕㺃医⒪㠃の内㒊◊修㛤催㸦年1回以上㸧 

→ 8月感染予㜵の手洗い◊修実施済 

ウ㸧介ㆤ㛵㐃の内㒊◊修㛤催(年1回以上) 

→ 9月⛣乗介助◊修実施済 

エ㸧法人◊修の参⏬ 

→ 新型㺘㺹㺣㺑㺆㺷㺛感染に伴い◊修㛤催延期 

(2) 実施状況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務  

㸿㸯 ⤒営の安定化 

 ア㸧定員 50名を 40名に減員し平均支援区分4.0以上を⥔持 

4月 1日より定員を50名から 40名に減らすことはできたが、11月に利⏝⪅1名が㒔営住宅の

㌟体㞀害⪅向け住宅へ地域⛣⾜を果たし㏥所した以㝆は、㔜度化及び地域優先の方㔪に対して、

居室が狭㝼で㌟体介助➼に困㞴が伴うことや、夜勤1名の⫋員体制では安全☜保のㄢ㢟➼があり、

⌧状で受入れ可⬟な入所⪅を☜保できず、在⡠39名が年度末まで⥅⥆した。 

   また、加㱋➼に伴う心㌟機⬟の低下により5名のご利⏝⪅が㞀害支援区分をぢ┤され、支援区

分の平均値は前年度末4.05が、今年度末には4.13となった。 

   なお、平成 24年の事業⛣⾜以来、定員の充㊊が低㏞し収支差㢠の悪化が㢧ⴭであったが、㔜

度利⏝⪅の受け入れを推㐍した⤖果、今年度も昨年度を大きく上回る収支の改善を㐩成した。 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 日中活動の充実 

ア㸧ビニール加工外注化➼により従来の⏕⏘作業㔞を⥔持 

   新型コロナウイルス感染拡大により各✀展♧会が中止となり、ビニールカードホルダーの受

注が激減したため、作業時㛫を半減せざるを得ない状況となった。いずれ再㛤されるイベントに

向けて〇品在庫をえつつ、今後の受注㔞を注どしながら⏕⏘活動を⥅⥆した。「⣣㏻しと⣣⤖

び」は作業に慣れているご利⏝⪅も多く、座位姿勢の保持や手指➼のリハビリにも効果があるた

め、次年度以㝆もこの作業を⥅⥆することとした。年度末に⪁朽化した大型のロータリーウエル

ダーを撤去し、当初はビニール加工の外注化をィ⏬したが、全工⛬を⟶⌮することは困㞴と判断

し、加工済みの材料を㉎入し、今後は最⤊工⛬のみを受注することとした。 

     なお、「印刷〇本及び封⟄㺃名刺印刷」と「冊子封入宛名㈞りⓎ㏦」の作業については、一㒊の

利⏝⪅や⫋員により⥔持されており、「機材➼のタ⨨スペース」や「常時取り⤌めない作業」の

ㄢ㢟もあったため年度末に撤㏥し、受注先を世⏣㇂更⏕㤋➼へ⛣⾜した。 

イ㸧作業困㞴⪅向けの活動 3✀以上を☜❧ 

コロナ⚝において作業以外の活動として「個別外出」や「少人数カラオケ」を㛤始した。また

映⏬については、今まで⫋員が DVDレンタルに店⯒まで出向いていたが、ネット使⏝によるオン
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ライン手法に改善した。このことにより、⫋員の時㛫と感染機会の削減を図り、併せて映⏬作品

の㑅択⫥が拡大し、ご利⏝⪅のニーズにより対応しやすくなった。⤖果ⓗには、2✀の活動☜❧

と他 1✀の改善に␃まった。 

㹀㸰 コンプライアンス、㹎㹂㹁㸿サイクルを堅持する⤌⧊の整備地域⛣⾜支援の促㐍 

ア㸧㹗㹑㸱㸿の改廃及び新つ作成10件以上 

業務を標準化することは、業務引⥅ぎや手㡰変更時の⌮⏤などを明☜にすることができるた

め、優先㡰位を決めて改ゞ➼の作業を実施した。YS2 を含む 6 件㸦循⎔式浴槽の⟶⌮基準、循

⎔式浴槽の㐟㞳残␃塩⣲濃度測定における⟶⌮手㡰、服⸆⟶⌮、㣗事⟢による㆑別⟶⌮㸧の改

ゞを⤊了し、YS3Aの 2件㸦機⬟カ⦎実施せ㡿、⥭急時の対応手㡰㸧のぢ┤しに╔手したが、┠

標の 10件には⮳らなかった。引き⥆き、㡰次改定を推㐍することとした。 

イ㸧内㒊┘査を活⏝した改善活動各担当1件以上 

前グアの㐍捗及びISOㄆド更新審査の⤖果を㋃まえて、改善活動の具体化を図った。併せて、

「ヒヤリハット」や「不㐺合サービス」の抽出から再Ⓨ㜵止への手㡰について改めて検ウした。 

事業所内㒊┘査では、┦ㄯ担当が活動担当を、活動担当が医務➼を、医務➼が介ㆤ担当を、介

ㆤ担当が┦ㄯ担当をそれぞれ分担し、改善㡯┠を把握してそのフォローアップに努めたが、全

ての実施☜ㄆには⮳らなかった。引き⥆き、㡰次改善を推㐍することとした。 

㹀㸱 ⏕活⎔境の改善整備 

ア㸧4名㸯室(別㤋2㝵)の居室新タ 

   新型コロナウィルス感染Ⓨ⏕に伴うゾーニング➼を⪃慮しィ⏬を大幅にぢ┤すこととし、

本年度は、別㤋2㝵の「┦ㄯ室及び多┠ⓗ室」を新たな居室として改修することをィ⏬したが、

当㠃、同室内のトイレを修復し、ナースコールの延㛗工事を⾜い、⮫時に」数のご利⏝⪅を㝸

㞳できるよう⌧状を⥔持することとした。来年度には、友愛園2㝵の「カ⦎㺃作業室」を4名居

室に改修した後に、同2㝵の 8人㒊屋 3室をすべて3名居室ではなく4名居室に改修すること

とした。 

イ㸧介ㆤ⏝ベッド新つ11台の☜保 

   居室を新タするにあたり来年度に11台の介ㆤ⏝ベッドを☜保する必せがあるとしていたが、

令和 3年 6月の友愛Ⲯ⛣㌿に合せて、⌧在友愛Ⲯで使⏝中のベッドを可⬟な㝈り⛣⟶受入れす

るようィ⏬を具体化することとした。来年度以㝆は、ご利⏝⪅全員がギャッチベッドを利⏝で

きる⎔境整備を┠指すこととした。 

ウ㸧施タ内⚗煙の徹底 

   友愛園2㝵及び別㤋 3㝵にタ⨨していた灰─は 4月 1日午前9時に撤去したが、不満をッえ

るご利⏝⪅も無く、不㐺切な場所で喫煙している様子もぢ受けられず、喫煙しないご利⏝⪅に

とっては大きな⎔境の改善となった。その後、別㤋1㝵東側の喫煙所を利⏝する利⏝⪅は 6名

から 4名となった。その4名は⮬力で外出可⬟であるため、外㒊の喫煙スペースを利⏝される

可⬟性もあるが、引き⥆き健康への意㆑を㧗め⚗煙に努めてもらえるよう様々な支援を検ウす

ることとした。 

エ㸧⛣乗介助➼の⚟♴機器の導入と活⏝ 

   ⭜③予㜵➼⫋員の健康と㌿ⴠ㜵止➼利⏝⪅の安全安心を☜保するため、数✀の⚟♴⏝具につ

いて⌧物のデモ利⏝や╔体㦂➼を⾜い具体ⓗな検ウを⾜った。その⤖果、人工➽⫗パワーア

シストスーツ「Aero Back SG」1台を㉎入した。一㒊のご利⏝⪅に対しては入浴介助時に必ず

⫋員が╔することを徹底するとともに、⭜③予㜵を┠ⓗに㝶時╔が可⬟となるよう小型の

アシストスーツをもう㸯台を㉎入した。また、前年度導入したトイレでの⛣乗支援機器「ハグ」
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に加え、浴室⬺⾰場での使⏝を想定し、㟁気を使⏝しない「ささえ手」を㉎入した。 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 ⫋員の㈨㉁向上 

  ア㸧「サービスマナー・待㜵止」内㒊◊修㛤催(年 2回以上㸧 

サービスマナー及び待㜵止に㛵する◊修として、全⫋員に書㢮回ぴを⾜った。4 月には、

法人業務⟶⌮マニュアルの㛵㐃文書4件を、8月には津久井やまゆり園の殺傷事件に㛵する⚟

♴新⪺のグ事及び⚄奈川┴▱ⓗ㞀害⪅施タ団体㐃合会の㈨料を㜀ぴした。併せて、5 月と 12

月には全⫋員の待㜵止セルフチェックを実施し、前回より改善傾向にあることを☜ㄆした。

3月には「エポケーからど点の㌿換による他⪅への対処」と㢟して、冷㟼に┦手の❧場で思⪃

する⩦慣を㌟につけることの㔜せ性を共有した。 

イ㸧┳ㆤ師による⾨⏕㺃医⒪㠃の内㒊◊修㛤催㸦年1回以上㸧 

 ┳ㆤ師による⾨⏕・医⒪㠃の内㒊◊修は、新型コロナウイルス➼感染拡大㜵止をテーマ

に、8 月には「手洗い◊修」について実技を含め実施した。後期は、更に感染対⟇として、

㜵ㆤ服➼ガウンテクニックをテーマとすることとしたが、╔⬺の手㡰を図♧したものを⫋員

に㓄付するに␃まった。 

ウ㸧介ㆤ㛵㐃の内㒊◊修㛤催(年 1回以上) 

9月に介ㆤ担当支援員を中心に、主任による「ボディメカニクス・⛣乗介助◊修」を実施し、

改めて⌧場での具体ⓗな␃意点を共有した。 

エ㸧法人◊修の参⏬ 

法人が主催する◊修はすべて中止及び延期となったが、再㛤された㝿にはヱ当⪅が参加可⬟

となるよう✚極ⓗに勤務ㄪ整を⾜うこととした。 

 

㸱 㐠営⟶⌮  

令和 2度の⫋員㓄⨨状況は、次のとおりである。 㸦令和 3年 3月31日⌧在、単位㸸常勤換⟬人㸧 

 常勤⫋員 㠀常勤⫋員 ィ 備 ⪃ 

施    タ    㛗 㸯  㸯  

サービス⟶⌮㈐任⪅ 㸯  㸯 指導㒊㛗 

⏕  活  支  援  員 12 0.8 12.8 うち介ㆤ⚟♴士7名・♫会⚟♴士3名 

┳   ㆤ   ⫋   員 㸯  1 正┳ㆤ師 

機 ⬟ カ ⦎ 指 導 員  0.8 0.8 作業⒪法士 

栄     㣴     士 㸯  㸯 ⟶⌮栄㣴士 

医        師  0.01 0.01 嘱ク医㸦月1時㛫㸧 

そ の 他 の ⫋ 員  0.5 0.5 清掃作業員 

ィ 16 2.11 18.11 嘱ク医を㝖く実員19名 

事務員㸦法人本㒊㸧 (8)  (8) ⥲務㺃⤒⌮事務員による役割分担制 
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㸲 令和 2年度事業ィ⏬の実施状況   

 
概     せ 

実施日 

回 数 

対㇟人員 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

(㸯)㐠営⟶⌮ 

 ①会  ㆟ 

 

【共㏻】 

・ミーティング 

・業務ㄪ整会㆟ 

 

毎朝夕 

毎 月 

  

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

 

始・⤊業時情報交換 

施タ内業務検ウ・ㄪ整 

【⏕活・活動➼】 

・作業場ミーティング 

 

月㹼㔠 

 

全員 

 

㛵係⫋員 

 

施タの㐃⤡と利⏝⪅からの

せ望➼ 

②⫋員◊修 

 

・外㒊◊修 

・内㒊◊修 

㝶時 

㝶時 

 対㇟⪅ 

対㇟⪅ 

 

 ③健康⟶⌮ ・健康デ断 

・検便 

・⾨⏕委員会 

9/1,2.18 

月1回 

毎月 

 全 員 

全 員 

委 員 

 

東京㣗品技⾡◊✲所 

全施タの⾨⏕に㛵する事㡯 

 ④㜵災対⟇ 

 

・㑊㞴カ⦎ 

・安全委員会 

毎月 

奇数月 

全 員 全 員 

委 員 

 

 ⑤品㉁⟶⌮ ・➨三⪅ホ価 8/19  全 員 全 員 利⏝⪅⪺き取り実施 

(㸰)利⏝⪅支援 

 ①支援方㔪タ定 

・個別支援ィ⏬の⟇定 

・利⏝⪅懇ㄯ会 

年㛫 

5/8 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

②⏕活┦ㄯ 

 

・┦ㄯ㠃接 

・保ㆤ⪅会 

㝶時 

中止 

全 員 

 

┦ㄯ担当 

 

 

 

③健康⟶⌮ 

 

・定期健康デ断 

・⬚㒊Ⅹ⥺撮影 

・⾑液検査 

・ゼ問歯⛉デ⒪ 

・ゼ問㺭㺍㺙㺎㺚㺼・リハビリ 

・ゼ問⢭⚄⛉デ⒪ 

・ゼ問⓶⛉デ⒪ 

・インフルエンザ予㜵注射 

7/9、11/26 

 

 

㝸㐌 

㐌2回 

毎月 

毎月 

11/12 

全 員 

全 員 

全 員 

希望⪅ 

希望⪅ 

希望⪅ 

希望⪅ 

全 員 

嘱ク医 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

 

 

 

医⒪法人♫団㧗㍯会 

武⏣整形外⛉ 

成城メンタルクリニック 

 

 

④⎔境⾨⏕ 

 

・入浴 

・⾨⏕害㥑㝖 

・床清掃 

月 㹼 土 

休止 

休止 

全 員 

 

 

介ㆤ担当 

 

 

 

業⪅委ク 

 〃  (共⏝㒊分) 

⑤⤥㣗支援 ・⤥㣗 毎日 全 員 栄㣴士  

 ・定例会㆟ 休止  施タ㛗 

栄㣴士 

㸨㺏㺑㺢㺝㺎㺙㺎栄㣴士出席 

 ・献❧会㆟ 毎月  栄㣴士 

支援員 

㸨㺏㺑㺢㺝㺎㺙㺎栄㣴士出席 

 ・栄㣴┦ㄯ 㝶時 希望⪅ 栄㣴士  

 ・⤥㣗懇ㄯ会 2回 希望⪅ 栄㣴士 㸨㺏㺑㺢㺝㺎㺙㺎栄㣴士出席 

⑦⾜ 事 ・┅㋀り大会 

・友愛ふれあい⚍り 

・合同㐠動会 

中止 

中止 

中止 

全員 

全員 

希望⪅ 

全員 

11名 

12名 

◔⏫会及び商店会協㈶ 

◔⏫会及び商店会協㈶ 

区❧⥲合㐠動場体⫱㤋 

 ・宮様チャリティボウリン 

グ大会 

中止 

 

希望⪅ 

 

4名 

15名 

品川㺪㺽㺶㺻㺛㺬㺡㺷 㺬㺼㺑㺶㺻㺖㺼㺜㺻㺞㺎

㸦㛤会式・本大会㸧 

⑧クラブ活動➼ 

 

・個別外出 

・少人数カラオケ 

・DVD㚷㈹会 

・⳹㐨クラブ 

・Ⲕ㐨クラブ 

・書㐨クラブ 

・勉強会 

㝶時 

㐌3回 

㐌1回 

休止 

休止 

休止 

休止 

希望⪅ 

希望⪅ 

希望⪅ 

希望⪅ 

希望⪅ 

希望⪅ 

活動担当 

活動担当 

活動担当 

 

 

 

 

 

 

慶応大学㺵㺐㺟㺑㺛会 

 ⑩⏕⏘活動 ・⏕⏘活動 年㛫 全員 活動担当  
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㸦別⾲㸧             友 愛 園 ㈨ 料  

 

㸯 月別入㏥所⪅状況                              㸦単位㸸人㸧 

月     

区分 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 ィ 

入 所 定 員 40 480 

月初在⡠⪅数 40 39 476 

月内入所人員 0 0 

月内㏥所人員 0 㸯 0 1 

充 ㊊ 率 㸣 100.0 98.8 97.5 99.1 

 

㸰 入㏥所の状況   

(1)  入所前居所                        㸦単位㸸人㸧 

区 分 学 校  㝔 他施タ 居 宅 その他 ィ  

⏨ 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 

ィ 0 0 0 0 0 0 

(2)  ㏥所⌮⏤                    㸦単位㸸人㸧 

 

 

㸱 年度末入所⪅年㱋別状況                                 㸦単位㸸人㸧 

区 分 20才未満 20㹼29才 30㹼39才 40㹼49才 50㹼59才 60㹼69才 70才以上 ィ 

⏨ 0 0 2 2 8 16 5 33 

女 0 0 0 1 1 3 1 6 

ィ 0 0 2 3 9 19 6 39 

比率㸦㸣㸧 0.0 0.0 5.1 7.7 23.1 48.7 15.4 100.0 

 

区 分 最低年㱋 最㧗年㱋 平均年㱋 

⏨ 33歳 74歳 60.8歳 
60.7歳 

女 44歳 70歳 60.3歳 

 

㸲 年度末利⏝⪅在所期㛫の状況 [平均在⡠期㛫㸸13.4年]            㸦単位㸸人㸧 

 3年未満 
3年以上 

5年未満 

5年以上 

10年未満 

10年以上 

20年未満 

20年以上 

30年未満 
30年以上 ィ 

⏨ 6 2 5 12 3 5 33 

女 1 1 1 0 1 2 6 

ィ 7 3 6 12 4 7 39 

 

㸳 年度末援ㆤの実施機㛵(⾜政)の状況 

区 分 世⏣㇂区内 23区内(世⏣㇂区㝖く㸧 㒔 内㸦23区㝖く㸧 㒔   外 

ヱ当利⏝⪅数 㸯名㸦2.6㸣㸧 20名㸦51.3㸣㸧 5名(12.8㸣) 13名(33.3㸣) 

 

区 分 就 ⫋ 入 㝔 帰 宅 他施タ 地域⛣⾜ その他 ィ 

⏨ 0 0 0 0 1 0 1 

女 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 0 0 0 0 1 0 1 
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㸴 年度末㞀害原因別・性別・⌧員の状況                  㸦単位㸸人㸧     

区 分 ⏨ 女 ィ 比率㸦㸣㸧 

    23 2 25 64.1 

先 天 性 6 3 9 23.1 

事   故 4 1 5 12.8 

㸦交㏻事故㸧 (3) (0) (3) (7.7) 

㸦その他㸧 (1) (1) (2) (5.1) 

ィ 33 6 39 100.0 

 

㸵 年度末主たる㌟体㞀害✀別及び➼⣭の状況              㸦単位㸸人㸧 

区分 ⫥体不⮬⏤ (㌴椅子使⏝) どぬ ⫈ぬ 内㒊 ィ 比率㸣 

㸯⣭ 16 (14)    16 41.0 

㸰⣭ 13 (10) 1   14 35.9 

㸱⣭ 4 (4)    4 10.3 

㸲⣭ 4 (1)    4 10.3 

㸳⣭ 1 (1)    1 2.5 

ィ 38 (30/38㸸79%) 1 0 0 39 100.0 

 

㸶 年度末㞀害支援区分状況                       㸦単位㸸人㸧 

区 分 支援区分㸱 支援区分㸲 支援区分㸳 支援区分㸴 ィ 平均値 

人 数 11 16 8 4 39 4.13 

 

㸷  年度末介ㆤ状況                                㸦単位㸸人㸧 

区  分 㣗事 排泄 入浴 ⛣動 ⛣乗 意思㏻ 

全 介 助 0 1 2 2 6 0 

一㒊介助 2 29 32 2 5 10 

ィ 2 30 34 4 11 10 

 

10  入㝔状況               

名・⌮⏤➼ 入㝔先 期㛫 中日数 

左下⭣⻏❐⧊炎 日⏘玉川㝔 05/12㹼05/21 8 

左ⓑ内㞀手⾡ 㛵東中央㝔 06/18㹼06/19 0 

ㄗ嚥性⫵炎 日⏘玉川㝔 09/01㹼09/15 13 

⥲⫹⟶⤖▼㸦○▼⾡㸧 日⏘玉川㝔 10/21㹼11/02 11 

⫹のう炎 日⏘玉川㝔 11/02㹼11/25 22 

⫹のう⤖▼㸦⫹のう摘出⾡㸧 日⏘玉川㝔 12/17㹼12/22 4 

右大⭣㆙㒊㦵折 

⇒リハビリ┠ⓗ 

㛵東中央㝔 

⇒世⏣㇂リハビリテーション㝔 

01/18㹼02/19 

02/19㹼03/09 

32 

17 

⫹のう⤖▼㸦⫹のう摘出⾡㸧 世⏣㇂中央㝔 01/21㹼02/08 17 

左⭈尿⟶⤖▼㸦ステント⾡㸧 日⏘玉川㝔 02/16㹼02/20 3 

実人員 8名 ィ 127 

 

11 栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 

 
㺒㺦㺷㺕㺼㺎 ⺮ⓑ㉁ ⬡  ⫫ 㺔㺷㺚㺑㺯 ビ タ ミ ン 

㹩ca㹪 g g mg A(IU) B1(mg) B2(mg) C(mg) 

栄㣴基準㔞 1,875 70.0 47.0 733 606 1.08 1.18 83 

⤥与栄㣴㔞 1,781 66.9 45.9 693 606 1.05 1.03 83 
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12 栄㣴比率㸦㸣㸧 

炭水化物㺒㺦㺷㺕㺼㺎比 ⬡⫫㺒㺦㺷㺕㺼㺎比 

62.5 22.6 

 

13 㣗品構成と㣗品⩌別⤥与㔞 

㣗 品 ⩌ 名 㣗品構成 ⤥与㔞 

 

㸯㸬✐ 㢮 

⡿ 207 203 

パ ン 㢮 13 13 

め ん 㢮 58 55 

その他の✐㢮・堅果㢮 5 8 

㸰㸬い も 㢮 
じゃがいも㢮 37 30 

こんにゃく㢮 11 10 

㸱㸬◁ ⢾ 㢮 10 8 

㸲㸬Ⳬ 子 㢮 4 4 

㸳㸬油 ⬡ 㢮 
動 物 性 1.5 0.7 

植 物 性 15 19 

㸴㸬㇋ 㢮 
み    そ 21 17 

㇋・大㇋〇品 50 36 

㸵㸬㨶 介 㢮 

⏕    物 58 52 

塩 ⶶ・⨁ ワ 3 4 

水⏘⦎り〇品 11 5 

㸶㸬獣㫽⫗㢮 
⏕    物 67 67 

その他の加工品 5 5 

㸷㸬卵    㢮 30 28 

10㸬乳 㢮 
牛    乳 171 105 

その他の乳〇品 33 120 

11㸬㔝⳯㢮 

⥳㯤Ⰽ㔝  ⳯ 155 146 

漬    物 9 9 

その他の㔝  ⳯ 240 206 

12㸬果 物 㢮 45 37 

13㸬海 ⲡ 㢮 3 3 

14㸬ㄪ 味 料 㢮 36 35 

15㸬ㄪ 味 加 工 㣗 品 㢮 7 5 
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㸱 東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター 

㸦㞀害⪅支援施タ㸧 

 

㸯 令和 2年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 

  令和 2年度新つの施タ入所⪅は 6名であった。年㛫平均入所率は、┠標率 63㸣を上回り 63.5㸣

であった。各✀サービスの定員に対する割合について、就労⛣⾜支援の利⏝率は33㸣となり、昨年

度の 16㸣に比し増加した。就労⥅⥆支援㹀型の入所利⏝率は 133㸣、㏻所利⏝率が 112.5㸣であっ

た。⏕活カ⦎は38.6㸣に増加し、機⬟カ⦎の利⏝率は 50.7㸣に減少した。 

施タ入所となった主なケースは、将来の⮬❧⏕活に向けたカ⦎が必せとなったケース、⥭急保ㆤ

による受け入れから♫会⏕活力カ⦎の必せ性が㢧在化したケースである。 

㏥所については、1 名の利⏝⪅が希望する地域に⛣り、地域⛣⾜を果たすことができた。支援・

カ⦎にせする期㛫・内容は、ケースごとに区市⏫村と㐃携を取りながら、ニーズに㐺したサービス

提供ができるよう今後も取り⤌んでいく。 

本年度、東京㒔により「民㛫⛣ㆡ施タの㐠営事業⪅ホ価審査」を受審し、㐠営は㐺切であるとの

ホ価⤖果を得た。併せて令和 3年度末までの「建物無償㈚付」について承ㄆされた。 

  指定┦ㄯ支援事業の利⏝⪅数は、一年を㏻して微増であった。施タ入所支援を利⏝しているセン

ター利⏝⪅のィ⏬依㢗8名を含めて、ィ26名であった。その他の㔜点事㡯は下グの㏻りである。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 
㹌㹭 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 
⥲合支援法に基づく㐺切な㐠営

⟶⌮と安定ⓗな⤒営の実施 

全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:施タ㛗) 

平均入所利⏝率(┠標値 63㸣以上)は、前

年の64.2%に対し63.5%であった。 

㹀 

品㉁ 

㸯 ⚟♴サービス➨三⪅のホ価受審 
全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:施タ㛗) 

➨三⪅ホ価受審㸦10 月㸧ホ価⤖果への取

り⤌み㸦11月㸧 

→サービスレベルの向上に期待すると、

ホ価を受けた。 

㸰 
ISO9001㸸2015内㒊┘査及びサー

ベイランス審査 

全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:内㒊┘査員) 

水平展㛤事㡯の状況を☜ㄆし、取り⤌む 

→10 月に更新審査を受審し、指摘事㡯な

し。水平展㛤事㡯は、事業所内㒊┘査で

状況を☜ㄆした。 

㸱 利⏝⪅ㄪ査・利⏝⪅懇ㄯ会の実施 
全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:主任) 

①利⏝⪅ㄪ査 

各㡯┠の不満回⟅30㸣未満→全㡯┠で 

30㸣に㐩する不満はなかった。 

②利⏝⪅懇ㄯ会 

利⏝⪅懇ㄯ会を2回㛤催した。ヲ⣽B3後

㏙。 
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㹁 

人材 

⫱成 

㸯 

人材⫱成 

①待㜵止◊修の実施 

②施タ内OJT,法人内㝵層別◊修 

③各✀施タ内◊修 

全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:施タ㛗) 

① 全⫋員対㇟に2回実施した。 

② 各✀外㒊◊修から報告会形式で施タ

内OJTを実施した。 

③ 各✀◊修を別㡯のとおり実施した。 

E 

その他 

㸯 

┦ㄯ支援事業の㐠営 

ネットワークへの参加 

⮬❧支援協㆟会への参加 

全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:主任) 

新つ施タ利⏝⪅に対し、外㒊の┦ㄯ事業

所との㛵係作りに努めた。各会㆟への参

加率はコロナ⚝による会㆟の中止を㝖く

と80㸣であり、┠標の数値をクリアした。 

㸰 

利⏝⪅の入所促㐍 

新つ事業の事業内容㹎㹐 

 

全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:主任) 

コロナ⚝により⮬治体へのPR活動は実施

できなかった。全体の利⏝率はⰾしくな

かったが、今年度は 6 名の新つ入所⪅を

受け入れることができた。 

㸱 施タの建替え 
全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:施タ㛗) 

法人本㒊、東京㒔と㐺宜㐃携を取り、情

報共有を図ることが出来た。 

㸲 予㜵処⨨ 
全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:内㒊┘査員) 

是正処⨨月平均は0.6件であった。 

予㜵処⨨月平均は、0.25件であった。 

 

㸦㸰㸧 実施状況のホ価 

㸿  ⤒営㈈務 

㸿㸯 ⥲合支援法に基づく㐺切な㐠営⟶⌮と安定ⓗな⤒営の実施 

   コロナ⚝にあり、事業㐠営の⟶⌮と安定ⓗな㐠営に困㞴をきたす恐れがあったが、1 年を㏻

じて大きな支㞀はなく事業㐠営に取り⤌むことができた。 

 

   【機⬟カ⦎】  体力の⥔持・向上のため体操や散歩を⾜った。健康⟶⌮の⦎⩦や入浴ぢ守

り、㌟㎶整⌮を⾜い、健康⥔持や整容・清掃・整㡻に努めた。㣗事では料

⌮教室を⾜い、併せて栄㣴ケアを学び、日㡭の㣗事⩦慣のぢ┤しを⾜った。

定期ⓗな学⩦を⾜い、コミュニケーション力や㆑字力、ィ⟬力の向上に取

り⤌んだ。 

   【⏕活カ⦎】  定期ⓗに㈙い物カ⦎を取り入れ、予⟬内でィ⏬ⓗに㉎入することなどの⤒ 

㦂を✚み㔜ねた。1名の地域⛣⾜を㐩成した。 

【就労⥅⥆ B型】┠標としていた月平均工㈤を㐩成することができた。 

【就労⛣⾜支援】アプリを利⏝したコミュニケーションの⦎⩦、㒑便の仕分け⦎⩦など、個々

の希望と力㔞に合わせた就労カ⦎・学⩦を⾜い、就労⛣⾜につながる支援

を⾜った。 

【施タ入所支援】6名が新つに施タ入所利⏝した。 

【▷期入所】  5名の利⏝があり、その後1名が施タ入所となった。 
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 㹀  品㉁ 

㹀㸯 ⚟♴サービス➨三⪅ホ価の受審 

   Ⰻい点 

①事業所の改善検ウに合わせて、サービス内容について⫋員が一体となり取り⤌んでいる。 

②利⏝⪅一人ひとりにあったコミュニケーション方法の工夫を㔜ね、利⏝⪅が安心してそ

の人らしい⏕活ができるように支援している。 

③事業ごとに担当⪅を決めることで、日中活動のプログラムが明☜になり利⏝⪅のモチベ

ーションアップにもつながっている。 

改善が望まれる点 

①利⏝⪅ニーズに応えるとともに㈈政安定に向けて、利⏝率の向上へのさらなる取り⤌み

に期待する。 

②事業所の将来の方向性をぢ据えて、今後の事業所の広報活動を工夫・改善していくこと

に期待する。 

③マニュアルをさらに活⏝しやすくするなどサービスレベルの向上のためのさらなる工夫

を期待する。 

改善の取り⤌みは、令和3年度に東京㒔へ報告する。 

㹀㸰 ISO内㒊┘査及びサーベイランス審査 

   指摘事㡯はなかったが、ほ察事㡯については、水平展㛤事㡯として、取り⤌んでいく。 

㹀㸱 利⏝⪅ㄪ査、懇ㄯ会の実施 

 利⏝⪅ㄪ査では、不満㡯┠が一␒㧗い㡯┠が 15㸣(わからない、伝わらず、無回⟅を㝖く)

であり、特段の対応を必せとすることはなかった。 

日中活動について、⮬❧カ⦎サービス利⏝⪅からは、ほぼ満㊊または普㏻とのホ価がぢられ

た。⮬❧カ⦎独⮬のプログラムが定╔してきたと⪃えられるが、作業への参加希望も依然とし

て多い為、今後も✚極ⓗに参加できるプログラムを提供することが必せである。就労サービス

利⏝⪅から、日中活動について不満のホ価はなく、⌧在の利⏝⪅の⬟力やニーズに合った施タ

内作業を提供できている。来年度もこの⤖果を⥔持し、安定した作業の受注ができるように取

り⤌んでいく。 

利⏝⪅懇ㄯ会では、共㏻した不満の㡯┠が 7件あった。7件のうち 5件は、新型コロナウィ

ルスの影㡪による、外出⮬⢔のお㢪いに対する不満だった。その他の2件は、施タ利⏝におけ

る、利⏝⪅㛫のマナーについてだった。新型コロナウィルスによる外出⮬⢔については、国か

らの指♧に基づき、♫会情勢をぢながら引き⥆き取り⤌んでいく。利⏝⪅㛫のマナーについて

は、支援員も交えて、コミュニケーションを取りながら、㐣ごしやすい住⎔境となるよう、┦

互⌮ゎに努めた。 

 

 㹁  人材⫱成 

㹁㸯 人材⫱成 

   以下の◊修を企⏬し、⫋員㈨㉁向上に向け、人材⫱成を⾜った。 

   ア 全⫋員を対㇟に年 2回の待㜵止◊修を⾜った。 

   イ 施タの建替えに向け、既建て替え施タへのぢ学を⾜い、⫋員への周▱を図った。 

   ウ サービス⟶⌮㈐任⪅基♏◊修を受ㅮし、事業㐠営の必㡲◊修をィ⏬どおり実施した。 

   エ 他㞀害の特性⌮ゎや㧗㱋化に向けた支援の在り方を学ぶ◊修に✚極ⓗに参加した。 
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㹃  その他 

㹃㸯 ┦ㄯ支援事業の㐠営、ネットワークへの参加、⮬❧支援協㆟会への参加 

     新つ施タ利⏝⪅に対し、外㒊の┦ㄯ事業所に㛵わっていただけるよう㓄慮に努めた。コロ

ナ⚝により一㒊オンラインによる会㆟に変更になったが、年㛫を㏻して各会㆟への参加に努

め、㐃携を図ることができた。来年度以㝆はオンライン会㆟の㛤催が増加するものと予想さ

れる。 

㹃㸰 利⏝⪅の入所促㐍、新つ事業の事業内容PR  

感染のまん延を⪃慮し、⮬治体へのゼ問活動は実施することが出来なかった。ホームペ

ージを活⏝する➼、今までのやり方を変えた PR 方法を検ウするよう➨三⪅ホ価機㛵から提

ゝを受けた。 

㹃㸱 施タの建替え  

    所内においては、令和 1年から始まっている建て替え検ウ委員会を⥅⥆して㛤催し、将来

あるべき事業について⫋員で情報共有を⾜いながら検ウを㐍めている。 

今年度末に建物無償㈚付契⣙期㛫が満了することから、東京㒔に㈚付期㛫の更新⏦ㄳを⾜

い 1年㛫の更新がㄆめられた。併せて、法人本㒊や東京㒔と㐃携をとり、建替えについての

検ウを⾜っている。 

㹃㸲 予㜵処⨨  

リスクマネジメントによる予㜵処⨨を⾜い、是正処⨨の┠標値を㐩成した。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

(㸯)入㏥所状況➼ 

   別⾲の東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター㈨料に掲げた。 

 (㸰)⫋員㓄⨨状況 

   令和 2年度の⫋員㓄⨨状況は、次の㏻り。 

(令和 3年 3月31日⌧在、単位:人) 

 

⫋✀区分 

 

 

 

 

㓄⨨区分 

施
タ
㛗 

事
務
員 

サ
䤀
ビ
ス
⟶
⌮
㈐
任
⪅ 

┦
ㄯ
支
援
専
㛛
員 

⏕
活
支
援
員 

就
労
支
援
員 

⫋
業
指
導
員 

┳
ㆤ
師 

栄
㣴
士 

ㄪ
⌮
員 

医
師 

合 

ィ 

⌧員常勤⫋員 1 2 6  1  10 

⌧員㠀常勤⫋員   8 1 5 1 15 

合ィ 1 2 14 1 6 㸯 25 
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(㸱)⫋員◊修の状況 

◊ 修 名 参加⫋✀ 主  催 人員 実施月 

内㒊 

◊修 

ISO勉強会 全⫋✀ センター 13 6 

YSKサポート㣴⏕作業ぢ学報告会 所㛗、支援員 センター 9 10 

就業支援基♏◊修(従事⪅◊修)報告会 所㛗、支援員 センター 12 11 

待㜵止対⟇委員会内㒊◊修 グループワーク1 全⫋✀ センター 8 11 

待㜵止対⟇委員会寧㒊◊修 グループワーク2 全⫋✀ センター 8 11 

江東㏻勤寮施タぢ学報告会 全⫋✀ センター 11 12 

待㜵止対⟇委員会内㒊◊修 グループワークⓎ⾲ 全⫋✀ センター 16 12 

外㒊

◊修 

企業就労と⚟♴就労のギャップを⪃える 支援員 リベラル株式会♫ 1 8 

東京㒔サービス⟶⌮㈐任⪅基♏◊修 支援員 ⥲合健康推㐍㈈団 1 8 

クラスターを㜵ぐには㹼ゾーニングポイントを徹底

ゎㄝ㹼 

┳ㆤ師、支援員、

栄㣴士 

NPO 法人ピースウイ

ンズ・ジャパン 
5 9 

就業支援基♏◊修(従事⪅◊修) 支援員 東京㒔⚟♴保健局 1 9 

YSKサポート㣴⏕作業ぢ学 支援員 朗┿堂 4 10 

東京㒔㞀害⪅待㜵止・権利擁ㆤ◊修 支援員 東京㒔⚟♴保健㈈団 1 10 

㧗次⬻機⬟㞀害⪅の特性と㞠⏝⟶⌮の復⫋支援 
支援員 東京㞀害⪅⫋業セン

ター 
1 10 

ココロネ板橋施タぢ学 所㛗、支援員 ココロネ板橋 2 10 

利⏝⪅の状況に応じた㣗事支援 
栄㣴士、ㄪ⌮員 東京㒔♫会⚟♴協㆟

会 
2 11 

㧗次⬻機⬟㞀がい⪅の支援のポイントとネットワー

ク構⠏のために 

所㛗 (♫⚟)東京援ㆤ協会 
1 11 

江東㏻勤寮施タぢ学 
所㛗、栄㣴士、ㄪ

⌮員、支援員 

江東㏻勤寮 
4 11 

㛵東ろうあ⪅┦ㄯ員㐃⤡会 
支援員 ⫈力㞀害⪅情報文化

センター 
1 1 

㞀害⪅支援における感情労働の⌮ゎとメンタルヘル

スについて 

支援員 東京㒔♫会⚟♴協㆟

会 
1 3 

㧗㱋⪅の免力を㧗める㣗事の工夫 栄㣴士 ㈱スタジオナッツ 1 3 

㧗㱋⪅の摂㣗嚥下と㣗支援 
支援員 日本大学歯学㒊摂㣗

機⬟⒪法学ㅮ座 
1 3 

「働きたい・住みたい」施タの建替、新⠏、改修方法

教えます 

支援員 ㈱ユーエスィ⏬◊✲

所 
1 3 

㛵東ろうあ⪅┦ㄯ員㐃⤡会 
支援員 ⫈力㞀害⪅情報文化

センター 
1 3 
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(㸲)各事業ィ⏬の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    区分 

事㡯 概     せ 

ィ ⏬ 実施⤖果 

備  ⪃ 
日・回数 

日㺃回数㺃件数・参加 

人員(⫋員➼含む) 

(㸯)㐠営⟶⌮ 

会㆟ 

 

 

 

 

 

オンブズマン 

 

(㸰)利⏝⪅処㐝 

⥭急入所 

⮬❧カ⦎ 

就労⛣⾜カ⦎ 

 

 

 

 

 

健康⟶⌮ 

⤥㣗 

体力強化 

地域交流 

 

 

㜵災対⟇ 

 

 

アフターケアサービ

ス 

 

ア 業務ㄪ整会㆟ 

イ ⫋員会㆟ 

ウ 支援会㆟  

エ ⤥㣗会㆟ 

オ 安全・⾨⏕会㆟ 

カ 地域サービス会㆟ 

ア ⱞ情┦ㄯ日 

イ 定例会 

 

ア ⥭急入所⪅の受入 

ア 手ヰㅮ⩦会 

イ 基♏学⩦ 

ウ 書㐨教室 

エ 㝡ⱁ教室 

オ ⏕活ㅮ座 

カ 旅⾜ 

キ 外出支援 

ア 定期健康┦ㄯ 

ア 嗜好ㄪ査 

ア スポーツ大会➼ 

ア ┅㋀り大会 

イ もちつき大会 

 

ア タ備器具点検 

イ タ備器具⮬主点検 

ウ 㜵災カ⦎ 

ア ⤥㣗サービス 

イ ┦ㄯ 

 

月 1回 

月 1回 

㐌㸯回 

月 1回 

月 1回 

年 1回 

月 1回 

年 1回 

 

㝶時 

㐌 1回 

月 1回 

月 2回 

月 2回 

年 1回 

年 1回 

年 3回 

年 24回 

年 1回 

年 1回 

年 1回 

年 1回 

 

年 2回 

毎日 

月 1回 

㐌 5回 

㝶時 

 

12回 

12 

35 

12 

12 

1 

10 

1 

 

 

40 

35 

24 

20 

2 

0 

1 

9 

1 

0 

0 

0 

 

2 

365 

10 

 

231 

 

60人 

151人 

289人 

83人 

69人 

7人 

13人 

4人 

 

1人 

850人 

35人 

201人 

151人 

33人 

0人 

14人 

179人 

25人 

0人 

0人 

0人 

 

 

365回 

291人 

732人 

 

 

所㛗,支援,┳ㆤ,事務,ㄪ⌮ 

全員 

所㛗、ㄪ⌮員➼ 

所㛗、┳ㆤ師➼ 

所㛗、担当⪅ 

全員 

所㛗、支援、担当⪅ 

 

 

⥭急、▷期入所対応 

 

支援員 

外㒊ㅮ師 

外㒊ㅮ師 

支援員 

支援員※コロナにより中止 

支援員 

利⏝⪅ 

 

㞀がい⪅スポーツ大会 

※コロナにより中止。 

板橋ろう協(手ヰサークル㝖

く)※コロナにより中止 

委ク業⪅  

日報グ㘓 

㑊㞴、消火、⥲合カ⦎➼ 

 

㐃⤡、外来、ゼ問┦ㄯ、手⥆

き、保㝤全⯡➼ 
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㸦別⾲㸧     東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター㈨料     

㸯 月別入㏥所状況                           㸦単位㸸人㸧 

    月別 

区分 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

入所定員 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 360 

利⏝⪅数 

(月末⌧在) 
18 18 18 18 18 18 18 20 22 21 22 21 232 

入所人員 0 0 0 0 0 0 0 3 2 0 1 0 6 

㏥所人員 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 3 

 充㊊率㸦㸣㸧 60 60 60 60 60 60 60 67 73 70 73 70 64 

 

㸰 入㏥所⌮⏤別人員                           㸦単位㸸人㸧 

区 分 

入所⌮⏤ ㏥所⌮⏤ 

居宅 㝔 他施タ その他 ィ ⮬❧ 
家庭 

復帰 
他施タ その他 ィ 

⏨ 0 0 2 0 2 0 0 0 1 1 

女 0 1 2 1 4 1 0 1 0 2 

ィ 0 1 4 1 6 1 0 1 1 3 

比率(㸣) 0 17 66 17 100 33.3 0 33.3 33.3 100 

 

㸱   年㱋構成㸦R3年 3月31日⌧在㸧                   㸦単位㸸人㸧 

区  分 
20歳 

未満 

20㹼 

29歳 

30㹼 

39歳 

40㹼 

49歳 

50㹼 

59歳 

60歳 

以上 
ィ 

平 均 

(歳・月) 

全数 

⏨ 1 0 0 1 2 8 12 61.5 

女 0 1 0 0 3 5 9 60.4 

ィ 1 1 0 1 5 13 21 60.1 

うち 

2年度

入所⪅ 

⏨ 0 0 0 0 0 2 2 65.7 

女 0 1 0 0 3 0 4 48.6 

ィ 0 1 0 0 3 2 6 57.1 

 

㸲   在所期㛫㸦R3年 3月31日⌧在㸧                   㸦単位㸸人㸧 

区 分 
1年 

以下 

1年㹼 

2年未満 

2年㹼 

3年未満 

3年㹼 

4年未満 

4年㹼 

5年未満 

5年 

以上 
ィ 

平 均 

(年・月) 

全数 

⏨ 2 2 1 1 0 6 12 6.8 

女 2 0 1 1 0 5 9 6.4 

ィ 4 2 2 2 0 11 21 6.6 
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㸳  健康⟶⌮の実施状況変更 

㡯 ┠ 実施期㛫 実施場所 人 員 

体㔜測定 定期 月1回 センター内 全員 

⾑圧測定 定期 月1回 センター内 全員 

尿検査 定期 年2回 㝔 センター内 全員 

嘱ク医デ察 

㸦内⛉㸧 

定期 月1回 センター内 全員 

 

㸴   ㏻㝔状況 

区分 

⛉別 
実 人 員 

延 人 員 
月平均治⒪人員 

延人員比率 

(㸣) ⏨ 女 ィ 

内     ⛉ 24 114 60 174 14.5 27.6 

泌尿器⛉ 0 0 0 0 0 0 

婦 人 ⛉ 0 0 0 0 0 0 

⢭  ⚄  ⛉ 10 60 58 118 9.8 18.7 

⬻⚄⤒外⛉ 2 5 1 6 0.5 1 

外     ⛉ 1 2 0 2 0.2 0.3 

整 形 外 ⛉ 4 4 6 10 0.8 1.6 

⓶    ⛉ 7 20 9 29 2.4 4.6 

║     ⛉ 7 8 19 27 2.3 4.3 

⪥㰯咽喉⛉ 5 3 19 22 1.8 3.5 

歯     ⛉ 14 61 54 115 9.6 18.3 

㏱   析 2 123 0 123 10.3 19.5 

化学⒪法⛉ 1 0 4 4 0.3 0.6 

合     ィ 77 400 230 630 52.5 100 

 

㸵  所内処⨨の状況                            㸦単位㸸人㸧 

区分 

処⨨別 
実人員 

延 人 員 
月平均人員 

比率 

(㸣) ⏨ 女 ィ 

点║ 1 0 1460 1460 121.7 64.5 

㌾⭯塗布 2 366 436 802 66.8 35.5 

包交 0 0 0 0 0 0 

湿布 0 0 0 0 0 0 

合ィ 3 366 1896 2262 188.5 100 
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㸶  ㏻㝔先と人員          㸦単位㸸人㸧 

㏻㝔先 受デ⛉┠ 人員 

板橋中央⥲合㝔 

 

 

東京㆙察㝔 

 

 こころのクリニックなります 

こころのクリニック㧗島平 

イムスグ念㝔 

国府台㝔 

こうのファミリーケアクリニック 

志村ヒフ⛉クリニック 

㝧和㝔 

㣤㔝║⛉ 

セントラルクリニック 

 

ミルディス⪥㰯⛉ 

洋歯⛉クリニック 

㒔❧広尾㝔 

はやみ医㝔 

下㧗井戸メンタルクリニック 

昭和大学㝃属烏山㝔 

東京㒔健康㛗寿医⒪センター 

愛ㄔ㝔 

iタワークリニック 

よう整形外⛉ 

大和㝔 

池⿄⾑⟶外⛉クリニック 

成増厚⏕㝔 

 

東京北医⒪センター 

東京医⛉大学 

けやきの森㝔 

戸⏣中央⭈クリニック 

㧗島平中央⥲合㝔 

㡰天堂医㝔 

光が丘⪥㰯咽喉⛉医㝔 

消化器内⛉ 

⪥㰯咽喉⛉ 

内⛉ 

⭈代ㅰ⛉ 

呼吸器⛉ 

⢭⚄⛉ 

⢭⚄⛉ 

内⛉・║⛉ 

⢭⚄⛉ 

内⛉ 

⓶⛉ 

⢭⚄⛉ 

║⛉ 

║⛉ 

⓶⛉ 

⪥㰯⛉ 

歯⛉ 

⬻⚄⤒外⛉ 

内⛉ 

⢭⚄⛉ 

⢭⚄⛉ 

化学⒪法⛉ 

⢭⚄⛉ 

㏱析⛉ 

整形外⛉ 

内⛉ 

外⛉ 

⢭⚄⛉ 

内⛉ 

整形外⛉ 

⪥㰯⛉ 

⢭⚄⛉ 

㏱析⛉ 

⬻外⛉ 

⚄⤒内⛉ 

⪥㰯⛉ 

2 

1 

3 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

18 

5 

1 

8 

1 

1 

1 

14 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

3 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
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㸷 施タ⾜事の実施状況 
実施月 実施月日 ⾜事名 実施場所 利⏝⪅ ⫋員 その他 

6月 6月25日 外出支援㸦就労㸧 板橋区❧㉥塚植物園 10 4  

7月 7月17日 夏⚍りとⰼ火大会 センター㞟会室・中庭 24 15  

8月 8月21日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 8 1  

12月 12月18日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 25 2  

 

㸯㸮   ⤥㣗提供㣗数(㣗) 

 朝 昼 夕 

月平均㣗数 610 633 673 

年㛫⥲㣗数 7324 7593 8078 

 

㸯㸯   地域㐃携 

 (1) 実⩦⏕の受入 

実⩦依㢗学校及び学㒊学⛉ 実施月 期㛫㸦日㸧 学年㸦年㸧 受入数㸦人㸧 

淑徳大学⥲合⚟♴学㒊♫会⚟♴学⛉ 8月 15 3 2 

 

(2) ボランティアの受入 

内  容 延回数㸦回㸧 実施方法 団体名 人数㸦人㸧 

書㐨教室 24 参加⿵助 個人 2 

㝡ⱁ教室 20 参加⿵助 個人 1 

 

㸯㸰   㣗品構成と㣗品⩌別⤥与㔞 

㣗    品    ⩌    名 
㣗品構成 

(g) 

平均⤥与㔞 

(g) 
㣗    品    ⩌    名 

㣗品構成 

(g) 

平均⤥与㔞 

(g) 

1 ✐㢮 ⡿ 230 234 7 獣㫽⫗㢮 ⏕物 60 56.07 

パン㢮 20 17.36 その他加工品 13 11.87 

㯝㢮 100 78.02 8 卵㢮 45 29.34 

その他の✐㢮 3 0.66 9 乳㢮 牛乳 200 134.7 

2 いも㢮 じゃがⰞ㢮 50 35.28 その他の乳〇品 20 21.35 

こんにゃく㢮 10 8.58 10 㔝⳯㢮 ⥳㯤Ⰽ㔝  ⳯ 120 114.5 

3 ◁⢾㢮 7 5.73 その他の㔝⳯㢮 230 228.5 

4 油⬡㢮 動物 0.5 0.58 11 果実㢮 40 23.0 

植物 12 11.50 12 海ⲡ㢮 4 3.8 

5 ㇋㢮 味噌 15 6.8  

㇋・大㇋〇品 40 34.87 

6 㨶介㢮 ⏕物 40 19.42 

⨁ワ 10 6 

⦎り〇品 30 23.95 
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㸯㸱   栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 

区 分 
熱㔞

㸦Kcal㸧 

⺮ⓑ㉁㸦g㸧 ⬡㉁ 

㸦g㸧 

カルシウム

(mg) 

ビ タ ミ ン 

レチノール当㔞(μg)  B1(mg)   B2(mg)  C(mg) 

栄㣴基準㔞 1,867 61.7 51.7 683 775 0.99 1.13 100 

⤥与栄㣴㔞 1,850 65.0 47.8 504 514 0.97 0.95 86 

 

㸯㸲   栄㣴比率                               㸦単位㸸㸣㸧 

✐ 㢮 エネルギー比 ⬡ ⫫エネルギー 比 ⺮ⓑ㉁比 動物性⺮ⓑ㉁ 

53.4㸣 23.3㸣 14.1㸣 49.7㸣 

 

㸯㸳   アフターケア処⌮件数                         㸦単位㸸件㸧 

区 分 
⫋業 

┦ㄯ 

健 康┦ 

ㄯ 

㔠 㖹┦ 

ㄯ 

人㛫㛵

係┦ㄯ 

父 兄┦ 

ㄯ 

⏕ 活┦ 

ㄯ 

⤥ 㣗 

サービス 
その他 ィ 

年件数 10 48 0 0 0 91 732 82 963 

比率㸣 1 5 0 0 0 9.5 76 8.5 100 

㸦アフターケアの形態別分㢮㸧 

⤥㣗サービス             732件   76㸣 

外来┦ㄯ               81件    8㸣 

ゼ問┦ㄯ          44件        5㸣 

㐃⤡┦ㄯ          106件   11㸣           ィ 963件 100㸣 

 

㸯㸴   所内作業 

区分 
工㈤ 

⥲支⤥㢠㸦円㸧 

平均工㈤ 

㸦円㸭月㸧 

就労⛣⾜支援 66,022円 3,001円 

就労⥅⥆支援B型 1,410,216円 9,278円 

ィ 1,476,238円 12,279円 
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4 コ  ー  ポ  友  愛  
㸦⚟♴ホーム㸧 

 
㸯 令和2年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 

㐠営㠃については入居⪅1名が㧗㱋⪅施タに入居したが、入居希望⪅が」数名いたことで利⏝ 
率及び入居率への影㡪は最小㝈に抑えることができた。 
入居⪅支援においては、新型コロナウイルス感染予㜵への取り⤌みを最優先に掲げ、手指消毒器

の増タや㣕沫対⟇としてアクリル板のタ⨨の他、共⏝㒊のアルコール消毒の徹底を⾜い、入居⪅に

も㐃⤡会➼を㏻じ感染予㜵に対する注意喚㉳を⾜った。併せて喫煙室や浴室の利⏝人数に制㝈をタ

け、3密回㑊への協力を求めた。 
㢳客満㊊度ㄪ査においてせ望の多い懇ぶ会については、新型コロナウイルス感染㜵止のため㛤催

を中止した。年度末に業⪅による浴室のカビⴠとし清掃を⾜い、⎔境⾨⏕㠃の向上に努めた。 
 タ備㠃については⤒年により✌動しなくなった㒊屋のエアコンの入れ替えの他、乾燥機 1 台の

入れ替えを⾜った。また、有効期㝈切れ⡆易式消火スプレーの交換を⾜い有事に備えている。 
    
2 㔜点事㡯  
  方㔪⟶⌮書(ィ⏬・┠標)の実施状況及び今後のㄢ㢟         
方㔪 
㹌㹭 

施⟇ 
㹌㹭 

㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 
⤒営 
㈈務 

㸯 ⤒営の安定化 全⫋員 
 入㏥去⪅が各1名ずついるも利⏝率、入居率の

影㡪を最小㝈にとどめた。  

㹀 
品㉁ 

㸯 㹇㹑㹍内㒊┘査 
施タ㛗 

⏕活支援員 
指摘事㡯に対しYSの改ゞ、廃棄手⥆きを㐍めた 

㸰 㢳客満㊊度ㄪ査の実施 ⏕活支援員 12月に実施、入居⪅のニーズ把握に努めた。 

㸱 㐃⤡会 
施タ㛗 

⏕活支援員 

新型コロナウイルス感染予㜵対⟇として㐃⤡⟢

による回ぴ形式にて実施した 

㸲 懇ぶ会 全⫋員 
新型コロナウイルス感染予㜵のため㛤催をぢ㏦

った 

 
実施状況のホ価 
㸿 ⤒営㈈務 

㸿1 ⤒営の安定化 

    今年度に㛵しては、1名の入居⪅が㧗㱋⪅施タに入居したが、入居希望待機⪅がいたため受 

け入れもスムーズに㐍んだため、利⏝率及び入居率の影㡪も最小㝈にとどめることができた。

しかし、新つ入居希望⪅への対応は、入居⪅の入居期㛫㛗期化により依然ㄢ㢟として残っ 

ている状況にある。 

 

 㹀 品㉁ 
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㹀㸯 ISO内㒊┘査 

例年㏻り㹇㹑㹍法人内㒊┘査を受審した。改善事㡯はなく概ね問㢟ない状況であることが 

☜ㄆされた。 

しかしながら⌧状にそぐわない手㡰書に㛵しては改ゞ又は廃棄を⾜うこととした。 

 

㹀㸰 㢳客満㊊度ㄪ査の実施 

全利⏝⪅を対㇟とした無グ名式のアンケートを実施し、11名から回⟅を得た。⤖果につい

ては㐃⤡会➼にてフィードバックした。 

 

㹀㸱 㐃⤡会 

     実施形態を新型コロナウイルス感染予㜵対⟇として回ぴ形式に変更しィ⏬どおり毎月実施

した。 

 

㹀㸲 懇ぶ会 

     12月に㛤催予定であったが、新型コロナウイルス感染状況を⪃慮し㛤催をぢ㏦った。 

 

3 㐠営⟶⌮ 

 (1) ⫋員㓄⨨状況 

令和 2年度の⫋員㓄⨨状況を下グに♧す。 

  㸦令和 3年3月 31日⌧在、単位㸸人㸧  

   

 

 

 

 

 

※㸦 㸧は他施タと兼務 
  

(2) 入居⪅支援 

入居⪅の体ㄪや⏕活状況➼から必せと思われる♫会㈨源の活⏝に向け、㐺宜㛵係機㛵や家族

と㐃携を図り入居⪅のニーズ獲得へと⧅げた。 

㧗㱋化、入居期㛫の㛗期による機⬟低下、新つ入居希望⪅の㔜度化➼のせ因により、入居⪅

に対する日常支援㔞も増加傾向にあるが、入居⪅個々の状況に応じ㐺宜対応した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

      ⫋✀ 

 

 

 

㓄⨨ 

施 

タ 

㛗 

事 

務 

員 

┳ㆤ師 

⏕
活
支
援
員 

ィ 主 

任 

┳
ㆤ
師 

⫋
員 

常勤⫋員 (1) (1) (1) (1) 1 1(4) 

ィ (1) (1) (1) (1) 1 1(4) 
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㸦3㸧令和 2年度事業ィ⏬の実施状況 

     区分 

事㡯 
概     せ 

実⦼ 実施⤖果 
備  ⪃ 

日・回数 日・回数・参加人員➼ 

(1) 㐠営⟶⌮ 

①会㆟ 

 

 

 

②健康⟶⌮ 

③㜵災対⟇ 

 

(2)入居⪅支援 

①指導方㔪のタ

定 

 

 

 

 

②⎔境⾨⏕ 

 

- 

 

ア 業務ㄪ整会㆟ 

イ 入居判定会㆟ 

ウ 業務ミーティング 

 

健康デ断 

㑊㞴カ⦎ 

 

 

ア 入居⪅の┦ㄯ受 

 付、対応 

イ 入居⪅個別㠃ㄯ 

ウ ⚟♴事務所との㐃

⤡ㄪ整 

 

ア 床清掃 

イ 㢼呂場など共⏝㒊

分清掃 

ウ ⾨⏕害㥑㝖 

 

12回 

1回 

毎日 

 

 1回 

12回 

 

 

㝶時 

 

㝶時 

㝶時 

 

 

1回 

毎日 

 

10回 

 

毎月1回・全員 

全員 

ホーム㛗、⏕活支援員 

 

9月・全員 

毎月1回 

 

 

⏕活支援員 

 

⏕活支援員 

⏕活支援員 

 

 

外㒊委ク業⪅ 

⏕活支援員/外㒊委ク業⪅ 

 

外㒊委ク 

 

 

 

 

 

 

新型コロナ感染状

況を⪃慮し実施 

 

 

 

 

入居⪅の⏦し出に

応じる。 

 

 

 

 

新型コロナ感染予

㜵のため実施せず 

 

 
本年度における主せ⾜事の実施状況は、以下のとおりであった。             㸦単位㸸人㸧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実施月 実施日 ⾜ 事 名 実 施 場 所 
参 加 ⪅ 

利⏝⪅ ⫋員 その他 ィ 

中止  ┅㋀り大会 世⏣㇂施タ中庭 0 0 0 0 

中止  合同㐠動会 ⥲合㐠動場体⫱㤋 0 0 0 0 

中止  ふれあい⚍り 世⏣㇂施タ内 0 0 0 0 
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㸦別⾲㸧              コーポ友愛㈨料   

 

㸯 月末別入㏥居⪅状況                                  㸦単位㸸人㸧 

月区分 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 ィ 

入居定員 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 240 

入居⪅数 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 228 

入居人員 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

㏥去人員 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

1㊊率㸣 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 

注㸧入居⪅数に区外⪅も含む 

 

㸰 入㏥居の状況 

(1) 入居前状況             㸦単位㸸人㸧 

区分 居宅 㝔 施タ ィ 

入

居

⪅ 

⏨ 1 0 0 1 

女 0 0 0 0 

ィ 0 0 0 1 

(2) ㏥去⌮⏤                 㸦単位㸸人㸧 

 

 

 

 

 

㸱 患原因別・性別・⌧在員の状況    㸦単位㸸人㸧 

 

 

 

 

 

㸲  㞀害別・➼⣭別・性別の状況                    

㸦単位㸸人㸧  

 

 

 

 

  

区分 ㌿居 㝔 施タ 帰宅 死亡 ィ 

㏥

居

⪅ 

⏨ 0 0      1 0 0 1 

女 0 0 0 0 0 0 

ィ 0 0 1 0 0 1 

性別 

原因別 
⏨ 女 ィ 比率㸦%㸧 

 12 2 14 73.7 

先天性 3 2 5 26.3 

ィ 15 4 19 100.0 

➼⣭ 
⫥体不⮬⏤ どぬ㞀害 ⫈ぬ㞀害 ィ 

比率㸦%㸧 
⏨ 女 ィ ⏨ 女 ィ ⏨ 女 ィ ⏨ 女 ィ 

1⣭ 5 1 6 0 0 0 0 0 0 5 1 6 31.6 

2⣭ 8 3 11 0 0 0 0 0 0 8 3 11 57.8 

3⣭ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

4⣭ 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 5.3 

5⣭ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

6⣭ 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 5.3 

ィ 15 4 18 0 0 0 0 0 0 15 4 19 100.0 
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㸳 入居⪅年㱋別状況                       㸦単位㸸人㸧          

区分 

性別 
20㹼29歳 30㹼39歳 40㹼49歳 50㹼59歳 60歳以上 ィ 

⏨ 0 1 4 6 4 15 

女 1 1 0  2 4 

ィ 0 2 4 6 6 19 

比率㸦%㸧 5.2 10.5 21.1 31.6 31.6 100.0 

 

㸦参⪃㸧                  㸦単位㸸歳㸧 

区分 

性別 
平均年㱋 最小年㱋 最㧗年㱋 

全体の 

平均年㱋 

⏨ 56.0 35 77 
55.7 

女 51.2 30 69 

 

㸴 入居⪅所在期㛫の状況                             㸦単位㸸人㸧 

年数 

性別 
1年未満 2年未満 3年未満 5年未満 

10年 

未満 
10年以上 ィ 

⏨ 1 0 3 1 3 7 15 

女 0 0 1 1 0 2 4 

ィ 0 0 4 2 3 9 19 

比率㸦%㸧 5.3 0 21.0 10.5 15.8 47.4 100 
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5 友愛デイサービスセンター 

  㞀害⚟♴サービス⏕活介ㆤ事業 

㌟体㞀害⪅・児▷期入所事業 

 

㸯 令和 2年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 

⏕活介ㆤ事業は、新つに1名が利⏝を㛤始し、Ⓩ㘓⪅は 16名となったものの、新型コロナウイルス

感染の流⾜に伴い㏻所の⮬⢔⪅が多Ⓨし、利⏝率は大幅に低㏞した。しかしながら、施タの状況に

㓄慮した厚⏕労働┬や世⏣㇂区から柔㌾な対応方法が♧され、減収は最低㝈に抑えることができた。 

⫋員体制は、施タ内外において㧗まる医⒪ⓗケアのニーズに対応するため、常勤┳ㆤ師を新たに 1

名採⏝するとともに㐺宜派㐵⫋員を採⏝し、安全・安心なサービスの提供に努めた。しかしながら、

新型コロナウイルス感染の流⾜は、各✀活動や⾜事の中止、⾨⏕⟶⌮を含む業務㈇担の大幅な増加

など、事業㐠営に多大な影㡪を及ぼした。 

▷期入所事業は、新型コロナウイルス感染の流⾜により、利⏝の⮬⢔やキャンセルがⓎ⏕したも

のの、利⏝率は㧗水準を⥔持した。また、♫会ⓗ㈐任を果たすべく、㞀害特性により♫会㈨源の利⏝

に困❓した利⏝⪅を✚極ⓗに受け入れた。 

新型コロナウイルス感染の予㜵対⟇として、「新型コロナウイルス感染対応手㡰マニュアル」を

整備した。本マニュアルに基づいて、⾨⏕⟶⌮を徹底するとともに、㢖Ⓨする㔜心㌟㞀害児・⪅特

有の熱Ⓨなどに対しては、新型コロナウイルス感染の似状との┦㐪判断ができないため、ゾー

ニングをはじめとする感染拡大㜵止⟇を㑂守した。併せて、世⏣㇂区の推奨する PCR検査㸦♫会ⓗ検

査㸧を、⏕活介ㆤ事業・▷期入所事業共に✚極ⓗに受検し、感染拡大㜵止に全力を挙げて取り⤌んだ。 

  

㸰 㔜点事㡯  

㸦㸯㸧 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟                  

 

方㔪 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 

⤒営の安定化   

㸦a㸧⏕活介ㆤ事業 全⫋員 
対⌧員利⏝率は┠標 75%以上に対し、59.1㸣と
なった。 

㸦b㸧▷期入所事業 全⫋員 利⏝率は┠標95%以上に対し、88.1㸣となった。 

㹀 

品㉁ 
㸯 

利⏝⪅支援の充実   

(a) ⏕活支援 全⫋員 
概ね┠標値を㐩成したが、新型コロナウイルス
感染拡大に伴い、一㒊が未㐩成となった。 

(b) 健康⟶⌮ 全⫋員 
新型コロナウイルス感染拡大に伴い、一㒊が
未㐩成となったが、感染対⟇を徹底した。 

(c) ⤥㣗 㛵係⫋員 
⾜事㣗やリクエスト㣗を提供し、利⏝⪅から好
ホを得た。また、一㒊アレルギー㣗へ対応した。 

(d) サービスホ価 全⫋員 
㢳客満㊊度90㸣以上を┠標としたが、新型コロ
ナウイルス感染の拡大に伴い、未実施となっ
た。 
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㸦㸰㸧実施状況のホ価  

㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 ⤒営の安定化 

   (a) ⏕活介ㆤ事業 

・新型コロナウイルス感染の流⾜に伴い、㛵係機㛵をゼ問する営業活動は⦰小せざるを得

なかったものの、㟁ヰによる営業活動を⥅⥆した⤖果、8月に 1名の利⏝⪅を☜保し、来年

度からは 3名の利⏝⪅を☜保することができた。 

・⚃日の㛤所は、新型コロナウイルス感染の流⾜に伴い中止した。 

・新型コロナウイルス感染の予㜵や✺Ⓨⓗな事⏤による㏦㏄時㛫の変更や▷時㛫利⏝を希

望に対応するため、⮫時の㏦㏄などを実施し、利⏝率の低下を㜵いだ。 

・休暇を取得しやすい⎔境整備に努め、有⤥休暇の消化率は 50㸣を㉸えた。 

 

   (b) ▷期入所事業 

・新型コロナウイルス感染の予㜵を┠ⓗとした利⏝⮬⢔や、✺Ⓨⓗなキャンセルにより利

⏝率の低下がぢられたものの、ニーズは多く平均利⏝率は 88.1㸣となった。 

・委ク業⪅の介ㆤスタッフを対㇟とした一堂に会しての◊修は、新型コロナウイルス感染

の流⾜に伴い中止とし、個別にスキルアップ◊修を実施した。 

・休日の日中における外出支援は、新型コロナウイルス感染の流⾜に伴い中止し、㏆㞄へ

の㈙い物も全て介ㆤスタッフが代⾜した。 

・年 2回の㛤催を予定した懇ㄯ会は、新型コロナウイルス感染の流⾜に伴い中止した。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 利⏝⪅支援の充実  

㸦a㸧⏕活支援 

(㺏) 活動の充実 

・スヌーズレンをはじめとした各✀活動は、専㛛⫋の助ゝや文献などから最新の▱㆑・技⾡を

取り入れ、効果ⓗな提供に努めた。また、個別支援ィ⏬や支援実施書に基づいた提供を徹底

し、活動内容の充実と☜実な実施を┠指した。 

・ㄢ外活動は、新型コロナウイルス感染の流⾜に伴い、中止した。 

・世⏣㇂区の技⾡支援事業により招⪸した⌮学⒪法士やゝㄒ⫈ぬ士とともに、全利⏝⪅に㛵す

るカ⦎内容の定期ⓗなホ価と再検ウを実施し、利⏝⪅の状況に応じた㉁の㧗いカ⦎活動の提

供に努めた。 

・⭡⮩位⒪法を⥅⥆し、排⑱の促㐍や側弯の㐍⾜予㜵に努めた。 

㹁 

人材 

⫱成 

㸯 

人材マネジメントの取⤌み   

(a) 人材⫱成 全⫋員 
外㒊◊修は7件参加し、内㒊◊修は5件実施し
た。 

(b) リスク⟶⌮ 全⫋員 
前年度の不㐺合234件に対し、今年度は218件
と減少した。 

(c) 業務整備 全⫋員 
新つ採⏝⫋員の教⫱プロセスをはじめとした、
業務の定型化を実施した。 

㹃 

その他 
㸯 㛵係⪅との㐃携 全⫋員 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、㟁ヰに
よる㐃携を実施したが、つ模や機会は㝈定ⓗと
なった。 
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(㺐) 㹏㹍㹊の向上 

・新型コロナウイルス感染の流⾜に伴い、活動Ⓨ信の場としていた⾜事や展♧会などは激

減したが、施タ内での作品展♧を⥅⥆し、また、アセスメント㠃ㄯや利⏝⪅のㄌ⏕日企⏬

を㏻し、利⏝⪅の様子や作成した作品などを写┿・動⏬で家族へⓎ信した。 

・活動では、利⏝⪅同士の交流や利⏝⪅⮬㌟が主体性をⓎ揮できる機会を✚極ⓗに導入し、

利⏝⪅が㞟団の中で⮬己を⾲⌧し、存在感や⫯定感を㧗められるように努めた。 

 

(㺑) 介ㆤ支援の提供 

・利⏝⪅の⬟力や意欲に応じた介ㆤ支援を提供し、利⏝⪅のモチベーションを保ちながら、残

存⬟力の⥔持と機⬟向上に努めた。 

・日々利⏝⪅の㌟体状況を☜ㄆし、状況変化や中㛗期ⓗなど点を㋃まえた㐺切な介ㆤ⏝品の提

案やその使⏝について支援した。 

 

(㺒) 個別支援ィ⏬の充実 

・個別支援ィ⏬を⿵㊊する支援実施書を⟇定し、提供する支援のヲ⣽な内容や方㔪を明グす

ることで、支援内容の㏱明性を向上させると共に、⫋員㛫の支援の平準化を図った。 

・利⏝⪅状況のヲ⣽やニーズを正☜に把握できるようにアセスメントシートの内容を大幅に

ぢ┤し、個別支援ィ⏬の⢭度を向上させた。 

・⏕活支援員会㆟を個別支援ィ⏬⟇定に係る㔜せな会㆟体と位⨨づけ、会㆟内で利⏝⪅状況

や支援方㔪及び方法に㛵し検ウを㔜ねた。 

・世⏣㇂区の技⾡支援事業により招⪸した⌮学⒪法士やゝㄒ⫈ぬ士と、個別支援ィ⏬におけ

るカ⦎や介ㆤ支援のホ価を⥅⥆ⓗに実施した。また、その情報は、㐺宜家族や㛵係機㛵と

共有し、利⏝⪅の⏕活全⯡の向上を図った。 

・┦ㄯ支援事業所と㐃携し、支援全⯡に㛵わる当センターのぢゎや方㔪を㛵係機㛵に伝え、

サービス➼利⏝ィ⏬の内容や⥲合ⓗな支援の充実に寄与した。 

 

(㺓) ⏕活⎔境の整備      

・4S 点検・㜵災⮬主点検・タ備⮬主点検を⥅⥆するとともに、新型コロナウイルス感染の

感染拡大㜵止に対応した各所の消毒を実施した。 

・新型コロナウイルス感染により多くの活動が制㝈された中で、利⏝⪅が楽しさや季⠇感

を感じられるよう、カ⦎室を⳹やかで暖かみが感じられるよう㣭した。 

・新型コロナウイルス感染の感染及び拡大㜵止のほ点から、カ⦎室及び事務所に㣕沫㣕散

を㜵止する仕切りをタ⨨すると共に、✵気清浄機を㉎入し利⏝⪅が使⏝する㒊屋にタ⨨し

た。 

・支援に応じて各㒊屋を有効活⏝し、三密㸦密㞟・密接・密㛢㸧の回㑊とソーシャルディス

タンスへの㓄慮を徹底した。また、利⏝⪅が新型コロナウイルス感染の似状を呈し

た㝿の㝸㞳対応として、┦ㄯ室を準汚染区⏬、多┠ⓗ室及び⬺⾰室を汚染区⏬と定めたゾ

ーニングを実施し、新型コロナウイルス感染の感染及び拡大㜵止に努めた。 

・▷期入所事業における機械浴槽の導入を検ウしたが、事業スペースの大つ模な改修を伴う

こととなったため、導入をぢ合わせた。 
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㸦b㸧健康⟶⌮ 

・日々利⏝⪅のバイタル及び㌟体状況を☜ㄆし、㐃⤡ノートを媒体として家族と㐃携した。

また、何らかの状をⓎぢした㝿は、専㛛ⓗど点での健康指導を実施し、利⏝⪅の㌟体機

⬟の⥔持・向上に努め、健やかな㏻所⏕活を支援した。 

・月 1回 1時㛫の嘱ク医の往デを効率よく活⏝し、嘱ク医の助ゝを㏿やかに利⏝⪅・家族・

⫋員と共有した。 

・⏕活支援員の医⒪ⓗケアや健康⟶⌮に㛵するぢ㆑を深めるため、㓟⣲⒪法の基♏について

内㒊◊修を実施した。ィ⏬していた排便コントロールや口⭍ケアなどの◊修は、来年度以

㝆に実施することとした。 

・サービス担当⪅会㆟及び㏥㝔カンファレンスは、新型コロナウイルス感染の流⾜に伴い

1件のみサービス⟶⌮㈐任⪅が参加し、┳ㆤ師は不参加となった。 

 

(c) ⤥㣗 

・⤥㣗委ク業⪅と㐃携し、これまで困㞴であったアレルギー㣗の提供を一㒊㛤始した。利⏝

⪅の希望に沿ったリクエスト㣗や⳹やかな⾜事㣗の提供を⥅⥆し、利⏝⪅・家族から好ホを

得た。 

・㞄接する㣗堂での㣗事提供を検ウしたが、新型コロナウイルス感染の流⾜に伴い、㣗堂

を利⏝している他事業所が二㒊提供制を導入したことから㣗堂の利⏝が困㞴となり、正式な

利⏝は来年度からとなった。 

・検ウを㔜ねてきた▷期入所事業におけるソフト㣗の導入は、夕㣗のみ提供を㛤始した。 

 

(d) サービスホ価 

・㢳客満㊊度ㄪ査は、新型コロナウイルス感染の流⾜に伴い感染対⟇業務の強化や感染

似状⪅への対応が㢖Ⓨした事などから、実施をぢ合わせた。 

 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 人材マネジメントの取⤌み 

(a)  人材⫱成 

・新型コロナウイルス感染の流⾜に伴い、参加を予定していた多くの外㒊◊修が中止となっ

たものの、オンライン受ㅮが可⬟な◊修を7件受ㅮした。受ㅮの内容は、◊修報告書及び内㒊

◊修にて共有した。また、昨年度に引き⥆き法人の◊✲事例Ⓨ⾲会に参加し、特別㈹を受㈹

した。 

・医⒪従事⪅以外の⫋員による喀⑱吸引などの医⒪ⓗケアについて、2名の⏕活支援員をㄆ定従

業⪅に㏣加Ⓩ㘓した。 

・国家公務員の介ㆤ体㦂や中学⏕の⚟♴体㦂、大学⏕の♫会⚟♴士実⩦、インターンシップな

ど様々な分㔝からの実⩦⏕を受け入れる予定であったが、新型コロナウイルス感染予㜵の

ほ点から、全ての受け入れをぢ合わせた。 

・利⏝⪅に対する接㐝マナーは、日々のミーティングやリスク◊修・各✀会㆟においてホ価し、

改善を徹底した。 

 

(b)  リスク⟶⌮ 

・毎日のミーティングや各✀会㆟体において、Ⓨ⏕した不㐺合サービスの根本原因や是正対⟇
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を☜実に共有し、再Ⓨ㜵止に努めた。また、利⏝⪅支援上のリスクに㛵する内㒊◊修を実施

し、リスクに対する▱㆑を深め⫋員の意㆑改㠉を推㐍した。 

・▷期入所事業においてⓎ⏕した不㐺合サービスは、ただちに委ク業⪅とそのヲ⣽やⓎ⏕原因

を共有し、Ⓨ⏕の⥆く介ㆤスタッフは個別に指導した。 

 

(c)  業務整備 

・効率ⓗかつ☜実に業務が㐙⾜するため、各✀フォーマットの⡆⣲化や、新つ採⏝⫋員に対す

る教⫱システムをはじめとした業務プロセスの定型化を推㐍した。 

・昨年度導入した写┿・動⏬による利⏝⪅支援及びカ⦎活動マニュアルの㐠⏝を⥅⥆し、支援

の平準化を推㐍した。 

 

㹃 その他 

㹃㸯 㛵係⪅との㐃携 

・世⏣㇂区の主催する⮬❧支援協㆟会は、新型コロナウイルス感染の流⾜により、参加は 1

回のみとなった。 

・▷期入所事業・㏦㏄バス・⤥㣗の各委ク業⪅と、定例会㆟や日常ⓗな㐃⤡の機会をタけ、契

⣙状況の☜ㄆ、利⏝⪅状況やリスクに㛵する情報などを共有し、┦互の㐃携強化とサービス

の向上に努めた。㏦㏄バス会♫ 3♫とは 1♫化に向けて協㆟したものの、いずれのバス会♫

も人員☜保の㞴しく、当㠃 3♫体制を⥔持することとなった。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

令和 2年度の⫋員㓄⨨の状況は、次のとおりである。 

㸦令和 3年 3月31日⌧在、単位:人㸧 

 

⫋✀区分 

 

 

㓄⨨区分 

施

タ

㛗 

サ
䤀
ビ
ス 

⟶
⌮
㈐
任
⪅ 

⏕活 
支援員 

作
業
⒪
法
士 

┳

ㆤ

師 

事

務

員 

栄

㣴

士 

ㄪ

⌮

員

➼ 

ィ 備⪃ 
主
任 

⏕
活
支
援
員 

 
  

*1 
  

*2     

法による 

人員基準 

サービス⟶⌮㈐任⪅1人以上 

利⏝⪅ 2人㸸⫋員1人以上㸦常勤換⟬)  
  

⌧

員 

常勤⫋員 1 1 1 4  2 1   10  

㠀常勤⫋員    3  2    5  

ィ 1 1 1 7  4 1   15  

*1㸸1名▷期入所 

*2㸸本㒊付 
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㸲㸬令和 2年度事業ィ⏬の実施状況 

㸦㸯㸧施タ⾜事 

実施月 月 日 ⾜事名 実施場所 
参加⪅ 㸦単位:人㸧 

利⏝⪅ ⫋員 他 ィ 

7月 7月3日 七夕会 カ⦎室 11 10 1 22 

10月 10月30日 ハロウィンレク カ⦎室 13 8 1 22 

11㹼12月 未実施 ㄢ外活動 
港センター 

お台場・東京タワー 
0 0 0 0 

12月 12月4日 お楽しみ会 カ⦎室 12 9 0 21 

 

㸦㸰㸧┦ㄯ状況 

令和 2年度に実施した個別㠃接の状況は、次のとおりであった。㸦単位:件㸧 

 

㸦㸱㸧地域㐃携 

①ボランティアの受入状況 

内容 延回数 実施方法 人数 

㸦㸯㸧主せ⾜事㛵係 

お楽しみ会 

七夕会  

 

1 

1 

 

介助・介ㆤ 

介助・介ㆤ 

 

0 

1 

㸦㸰㸧㏻常活動  活動⿵助他 4 

 

㸦㸲㸧㐠営会㆟➼の状況 

    月 

区分 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

⏕活介ㆤ 0 0 1 7 7 0 1 1 1 0 14 4 36 

▷期入所 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 
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    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
実施状況 

利⏝⪅ ⫋員 

(1) 㐠営⟶⌮ 

① 会 ㆟ 

 

ア ⫋員会㆟ 

イ ⏕活支援員会㆟ 

ウ 活動会㆟ 

エ 業務ㄪ整会㆟ 

オ 施タ内┳ㆤ師会㆟ 

カ ケース会㆟ 

キ サービスプラン㠃ㄯ 

ク ▷期入所定例会㆟ 

ケ ⱞ情ゎ決委員会 

コ 法人介ㆤ⫋員会㆟ 

サ 地域㐃携委員会 

シ 法人┳ㆤ師会㆟ 

ス 世⏣㇂区㌟㞀施タ㛗会 

セ ▷期入所施タ㐃⤡会 

ソ 利⏝ㄪ整会㆟ 

タ 業務委ク業⪅協㆟会 

チ ⮬❧支援協㆟会 

ツ 医⒪ⓗケア提供施タ会㆟ 

テ 㧗次⬻機⬟㞀害㛵係施タ 

㐃⤡会 

 

月1回 

㝶時 

㝶時 

月1回 

月1回 

㝶時 

年2回 

月1回 

㝶時 

月1回 

月1回 

年6回 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

年4回 

 

 

 

 

 

 

全員 

⏕活支援員 

㛵係⫋員 

⫋✀代⾲ 

┳ㆤ師 

㛵係⫋員 

全員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

⏕活支援員 

⏕活支援員 

┳ㆤ師 

センター㛗 

センター㛗 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

センター㛗 

⏕活支援員 

 

4月は中止 

6回実施 

活動⦰小により未実施 

4月は中止 

4月は中止 

32回実施 

予定㏻り実施 

4月は中止 

未実施 

4月、5月は中止 

予定㏻り実施 

5月、7月は中止 

未実施 

未実施 

予定㏻り実施 

未実施 

1回参加 

未実施 

不参加 

②⫋員◊修 ア 内㒊◊修 

・スキルアップのための各⫋

✀による◊修 

イ 法人◊修 

・基♏ㅮ座 

・⾨⏕ㅮ座 

・会ィ⤒営ㅮ座 

ウ 外㒊◊修 

 

㝶時 

 

 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

  

全員 

 

 

未受ㅮ⪅ 

未受ㅮ⪅ 

未受ㅮ⪅ 

全員 

 

5件実施 

 

 

未実施 

未実施 

未実施 

5件受ㅮ 

③健康⟶⌮ ア 定期健康デ断 

イ 検便 

年㸯回 

毎月 

 

 

全員 

全員 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

④㜵災対⟇ ア 㑊㞴カ⦎ 

イ 安全委員会 

ウ ㏻所バス㑊㞴カ⦎ 

毎月 

奇数月 

1回 

全員 

全員 

全員 

担当⫋員 

全員 

2月、3月のみ実施 

5月は中止 

未実施 

(2)利⏝⪅支援 

①支援方㔪 

 

ア サービスプラン作成 

イ サービスプラン㠃ㄯ 

ウ 㛵係事業⪅担当⪅会㆟ 

 

㏻年 

年2回 

㝶時 

 

全員 

全員 

全員 

 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

サビ⟶ 

 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

一件のみ。㟁ヰにて情報

交換などを実施。 
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②健康⟶⌮ ア バイタルチェック 

イ 体㔜測定 

ウ 健康指導(健デ) 

毎日 

月1回 

月1回 

全員 

全員 

全員 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

嘱ク医師 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

4月、5月は中止 

③家族会・懇ㄯ会 ア 事業報告㺃情報提供など 

  ・家族会 

 

  ・懇ㄯ会 

 

年2回 

 

年6回 

 

家族 

 

家族 

 

㛵係⫋員 

 

㛵係⫋員 

 

中止。12月に⮫時家族会

を㛤催 

中止 

④⾜事 ア 施タ主せ⾜事 

・ゆとり外出 

・ㄢ外活動 

・季⠇⾜事 

 

イ 法人三大⾜事 

・┅㋀り 

・合同㐠動会 

・ふれあい⚍り 

 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

 

 

7月 

10月 

10月 

 

希望⪅ 

希望⪅ 

希望⪅ 

 

 

希望⪅ 

希望⪅ 

希望⪅ 

 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

全員 

 

 

全員 

全員 

全員 

 

中止 

中止 

七夕会、お楽しみ会 

つ模を⦰小して実施 

法人⾜事はすべて中止 

 

 

(3)実⩦⏕・ボラン

ティア受入 

ア ┠㯮▷期大学実⩦ 

イ 国家公務員初任⾜政◊修 

ウ ⫋場体㦂実⩦ 

エ インターンシップ実⩦ 

オ 昭和女子大実⩦ 

未定 

6月・7月 

3月 

㝶時 

11月・12月 

 㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

全て中止 
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㸦別⾲㸧           友愛デイサービスセンター㈨料  

                                                               㸦令和3年 3月 31日⌧在㸧 

㸯 ⏕活介ㆤ事業   

㸦㸯㸧基本事業㸦㏻所㸧 

① 利⏝⪅の状況 

ア 性別・年㱋別状況                   

      年㱋 

性別 

20歳    

未満 

20㹼 

29歳 

30㹼 

39歳 

40㹼 

49歳 

50㹼 

59歳 

60歳 

以上 
ィ㸦人㸧 

⏨ 0 1 4 1 0 1 7 

女 0 2 4 2 0 1 9 

ィ 0 3 8 3 0 2 16 

 

イ 㞀害・患別状況  

主患 人員(人) ㌟㞀手帳(⣭) 主患 人員(人) ㌟㞀手帳(⣭) 

⬻性㯞⑷ 8 1 ➽ジストロフィー 1 1 

レット候⩌ 1 1 もやもや 1 1 

多Ⓨ性◳化 1 1 㧗次⬻機⬟㞀害 3 1 

 

ウ 区分別状況                     

区 分 6 5 4 3 合ィ(人) 

人 員 15 0 1 0 16 

 

② 月別利⏝状況延べ人数  

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ(人) 

定 員 420 420 400 440 420 400 460 400 400 380 380 420 4,900 

延人員 260 225 239 237 241 242 267 237 243 221 211 251 2,874 

 

③ 㞀害⛬度区分別利⏝状況 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ(人) 

区分㸴 252 217 230 229 233 234 258 230 235 213 204 242 2777 

区分㸳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

区分㸲 8 8 9 8 8 8 9 7 8 8 7 9 97 

区分㸱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合ィ 260 225 239 237 241 242 267 237 243 221 211 251 2,874 
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㸦㸰㸧加⟬事業 

 ① 月別状況延べ数 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ㸦回㸧 

⤥㣗 111 55 143 161 160 141 179 162 162 145 141 151 1,711 

入浴 37 21 49 33 28 42 33 27 32 28 27 49 406 

㏦㏄ 222 124 286 320 312 283 358 316 305 282 265 305 3,360 

 

㸰 ▷期入所事業 

㸦㸯㸧利⏝⪅の状況  

 ① 性別・年㱋別状況 

  年㱋 

性別 

10歳 

未満 

10㹼 

19歳 

20㹼 

29歳 

30㹼 

39歳 

40㹼 

49歳 

50㹼 

59歳 

60歳 

以上 
ィ(人) 

⏨ 1 0 8 5 3 3 0 20 

女 0 4 7 6 3 1 0 21 

ィ 1 4 15 11 6 4 0 41 

 

 ② 㞀害・区分別状況  

 区分 

性別 
区分6 区分5 区分4 区分3 区分2 区分1 児❺3 児❺2 児❺1 ィ(人) 

⏨ 18 0 1 0 0 0 1 0 0 20 

女 18 1 0 0 0 0 2 0 0 21 

ィ 36 1 1 0 0 0 3 0 0 41 

 

㸦㸰㸧利⏝実⦼状況  

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合ィ 

㛤所日数(日) 30 31 30 31 31 30 31 30 30 28 28 31 361 

定 員(床) 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

利⏝⪅数(人) 20 12 20 21 21 15 20 21 20 18 18 18 224 

利⏝日数(日) 98 74 117 125 119 97 121 126 117 106 101 109 1,310 

利⏝泊数(泊) 71 53 84 89 88 73 85 93 87 76 77 78 954 

利⏝率(㸣) 78.8 56.9 93.3 95.6 94.6 81.1 91.3 103.3 96.6 90.4 
 

91.6 83.8 88.1 
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㸴 友 愛 ホ ー ム 
㸦㣴ㆤ⪁人ホーム㸧 

 

㸯 令和2年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 
二度にわたる新型コロナウイルス感染に伴う⥭急事態宣ゝがⓎ出され、ホーム㐠営に多大な

影㡪を与えた。⤒営㠃では、年㛫利⏝率が 91.2㸣に低㏞し収┈率は⣙ 4㸣㸦796 万円㸧の㉥字に

㌿じた。令和 2年 4月以㝆、新つ入所⪅の⤂介は大幅に減少したため㏥所⪅ 16 名に対して新つ

入所⪅は 6名のみだった。また、園内での㝧性⪅対応として、5月には個室 2床を感染⪅及び濃

厚接ゐ⪅の専⏝㝸㞳室とした。さらに、10月からは個室 4床を感染対⟇⏝にゾーニングエリアと

し万が一に備えた。そのため実㉁ 66 名での㐠⏝となった。利⏝⪅の⏕活では、三密回㑊による

感染㜵止のほ点から、一泊旅⾜や┅㋀り大会を始めとする大型⾜事の中止、外㒊との接ゐ機会を

減らすためにボランティアとの交流中止など日中活動の変更を余儀なくされた。また、不せ不急

の外出⮬⢔など利⏝⪅の⌮ゎと協力を得られるよう全体会➼で⧞り㏉しㄝ明を⾜った。代替のサ

ービスとして休日の体操や屋上園ⱁ、リモートでのクラブ活動をヨみるなど感染㜵止を㓄慮し手

探りをしながら活動した。また、㣗堂に㞄接する㞟会室を㣗堂として活⏝することにより㣗事席

の㛫㝸を広く☜保し、パーテーションをタ⨨、⫋員室前に手洗い場を新タするなど⎔境㠃でも感

染㜵止対⟇に努めた。今年度から本格導入したゼ問デ⒪は、⥭急事態宣ゝ下に㏻㝔外出を最小㝈

に減らすことができた。これは⫋員にとっても⢭⚄ⓗ㈇担の㍍減につながった。タ備㠃では、5

月㐃休中のステイホーム対⟇として 3㝵にジュースの⮬動㈍売機及びAEDをタ⨨した。また、東

京㒔感染対⟇強化事業⿵助㔠を活⏝し✵気清浄機の増タ、AI㢦ㄆドサーマルカメラ➼をタ⨨し

⎔境整備と作業効率の改善を図った。その他、外㒊ヘルパーと支援員の双方が㐃携し働きやすく

なるように 3㝵支援員室の㞄を「ヘルパーステーション㸦サービス準備室㸧」とし、4㝵に「㠃ㄯ

室」を㓄⨨変更した。 

次年度は、感染対⟇をㅮじながら収支状況の改善を┠指していくと共に、利⏝⪅並びに⫋員

からのせ望が多い災害時の対応カ⦎などをィ⏬ⓗに㐍めていく。 
 
㸰 㔜点事㡯 
㸦1㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 
㈈務 
⤒営 

㸯 

安定ⓗな事業⤒営 

(a)利⏝率の向上 

(b)働きやすい⫋場⎔境の改

善 

(a)┦ㄯ員 
(b)全⫋員 

(a)利⏝率┠標97.0㸣以上 

→実⦼91.2㸣㸦入所6件、㏥所16件㸧┠標

値未㐩。 

(b)①有⤥休暇の10日以上取得(全員)  

→┠標を㐩成した。 

  ②⫋員アンケート㸦年㸯回実施㸧 

→実施、㐩成した。 
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㹀 
品㉁ 

㸯 

利⏝⪅支援の充実 

(a)個別支援ィ⏬のぢ┤し 

(b)⏕活の手引きのぢ┤し 

(c)地域における公┈活動の

ぢえる化 

┦ㄯ員 

(a)全員年1回と状態変化時に実施 

→全件実施、⮫時会㆟を10件実施した。 

(b)9月までにぢ┤し案を作成 

→「友愛ホームでの⏕活に㛵するㄝ明及び同

意書」を10月より使⏝㛤始した。 

(c)ミニデイ受入れ⥅⥆と手㡰の作成 

→コロナにより活動⮬体を中止した。 

㸰 

安全・安心の提供 

(a)大つ模災害を想定した準

備活動 

(b)タ備➼の更新ィ⏬の作成 

(c)外出⾜事の整⌮と充実 

(㹢)支援員室の作業⎔境の改

善 

支援員 

(a) BCPによるカ⦎を年1回実施 

→9月にBCP実動カ⦎を実施した。 

(b) 8月までにィ⏬案を作成 

→9月にタ備備品入替㛗期ィ⏬を作成し、㸯

月にィ⏬を更新した。 

(c) 9月までにぢ┤し案を作成 

→外出クラブ、友㐟会、一泊旅⾜、バスハイ

クはコロナにより中止した。次年度も㛤催を

ぢ㏦るとした。 

(d) 9月までに改善案を作成・実施 

→7月に3㝵にサービス準備室を4㝵に㠃ㄯ

室をタ⨨し改善が㐍んだ。 

㸱 

健康⟶⌮ 

(a)感染対⟇の徹底 

(b)ゼ問デ⒪導入後のホ価 

┳ㆤ師 

(a)⫋員◊修と利⏝⪅への啓ⵚ活動を各年 2

回以上実施 

→⫋員定例◊修の他、PPE╔⬺◊修を㏣加実

施した。利⏝⪅勉強会も予定㏻り実施した。 

(b)ゼ問デ⒪導入のホ価 

→年度で⥲数38名、月平均54.5回のゼ問デ

⒪を実施、受け入れを⥅⥆する。 

㸲 

⤥㣗・栄㣴に㛵する支援 

(a)⤥㣗満㊊度向上への取り

⤌み 

(b)⪁朽化したタ備➼の更新 

栄㣴士 

(a)嗜好ㄪ査を年2回実施 

→6月・12月に⤥㣗アンケートを実施した。 

(b)㣗器消毒保⟶庫の更新 

→11月に更新完了した。 

㹁 
人材 
⫱成 

㸯 

人材⫱成マネジメント 

(a)ィ⏬ⓗな人材⫱成 

(b)内㒊◊修の㛤催 

(c)内㒊┘査とYS更新 

役⫋⪅ 

(a)当┤◊修により㐺格性☜ㄆを実施㸦入⫋

後2か月以内を┠㏵㸧 

→実施完了した。 

(b)全体◊修と伝㐩◊修の実施 

→ィ⏬のとおり実施した。 

(c)全体ィ⏬に合わせた実施と受審 

→6月内㒊┘査の⤖果、㹀ホ価3件。 

→YSは2件更新した。 

 

㸦㸰㸧実施状況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

  㸿㸯 安定ⓗな事業⤒営 
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㸦㹟㸧安定した利⏝率の☜保 

    今年度は、㏥所⪅16名に対して新つ入所⪅6名であった。一年㛫の平均利⏝率は 91.2㸣で

┠標値 97.0㸣に㐩せず、利⏝収入の減少から収┈率が㉥字に㌿じた。前年度は▷期入所の利

⏝を㐍めることで入所⪅の充㊊も円滑に㐍むようになったが、コロナ以後、⚟♴事務所から入

所希望⪅の照会が大幅に減り㏥所後の⿵充ができなくなった。また、感染拡大㜵止⟇として、

個室 4室を㝸㞳専⏝室としたため実㉁ 66名定員で㐠⏝しており利⏝率低㏞のせ因になってい

る。コロナ収束までは、感染㜵止⟇をㅮじる必せがあり支出⟶⌮もㄢ㢟になる。 

  㸦㹠㸧働きやすい⫋場⎔境の改善 

     有⤥休暇の取得の促㐍では、勤務予定作成の段㝵で全員が年㛫10日以上取得できるように

ㄪ整し全員が┠標を㐩成した。また、⫋員アンケートでせ望があった支援員室の㞄室にヘル

パーステーション㸦外㒊ヘルパー準備室㸧を4㝵に㠃ㄯ室を㓄⨨変更したことで支援員と外

㒊ヘルパー双方にとって作業⎔境の改善並びに効率化が図られた。また、フロア内に㣧料⮬

動㈍売機を新たにタ⨨したことで支援員から利⏝⪅支援の㍍減に役❧っているとの意ぢが

⪺かれた。 

 

㹀 品㉁ 
㹀㸯 利⏝⪅支援の充実 

 㸦㹟㸧個別支援ィ⏬のぢ┤し 

年 2回であった定例ケース会㆟を年㸯回にぢ┤し、利⏝⪅に状態変化が㉳こった㝿に、㐺

時、⮫時で検ウ会㆟を⾜う仕⤌みにした。今年度は介ㆤ保㝤サービスの新つ利⏝や介ㆤ保㝤

の区分変更⏦ㄳの検ウのため 10 件の⮫時ケース会㆟を実施した。定例会㆟回数を減らすこ

とで、必せな支援内容を㐺時に検ウすることができた。次年度以㝆もこの仕⤌みでケース会

㆟を㐠⏝する。 

㸦㹠㸧安心の暮らしの実⌧ 

今年度は、㐠営つ定をもとに「友愛ホームでの⏕活に㛵するㄝ明及び同意書」を新たに作

成した。在⡠中の利⏝⪅へは全体会で周▱・ㄝ明を⾜い 10 月以㝆の新つ入所⪅より同意の

取り交わしを㛤始した。在⡠中の利⏝⪅は⮬㌟の⏕活態度の再☜ㄆ、新つ入所⪅にはこれか

ら始まる㞟団⏕活の基本ⓗなルールやマナーなどを⌮ゎするⰋい機会となった。安心できる

暮らしの実⌧のため、引き⥆き「⏕活の手引き」を⏝いてのㄝ明に加え、この同意書を活⏝

していく。 

㸦㹡㸧地域における公┈活動のぢえる化 

     支えあいミニデイのグループ㸦サファイアクラブ、ミニデイ◔、友愛サロン㸧と活動⥅⥆

のためのルール作りなどㄢ㢟の整⌮を㐍めるィ⏬だったが、コロナ⚝により、㞟会室を㣗堂

に変更したことからスペースの㈚し出しが出来なくなった。また、外来⪅の制㝈もあり活動

⮬体も休止となった。地域㐃携委員会で活動⥅⥆の方法を検ウし、地域♫協の❧会いの下、

各グループ代⾲⪅とヰし合いを⾜った⤖果、再㛤の┠㏵が❧たないため、友愛ホームでの活

動を⤊了するに⮳った。次年度以㝆はこれに替わる地域㈉献活動の機会のタ⨨を検ウしてい

く。 

 

㹀㸰 安全・安心の提供 

㸦㹟㸧大つ模災害を想定した準備活動 

BCP➨㸯版を使⏝し9月 23日に BCP実動カ⦎を実施した。参加⫋員から宿┤時の対応につ
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いて不安の声が⪺かれたため、次年度はカ⦎回数を増やし夜㛫対応と二次㑊㞴所対応カ⦎を

ィ⏬に⧊り㎸む。 

  㸦㹠㸧タ備➼の更新ィ⏬の作成 

9月にタ備備品入替㛗期ィ⏬を作成し 1月にィ⏬の更新を⾜った。タ備の改修では、「東京

㒔における新型コロナウイルス感染⥭急包括支援事業」にて支援員室前に⮬動水栓洗㠃台

をタ⨨した。また、㣗堂のテーブル⏝パーテーションを㉎入しタ⨨した。更に、「東京㒔感

染対⟇強化事業⿵助㔠」にて✵気清浄機Airdogを11台㉎入し各共有スペースにタ⨨した。

また、㢦ㄆド型 AI サーマルカメラ 3 台を㉎入し一㝵事務室前、支援員室前、㣗堂前にタ⨨

し利⏝⪅と外来⪅の検温を⾜っている。また、リモート会㆟や㠃会を想定しタブレット㸦iPad 

Pro1台/surface Pro2台/Fire HD1台㸧の㉎入と Wi-Fi⎔境を整備する為の ASUS Wifi-6対

応トライバンドメッシュルーター㸦2 台パック㸧2 セットを㉎入した。他方、初回⥭急事態

宣ゝ後の 5月㐃休前に3㝵に⮬動㈍売機とAEDをタ⨨しコロナ⚝における利⏝⪅サービスの

向上につなげた。なお、⮬動㈍売機は災害時の㣧料供⤥を受けることが可⬟となっている。 

㸦㹡㸧外出⾜事の整⌮と充実 

二度の⥭急事態宣ゝがⓎ出されたこともあり、外出⾜事は全て未実施となった。外出活動

が制㝈される状況下で、利⏝⪅のフレイル予㜵、㌿倒予㜵のほ点から、次年度は、屋内で体

を動かす活動を充実させるためこれまでの外出⾜事であった友㐟会を友㐟体操に変更し取

り⤌むこととした。既存の外出クラブ、バスハイク、一泊旅⾜は、コロナの情勢を⪃慮し次

年度も㛤催はぢ㏦るとした。 

   

㹀㸱 健康⟶⌮ 

㸦㹟㸧感染対⟇の徹底 

     新型コロナウイルス感染い及び、濃厚接ゐ⪅の㝸㞳室を⏝意しゾーニングプランを実

施した。また、新型コロナウイルス感染対応マニュアルを作成した。利⏝⪅に対しての勉

強会は、手洗いの基本・消毒液の㐺切な使⏝方法など基本の感染対⟇を実施した。⫋員

内㒊◊修並びにPPE╔⬺◊修をより実㊶に㏆い形㸦㝸㞳室使⏝㸧で実施した。 

㸦㹠㸧ゼ問デ⒪導入後のホ価 

     3月末⌧在、入所⪅ 61名の内32名がゼ問デ⒪を利⏝している。新型コロナウイルスの持

⥆ⓗな感染拡大の中でゼ問デ⒪を導入したことは、利⏝⪅並びに支援員の安心と感染リス

クの㍍減になった。また、支援員が㏻㝔同⾜に割く時㛫が大幅に減少し利⏝⪅支援の時㛫

の☜保につなげることができた。 

㹀㸲 ⤥㣗・栄㣴に㛵する支援 

㸦㹟㸧⤥㣗満㊊度向上への取り⤌み 

     今年度の⤥㣗アンケートは 6 月と 12 月に実施した。「㣗事に満㊊していますか㸽」の㡯

┠に「満㊊している」との回⟅が 6月 85.5㸣、12月80.0㸣となっており、昨年度の 77.3㸣

と比㍑すると上昇しているが 2 回┠の満㊊度は低下している。新型コロナ対⟇での外出制

㝈が⥆き、㐠動㔞が下がったため㣗事の満㊊度が下がっているとの意ぢもあった。次年度

は㣗事⾜事の機会を増やし満㊊度向上につなげていく。 

㸦㹠㸧⪁朽化したタ備➼の更新 

     11月に 4㝵㓄⮃室の㣗器消毒保⟶庫の入れ替えを実施した。また、今年度は新たにホシ

ザキ東京㸦株㸧による厨房機器デ断を 1 㝵と 4 㝵の厨房にて⾜ったため、来年度の機器の

更新に活⏝していく。 
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㹁 人材⫱成 
㹁㸯 人材⫱成マネジメント 

   㸦㹟㸧ィ⏬ⓗな人材⫱成 

      新つ採⏝⪅1名の当┤◊修での㐺格性☜ㄆは、コロナの影㡪を受け1ヶ月延㛗して実施と

なったが大きな影㡪なく完了した。 

㸦㹠㸧内㒊◊修の㛤催 

     内㒊◊修は予定㏻り実施し 5 月の在宅勤務時には、各⮬にㄢ㢟を出し⮬宅学⩦に取り⤌

んだ。また、初めて BCP 実施カ⦎を実施し⫋員㛫の共㏻⌮ゎを深める機会になった。次年

度は BCPカ⦎の実施回数を増やしィ⏬ⓗに実施する。 

㸦㹡㸧内㒊┘査とYS更新 

     6月に法人内㒊┘査を実施、Bホ価 3件。3件とも以下のように改善済み。①清掃場所の

⟶⌮担当⪅が正しくグ名されていなかったため修正した。②令和元年度の不㐺合報告シー

トの㞟ィ・分析を⾜っていなかったため実施した。③4㝵デイルームタ⨨の冷ⶶ庫について

⚾物の⣮失➼で利⏝⪅㛫のトラブルの原因になる恐れがあるとの指摘があり、冷ⶶ庫のタ

⨨場所を⫋員の┠の届く┦ㄯ員室前に⛣動した。YSは 2件更新した。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

(1) 入㏥所状況 

㸦別⾲㸧友愛ホーム㈨料㸯㸬㸰のとおりである。 

(2) ⫋員㓄⨨状況 

本年度の⫋員㓄⨨状況は、次のとおりである。 㸦令和㸱年㸱月 31日⌧在、単位㸸人㸧 

⫋✀区分 

 

 

㓄⨨区分 

施

タ

㛗 

嘱

ク

医 

事

務

員 

┦ㄯ員 支援員 ┳

ㆤ

⫋

員 

栄

㣴

士 

ㄪ

⌮

員

➼ 

ィ 備⪃ 
主  

 

任 

┦
ㄯ
員 

主 

 

任 

支

援

員 

㓄
⨨
定
員 

国㓄⨨基準 㸯 㸯 㸯 㸯 㸰 㸯 㸲 㸯 㸯 㸲 17 注㸯 

区➼増㓄⨨       㸯     㸯 注㸰 

ィ 㸯 㸯 㸯 㸯 㸰 㸯 㸳 㸯 㸯 㸲 18  

⌧
員 

正 つ ⫋ 員 㸯  㸯 㸯 2併1 㸯 㸴 㸯 㸯 㸯 15 
併 1 

注㸱 

㠀 常 勤 ⫋ 員  㸰     㸰 㸯   㸳  

ィ 㸯 㸰 㸯 㸯 2併1 㸯 㸶 㸰 㸯 㸯 20 
併 1 

 

注㸯 国㓄⨨基準中のㄪ⌮員➼の内㸯名は営⧋手、他の㸱名は⤥㣗ㄪ⌮の外㒊委ク分に┦当するもの

である。 

注㸰 世⏣㇂区の┣⪁人受入れに㛵する⿵助㔠による増㓄⨨である。 

注㸱 ホーム⫋員中、事務員及び営⧋手は⤌㆑上本㒊⫋員を併任している。 
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(3)会㆟及び委員会活動の状況 

 概     せ 実施回数 参加⪅ 備⪃ 

業務ㄪ整会㆟ 
⫋員会㆟ 
ケース会㆟ 
感染対⟇委員会 
事故㜵止対⟇検ウ委員会 
㌟体拘束㜵止㐺正化委員会 
㔜度化対⟇委員会 

12回 

12回 

27回 

㸲回 

12回 

㸲回 

㸲回 

各⫋✀代⾲ 
全員 
各⫋✀ 
各⫋✀委員 
各⫋✀委員 
各⫋✀委員 
各⫋✀委員 

 

(4) ⫋員◊修の状況  

◊ 修 名 参加⫋✀ ㅮ師 人員 実施月 

内
㒊
◊
修 

①㌟体拘束㜵止◊修Ⅰ 

②感染対⟇◊修Ⅰ 

③事故㜵止対⟇◊修Ⅰ 

④㧗㱋⪅待㜵止◊修Ⅰ 

⑤BCPカ⦎ 

⑥感染対⟇◊修Ⅱ 

⑦㌟体拘束㜵止◊修Ⅱ 

⑧㧗㱋⪅待㜵止◊修Ⅱ㸦伝㐩◊修㸧 

⑨事故㜵止対⟇◊修Ⅱ 

⑩勉強会 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

主任支援員 

┳ㆤ師 

主任支援員 

㣴ㆤ㒊㛗 

副主任支援員┳

ㆤ師 

主任支援員 

園㛗 

主任支援員 

㣴ㆤ㒊㛗 

15名 

15名 

6名 

13名 

5名 

8名 

㸵名 

12名 

10名 

10名 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

外
㒊
◊
修 

①事業⟶⌮⪅㧗㱋⪅権利擁ㆤ◊修 

②㜵災減災対⟇セミナー 

③BCP⟇定ㅮ座 

④アドバイザーによる個別┦ㄯ 

園㛗 

支援員 

支援員 

支援員 

東京㒔 

東京㒔 

東京㒔 

東京㒔 

1名 

1名 

1名 

1名 

11月 

10月 

11月 

12月 

  

㸲 利⏝⪅処㐝 

㸦1㸧施タ⾜事の実施状況 

本年度は、コロナ拡大㜵止により中止もしくは、感染㜵止⟇をㅮじ実施した。㸦単位㸸人㸧 

実施日 ⾜事名 場  所 
参加人員 

利⏝⪅ ⫋員 ィ 

4/2 おⰼぢ ◔公園 中止 

4/12 ホーム喫Ⲕ 㣗堂 中止 

5/9 バスハイク  中止 

6/17 ミニ㐠動会 㣗堂 52 15 67 

7/7 七夕会 㣗堂 63 8 71 

7/17 ⣡涼┅㋀り大会 法人前庭 中止 

8/15 ┅法せ 㣗堂 中止 

9/16 敬⪁会 㣗堂 61 8 69 

9/29 合同㐠動会 世⏣㇂区⥲合㐠動場 中止 
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10/1 㟷✵ランチ 㣗堂・屋上 55 8 63 

10/5 玉川ⰼ火大会㚷㈹会 4㝵㞟会室 中止 

10/6 友愛ふれあい⚍り 法人全㤋 中止 

10/16㹼17 一泊旅⾜  中止 

11/21 ホーム喫Ⲕ 㣗堂 46 3 49 

12/16 忘年会 㣗堂 58 13 71 

1/1 新年⚃㈡会 㣗堂  58 6 64 

2/3 ㇋まき 㞟会室 中止 

2/19 よりどりランチ 㣗堂 58 4 62 

2/19 家族会 多┠ⓗ室・㣗堂 中止 

3/17 春彼岸法せ 㣗堂 中止 

 

㸦2㸧クラブ活動➼の実施状況 

本年度における実施状況は、次のとおりである。                㸦単位㸸人㸧 

名  ⛠ 活動内容 実施日 延参加人員 

書   㐨 

ペン⩦字 

⤮ 手 ⣬ 

歌 の 会 

リ   吟 

外  出 

映  ⏬ 

⳹  㐨 

 

  地域のサファイア 

クラブの活動⤊了によ

り実施せず。 

 

㈙物・外㣗 

映⏬の㚷㈹ 

ⰼの⏕け㎸み 

月 2回㸦➨ 1.3月曜日㸧 

月 2回㸦➨ 1.3月曜日㸧 

月 2回㸦➨ 2.4月曜日㸧 

月 1回㸦➨ 2月曜日㸧 

月 1回㸦➨ 4月曜日㸧 

月 1回 

月 1回 

月 2回 

0 

0 

0 

0 

0 

中止 

202 

93 

 

㸦3㸧健康⥔持活動㸦介ㆤ予㜵加⟬対㇟及びそれに準ずる活動㸧の実施状況 

本年度は、コロナ⚝でㅮ師やボランティアの受入れが出来ず、ほとんど実施できなかった中、リ

モート㛤催などヨ⾜㘒ㄗしながらの実施となった。        㸦単位㸸人㸧 

名  ⛠ 活動内容 実施日 延参加人員 

楽しい歌声会 

のびのびグループ 

▼渡体操 

友㐟会 

ゲートボール 

料⌮クラブ 

アニマルセラピー 

朝の体操 

㡢楽セラピー 

日本の名曲の合唱 

合奏㸦㡢楽⒪法㸧 

▼渡先⏕による体操 

公園散⟇・室内ゲーム➼ 

ゲーム 

ㄪ⌮・会㣗 

動物とのふれあい 

㺵㺚㺼㺓体操、㺛㺢㺸㺍㺟体操、他 

個別㡢楽⒪法 

月 2回㸦➨ 2・4火曜日㸧 

月 3回㸦➨1・3・4木曜日㸧 

月 2回㸦➨ 2・4木曜日㸧 

月 1回 

月 2回㸦➨ 1㺃3火曜日㸧 

月 1回 

㝸月 

毎㐌月㹼㔠曜日 

月 2回 

0 

22 

97 

0 

0 

0 

0 

㸫 

0 

 

 

 



 76 

㸦4㸧全体会の㛤催状況 

本年度に㛤催した全体会の状況は、次のとおりであった。           㸦単位㸸人㸧 

月 主なテーマ 
参加⪅ 

利⏝⪅ ⫋員 

4月 

(⮫時) 

⥭急事態宣ゝ下の⏕活について 56 10 

4月 新型コロナウイルス感染予㜵対応について 

➨三⪅ホ価の⤖果及び改善ィ⏬について 

63 10 

5月 コロナ⚝における新しい⏕活様式、特別定㢠⤥付㔠について 

感染予㜵と健康⟶⌮ 

54 9 

6月 㣗品⟶⌮と㣗中毒予㜵について、⮬㈍機タ⨨後のアンケート報告、

事業報告及び収支報告➼の㜀ぴについて 

38 11 

7月 事故予㜵と対応⟇、㠃会室➼変更について 48 12 

8月 㟷✵ランチについて 41 10 

9月 㜵災について、友愛ホームでの⏕活に㛵するㄝ明について、ボラン

ティアクラブ(仮⛠)の準備について 

37 11 

10月 㣗事席パーテーションについて、感染予㜵について 45 10 

11月 ⤥湯場の改修工事と手洗い場のタ⨨について、㣗事と栄㣴⤥㣗アン

ケートについて、㢳客満㊊度ㄪ査について 

42 12 

12月 年末年始の⏕活について、PCR♫会ⓗ検査のご案内 47 10 

1月 事故㜵止について 44 10 

2月 㜵災について、⥭急事態宣ゝゎ㝖後について 46 11 

3月 日⏝品⿕服㈝⏦ㄳ方法の一㒊変更のお▱らせ 

⠇ガスについて、㢳客満㊊度ㄪ査の⤖果報告 

51 9 

ィ 612 135 

 

㸳 地域㐃携 

(1)実⩦⏕の受入 

本年度は、受け入れなし。 

(2)ボランティアの受入                     㸦単位㸸回・人㸧  

活動名 延回数 内  容 備⪃ 

のびのびグループ 2 㡢楽⒪法 ㅮ師㸯名〔東京ミュージックボランティア協会〕 

▼渡体操 13 ストレッチ・➽トレ ㅮ師㸯名 
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㸦別⾲㸧                友愛ホーム㈨料 

㸯 月別入㏥所⪅状況                                                 㸦単位㸸人㸧 

月別 

区分 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

入所定員 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 840 

利⏝⪅数 69 67 66 65 65 63 60 62 63 62 61 61 766 

入所人員 0 0 0 1 1 0 0 2 1 0 1 0 6 

㏥所人員 2 0 1 2 4 3 0 1 1 1 1 0 16 

充㊊率 㸣 98.6 95.7 95.7 94.3 92.9 90.0 85.7 88.6 90.0 88.6 87.1 87.9 91.2 

㸦注㸧①利⏝⪅数は、当ヱ月の 1日⌧在をもってィ上したものである。 

      ②上グの人数には▷期入所利⏝⪅も含んでいる。 

③入所・㏥所人員は、当ヱ月に⛣動した数をィ上したものである。 

 

㸰 入㏥所の⌮⏤状況 

(1) 入    所                                                         㸦単位㸸人㸧 

月別 

区分  
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

居宅から 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 3 

他施タから 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 3 

㝔から 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 ィ 0  0  0 1 1 0 0 2 1 0 1 0 6 

(2) ㏥    所                                                         㸦単位㸸人㸧 

月別 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10月 11月 12月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

㛗期入㝔 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 2 

他 施 タ 2 1 0 1 2 2 0 0 0 0 1 0 9 

居 宅 ➼ 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 4 

死    亡 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 

合 ィ 2 1 0 2 4 3 0 1 1 1 1 0 16 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

㸱 年㱋別状況㸦3.3.31⌧在㸧                      㸦単位:人㸧 

年㱋 

性別 

60 㹼
64歳 

65 㹼
69歳 

70 㹼
74歳 

75 㹼
79歳 

80 㹼
84歳 

85 㹼
89歳 

90 歳
以上 

ィ 
平均年㱋 

㸦歳㸧 

最低年㱋 

㸦歳㸧 

最㧗年㱋 

㸦歳㸧 

⏨ 0 2 7 3 6 5 1 24 78歳 8月 68歳 92歳 

女 0 0 4 5 10 10 8 37 84歳 1月 72歳 99歳 

ィ 0 2 11 8 16 15 9 61 82歳 0月 㸫 㸫 
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㸲 在園期㛫の状況  㸦3.3.31⌧在㸧                                㸦単位㸸人㸧 
期㛫 

性別 
㸯年 
未満 

㸯㹼㸰年
未満 

㸰㹼㸳年
未満 

㸳㹼㸵年
未満 

㸵㹼10
年未満 

10㹼15
年未満 

15㹼20
年未満 

20年 
以上 

ィ 
平均在園
期㛫 

最㛗在園期
㛫 

⏨ 4 4 11 5 0 0 0 0 24 2年8月 6年10月 

女 2 6 17 3 3 3 1 2 37 5年5月 23年6月 

ィ 6 10 28 8 3 3 1 2 61 4年5月    ― 

 

㸳 年㔠➼受⤥状況 㸦3.3.31⌧在㸧㸦単位㸸人㸧 

性別 年㔠受⤥⪅ 無年㔠⪅ ィ 

⏨ 12 12 24 

女 30 7 37 

ィ 42 19 61 

 

㸴 ㈝⏝徴収状況 㸦3.3.31⌧在㸧                㸦単位㸸人㺃円㸧 

㝵層区分 
徴収㔠㢠 

㸦円㸧 
⏨ 女 ィ 㝵層区分 

徴収㔠㢠 

㸦円㸧 
⏨ 女 ィ 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
 

0 
1,000 
1,800 
3,400 
4,700 
5,800 
7,500 
9,100 
10,800 
12,500 
14,100 
15,800 
17,500 
19,100 
20,800 
22,500 
24,100 
25,800 
27,500 
30,800 

 

14 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
1 
0 
2 
0 

7 
0 
0 
0 
0 
1 
2 
0 
0 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
1 
1 
0 
1 
1 
 

21 
0 
0 
0 
0 
1 
2 
0 
0 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
1 
2 
0 
3 
1 
 

21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 

34,100 
37,500 
39,800 
41,800 
43,800 
45,800 
47,800 
49,800 
51,800 
54,400 
57,100 
59,800 
62,400 
65,100 
69,100 
73,100 
77,100 
81,100 
81,100
以上 

0 
1 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
1 
0 
2 
3 

2 
1 
1 
5 
0 
1 
1 
0 
1 
0 
0 
0 
1 
3 
2 
0 
1 
1 
2 
 

2 
2 
1 
5 
0 
1 
1 
0 
1 
0 
0 
0 
1 
3 
2 
1 
1 
3 
5 
 

ィ  24 37 61 

 

㸵 㞀害⪅手帳所持状況㸦3.3.31⌧在 人数は延べ㸧           㸦単位㸸人㸧 

区分 
㌟体 

▱ⓗ 
⢭⚄ 

ィ 
1⣭ 2⣭ 3⣭ 4⣭ 5⣭ 6⣭ 1⣭ 2⣭ 3⣭ 

⏨ 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 3 

女 2 1 0 0 0 0 0 0 2 0 5 

ィ 2 3 0 1 0 0   0 0 2 0 8 
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㸶 介ㆤ保㝤ㄆ定⏦ㄳ状況㸦3.3.31⌧在㸧        㸦単位㸸人㸧 

区分 未ㄆ定 
せ支援 せ介ㆤ 

ィ 
1 2 1 2 3 4 5 

⏨ 14 2 0 2 5 0 1 0 24 

女 11 3 3 6 7 3 3 1 37 

ィ 25 5 3 8 12 3 4 1 61 

 

㸷 栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 

 
㺒㺦㺷㺕㺼㺎 

(kcal) 

たんぱく

㉁ 

(g) 

⬡㉁ 

㸦g㸧 

㺔㺷㺚㺑㺯 

㸦mg㸧 

㕲 

(mg) 

ビタミン 㣗塩 

┦当㔞 

(g) 

㣗物 

⧄⥔ 

(g) 
レチノール 
当㔞(μ) 

B1 
(mg) 

B2 
㸦mg㸧 

C 
(mg) 

栄㣴 

基準㔞 
1504 44.0 42.0 532 5.4 502 0.9 1.0 80 6.9 18 

⤥与 

栄㣴㔞 
1657 65.2 45.8 494 9 397 0.95 1.12 99 10.3 8.6 

※ 栄㣴基準㔞は年1回4月に⟬出したものである。 

 

㸯㸮 栄㣴比率 

炭水化物エネルギー比 ⬡⫫エネルギー比 

59.4㸣 24.9㸣 

 

㸯㸯 㣗品構成と㣗品⩌別⤥与㔞㸦g㸧 

㣗 品 ⩌ 名 㣗 品 構 成 ⤥ 与 㔞 

㸯㸬✐㢮 

⡿ 140 182.7 

パン㢮 5 12.2 

めん㢮 25 39 

その他の✐㢮・堅果㢮 5 5.1 

㸰㸬いも㢮 
じゃがいも㢮 30 35.7 

こんにゃく㢮 5 2.4 

㸱㸬◁⢾㢮 ◁⢾㢮 5 9.2 

㸲㸬Ⳬ子㢮 Ⳬ子㢮 10 32.3 

㸳㸬油⬡㢮 
動物性 1 2.9 

植物性 5 6.2 

㸴㸬㇋㢮 
みそ 15 22.3 

㇋・大㇋〇品 35 28.5 

㸵㸬㨶介㢮 

⏕物 40 51.2 

塩ⶶ・⨁ワ 5 11.2 

水⏘⦎り〇品 10 18.2 

㸶㸬獣㫽⫗㢮 
⏕物 40 52.9 

その他の加工品 5 14.3 

㸷㸬卵㢮 卵㢮 40 28.3 



 80 

10㸬乳㢮 
牛乳 150 89.4 

その他の乳〇品 4 12.4 

11㸬㔝⳯㢮 

⥳㯤Ⰽ㔝  ⳯ 130 134.1 

漬物 10 8.3 

その他の㔝  ⳯ 180 168.6 

12㸬果物㢮 果物㢮 60 17.3 

13㸬海ⲡ㢮 海⸴㢮 5 5 

14㸬ㄪ味料㢮 ㄪ味料㢮 25 478.1 

15㸬ㄪ味加工品㢮 ㄪ味加工品㢮 10 19.7 

 
㸯㸰 ⤥㣗提供㣗数           㸦単位㸸㣗㸧 

区 分 朝㣗 昼㣗 夕㣗 

年㛫⥲㣗数 22,119 19,626 21,667 

月平均㣗数 1,843.3 1,635.5 1,805.6 

 

㸯㸱 施タ内デ⒪㸦処⨨状況➼㸧                  㸦単位㸸人㸧 

 

㸯㸲 ㏻㝔の状況                                 㸦単位㸸人㸧 

㏻㝔⛉名 実人員 延 人 員 
月平均   

延人員 

比率 

㸦㸣㸧 

内⛉ 26     310    25.8 20.3 

⢭⚄⛉ 23   160    13.3  10.5 

整形外⛉ 21     158    13.2  10.3 

外⛉ 2 8     0.7   0.5 

║⛉ 8 32     2.7   2.1 

 

区 分 
実人員 延 人 員 

月平均 

延人員 

デ  察 68 161 13.4 

投⸆⟶⌮ 55 37,550 3,129.2 

検査 

⾑圧測定 68 1,326 110.5 

体㔜測定 68 828 69.0 

検尿 68 130 10.8 

処⨨ 

⓶⛉処⨨ 43 1,044 87.0 

点║・点⪥ 11 966 80.5 

湿布 14 57 4.8 

包交 11 240 20.0 

㈞付⸆  6 1,083 90.3 

吸入・その他 5 432 36.0 

合ィ 43,817 3,156.5 



 81 

⬻⚄⤒外⛉ 1 4 0.3 0.3 

⪥㰯咽喉⛉ 3 3 0.3 0.2 

⓶⛉ 7 22 1.8 2.8 

泌尿器⛉ 5 43 3.6 2.8 

婦人⛉ 1 3 0.3 0.2 

歯⛉ 6 47 3.9 3.1 

㏱析 1 11 0.9 0.7 

その他 5 72 6.0 4.7 

ゼ問デ⒪ 38 654 54.5 42.8 

ィ 189 1,527 127.3 100.0 

 

㸯㸳 入㝔状況                        㸦単位㸸人・日㸧 

  名 ⏨ 女 期 㛫 日数 

1.ⓑ内㞀手⾡ ○  4/2㹼4/3 2 

2.ⓑ内㞀手⾡ ○  4/21㹼4/22 2 

3.㏱析導入 ○  4/7㹼4/11 5 

4.大⭠がん  ○ 5/13㹼8/20 100 

5.尿㊰感染/敗⾑  ○ 5/20㹼5/28 9 

6.心➽梗塞 ○  6/8㹼6/19 13 

7.急性呼吸不全 ○  7/1㹼9/25 87 

8.尿㊰感染い  ○ 10/8㹼10/10 3 

9.⤫合失ㄪ  ○ 10/5㹼11/11 27 

10.心不全  ○ 11/7㹼11/13 7 

11.⫵炎/⬺水  ○ 11/10㹼1/5  56 

12.⢭査┠ⓗ  ○ 11/12㹼11/19 8 

13.左大⭣㦵㢁㒊㦵折  ○ 11/23㹼11/26 4 

14.⫵炎  ○ 11/24㹼1/29 67 

15.左大⭣㦵㢁㒊㦵折  ○ 11/23㹼3/31 126 

16.⤫合失ㄪ  ○ 11/29㹼㹼12/3 15 

17.COVID−19⢭査加⒪  ○ 1/5㹼1/13 9 

18.COVID−19感染後  ○ 1/13㹼2/3 22 

19.卵巣摘出手⾡  ○ 1/22㹼2/2 9 

20.ⓑ内㞀手⾡  ○ 2/2㹼2/5 4 

21.ㄆ▱/周㎶状悪化 ○  3/11㹼3/31 21 

22.右⫼㒊③⢭査加⒪  ○ 3/22㹼3/31 10 

ィ 6 16 平均入㝔日数㸦27.5日㸧 606 
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㸯㸴 保健⾨⏕実施状況                      㸦単位㸸人㸧 

㡯  ┠ 実施月日 実施方法 実施人員 

定期健康デ断 年 2回 
嘱ク医によるデ察 

㌟体ィ測・尿検査 
68 

区基本健康デ査 ㄌ⏕月又は㏆い月 指定医⒪機㛵 56 

インフルエンザ予㜵接✀ 10月 嘱ク医 63 

布団乾燥 年㛫 2回実施 業⪅委ク 0 

害㥑㝖 年㛫 4回実施 業⪅委ク 㸫 
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㸵 友 愛 Ⲯ 
㸦特別㣴ㆤ⪁人ホーム㸧 

 
㸯 令和 2 年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 

   ⛣㌿改⠏の建タ工事については、4 月の⥭急事態宣ゝで工事が中断し完成が 2 カ月延

期となったが、その後は㡰ㄪに㐍捗し 3 月 30 日に建物は引き渡しとなった。東京㒔の

中㛫検査では「指摘事㡯なし」、❹工検査でも㍍微な指摘で㏿やかに改善し、予定㏻り

の引き渡しとなった。 

⫋員のユニットケア◊修や施タぢ学➼はコロナ⚝の影㡪で中止せざるを得ず、ィ⏬㏻

りに㐍めることができなかったため、各マニュアルの作成も㐜れている状況である。今

後しばらくは対㠃での◊修は㞴しいため、オンライン➼で工夫をしながら実施していく。

⛣㌿後のユニット型個室と従来型多床室への利⏝⪅の振り分けについては、利⏝料の差

が大きいため⣡得されない家族もいるのではないかと予想されたが、⏕活┦ㄯ員が個別

㠃ㄯをしながら丁寧にㄝ明を⾜った⤖果、問㢟なく決定することができた。 

   ベッド✌働率は、㏥所後 7日以内の入所体制が⥅⥆できており、本入所ベッド✌働率

は 94.4㸣であったが、昨年 2月から新型コロナウイルス感染㜵止のためにショートステ

イの受入れを中止したことが大きく影㡪し、全体の✌働率は、90.9%となり┠標値を㐩

成することができなかった。 

    

 㸰 㔜点事㡯 

 㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟                    

区分 
施⟇ 
㹌㹭 

㔜 点 施 ⟇ 担当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 安定ⓗな事業⤒営 ┦ㄯ係 

ベッド✌働率96%→90.9% 

✵床Ⓨ⏕から7日以内の入所 

→安定して実施 

㸰 ⛣㌿改⠏に向けた準備 ⛣㌿改⠏準備室 

定例⥲合会㆟における工事㐍捗☜ㄆ 

→6回実施、3回中止 

備品㑅定・入札→12月22日入札実施 

介ㆤロボット・⚟♴機器の㑅定 

→備品㑅定時に実施 

引っ㉺しィ⏬・準備→業⪅決定 

㛤所式ィ⏬・準備→5月19日予定 

各つ定、マニュアルの改ゞ→作成中 

 㸱 
施タづくりに向けた取り

⤌み 
友愛ⲮPT 

ワークショップの㛤催→6回㛤催 

コンセプト⟇定 

→「あなた」と共に に決定 

施タぢ学→コロナ⚝の影㡪で未実施 
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㹀 

品㉁ 

㸯 
⛣㌿先地域における公┈

ⓗ活動の検ウ 
⛣㌿改⠏準備室 

各⏫内会との㐃携→次年度に変更 

Dトイレプロジェクトへの参加 

→ゼ問事業⪅版Ⓩ㘓 

㸰 ユニットケア◊修 全⫋員 

外㒊ㅮ師◊修→12・1月実施 

個別ケア◊修→中止のため未実施 

24Hシートのヨ⾜実施→4人作成 

クックチルによる㣗事の提供方法 

→10・3月実務◊修実施 

8H夜勤のヨ⾜→16名ヨ⾜実施 

個別入浴のヨ⾜実施→導入済 

多床室における個別ケアの◊✲ 

→検ウ中 

◔ホームとの┦互◊修 

→コロナ⚝のため未実施 

㸱 利⏝⪅ニーズへの対応 㛵係⫋✀ 

ユニット及び多床室の希望ㄪ査 

→11月実施 

居室の決定→3月済 

⛣㌿ㄝ明会の㛤催→9月実施 

㸲 医⒪ニーズへの対応 介ㆤ係 
喀⑱◊修修了⪅の増加 2人 

→3人⤊了 

 

 

㹁 

人材 

⫱成 

㸯 ユニットリーダーの⫱成 介ㆤ係 
ユニットリーダー◊修受ㅮ 

→2人受ㅮ 

㸰 人材☜保 園㛗・庶務 

介ㆤ⫋員 25名→14名採⏝ 

在住外国人及び元気㧗㱋⪅の採⏝ 

→1名採⏝ 

 㸱 
新人⫋員向け OJT のぢ┤

し 
介ㆤ係 

チューター制度におけるマンツーマン

方式の導入→導入済み 

㹃 

その他 

㸯 ⌧地域への感ㅰ ┦ㄯ係 
図師⏫感ㅰ⚍の㛤催 

→コロナ⚝のため中止 

㸰 ⛣㌿先地域との㛵係構⠏ ⛣㌿改⠏準備室 
㝔・居宅事業所との㛵係構⠏ 

→挨拶㛤始 

 

㸦㸰㸧実施状況のホ価 
 㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 安定ⓗな事業⤒営 

  コロナ⚝の影㡪により昨年 2月からショートステイの受け入れを中止していたが、8月から

入所を前提とした㛗期のショートの受け入れを㛤始したことにより、✵床Ⓨ⏕後すぐに本入所

に切り替えることで7日以内の入所が可⬟となった。ただ、感染㜵止のため、▷期㸦2㹼3日㸧

のショートステイの受け入れ中止は⌧在も⥅⥆しているため、┠標値の✌働率 96%を㐩成する

ことができなかったが、本入所については94.4%とすることができた。 

㸿㸰 ⛣㌿改⠏に向けた準備 
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  ⥭急事態宣ゝⓎ令により工事が中断し、工期が2カ月延㛗となり、⥲合定例会㆟も 3回中止

された。その後は㡰ㄪに㐍捗し、3月 30日に引き渡しとなった。 

  備品や介ㆤロボット➼の㑅定についても、改⠏PTの⫋員で検ウし、12月 22日に入札を実施

し、㈱ウチダシステムズに決定した。 

  引っ㉺しや㛤所式の準備においても、並⾜して準備を㐍めている。  

  㸿㸱 施タづくりに向けた取り⤌み 

    プロジェクトチームとして参加したいという意欲のある⫋員を募㞟し、12名が⮬主ⓗに手を

挙げてくれた。㈱ウチダシステムズの助ゝを受け、ワークショップを 6回㛤催し、新施タの㐠

営方㔪を『「あなた」と共に』に決定した。備品の㑅定時にも『「あなた」と共に』のコンセプ

トに❧ち㏉りながら決定することができた。 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 ⛣㌿先地域における公┈ⓗ活動の検ウ 

  今年度から各⏫会に入会する予定であったが、コロナ⚝の影㡪で⥲会や会合も中止となって

おり、ほとんど活動ができていない状況のため、㛤所してからでⰋいと先方から依㢗があった

ため、次年度に入会することになった。 

  D トイレプロジェクトについては、コロナ⚝の影㡪でコンビニ➼のトイレが使⏝できなくな

り、居宅事業所の⫋員に支㞀が出たため、ゼ問事業所⫋員に対してトイレをゎ放する取り⤌み

に参加した。 

㹀㸰 ユニットケア◊修 

  外㒊◊修はほとんど中止となり、◊修ィ⏬を予定㏻りに㐍めることができなかったが、24H

シートの作成や 8時㛫夜勤のヨ⾜、個別入浴の実施、クックチルㄪ⌮の実務◊修➼、施タ内で

やれることを工夫して⾜った。施タぢ学ができなかったため、⫋員がどのくらいユニットケア

について⌮ゎできているのかがㄢ㢟であるが、新施タでの実務◊修を㏻して具体ⓗなイメージ

を持てるようにしていく。 

  多床室における個別ケアの◊✲についても、検ウ段㝵であり、◔ホームとの㐃携も中止せざ

るを得なかった。    

㹀㸱 利⏝⪅ニーズへの対応 

    利⏝⪅及び家族の希望ㄪ査を実施した後、個別㠃ㄯを⾜った。⤒済状況や利⏝⪅本人の特性

➼を┦ㄯしながら丁寧にㄝ明したことで、個室と多床室の振り分けに対する不満はなく決定す

ることができた。 

⛣㌿ㄝ明会については、市民センターの広いホールを借りて㛤催し、㏻常の家族懇ㄯ会と比

㍑して多くの家族が参加した。⛣㌿改⠏が決定してから入所された方は、契⣙時に個室になる

ことをㄝ明し⣡得されている方が殆どであり、支払㔠㢠が増えることへの㉁問や不満はなかっ

た。 

㹀㸲 医⒪ニーズへの対応 

  今年度は受ㅮせ件が変更となり、実務⪅◊修の㈨格取得⪅が実地◊修のみで取得できたため、 

3名が㈨格取得することができた。 

 㹁 人材⫱成 

㹁㸯 ユニットリーダーの⫱成 

  ユニットリーダー◊修も中止が⥆き、3 月に 1 回だけオンラインで㛤催されたこと で、2

名が受ㅮしたが、実地◊修の実施は未定のため修了書がⓎ⾜されていない状況である。◊修再

㛤後、改めてユニットリーダーに受ㅮさせる。     
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㹁㸰 人材☜保 

  常勤介ㆤ⫋員12名と㠀常勤介ㆤ⫋員2名を採⏝することができたが、3名㏥⫋したため、フ

ルオープンに必せな⫋員数は常勤換⟬であと14名となっている。㠀常勤介ㆤ⫋員の 1名は、専

㛛学校␃学⏕の新卒⪅を採⏝することができた。法人本㒊に「人材☜保・⫱成推㐍室」がⓎ㊊

し、㐃携をした人材☜保に努めた。   

㹁㸱 新人⫋員向けOJTのぢ┤し 

  マンツーマンでの新人⫋員の OJTを1年㛫実施した。新人からはホ価が㧗かったが、教⫱担

当の⫋員からは㈇担が大きい➼のㄢ㢟も多かったためぢ┤しを図りながら㐍めた。 

 㹃 その他 

㹃㸯 ⌧地域への感ㅰ 

    46 年㛫お世ヰになった地域の方への感ㅰの気持ちを⾲すイベントを㛤催する予定だったが、

コロナ⚝の影㡪で中止とした。新施タの内ぴ会に招待することで代替する。 

㹃㸰 ⛣㌿先地域との㛵係性構⠏ 

    ⛣㌿先で新たにお世ヰになる㝔への挨拶を㛤始した。居宅事業所➼は次年度に挨拶を㛤始

し、㛵係を構⠏していく。  
 

㸱  㐠営⟶⌮ 

㸦㸯㸧⫋員㓄⨨状況 
令和 2年度の⫋員㓄⨨は、次のとおりである。㸦令和3年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区  分 

施

タ

㛗 

嘱

ク

医

師 
事

務

員 

⏕

活

┦

ㄯ

員 

介
ㆤ
支
援
専
㛛
員 

介

ㆤ

⫋

員 

┳

ㆤ

⫋

員 

機
⬟
カ
⦎
指
導
員 

⟶

⌮

栄

㣴

士 

介

助

員 

㐠
㌿
手
兼
営
⧋ 

ィ 

常勤⫋員 1 0 3 2.5 1 33.5 4 1 1 0 1 48 

㠀常勤⫋員 0 2 0 0 0 6 2 0 0 10 0 20 

合 ィ 1 2 3 2.5 1 39.5 6 1 1 10 1 68 
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㸦㸰㸧⫋員◊修の状況 

 ◊修名 参加⫋✀ 主催 人員 実施月 

内 

㒊 

◊ 

修 

ユニットケア◊修 

新型コロナウイルスについてと㣗中毒 

手洗い◊修 

事故㜵止 仕⤌みと㹉㹗㹒の活⏝ 

メンタルケアについて 

㧗㱋⪅施タための㌟体拘束セミナー 

インフルエンザについて、嘔吐処⌮◊修 

事例から学ぶ㌟体拘束ゼロ活動 

介ㆤ⪅のためのアンガーマネージメント 

不㐺合サービスに㛵して 

介ㆤ技⾡◊修 〟⒔と排泄 

㣗事について ㄪ⌮◊修 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

教⫱委員会 

感染対⟇委員会 

感染対⟇委員会 

事故㜵止委員会 

⾨⏕委員会 

待㜵止、㌟体拘束㐺正化委員会 

感染対⟇委員会 

待㜵止、㌟体拘束㐺正化委員会 

待㜵止、㌟体拘束㐺正化委員会 

事故㜵止委員会 

〟⒔予㜵委員会 

⤥㣗係、介ㆤ係 

0人 

24人 

26人 

26人 

26人 

28人 

21人 

25人 

20人 

19人 

23人 

21人 

  

中止 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

 

 

外 

㒊 

◊ 

修 

㧗㱋⪅権利擁ㆤ◊修「㧗㱋⪅待㜵止◊修」 

専㛛⫋としての┦ㄯ援助とは 

2020年年末ㄪ整概せセミナー 

┦手を伸ばす㛵わり方 

㹼コーチングからのヒント㹼 

介ㆤ報㓘ㄳ求事務に㛵する◊修会㸦基♏⦅㸧 

今求められる㧗㱋⪅の栄㣴⟶⌮ 

介ㆤ技⾡に㛵する◊修会 

 

介ㆤサービスの㉁の向上に向けた業務改善セミナー 

⏫⏣㞟団⤥㣗◊✲会 

㝔㒊会・㧗㱋⪅㒊会合同ㅮ⩦会 

介ㆤ報㓘ㄳ求事務に㛵する◊修会㸦応⏝⦅1㸧 

令和2年度ユニットケア施タ⟶⌮⪅◊修 

2020年度ユニットケア◊修 

〃  〃 

⚟♴⫋場に求められるリーダーシップのあり方 

令和2年度「ショートステイWEB情報交換会」 

機⬟カ⦎ィ⏬書の作成からカ⦎の展㛤とホ価 

介ㆤ報㓘ㄳ求事務に㛵する◊修会㸦応⏝⦅Ⅱ㸧 

介護主任 

相談員 

庶務主任 

機能訓練職員 

 

事務員 

管理栄養士 

介護職員 

機能訓練職員 

介護主任 

庶務主任 

管理栄養士 

相談員事務員 

園長 

介護主任 

介護副主任 

介護主任 

相談員 

機能訓練職員 

相談員事務員 

東京都福祉財団 

町田市介護人材開発䝉䞁䝍䞊 

応研(株) 

東社協 

 

東社協 

東社協 

東社協 

 

(株)䜶䝚䞉䝔䜱䞉䝔䜱䞉䝕䞊䝍 

 

町田集団給食研究会 

東社協 

東社協 

東社協 

東社協 

東社協 

東社協 

東社協 

東社協 

1人 

1人 

1人 

1人 

 

1人 

1人 

5人 

 

3人 

 

1人 

4人 

1人 

1人 

1人 

1人 

1人 

1人 

4人 

8月 

9月 

10月 

11月 

 

11月 

11月 

11月 

 

12月 

 

1月 

1月 

1月 

1月 

2月 

2月 

2月 

2月 

4月 
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㸦㸱㸧⾜事➼の実施状況         

実施月日➼ ⾜ 事 名 実 施 場 所 
参 加 ⪅ 数 

利⏝⪅ ⫋員 その他 ィ 

4月5日 おⰼぢ地域交流会 園内 73 24 0 97 

6月18日 かき氷レク 園内 18 9 0 27 

8月14日 ⣡涼┅㋀り大会 園内 75 25 0 100 

9月15日 敬⪁⚃㈡会 園内 76 12 0 88 

9月11日 
家族懇ㄯ会 
㸦⛣㌿ㄝ明会㸧 

忠⏕市民センター 
0 10 41 51 

10月14日 合同㜵災カ⦎ 園庭 12 11 5 28 

11月2日 友愛46′ 園内 75 12 0 87 

12月16日 クリスマス会 園内 76 26 0 102 

12月21㹼24日 ゆず湯 園内 69 24 0 93 

1月6日 新年⚃㈡の会 園内 79 16 0 95   

月㸯回 ㄌ⏕会 園内 745 72 0 817 

 

㸦㸲㸧日中活動➼                               

教室名 活動回数 参加⪅延人数  

⳹㐨教室 0 0 

カラオケ教室 0 0 

日本⯙㋀教室       0 0 

レクリエーション教室 0 0 

創作 0 0 

 合      ィ 0 0 

 

㸦㸳㸧⏫⏣市委嘱介ㆤ┦ㄯ員による利⏝⪅との個別┦ㄯ件数 
実施月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合ィ 

件 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

㸦㸴㸧事故Ⓨ⏕件数㸦⾜政報告㸧 

Ⓨ⏕月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合ィ 

件 数 0 0 0 0 1 0 3 1 2 1 0 1 9 
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㸦㸵㸧⤥㣗会㆟、残⳯ㄪ査、嗜好ㄪ査➼実施状況  

区  分 実施回数 実施月日 実施内容 

⤥㣗会㆟ 9 毎月 ⤥㣗業務全⯡について委ク業⪅との協㆟ 

⤥㣗懇ㄯ会 1 10/13 栄㣴指導、利⏝⪅のせ望・意ぢ➼⫈取 

⤥㣗業務 
年度┘査 

1 2/22 
⤥㣗業務プロセスが㐺切に㐠⏝されているか、契⣙事㡯及びプロセス

に基づいた各グ㘓を☜ㄆし⥲合ホ価を実施 

残⳯ㄪ査 1,095    毎㣗時 残⳯㔞を把握 

嗜好ㄪ査 1 10/13 利⏝⪅の嗜好状況を把握 

居室ゼ問 㝶時 㝶時 利⏝⪅と対㠃し、摂取状況を把握 

 

㸦㸶㸧介ㆤ⚟♴士㣴成校介ㆤ実⩦の受入れ状況  

実⩦依㢗学校 実施月 日 数 人 数 延人数 

⏫⏣⚟♴保⫱専㛛学校 中止 0 0 0 

合   ィ 0 0 0 

 

㸦㸷㸧ボランティアの受入れ状況   

活動名 内容 延べ回数 延べ人数 

⳹㐨教室 ⏕けⰼ指導 0 0 

カラオケ教室 カラオケ 0 0 

日本⯙㋀教室 ㋀り 0 0 

レクリエーション教室 体操、㍯投げ、㢼⯪バレー➼ 0 0 

創作 㣭り物作成 0 0 

園ⱁ ⰼ壇手入れ 31 47 

大正⍆ 演奏会 0 0 

洗濯室 洗濯␚み・⦭い物 6 6 

傾⫈ ヰし┦手 0 0 

㡢楽⒪法 歌おう会 0 0 

⎔境整備 園庭手入れ 0 0 

ⰼの日 園児ゼ問 0 0 

二⬌・尺八演奏 演奏 0 0 

夏体㦂ボランティア ⣡涼⚍会場タ営 0 0 

ボーイスカウト 清掃・歌・楽器演奏 0 0 

敬⪁⚃㈡会 玉すだれ・マジック 0 0 

ゆうあい広場 和太㰘・┦撲⏒句 0 0 

大掃㝖 清掃 0 0 

クリスマス会 園児ゼ問 0 0 

合ィ  37 53 
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㸲㸬事業ィ⏬の実施状況   

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施日 

回数➼ 

参 加 人 数 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

(1) 㐠営⟶⌮ 

① 会 ㆟ 

 

・業務ㄪ整会㆟ 

・⫋員会㆟ 

・ケア会㆟ 

・リーダー会㆟ 

・医務会㆟ 

・⤥㣗会㆟ 

・㆙備会㆟ 

・⛣㌿改⠏PT 

 

17回 

12回 

12回 

23回 

12回 

9回 

2回 

18回 

 

 

 

 

116人 

269人 

83人 

113人 

82人 

31人 

3人 

132人 

 

 

 

 

 

 

委ク業⪅20人 

委ク業⪅5人 

② 委員会 ・教⫱委員会 

・待㜵止委員会 

・㌟体拘束廃止委員会 

・安全委員会 

・⾨⏕委員会 

・感染対⟇委員会 

・事故㜵止委員会 

・ISO委員会 

・〟⒔予㜵対⟇委員会 

・サービス向上委員会 

・➨三⪅ⱞ情委員会 

・入所検ウ委員会 

11回 

12回 

12回 

12回 

13回 

16回 

12回 

2回 

13回 

11人 

4回 

9回 

 34人 

44人 

44人 

65人 

89人 

104人 

58人 

16人 

92人 

54人 

12人 

81人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外㒊委員4人 

外㒊委員5人 

③ ⫋員◊修 ・外㒊◊修 

・法人内◊修 

・ユニットケア基♏◊修 

・喀⑱◊修 

・内㒊◊修 

  待㜵止 

  ㌟体拘束 

  感染予㜵 

  事故㜵止 

17回 

0回 

1回 

3回 

 

年1回 

年2回 

年3回 

年2回 

 37人 

0人 

35人 

3人 

 

20人 

53人 

71人 

45人 

 

法人教⫱委員会 

11月 

 

 

12月 

9月、11月 

5月、6月、10月 

7月、1月 

④ ◊✲㒊会 ・摂㣗㒊会 

・┳取り㒊会 

12回 

13回 

 55人 

90人 
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     区分 

事㡯 
概    せ 

実施日 

回数➼ 

参 加 人 数 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

⑤ 健康⟶⌮ ・定期健康デ断 

・ストレスチェック 

・夜勤⪅健康デ断 

・インフルエンザ予㜵接✀ 

・検便 

年1回 

年1回 

年1回 

年1回 

月1回 

 45人 

50人 

29人 

56人 

650人 

5月-10月 

9月 

1月-3月 

11月 

(2)利⏝⪅サービス 

①介ㆤ方㔪 

 

 

・ケアプランの作成 

・ケアプラン会㆟ 

・サービス担当⪅会㆟ 

・ケース会㆟ 
 

113件 

113件 

121件 

112件 
 

 

1人 

0人 

0人 

 

603人 

263人 

618人 

 

家族1人 

家族135人 

家族23人 

②家族との㐃携 ・家族懇ㄯ会 

・⛣㌿ㄝ明会 

0回 

1回 

 

 

担当⫋員 

担当⫋員 

4月中止 

9月家族41人 

3月中止 

③ニーズ把握 

 

・利⏝⪅懇ㄯ会 

・⤥㣗懇ㄯ会 

23回 

1回 

224名 

17名 

25名 

4名 

 

10月 

④健康⟶⌮➼ 

 

 

 

 

 

・定期健康デ断 

・体㔜測定 

・⾑圧測定 

・インフルエンザ予㜵接✀ 

・内⛉往デ 

・⢭⚄⛉往デ 

・歯⛉往デ 

・各⛉受デ 

年1回 

月1回 

毎 日 

年1回 

㐌㸯回 

1回/㸰㐌 

㐌㸯回 

㝶 時 

87名 
1044名 

28470名 

81名 

599名 

95名 

2253名 

200名 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

㛵係⫋員 

┳ㆤ師 

6㹼12月中 

 

 

11月中一斉 

 

 

 

⑤⤥㣗㛵㐃 

 

 

 

 

 

 

・嗜好ㄪ査 

・残⳯ㄪ査 

・栄㣴ケアプラン 

・⾜事㣗 

・㑅択㣗 

・セレクトおやつ 

 

1回 

1095回  

113件 

年8回 

年17回 

年3回 

 

17人 

81,509人 

603人 

540人 

1130人 

195人 

 

4人 

栄㣴士 

栄㣴士 

栄㣴士 

栄㣴士 

14人 

 

 

⑥機⬟カ⦎㛵㐃 ・㌟体機⬟ホ価 

・機⬟カ⦎ 

・㌴椅子シーティング 

・ポジショニング 

・健康体操 

291回 

168回 

1011回 

487回 

268回 

291人 

1276人 

1011人 

487人 

4400人 

機⬟カ⦎指導員 

機⬟カ⦎指導員 

機⬟カ⦎指導員 

機⬟カ⦎指導員 

機⬟カ⦎指導員 
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     区分 

事㡯 
概    せ 

実施日 

回数➼ 

参 加 人 数 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

⑦⾜ 事 ➼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・おⰼぢ会 

・┅㋀り大会 

・敬⪁⚃㈡会 

・合同㐠動会 

 

・友愛Ⲯの日46’ 

・クリスマス会 

・新年⚃㈡会 

・㛤タ式典 

・地域感ㅰ⚍ 

・友愛シネマcafé 

・友愛㹅㹍 

4月3日 

8月 

9月11日 

11月 

 

11月2日 

12月16日 

1月6日 

3月 

3月 

年2回 

10回 

73名 

75名 

76名 

 

 

75名 

76名 

79名 

 

 

32名 

39名 

24名 

25名 

12名 

 

 

12名 

26名 

16名 

 

 

8名 

22名 

 

 

 

コロナ流⾜のた

め中止 

 

 

 

3年5月に延期 

中止 

 

6月㹼3月実施 

⑧各教室 

 

 

 

 

・⳹㐨 

・カラオケ 

・日本⯙㋀ 

・大正⍆ 

・レクリエーション 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

 㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

感染予㜵のた

め、中止 

⑨日常⏕活 ・ㄌ⏕会 

・⌮⨾容 

 

 

24回 

18回 

287人 

253人 

46人 

18人 

 

4㹼6月新型コロ

ナ感染予㜵の為

中止。 

(3) その他 

①㜵 災 ➼ 

 

・法定タ備、器具整備点検 

・㜵災カ⦎ 

・地域合同⥲合カ⦎ 

・参㞟カ⦎ 

・㠀常㣗カ⦎ 

・㉳㟈㌴体㦂 

・備品☜ㄆ 

・建物、タ備の点検 

・㟁気工作物点検 

・㠀常㏻報⨨保守点検 

・灯油地下タンク検査 

・ボイラー点検 

 

年2回 

೧12回 

೧1回 

೧1回 

೧1回 

೧0回 

೧1回 

㝶 時 

年6回 

年㸰回 

年1回 

年2回 

 

 

26人 

16人 

0人 

0人 

中止 

0人 

 

 

委ク業⪅ 

110人 

13人 

29人 

4人 

中止 

7人 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

 

6、10月 

 

10月 

6月 

9月 

6月 

6月 

11月 

偶数月 

6,10月 

5月 

6、11月 
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区分 

事㡯 
概    せ 

実施日 

回数➼ 

参 加 人 数 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

②⎔境⾨⏕ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・害㥑㝖消毒 

・㈓水槽検査清掃 

・煤煙検査 

・床清掃 

・エレベータ点検 

・水㉁検査 

・廃棄物処⌮ 

・循⎔型浴槽の清掃・消毒 

・循⎔型浴槽の点検・清掃 

・循⎔型浴槽の⣽⳦検査 

年2回 

年1回 

年2回 

年4回 

年4回 

毎 日 

㝶 時 

毎 日 

年2回 

年㸯回 

 

 

 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

㛵係⫋員 

委ク業⪅ 

㛵係⫋員 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

5,11月 

9月 

8、2月 

6、12月 

5,8,11,2月 

365回 

159回 

365回 

6、11月 

11月 

③地域交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボランティア受入れ 

  ⾜事 

  傾⫈ 

  清掃 

  各教室 

  ⳹㐨 

カラオケ 

  日本⯙㋀ 

  大正⍆  

 レクリエーション 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

㝶 時 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

月1回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ感染予㜵

のため、すべて活

動中止 

 ・各保⫱園 

・各幼⛶園 

・ボーイスカウト 

・天⌮教年末大掃㝖 

・㞀害⪅就労支援事業所 

㝶 時 

㝶 時 

7月 

12月 

㝶 時 

 

 

コロナ感染予㜵

のため、すべて活

動中止 

④実⩦⏕受入 

 

・介ㆤ⚟♴士 

・中学⏕⫋場体㦂 

・特別支援学校インターンシッ

プ 

0回 

0回 

0回 

 0人 

0人 

0人 

中止 

中止 

中止 
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㸦別⾲㸧             友 愛 Ⲯ ㈨ 料 

㸯 月別入㏥所⪅状況           㸦利⏝⪅数は各月末日⌧在 単位㸸人㸧 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

入所定員 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 936 

利⏝人員 74 72 73 76 75 76 75 72 74 71 75 74 887 

入所人員 1 0 0 6 1 1 0 1 3 2 2 1 18 

㏥所人員 1 2 4 2 0 0 1 1 4 1 2 0 18 

充㊊率(㸣㸧 94.9 92.3 93.6 97.4 96.2 97.4 96.2 92.3 94.9 91.0 96.2 94.9 94.8 

 

㸰 入㏥所の⌮⏤状況 

 (1) 入所⌮⏤                           㸦単位㸸人㸧 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

居 宅 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 3 

ィ 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 3 

他施タ 

⏨ 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 3 

女 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 2 1 6 

ィ 0 0 0 2 0 1 0 0 1 2 2 1 9 

 㝔 

 

⏨ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

女 0 0 0 3 1 0 0 0 1 0 0 0 5 

ィ 0 0 0 4 1 0 0 0 1 0 0 0 6 

ィ 2 0 0 12 2 2 0 2 6 4 4 2 36 

 

(2) ㏥所⌮⏤                           㸦単位㸸人㸧 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

死  亡 

⏨ 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2 

女 0 1 2 0 0 0 0 1 2 1 0 0 7 

ィ 0 1 2 1 0 0 0 1 3 1 0 0 9 

㛗期入㝔 

⏨ 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 

女 0 0 2 1 0 0 1 0 0 0 2 0 6 

ィ 0 1 2 1 0 0 1 0 1 0 2 0 8 

他 施 タ 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

居宅復帰 

⏨ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

ィ 1 2 4 2 0 0 2 0 2 0 4 0 0 
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㸱 年㱋別状況                  㸦令和 2年3月 31日⌧在 単位㸸人㸧   

 㹼64歳 65㹼69歳 70㹼74歳 75㹼79歳 80㹼89歳 90歳以上 ィ 

⏨ 1 0 3 2 7 4 17 

女 0 1 1 10 30 19 61 

ィ 1 1 4 12 37 23 78 

比率㸦㸣㸧 1.2 1.2 5.1 15.3 47.4 29.8 100.0 

 

 㸺参⪃㸼            㸦単位㸸歳㸧 

 平均年㱋 最少年㱋 最㧗年㱋 

⏨ 82.0 64 99 

女 85.7 68 99 

平均年㱋 84.9   

 

ㄆ定ㄪ査実施状況   (単位㸸人) 

 

 

 

㸲 在園期㛫の状況           㸦令和3年 3月 31日⌧在  単位㸸人㸧 

 ⏨ 女 ィ  ⏨ 女 ィ 

㸯年未満 3 14 17 㸵年以上㹼㸶年未満 1 5 6 

㸯年以上㹼㸰年未満 3 9 12 㸶年以上㹼㸷年未満 1 3 4 

㸰年以上㹼㸱年未満 2 8 10 㸷年以上㹼10年未満 1 3 4 

㸱年以上㹼㸲年未満 4 5 9 10年以上㹼15年未満 1 2 3 

㸲年以上㹼㸳年未満 0 4 4 15年以上㹼20年未満 1 0 1 

㸳年以上㹼㸴年未満 0 4 4 21年以上㹼25年未満 0 1 1 

㸴年以上㹼㸵年未満 0 3 3  

合 ィ 17 61 78 

 

㸳 せ介ㆤㄆ定状況 

 ⏨ 女 ィ 比率㸦㸣㸧 

平均介ㆤ度 

4.14 

 

 

 

せ 介 ㆤ 㸯  0 0 0 0.0 

せ 介 ㆤ 㸰  0 0 0 0.0 

せ 介 ㆤ 㸱  1 14 15 19.2 

せ 介 ㆤ 㸲  9 28 37 47.4 

せ 介 ㆤ 㸳  7 19 26 33.3 

ィ 17 61 78 100 

 

 

 

 

 

新 つ 更 新 区分変更 ィ 

0 38 4 42 
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㸴 栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 㸦栄㣴基準㔞は年一回、4月に⟬出㸧 

区 分 

エネルギー ⺮ⓑ㉁ ⬡ ㉁ カルシウム ビ タ ミ ン 㣗塩 

┦当㔞

(mg) 
(Kcal) (g) (g) (mg) A(μg) B1(mg) B2(mg) C(mg) 

栄㣴 

基準㔞 
1384 53.6 33.0 499 869 0.85 1.08 104 8.4 

⤥与 

栄㣴㔞 
1375 52.2 34.1 462 481 0.79 0.73 73 7.6 

 

㸵 栄㣴比率      (単位:㸣㸧 

炭水化物エネルギー比 ⬡㉁エネルギー比 

62.60 22.27 

 

㸶 㣗品構成と㣗品⩌別⤥与㔞 

㣗 品 ⩌ 名 㣗品構成(g) ⤥与㔞(g) 

㸯 ✐㢮 

⡿ 145.70 147.30 

パン㢮 25.71 26.80 

めん㢮 13.50 19.82 

その他の✐㢮・堅果㢮 5.00 3.11 

㸰 いも㢮 
じゃがいも㢮 30.00 25.67 

こんにゃく㢮 1.00 0.16 

㸱 ◁⢾㢮  10.00 10.51 

㸲 Ⳬ子㢮  10.00 10.05 

㸳 油⬡㢮 
動物性 0.50 0.47 

植物性 10.00 12.24 

㸴 ㇋㢮 
みそ 17.00 16.33 

㇋、大㇋〇品 40.00 33.62 

㸵 㨶介㢮 

⏕物 50.00 48.10 

塩ⶶ・⨁ワ 5.00 3.22 

水⏘ねり〇品 10.00 10.78 

㸶 獣㫽⫗㢮 
⏕物 50.00 49.38 

その他の加工品 5.00 5.37 

㸷 卵㢮  35.00 24.90 

10 乳㢮 
牛乳 10.00 8.25 

その他の乳〇品 110.00 101.86 

11 㔝⳯㢮 

⥳㯤Ⰽ㔝  ⳯ 150.00 105.19 

漬物 3.00 5.44 

その他の㔝  ⳯ 150.00 136.37 

12 果物㢮  45 38.27 

13 海ⲡ㢮  10.00 1.87 

14 ㄪ味料㢮  36.00 35.41 

15 ㄪ⌮加工㣗品㢮  3.00 1.55 
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㸷 ⤥㣗提供㣗数 

 

 

 

 

 

 

10 主な及び治⒪・手⾡した状況  㸦令和 3年 3月 31日⌧在 単位㸸78人㸧 

⛉別・区分 患・状名 
人  数 比率(%) 

人数÷㸵㸶 ⏨ 女 ィ 

呼吸器⣔ 

⫵炎・気⟶支炎 4 10 14 17.9㸣 

気⟶支喘息 0 2 2 2.5㸣 

インフルエンザ 0 0 0 5.1㸣 

その他 1 3  4 0 

消化器⣔ 

慢性⫶⭠炎 2 2  3 3.8㸣 

感染性㸦ノロウィルス㸧⫶⭠炎 0 0 0 0 

⫹▼、⫢がん、他 4 3 7 8.9㸣 

便⛎ 3 8 11 14㸣 

その他 5 8 13 16.6㸣 

器⣔ 

㧗⾑圧 5 12 17 21.7㸣 

心患、心不全、狭心 8 11 12 1.53㸣 

不整⬦、心房⣽動、低⾑圧 1  4 5 6.4㸣 

代ㅰ⣔ 

⢾尿 4 5 9 11.5㸣 

㧗コレステロール⾑ 3 2 4 5.1㸣 

㧗尿㓟⾑ 1 0 1 1.2㸣 

⏥状⭢機⬟低下 0 3 3 3.8㸣 

㧗⬡⾑ 5 22 27 34.6㸣 

⭈・泌尿器⣔ 前❧⫧大、⭤⬔炎 8 7 15 19.2㸣 

⾑液・㐀⾑器⣔ 㕲欠乏性㈋⾑ 2  4 6 7.6㸣 

⬻⾑⟶⣔ 

⬻梗塞後㑇 9 10 19 24.3㸣 

⬻出⾑後㑇 3 6 9 11.5㸣 

⬻性マヒ、小児マヒ 1 0 1 1.2㸣 

⢭⚄・⚄⤒⣔ 

アルツハイマー型ㄆ▱ 4 18 22 28.2㸣 

⬻⾑⟶性ㄆ▱ 4 1 5 6.4㸣 

候性てんかん 3 5 8 10.2㸣 

パーキンソン(候⩌含) 2 1 3   6.4㸣 

うつ(うつ状態含) 0 5 5 3.8㸣 

⤫合失ㄪ 0 3 3 6.4㸣 

不╀、他 1 1 2 2.5㸣 

整形外⛉⣔ 㦵折 3 30 33 42.3㸣 

 区 分 朝㣗 昼㣗 夕㣗 

月平均㣗数 
入所⪅ 2238.1 2239.1 2235.9 

ショートステイ 26.7 25.5 27.2 

年㛫⥲㣗数 
入所⪅ 26,857 26,869 26,831 

ショートステイ 320 306 326 
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㦵⢒㧼 0 8 8 10.2㸣 

⭜③、変形、他 1 7 8 10.2㸣 

⓶⛉ 

Ⓞ 0 0 0 0 

尋常性乾Ⓞ 0 0 0 0 

アレルギー性⓶炎 0 1 1 1.2㸣 

║⛉ 

ⓑ内㞀(手⾡) 1 4  5 6.4㸣 

⥳内㞀(手⾡) 0 1 1  1.2㸣 

║⌫乾性アレルギー性║炎 0 2 2 2.5㸣 

⪥㰯⛉ アレルギー性㰯炎 0 0 0 0 

外⛉⣔ 慢性動⬦㛢塞、㟼⬦炎、他 0 4 6 7.6㸣 

 

11 ㏻㝔状況 

区分 

⛉┠ 
実人員 

延べ人員 
月平均㏻㝔人員 延べ人員比率 

⏨ 女 ィ 

内⛉ 68 23 76 99 8.25 41.3% 

外⛉ 6 1 7 8   0.67 2.6% 

整形外⛉ 16 1 27 28 2.33 22.8% 

║⛉ 1  1 2 0.17 1.3% 

泌尿器⛉ 4 5 15 20 1.67 21.3% 

⢭⚄⛉ 4 1 4  5 0.42 0.0%  

心⌮テスト 0 0 0 0 0.0 0.0%  

⓶⛉ 11 1 17 18 1.50 9.3㸣 

婦人⛉ 1 0 1 1 0.08          0.0%  

⪥㰯⛉ 1 0 1  1 0.08    0.0% 

⬻⚄⤒外⛉ 13 0 18 18 1.6 6.6㸣 

その他 4 0 4 7 0.3  0.0% 

合 ィ 125 33 167 231 200 100.0%  

 

12 入㝔状況                        (令和 3年 3月 31日⌧在) 

 名 期 㛫 
人 員㸦人㸧 日 数 

㸦日㸧 
入㝔先㝔名 

⏨ 女 ィ 

腎機能低下 4/13㹼6/30  1 1 76 ⏫⏣㝔 

⫵炎 3/17㹼6/9  1 1 50 多摩丘㝠㝔 

心不全・⭈不全 4/27㹼5/19 

 

1 1  20 多摩丘㝠㝔 

⫵炎・尿㊰感染 5/9㹼7/16  1 1 65 ⏫⏣㝔 

⫵炎 5/14㹼6/9  1 1 24 ⏫⏣㝔 

㦵折・⫵炎 3/27㹼5/29 1 

 

1 60 ⏫⏣㝔 

⬻梗塞・⬻出⾑ 6/21㹼6/24 

 

1 1 2 市民㝔 

⻏❐⧊炎 6/15㹼8/6 1  1 50 ⏫⏣㝔 
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ㄆ▱・周㎶状悪化 6/24㹼9/17  1 1 83 心のホスピタル⏫⏣ 

心不全悪化 7/3㹼7/5 1 

 

1 1 ⏫⏣㝔 

⫵炎・尿㊰感染 7/10㹼8/3  1 

 

1 22 ⏫⏣㝔 

尿㊰感染・慢性⭤⬔炎 8/11㹼9/10  1 1 29 ⏫⏣㝔 

下⫥⻏❐⧊炎 8/31㹼9/23  1 1 22 ⏫㝔 

下⫥⻏❐⧊炎 9/18㹼10/15   1 1 25 ⏫⏣㝔 

下⫥⻏❐⧊炎 9/21㹼10/13  1 

 

1 20 ⏫⏣㝔 

⭈│⭈炎 10/9㹼10/21  1 1 11 市民㝔 

⫶⒦交換 10/12㹼10/13   1  1 0 ⏫⏣㝔 

㦵┙内⭘⒆ 10/13㹼10/29  1  1 15 ⏫⏣㝔 

⬻梗塞 10/18㹼10/28  1 1 9 多摩永山㝔 

尿㊰感染 10/23㹼10/30  1 1 6 ⏫⏣㝔 

左大⭣㦵㌿子㒊㦵折 10/29㹼11/18  1 1 18 多摩永山㝔 

心不全悪化 10/28㹼12/4 1  1 35 ⏫⏣㝔 

尿㊰⤖▼ 11/5㹼12/3  1 1 27 ⏫⏣㝔 

⫵炎・⬚水・Ⅾ㹇㹁 11/6㹼12/31 1  1 53 ⏫⏣⫶⭠⛉㝔 

⭠㔜✚ 11/6㹼1/12  1 1 65 ⏫⏣㝔 

気⬻ 11/30㹼12/26  1 1 24 多摩永山㝔 

␗㣗 12/21㹼3/31  1 1 99 川崎グ念㝔 

⫵炎 12/30㹼2/9  1 1 40 ⏫⏣㝔 

左⬻梗塞 1/12㹼2/2  1 1 18 おか⬻⚄⤒外⛉ 

⭈│⭈炎 1/15㹼2/12 1  1 25 多摩丘㝠㝔 

左尿⟶⤖▼ 1/15㹼2/10  1 1 23 日医大永山㝔 

㔜㈋⾑ 1/26㹼2/8  1 1 12 ⏫⏣⫶⭠⛉㝔 

尿㊰感染 2/18㹼3/1  1 1 10 ⏫⏣⫶⭠⛉㝔 

うつ・周㎶状悪化 3/11㹼3/31  1 1 19 心のホスピタル⏫⏣ 

右⫵⫵炎 3/16㹼3/31  1 1 14 ⏫⏣㝔 

心不全悪化 3/16㹼3/31  1 1 14 川崎㯞⏕㝔 

ィ 9 27 36 1086 一人平均入㝔日数30.1日 

前 年 度 合 ィ 8 24 32 766 一人平均入㝔日数日23.9日 

注)入㝔日、㏥㝔日は日数に含まない。入㝔期㛫が平成 2年度から令和3年度にまたがる場合は、令和

3年4月1日からカウントする。令和2年度から令和3年度をまたぐ場合は3月31日までとする。 

 

13  健康⟶⌮実施状況㸦⫋員健デ含㸧             㸦単位㸸人㸧 

㡯 ┠ 実施時期 実施場所 対㇟⪅ 人員 

入所時健康デ断 入所時 す村内⛉ 入所⪅ 18 

定 期 健 デ 年1回ㄌ⏕月 す村内⛉ 入所⪅ 83 

体 㔜 測 定 毎月 友愛Ⲯ 入所⪅ 101 
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⾑ 圧 測 定 毎日、㝶時 友愛Ⲯ 入所⪅ 101 

心  㟁  図 年1回ㄌ⏕月・㝶時 す村内⛉・友愛Ⲯ 入所⪅ 101 

インフルエンザ 

予㜵接✀ 

11月㹼2月 友愛Ⲯ・す村内⛉ 入所⪅ 
81 

定期健康デ断 5月㹼10月 多摩丘㝠㝔 ⫋員 45 

夜勤⪅健デ 1月㹼3月 多摩丘㝠㝔 介ㆤ⫋員 29 

⭜椎検査 6月㹼10月・2月㹼3月 多摩丘㝠㝔 介ㆤ・┳ㆤ 86 

ストレスチェック 9月 多摩丘㝠㝔 全⫋員 50 

インフルエンザ予㜵接✀ 11月 友愛Ⲯ 全⫋員 56 

検  便  毎月 
エムビック 

⎔境分析センター 
全⫋員 650 

 

14 施タ内デ⒪状況                 㸦単位㸸人㸧 

   

 
ヱ当数 

延  数 
平均延数 備 ⪃ 

⏨ 女 ィ 

内   ⛉ 92 157 451 608 12.6 㐌1回 

⢭ ⚄ ⛉ 11 22 73 95 3.9 月2回 

║  ⛉ 0 0 0 0 0 デ⒪なし 

⓶  ⛉ 0  0 0 0 0 デ⒪なし 

歯   ⛉ 84 611 1691 2253  46.9 㐌1回 

 

15 ┳取りの状況                 (単位:人) 

区 分 期 㛫 人 員 備 ⪃ 

女性 令和2年7月27日㹼令和2年11月20日 1 ⪁⾶ 

女性 令和2年12月22日㹼令和2年12月22日 1 ⪁⾶ 

女性 令和2年12月26日㹼令和2年12月31日 1 ⪁⾶ 

 

16 利⏝⪅の㌟㎶⮬❧の状況 

 (1) 㣗事の状況           㸦単位㸸人㸧 

 ⮬ ❧ 一㒊介助 全介助 ⤒⟶栄㣴 合 ィ 

⏨ 9 4 2 3 18 

女 37 9 9 5 60 

ィ 46 13 11 8 78 

 

(2) 排泄の状況                   㸦単位㸸人㸧 

区分 ⮬❧ 一㒊介助 全介助 合ィ 
ポータブル 

トイレ使⏝ 
オムツ使⏝ 

⏨ 2 8 8 18 1 8 

女 8 29 23 60 5 23 

ィ 10 37 31 78 6 31 
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(3) 入浴の状況                          㸦単位㸸人㸧 

区分 
一⯡浴槽利⏝ チェア浴槽利⏝ 

合ィ 
⮬❧ 一㒊介助 全介助 一㒊介助 全介助 

⏨ 0 2 0 3 13 18 

女 0 18 0 19 23 60 

ィ 0 20   0 22 36 78 

 

(4) 洗㠃➼の状況                       㸦単位㸸人㸧 

区分 
洗 㠃 更 ⾰ 

⮬❧ 一㒊介助 全介助 合ィ ⮬❧ 一㒊介助 全介助 合ィ 

⏨ 2 7 9 18 1 9 8 18 

女 21 18 21 60 9 30 21 60 

ィ 23 25 30 78 10 39 29 78 

 

(5) ⛣動の状況                        㸦単位㸸人㸧 

区分 
歩⾜ 

歩⾜器 
㌴椅子 

合ィ 
⮬❧ 一㒊介助 ⮬❧ 一㒊介助 全介助 

⏨ 1 0 0 2 2 13 18 

女 8 0 3 15  7 27 60 

ィ 9 0 3 17 9 40 78 

 

17 㜵災カ⦎ 

実 施 月 カ ⦎ 内 容 
参加⪅数 

備  ⪃ 
⫋員 利⏝⪅ 

4㹼8月 
初期消火、㑊㞴ㄏ導、㑊㞴ㄏ導ルー

ト☜ㄆ 
 34 10 

 

 

   6月 
参㞟カ⦎ 

㉳㟈㌴㸦地㟈体㦂㸧・㑊㞴ㄏ導 
 

29 0 
㉳㟈㌴㸦地㟈体㦂㸧新型コロナウ

イルスの感染予㜵の為、中止。 

   9月 炊き出しカ⦎ 4 0  

  10月 
⏫内会との合同㜵災カ⦎ 

㏻報、初期消火、㑊㞴ㄏ導 
13 16 

消㜵⨫⫋員5名  

  11月 地㟈㑊㞴カ⦎  5 0  

  12月 初期消火、㑊㞴ㄏ導 7 0  

1㹼3月 
AED ㅮ⩦、停㟁時カ⦎、水害・土◁

災害カ⦎ 
18 0 

東京㜵災協会救命⫋員 3名 

ィ  110 26  
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18 機⬟カ⦎実⦼数 

カ⦎実施日 
㐠動⒪法 

延べ人数 

手技⒪法 

延べ人数 

物⌮⒪法 

延べ人数 

一日平均 

実施人数 

204日 1276人 487人 1011人 13.6人 

⒪法と⛠せる治⒪⾜為は⾜っておらず、㐠動⒪法は機⬟カ⦎の 

回数・手技⒪法はポジショニング・物⌮⒪法はシーティング回 

数をグ㍕した。 
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㸶 ◔ ホ ー ム 

㸦特別㣴ㆤ⪁人ホーム㸧 

 

㸯 令和 2年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 
  新型コロナウイルスのパンデミックにより、感染対⟇に振り回される一年となった。外出⮬⢔及び

3 密回㑊のおゐれにより、先ずは、傾⫈やおヰし会、洗濯物の仕分け➼で利⏝⪅の施タ⏕活の潤いを

担ってこられたボランティアの方々の受け入れを全て中止し┦互の安全☜保に努めた。また、密が前

提となるご家族➼による㠃会についても前年度末からの中止を⥅⥆することとした。いずれも後に

web ⎔境を利⏝したリモート形式により再㛤したが、その機会は㉁・㔞ともに大きな制⣙を受けるこ

ととなった。さらに、密になりやすい⏕活支援のうち外㒊委クしているゼ問歯⛉デ⒪とゼ問⌮⨾容に

ついては、いずれも㤳㒔圏広域で活動する事業⪅から施タ㏆㞄のみで活動する事業⪅へと⛣⾜し、地

域包括ケアの推㐍と同時に感染リスクの低減を図った。最も感染リスクと成り得るのは⫋員であるこ

とから、⚾⏕活での感染予㜵の徹底は前提として、出勤毎の体温☜ㄆ、体ㄪ不Ⰻ時には出勤しないこ

とや受デの㝿には㹎㹁㹐検査の受検を┦ㄯすることを強く勧奨してきた。区内特㣴の 3分の 1でクラ

スターを含め⫋員や利⏝⪅に感染⪅がⓎ⏕する中、⤖果として感染⪅を⏕じることなく安全を☜保し

安心できる⏕活支援を実⌧することができたが、感染拡大を㜵ぐために6床分の✵床を☜保したため

大きく収入が減少し㉥字決⟬㸦-1,670万円㸧となった。 

友愛Ⲯの⤌⧊力強化に向けた⫋員の␗動流失があり、年度初めの常勤介ㆤ⫋員数は㏆年で最も少な

い 17 名での⯪出となったが、⤂介業⪅⤒⏤ながら即戦力となる優⚽な介ㆤ⫋員や、㠀常勤ながら㏆

㞄にお住いの正┳ㆤ師を採⏝することが叶い、⤌⧊の㐃携力を㧗めることができた。厚⏕労働┬によ

る「⏕⏘性向上に㈨するガイドラン」に準じた業務改善に取り⤌み、介ㆤロボットや㹇㹁㹒機器の活

⏝を⥅⥆しながらオペレーションのぢ┤しや手㡰書の作成➼、⤌⧊力を活かし⢭力ⓗに展㛤した。⤖

果として、サービスの㉁の指標となる待のⱆチェックリストの有ッ率は前年度比 22.8㸣減、介ㆤ事

故Ⓨ⏕件数は前年比 15.3㸣減となる一方、常勤介ㆤ⫋員一人当たりの有⤥休暇取得日数は 23日と前

年度より微増し、㞳⫋⪅を⏕じることなくサービスの㉁の向上と働きやすい⎔境づくりを両❧させる

ことができた。その他、地域向け勉強会の㛤催や⚟♴機器の実ド協力など施タの強みを活かした♫会

㈉献活動、介ㆤプロフェッショナルキャリア段位制度のㄆ定⪅㍮出や各✀学会➼での実㊶◊✲報告と

いった専㛛性を向上させる活動➼、コロナ⚝に在りながらもィ⏬ⓗに⢔々と㐍めることができた。 

 

㸰 㔜点事㡯の㐍捗状況 
㸦1㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟 

方㔪 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

1 

 

⤒営の安定化 
┦ㄯ・ 

⤒⌮係 
ベッド✌働率⥔持81.0㸣 

㹀 

品㉁ 

 

1 

 

安全と安心の充実 各WG 

① サービスマナーの向上 

⇒サービスマナー向上㐌㛫の実施㸦4回/年㸧 

⇒勉強会の実施㸦2回/年㸧 

② 人権擁ㆤ意㆑の向上 

⇒待のⱆチェックリストの実施㸦4回/年㸧 

⇒勉強会の実施㸦1回/年㸧 

③ 安全⾨⏕活動㸦KYT活動㸧の実施 
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⇒安全⾨⏕㐌㛫の実施㸦4回/年㸧 

⇒お掃㝖㐌㛫の実施㸦6回/年㸧 

⇒安全 4S点検㸦12回/年㸧 

⇒事故Ⓨ⏕ 16㸣減少。㸦前年比㸧 

㹁 

人材 

⫱成 

 

1 
専㛛性の向上 

介ㆤ・医務・ 

┦ㄯ係 

① キャリア段位ㄆ定⪅の増加㸦2名/年㸧 

⇒ㄆ定⪅㸯名を㍮出。1名は審査待ちのためㄆ定は令

和 3年度に持㉺し。 

② 各✀勉強会の実施㸦2回/月㸧 

⇒毎月 2回実施。㸦年㛫24回実施㸧 

③ ICFに基づいたケアプランの作成と定╔㸦利⏝⪅個別

外出支援の実施を含む㸧 

⇒アセスメント様式を変更し、8月より㡰次 3か月ホ

価対㇟⪅の「個別支援」を㛤始。アセスメント㐠

⏝マニュアルが完成。 

④ アクティブ⚟♴in東京‘20でのⓎ⾲ 

  ⇒新型コロナウイルス感染の延のため大会中止。 

   法人事例◊✲Ⓨ⾲◊修で最優⚽㈹を受㈹。 

   ➨ 12回せたがや⚟♴区民学会にて動⏬Ⓨ⾲。 

   ➨ 28回日本介ㆤ⚟♴学会にて抄㘓Ⓨ⾲。 

E 

その

他 

1 ♫会への㈉献 全 係 

① 施タぢ学の✚極ⓗな受入れ 

・来園 3件 6名 

・web方式での公㛤ぢ学会 2回㛤催㸦25事業所 44名㸧 

②地域向け⚟♴介ㆤ教室会の実施 

 ⇒感染対⟇を㋃まえながら、地域向けに少人数で⚟♴介

ㆤ教室を年㛫 6回実施した。延べ 12名参加 

㸰 就業⎔境の向上 全 係 

①介ㆤロボットの活⏝ 

a. ⛣乗介助(╔型) 

⇒㐠⏝マニュアル完成 

b.コミュニケーション 

⇒コロナ⚝により活⏝中止 

C.その他 

⇒㐺応☜ㄆ㸦3機✀/年㸧 

・コミューン ⇒レクリエーション➼への効果を☜ㄆ 

・❆ ⇒◔デイとの交流に効果を☜ㄆ 

・㹄㹃㹊㹇㹘 ⇒一㒊の利⏝⪅に効果を☜ㄆ 

②ICTシステムの活⏝ 

a. ぢ守り支援ロボット 

⇒㐠⏝マニュアル完成 

b. 介ㆤ支援ソフト 

⇒排泄グ㘓ソフトの⛣⾜が⤊了し、㐠⏝マニュアル完成 

c. インカム 

⇒㐠⏝マニュアル完成 

 

㸦2㸧 実施状況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 ⤒営の安定化 

⤒営の安定化を図るため、ベッド✌働率90㸣を┠標としたが、⤖果は 81.0㸣と┠標㐩成には⮳ら

なかった。主なせ因は、2㝵の 59床の内6床を✵け新型コロナウイルス感染に備えたことによる影

㡪であるが、感染拡大㜵止⟇として入㝔先の㝔から㏥㝔して来られた利⏝⪅や┳取りケアでご家

族の㠃会が必せな利⏝⪅への㝸㞳⏝居室として、有効に活⏝することが出来た。一方で、3 㝵の 5

床を加えるとィ 11 床を✵けていることによる減収は大きく、他にも⤂介会♫⤒⏤での介ㆤ⫋員 2
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名の採⏝、年度末に定年㏥⫋を㏄えた┳ㆤ⫋員2名に替わるせ員の採⏝、コロナ⚝における⾨⏕物

品の㧗㦐、本㤋 1㝵洗濯場のエアコンタ⨨工事、及び⮬動㌴の㈙い替えといったイレギュラーなイ

ベントによる支出が┦次ぎ収支のマイナスに拍㌴をかけた。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 安全と安心の充実 

① サービスマナーの向上 

サービスマナーの勉強会㸦年 2 回㸧を㛤催しサービスの㉁について基♏ⓗな学びを得るとと

もに、その意㆑ⓗな実㊶の機会としてサービスマナー向上㐌㛫㸦年 4 回㸧をタ定して活動の強

化を図った。㐌㛫を振り㏉るアンケートからは、⫋員個々としてだけでなくチームとして互い

にㆭえ合い、の意㆑付けがなされたことがㄞみ取れる⤖果を得た。 

② 人権擁ㆤ意㆑の向上 

 東京㒔が主催する♫会⚟♴事業従事⪅人権◊修【Ⅰ】にサービスマナー㹕㹅を担当する介ㆤ

副主任が参加し◊修の学びを基に、施タ⫋員に向けて人権への⌮ゎと権利擁ㆤの意㆑を㧗める

ためのフィードバックの勉強会を㛤催した。また、待のⱆチェックを例年㏻り年 4 回実施し

たが、不㐺切ケアの有ッ率は前年度比で22.8㸣減少し、サービスの㉁の向上を♧唆する⤖果と

なった。⫋員のサービスマナー向上及び人権擁ㆤ意㆑の向上が図られ、利⏝⪅がより安心でき

るサービスが提供できたと⪃えられる。 

③ 安全⾨⏕活動㸦KYT活動㸧の実施 

安全⾨⏕の充実では、6月の勉強会は KYT 活動を含めたテストを実施。施タ内を撮影した写

┿を危㝤予▱の場㠃想定に⏝いたことで、危㝤因子への意㆑を具体ⓗに㧗めることになり⫋員

の意㆑向上に⧅がった。また、11月には施タ内で⏕じた実㝿の事故映像を事例に┒り㎸んだ勉

強会を㛤催した。映像を☜ㄆし事故の┤接ⓗな原因を検ドすることで、㐺切な対⟇を❧案して

安心安全なサービスを提供することができることを学⩦した。その他、7月には㟈災 BCP に沿

った実動カ⦎を実施し、同時に BCPのぢ┤しを図った。なお、施タ内の⎔境の向上を┠ⓗとし

た安全⾨⏕㐌㛫㸦年 4回㸧及びお掃㝖㐌㛫㸦年 6回㸧、並びに 4㹑点検㸦毎月㸧の実施により、

利⏝⪅にとってより安全・安心な⏕活⎔境の提供と、⫋員にとってより働きやすい⫋場⎔境づ

くりにつながった。⤖果として、介ㆤ上の事故を前年度比で 15.3㸣減少させることができた。 

 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 専㛛性の向上  

① キャリア段位ㄆ定⪅の増加 

前年度よりㄆ定活動が持ち㉺しとなっていた2名の他、新たに 1名の介ㆤ⫋員のキャリア段

位ㄆ定㸦いずれもレベル2-2㸧を受けることができた。さらに、もう㸯名のㄆ定活動を⤊えるこ

とが出来たが、審査待ちのまま次年度にㄆ定持ち㉺しとなった。新たにㄆ定⪅2名の㍮出という

当所の┠標は㐩成できなかったが、ㄆ定活動に参加した⫋員は一様にモチベーションを㧗め専㛛

⫋として不可欠な向上心を強化することができた。キャリア段位制度は実技に特化したㄆ定制度

であり、⌧場の介ㆤ技⾡を向上させる上で㔜せな活動であるため、次年度も活動を⥅⥆する。 

 

② 各✀勉強会の実施 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い 4㹼5月の勉強会は中止とし、6月から㛤催した。3密を

㑊けるため㞟合型だけでなくテキスト・テスト方式も採⏝し、感染㜵止に努めながら流動ⓗに
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実施した。㞟合型においては延べ 110名の⫋員が出席したが、参㞟できなかった⫋員には毎回

テストアンケートを実施することで、全⫋員が勉強会の内容を学ぶことができた。事故予㜵や

〟⒔予㜵、┳取りの勉強会➼、㐠営つ定及び⤒営支援⿵助㔠の加⟬⏝件として必㡲㡯┠である

内容は予定どおり実施することができた。 

 

③ 口⭍ケアの㉁の向上 

今年度は、口⭍ケア推㐍WGを毎月㛤催し、利⏝⪅が気持ちⰋく口⭍ケア物品を使⏝できる⎔

境を提供することを┠標に活動した。「口⭍ケア物品の交換㐌㛫」や「口⭍ケア強化㐌㛫」を定

期ⓗに㛤催したことは、⫋員の口⭍⾨⏕に対する意㆑の向上につながった。また、2 月に勉強

会を㛤催し、ㄗ嚥性⫵炎予㜵に対する口⭍ケアの役割を学んで更なるケアの㉁の向上を┠指し

た。口⭍ケアの推㐍は利⏝⪅の㹏㹍㹊に┤⤖する㔜せな活動であるため、次年度も活動を⥅⥆

する。 

 

④ ICFに基づいたケアプランの作成と定╔ 

ICF のど点を取り入れたアセスメントからィ⏬した利⏝⪅ごとに␗なる個別のプログラムの

実施に当たり、活動日を予め勤務⾲に⤌み㎸むことで、担当介ㆤ⫋員も事前に準備することがで

き、満㊊感を得ていただける効果ⓗなサービス提供が可⬟となった。具体ⓗな内容として、外気

浴やスヌーズレンを併⏝したハンドマッサージ、好きな㡢楽をゆっくり⫈く、動⏬を⏝いてカト

リックのミサに参加する➼、個別支援の充実を図ることができた。他方、ケース会㆟へのご本人

やご家族の参加については感染拡大㜵止のほ点から実⌧できなかったが、今後はリモートを活⏝

した参加の仕方も検ウしていきたい。 

 

⑤ アクティブ⚟♴in東京‘20でのⓎ⾲  

新型コロナウイルス感染の延のため標グの大会は中止となったが、9月 25 日に㛤催された

法人の事例◊✲Ⓨ⾲◊修にて「インカムの導入が叶える『働きやすさ』と『サービスの㉁』の両

❧」のⓎ⾲が⌮事㛗㈹㸦最優⚽㈹㸧を受㈹した。また、外㒊に向けては、➨12回せたがや⚟♴

区民学会での動⏬Ⓨ⾲や➨ 28回日本介ㆤ⚟♴学会での抄㘓Ⓨ⾲を成し、⚟♴介ㆤの㨩力と◔ホ

ームの取り⤌みや働き⏥斐について広くⓎ信することができた。なお、アクティブ⚟♴ in東京

‘19 大会で◔ホームが最優⚽㈹を受㈹した演㢟をモチーフにした同大会Ⓨ⾲応募⪅勧ㄏのため

のプロモーションビデオの制作において、◔ホームが協力施タとして⫋員と共に出演するという

Ⓨ⾲がもとでの名ある㈉献もできた。 

 

㹃その他 

㹃㸯 ♫会への㈉献 

① 施タぢ学の✚極ⓗな受入れ 

新型コロナウイルの影㡪により、予定されていたぢ学は㌺並みキャンセルとなり新たなぢ学の

依㢗も乏しく来園によるぢ学は 3件 6名のみであった。一方で、リモートによる公㛤ぢ学会を㸦公

㈈㸧東京㒔⚟♴保健㈈団と㐃携して 2回㛤催し、延べ 25事業所 44名を案内することができた。

事後のアンケートでは参加⪅の 9割が満㊊できたと回⟅され、コロナ⚝においてもモデル施タと

しての期待や役割があり、新たな様式においてもそれらに応え得ることがわかった。今後も◔ホ

ームならではの♫会㈉献活動として⥅⥆していく。 

② 地域向け⚟♴介ㆤ教室会の実施 
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比㍑ⓗに感染拡大がⴠち╔いていた 6 月から毎月一回、ㄆ▱や┳取りケアなどをテーマと

した㧗㱋⪅⚟♴について学ぶ勉強会を施タ⫋員がㅮ師を務め地域住民に向けて㛤催した。ㅮ⩏

の内容も然ることながら、参加⪅からはコロナ⚝で減ってしまった♫会とのつながりの場の提

供に対し嬉しい反㡪があった。 

 

㹃2 就業⎔境の向上 

① 介ㆤロボットの活⏝ 

既存の介ㆤロボットの他、お掃㝖ロボットや会ヰ支援機器、㉳❧⿵助⨨➼のデモ機を✚極ⓗ

に借⏝し、介ㆤ業務及び周㎶業務における㐺応をぢ定めた。このうち会ヰ支援機器のコミューン

及び㉳❧⿵助⨨のフリッツは、その活⏝が日常の業務オペレーションに⤌み㎸まれ日々⫋員の

㈇担㍍減と利⏝⪅の⮬❧支援に役❧てることができた。また、⤒済⏘業┬「サービス⏘業強化事

業㈝⿵助㔠(ㄆ▱共⏕♫会に向けた〇品サービスの効果検ド事業)」に協力し、◔ホームリビン

グと◔デイサービスセンターフロア大型モニターでつなぎ、互いの施タで㛤催するレクリエーシ

ョンや利⏝⪅同士の交流を㏻して未▱のテクノロジーを体㦂した。機器の効果や改善点、㐠⏝に

㝿してのアドバイス➼をメーカーにフィードバックすることで♫会への㈉献も果たした。 

②ICTシステムの活⏝ 

    前期は、前年度後期に導入した介ㆤ支援ソフトへのグ㘓の完全⛣⾜とインカムの活⏝定╔を図

り、後期はそのマニュアルを整備し⫋員教⫱に備えた。実務を担当した㹇㹁㹒㹕㹅による機動ⓗ

かつ⢭力ⓗな取り⤌みによって、カイゼン活動が㐃㙐ⓗに次のカイゼンを⏕み、就業⎔境は加㏿

度ⓗに向上した。 

   上グ①、②も厚⏕労働┬による「⏕⏘性向上に㈨するガイドラン」に沿った活動の一㒊である

が、一㐃の活動により常勤介ㆤ⫋員の平均年㛫休暇取得日数は 148日、有⤥休暇取得率㸦取得日

数/付与日数㸧は116㸣となり、㐌休 3日に㏆い就業⎔境を実⌧することができた。 

 

㸱  㐠営⟶⌮ 

㸦㸯㸧⫋員㓄⨨状況 
令和㸰年度の⫋員㓄⨨は、次のとおりである。㸦令和3年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区  分 

施

タ

㛗 

嘱

ク

医

師 

⏕

活

┦

ㄯ

員 

介
ㆤ
支
援
専
㛛
員 

介

ㆤ

⫋

員 

┳

ㆤ

⫋

員 

機
⬟
カ
⦎
指
導
員 

⟶

⌮

栄

㣴

士 

介
助
員
・
㐠
㌿
手 

ィ 

常勤⫋員 1 0 1 2 18 4 1 1 0 28 

㠀常勤⫋員 0 2 0 0 2 4 0 0 1 9 

合 ィ 1 2 1 2 20 8 1 1 1 37 
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㸦㸰㸧⫋員◊修の状況 

 ◊修名 参加⫋✀ 主催 参加人数 実施月 

① 

内 

㒊 

◊ 

修 

感染予㜵①実技☜ㄆ 

事故予㜵①KYT 

┳取りケア① 

キャリア段位 

シーティング㸦⚟♴⏝具㸧 

BCP① 

感染予㜵②実技☜ㄆ㸦手洗い・嘔吐処⌮㸧 

BCP② 

㌟体拘束① 

 

〟⒔勉強会㸦ポジショニング㸧 

┳取りケア② 

㣗事ケア 

㌟体拘束② 

 

ICT・ICF 

サービスマナー・権利擁ㆤ 

サービスマナー・権利擁ㆤ 

事故予㜵② 

口⭍ケア 

施タ内Ⓨ⾲会 

権利擁ㆤ勉強会 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

医務係 

安全⾨⏕WG 

介ㆤ係 

介ㆤ係 

機⬟カ⦎係 

介ㆤ係 

医務係 

安全委員 

㌟体拘束⚗

止委員会 

機⬟カ⦎係 

医務係 

介ㆤ係 

㌟体拘束⚗

止委員会 

ICT・ICFWG 

SMWG 

SMWG 

┦ㄯ係 

口⭍ケアWG 

施タ㛗 

介ㆤ係 

   22人 

※1    

※1    

※1    

8人 

※1    

22人 

9人 

6人 

 

4人 

8人 

6人 

9人 

 

7人 

8人 

4人 

7人 

6人 

14人 

9人 

6月 

6月 

7月 

7月 

8月 

8月 

9月 

10月 

10月 

 

10月 

11月 

12月 

12月 

 

1月 

1月 

2月 

2月 

3月 

3月 

3月 

②外㒊◊修 延べ4回参加 ※㸯は、当日参加以外はテストアンケートを実施  

 

㸲 事業ィ⏬の実施状況 

(1)  㐠営⟶⌮ 

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施日 

・回数 

参加⪅➼㸦ぢ㎸㸧 
備⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

① 会㆟ ア 業務ㄪ整会㆟ 12回 - 㛵係⫋員  

 イ 㺶㺛㺖㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢会㆟ 12回 - 〃  

 ウ 感染対⟇会㆟ 12回 - 〃  

 エ ┦ㄯ員・㺗㺏㺭㺦会㆟ 月1回 - 〃  

 オ 介ㆤ係㺶㺎㺞㺼㺎会㆟ 24回 - 〃  

 カ 介ㆤ⫋員会㆟ 12回 - 〃  

 キ ┳ㆤ⫋員会㆟ 12回 - 〃  

 ク 排泄ケア会㆟ 12回 - 〃  

 ケ リハビリ会㆟ 12回 - 〃  

 コ 㣗事ケア会㆟  12回 - 〃  

 サ ケース会㆟ 月5㹼6回 - 〃  

 シ 入所検ウ会㆟ 㝶時 - 〃  

 ス ⤥㣗業⪅定例会㆟ 㝸月1回 - 〃  

 セ 安全㺃⾨⏕推㐍WG 12回 - 〃  

 ソ ICT推㐍WG 㝸月1回 - 〃  
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 タ ICF推㐍WG 㝸月1回 - 〃  

 チ 口⭍ケア推㐍WG 12回 - 〃  

 ツ ロボット活⏝推㐍委員会 24回 - 〃  

 テ ㌟体拘束⚗止委員会 12回 - 〃  

 ト 〟⒔対⟇員会 12回 - 〃  

② ⫋員◊修 ア 法人内教⫱ 㝶時 - 㛵係⫋員 法人教⫱委員会 

 イ 外㒊◊修 〃 - 〃  

③ 施タ内勉強会 ア 〟⒔予㜵 1回 - 㛵係⫋員  

 イ 感染予㜵 3回 - 〃  

 ウ 事故予㜵 2回 - 〃  

 エ ┳取りケア 2回 - 〃  

 オ ICT 1回 - 〃  

 カ ICF 1回 - 〃  

 キ サービスマナー㸭権利擁ㆤ 3回 - 〃  

 ク ㌟体拘束の㐺正化 2回 - 〃  

 ケ 施タ内Ⓨ⾲会 1回 - 〃  

④ ⫋員健康⟶⌮ ア 健康デ断 9月 - 全 員 Ⱚ㝔健デセンター 

 イ 検尿・⭜③他 3月 - 介ㆤ⫋員  

 ウ 検便 毎月 - 全 員 東京㣗品技⾡◊✲所 

 エ 㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接✀ 

オ ストレスチェック 

10月 

9月 

- 

- 

全 員 

任 意 

 

 

(2) 利⏝⪅サービス 
      区分 

事㡯 
概     せ 

実施日 

・回数 

対㇟⪅➼㸦ぢ㎸㸧 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

① 健康⟶⌮➼ ア 定期健康デ断 6月㹼9月 全 員 嘱ク医 ⏣代内⛉クリニック 

 イ 歯⛉往デ受入れ 37回 対㇟⪅ ┳ㆤ師 医⒪法人♫団㧗㍯会

及びⓒ瀬歯⛉医㝔 

 ウ バイタルサイン測定 㝶時 全 員 〃  

 エ 体㔜測定 12回 〃 ┳ㆤ師・介ㆤ  

 オ 受デ服⸆➼支援及び処⨨ 㝶時 対㇟⪅ ┳ㆤ師  

      カ 検尿 1月実施 全 員 〃  

 キ 入浴 㐌2回 〃 介ㆤ⫋員  

 ク 口⭍ケア 毎日 〃 〃 一㒊歯⛉⾨⏕士往デ 

 ケ ⌮⨾容 月1回 〃 〃 ゼ問業⪅ 

② ⎔境安全⾨⏕➼ ア 害㥑㝖 0回 - - ※ 1  

 イ 床清掃 0回 - - 〃 

 ウ 居室➼清掃 毎日 - 介ㆤ⫋員 一㒊業務委ク 

 エ 寝具交換 2回 - 〃  

 オ リネン交換 毎㐌他 - 〃  

 カ 安全4S点検 12回 - 㛵係⫋員  

 キ  介ㆤ安全㐌㛫 4回 - 全 員  

③ ⤥㣗㛵㐃 ア 栄㣴マネジメント 年4回 全 員 栄㣴士  

 イ 嗜好ㄪ査 年1回 〃 〃  

 ウ 残⳯ㄪ査 毎日 〃 〃  

 エ 㑅択㣗 月2回 〃 〃  

 オ ⾜事㣗 月1㹼2回 〃 〃  

 カ ㄪ⌮活動 中止 希望⪅ 㛵係⫋員 ※ 1  

④ 各✀⾜事及び ア ➃午の⠇句 中止 - 介ㆤ⫋員 㣭り付けのみ 

グループ活動 イ 七夕 中止 - 〃 〃 

 ウ ┅㋀り大会 中止 - - ※ 1 

 エ ┅法せ 中止 - - 〃 

 オ 敬⪁⚃㈡の㞟い 9月 19日 全 員 㛵係⫋員  

 カ ⛅の彼岸法せ 中止 - - ※ 1 



 110 

 キ 合同㐠動会 中止 - - 〃 

 ク 友愛ふれあい⚍り 中止 - - 〃 

 ケ 年忘れの㞟い 12月 17日 全員 介ㆤ⫋員  

 コ 新年⚃㈡会 1月 1日 全員 㛵係⫋員  

 サ ⠇分 中止 - - 㣭り付けのみ 

 シ ひな⚍り 中止 - 介ㆤ⫋員 〃 

 ス 春の彼岸法せ 中止 - - ※ 1 

 セ おⰼぢ 中止 - - 〃 

 ソ バス外出 中止 - - 〃 

 タ 利⏝⪅懇ㄯ会 8月 5日 

3月 4日 

3月 26日 

全員 〃  

 チ 利⏝⪅家族懇ㄯ会 9月 9日 

9月 12日 

3月 10日 

7名 

2名 

11名 

〃  

 ツ おヰ会 2回 希望⪅ 㛵係⫋員  

 テ 㺪㺵㺺㺎㺏㺸㺻㺚㺼㺰㺻㺢 0回 - - ※ 1 

 ト 㡢楽の会 0回 - - 〃 

⑤ 健康増㐍 ア 機⬟カ⦎   機⬟カ⦎指導員  

 ・歩⾜支援 

・㺚㺎㺡㺆㺻㺖㺼㺟㺈㺍㺖 

 ・㺬㺽㺚㺼㺚㺌㺤㺻㺖㺼㺟㺈㺍㺖 

 ・⚟♴⏝具活⏝支援 

月1回以上 

〃 

〃 

㝶時 

対㇟⪅ 

〃 

〃 

全 員 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 イ 㡢楽セラピー 中止 - - ※ 1 

 ウ 㣗事摂取促㐍体操 㐺宜 全 員 機⬟カ⦎指導員  

⑥ 地域との交流➼ ア ボランティア㐃携 中止 - - ※ 1 

 ・洗濯物たたみ 中止 - - 〃 

 ・清掃➼ 中止 - - 〃 

 ・傾⫈活動 中止 - - 〃 

 ・ボランティア懇ㄯ会 中止 - - 〃 

 ・各✀⾜事支援 〃 - - 〃 

 ・㺖㺼㺷㺎㺪㺽活動➼支援 〃 - - 〃 

 イ ⫋場➼体㦂受入れ 中止 - - 〃 

 ウ 地域⾜事に参加 中止 - 〃 〃 

⑦ 実⩦⏕➼受入れ ア 介ㆤ⚟♴士 23日㛫 5名 㛵係⫋員  

 イ 介ㆤ➼体㦂 中止 〃  〃 ※ 1 

 ウ 国家公務員◊修 中止 〃 〃 〃 

 エ ♫会⚟♴士 23日㛫 2名 〃  

 オ 初任⪅◊修 中止 〃 〃 ※ 1 

 カ 東京㒔⫋員◊修 中止 〃 〃 〃 

※ 1 ・・・新型コロナウイルス感染拡大㜵止のため中止。 
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㸦別⾲㸧 

              ◔ホーム㈨料     (令和2年 3月 31日⌧在) 

㸯  月別入㏥所⪅状                                       㸦単位㸸人㸧  

月別 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10月 11月 12月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

入所定員 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 720 

利⏝⪅数 52 52 50 49 49 48 50 49 49 49 48 49 594 

入所人員 1 0 0 0 0 3 0 0 1 1 2 3 11 

㏥所人員 1 2 1 0 1 1 1 0 1 2 1 0 11 

充㊊率(㸣) 86.7 86.7 83.3 81.7 81.7 80.0 83.3 81.7 81.7 81.7 80.0 81.7 82.5 

㸦注㸧利⏝⪅数は各月1日⌧在 

㸰 入㏥所の⌮⏤状況 

(1) 入所⌮⏤                                          㸦単位㸸人㸧 

月別 

区分  
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10月 11月 12月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

居 宅 

から 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 3 6 

ィ 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 1 3 6 

他施タ 

から 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 5 

ィ 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 1 0 5 

 㝔 

から 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 1 0 0 0 0 3 0 0 1 1 2 3 11 

 

(2) ㏥所⌮⏤                                          㸦単位㸸人㸧 

月別 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10月 11月 12月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

在 宅 

復 帰 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

㛗 期 

入 㝔 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

女 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 

ィ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 3 

死 

 

 

亡 

 

㝔 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 3 

ィ 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 3 

施 

タ 

⏨ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

女 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 4 

ィ 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 5 

ィ 1 2 1 0 1 1 1 0 1 2 1 0 11 
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㸱 年㱋別状況                㸦単位㸸人㸧     (参⪃)⏨女別平均年㱋 㸦単位㸸歳㸧                           

区分 

64

歳 

以

下 

65

㹼 

69

歳 

70

㹼 

74

歳 

75

㹼 

79

歳 

80

㹼

84

歳 

85

㹼 

89

歳 

90

㹼 

94

歳 

95

㹼 

99

歳 

100

歳 

以

上 

ィ 

⏨ 0 0 0 4 1 2 1 0 0 8 

女 0 0 0 1 7 13 12 8 3 44 

ィ 0 0 0 5 8 15 13 8 3 52 

比 率

㸦㸣㸧 
0 0 0 9.6 15.4 28.8 25 15.4 5.8 100 

 

㸲 在園期㛫の状況        㸦単位㸸人㸧   㸳 せ介ㆤㄆ定状況㸦単位㸸人㸧 

 

 

 

 

 

 

 

㸴 ⤥㣗数 

区 分 朝 㣗 昼 㣗 夕 㣗 

年㛫⥲㣗数 
介ㆤ⪁人⚟♴施タ 16,119 16,101 16,132 

ショートステイ 964 894 965 

月平均㣗数 
介ㆤ⪁人⚟♴施タ 1,465 1,464 1,467 

ショートステイ 88 81 88 

 

㸵 栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 

 
㺒㺦㺷㺕㺼㺎 

(Kcal) 

たんぱく㉁

(g) 

⬡㉁

㸦g㸧 

㺔㺷㺚㺑㺯 

㸦mg㸧 

㕲

(mg) 

ビタミン 
㣗物⧄⥔ 

(g) 

㣗塩 

┦当㔞

(g) 

 
レチノール 

当㔞(μ) 
B1(mg) B2㸦mg㸧 C(mg) 

栄㣴基準㔞 1,373 55.2 38.1 514 5.2 464 0.83 0.93 80 18.0 6.7 

⤥与栄㣴㔞 1,504 62.3 45.0 518 8.8 383 0.90 1.15 98 7.8 10.2 

※栄㣴基準㔞は年1回4月に⟬出したものである。 

 

㸶 栄㣴比率  

炭水化物エネルギー比 㸳㸴㸣 ⬡⫫エネルギー比  㸰㸵㸣 

区分 
平均年

㱋 

最少年

㱋 

最㧗年

㱋 

⏨ 82.6 76 92 

女 90.2 79 104 

ィ 86.4 76 104 

性別 

期㛫 
⏨ 女 ィ 比率㸦㸣㸧 

1年未満 0 11 11 21.2 

1年以上 2年未満 3 7 10 19.2 

2年以上 3年未満 1 7 8 15.5 

3年以上 4年未満 0 3 3 5.8 

4年以上 5年未満 2 1 3 5.8 

5年以上 6年未満 0 7 7 13.5 

6年以上 7年未満 0 2 2 3.8 

7年以上 8年未満 1 2 3 5.7 

8年以上 9年未満 1 1 2 3.8 

9年以上 10年未満 0 2 2 3.8 

10年以上11年未満 0 0 0 0 

11年以上12年未満 0 0 0 0 

12年以上13年未満 0 0 0 0 

13年以上14年未満 0 0 0 0 

14年以上15年未満 0 0 0 0 

15年以上 0 1 1 1.9 

ィ 8 44 52 100 

性別 

介ㆤ度 
⏨ 女 ィ 比率㸦㸣㸧 

平 均 

介ㆤ度 

4.1 

 

せ 介 ㆤ 㸯 0 0 0 0 

せ 介 ㆤ 㸰 0 0 0 0 

せ 介 ㆤ 㸱 1 10 11 21.1 

せ 介 ㆤ 㸲 3 21 24 46.2 

せ 介 ㆤ 㸳 4 13 17 32.7 

ィ 8 44 52 100 
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㸷健康⟶⌮の実施内容                                         

㡯  ┠ 実施期㛫 実施場所 
体㔜測定 定期 月1回 ◔ホーム 

バイタルサイン 㐺宜㸦体温毎日測定㸧 ◔ホーム 

尿検査 年1回(1月) ◔ホーム 

往デ歯⛉ 月㸲回㸦㔠曜日㸧12月から㸦木・㔠㸧 ◔ホーム 

歯⛉口⭍ケア 月4回㸦㔠曜日 12月から㸦火㸧 ◔ホーム 

入所時健デ・定期健デ(⬚㒊レントゲン・

心㟁図・⾑液検査・尿検査など) 
入所時及び年㸯回 ⏣代内⛉クリニック 

嘱ク医師のデ察㸦内⛉㸧 㐌2回(月・木曜日) ◔ホーム 

嘱ク医師のデ察㸦⢭⚄⛉㸧 月2回(月曜日) ◔ホーム 

⓶⛉往デ 月1回 ◔ホーム 

定期⸆分包 2㐌㛫毎 ◔ホーム 

インフルエンザ予㜵接✀ 年1回(11月) ◔ホーム(⏣代内⛉クリニック) 

定期ⓗ㏻㝔 
医師の指♧による 

㛫㝸 

日⏘玉川㝔 

㛵東中央㝔 

幸㔝メディカルクリニック 

梨のⰼひふ⛉ 

安⸨アイクリニック 

 

10 施タ内デ察・処⨨内容                                       

区分 

 

処⨨別 

内  容 

デ  ⒪ 
デ察介助㸦内⛉・⢭⚄⛉・⓶⛉㸧 歯⛉往デ 

注射介助㸦インフルエンザ・⫵炎⌫⳦ワクチンなど㸧 

検  査 

バイタルサイン・採⾑・体㔜測定・尿検査 

便検査㸦ノロウイルス⡆易検査㸧 

インフルエンザウイルス⡆易検査 

処  ⨨ 

包交・㌾⭯塗布・〟⒔処⨨・湿布⸆㈞付・⤒⓶⸆㈞付 

点║・点⪥・点㰯 

吸引・吸入・㓟⣲吸入・口⭍ケア 

排便コントロール・浣⭠・摘便・坐⸆ 

バルーン⟶⌮・ストマ⟶⌮ 

爪きり・その他(救急対応・救急搬㏦、受デ付き添い) 

 

11 ┳取りケア状況           

期㛫 
4/22  㹼  5/6 

 6/8  㹼  6/18 

 8/20  㹼   8/28 

12/4   㹼   12/6 

 2/8    㹼   2/9 

 ィ   5 名 
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12 入㝔状況                                 

区分 

名 期   㛫 
入㝔

日数 入 㝔 場 所 備⪃ 

左大⭣㦵㌿子㒊㦵折 4/1 㹼 5/15 14 世⏣㇂中央㝔 㸦R2.2.15㹼入㝔㸧 

⬺水 4/1 㹼 4/30 29 㛵中央㝔 㸦R2.3.17㹼入㝔㸧 ㌿㝔 

低栄㣴 4/3 㹼 4/16 13 㛵中央㝔 ㏥㝔後┳取りケア 

ㄗ嚥性⫵炎・廃⏝候⩌ 4/27 㹼 6/8 42 東京共済㝔 ㏥㝔後┳取りケア 

ㄗ嚥性⫵炎 5/10 㹼 5/15 5 ⮳ㄔ会➨2㝔 ㏥所 

ㄗ嚥性⫵炎・小⭠炎 5/24 㹼 6/9 16 㛵中央㝔  

⫵炎・尿㊰感染 6/19 㹼 7/9 20 玉川㝔  

心不全 9/10 㹼 10/6 26 玉川㝔  

尿㊰感染・尿⟶㛢塞 9/17 㹼 10/1 14 有㞄㝔  

意㆑㞀害 10/14 㹼 10/16 2 東京医⒪センター  

候性てんかん 10/28 㹼 11/12 15 東京医⒪センター  

イレウス 11/5 㹼 1/26 82 玉川㝔 ㏥所 

右大⭣㦵㌿子㒊㦵折 11/12 㹼 12/1 19 玉川㝔  

⬺水・⪁⾶ 11/30 㹼 12/4 4 玉川㝔 ㏥㝔後┳取りケア 

尿㊰感染 12/14 㹼 1/20 37 玉川㝔 ㌿㝔 

候性てんかん 1/3 㹼 1/19 16 東京医⒪センター  

急性心不全・⫵炎 3/8 㹼 3/31 23 玉川㝔  

ㄗ嚥性⫵炎 3/19 㹼 3/31 13 東京医⒪センター 3/31入㝔中 

ㄗ嚥性⫵炎・尿㊰感染 3/22 㹼 3/31 10 㛵東中央㝔 3/31入㝔中 

心不全 3/28 㹼 3/31 4 玉川㝔 3/31入㝔中 

ㄗ嚥性⫵炎 3/30 㹼 3/31 2 㛵東中央㝔 3/31入㝔中 

合ィ 平均入㝔日数 19.3日 406   

注㸧㏥㝔日は日数に含まない。入㝔期㛫が年度をまたぐときは、4/1㹼、㹼3/31までをカウントする。 

                                                                                                    

13 個別機⬟カ⦎の状況 

14 ボランティアの受入れ状況       

 

区 分 歩 ⾜ ㄏ 導 支 援 シーティングチェック ポジショニングチェック ィ 

実人数 22 62 37   - 

延人数 454 902 319 1,675 

 延/延ィ㸦㸣㸧 18 51 31 100.0 

活   動 実施回数 実回数及び延べ人員 団体名➼ 

傾⫈㸦コロナにより休止㸧 

おヰ会㸦コロナにより休止㸧 

0回 

2回 

0名が0回   延0名 

1㹼4名が2回 延6名 

介ㆤ支援ボランティア 

介ㆤ支援ボランティア 

⳹㐨の会㸦コロナにより休止㸧 

書㐨の会 

0回 

0回 

1名が0回   延0名 

1名が0回   延0名 

介ㆤ支援ボランティア 

介ㆤ支援ボランティア 

(ボランティアㅮ師引㏥により⤊了) 

㡢楽の会㸦コロナにより休止㸧 0回 5名が0回   延0名 国❧㡢楽学㝔 

㡢楽セラピーㅮ師㸦コロナに

より休止㸧 

0回 1名が0回   延0名 国❧㡢楽学㝔 

洗濯⿵助㸦コロナにより休止㸧 0回 

0回 

0回 

延0名 

延0名 

延0名 

日㉥◔分団 

光寿会 

個人 

⾜事⿵助 ┅㋀り大会 

㸦コロナにより中止㸧 

     友愛ふれあい⚍り 

㸦コロナにより中止㸧 

     合同㐠動会 

㸦コロナにより中止㸧 

     ぶ╬交流 

㸦コロナにより中止㸧 

中止 

 

中止 

 

中止 

 

中止 

 

0名 

 

0名 

 

0名 

 

0名 

個人 

 

個人 

 

個人 

 

大ⶶふたば保⫱園 
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15 利⏝⪅の㌟㎶⮬❧の状況 

(1) 㣗事の状況 

㣗事提供形態㸦人㸧 

主㣗 

⡿㣤 全⢛ その他 合ィ 

15 20 13 48 
 

副㣗 

常㣗 一口大 刻み 極刻み ソフト ミキサー㣗 その他 合ィ 

5 6 12 11 5 8 1 48 
 

1日あたりの平均水分摂取㔞㸦制㝈のない方㸧 
水分摂取㔞 

1000ml 

 

(2) 排泄の状況 

排泄の場所 

排便 排尿 

トイレ 㺬㺽㺎㺞㺪㺼㺷 ベッド その他 合ィ トイレ 㺬㺽㺎㺞㺪㺼㺷 ベッド その他 合ィ 

30 0 22 0 52 30 0 22 1 52 

 

⣬おむつ㢮の使⏝状況 
なし パッド㢮 ⣬パンツ テープ止め その他 合ィ 

2 31 0 19 0 51 

 

(3) 入浴の状況 
マルチバス シートバス シャワーバス その他 合ィ 

11 12 29 0 52 

 

16 ショートステイの利⏝状況                                   㸦単位㸸人㸧 

月別 

㡯┠ 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

利 ⏝ 延 人 員 16 17 18 12 12 11 9 10 10 10 11 10 146 

延利⏝ベッド数 162 155 129 102 118 98 52 64 86 101 88 98 1253 
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㸷 ◔デイサービスセンター 

㸦㏻所介ㆤ事業㸧 

 

㸯 令和 2年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 

 令和元年(平成31年)度は㯮字決⟬で⤊えることができたが、令和2年度は新型コロナウイルスの流

⾜により利⏝人数に制㝈をかけた事業⦰小期㛫をタけることを余儀なくされ、それに伴う大幅な収入

減により、採⟬ラインを下回る⤖果となった。 

令和 2年度の採⟬ラインは変わらず 1日のせ介ㆤの平均利⏝人数 38名でのスタートとなったが、新

型コロナウイルスは収束をぢせず 4月 7日より東京㒔の⥭急事態宣ゝがⓎ令された。一時は事業⥅⥆

も危ぶまれたが、⤖局、1日の利⏝人数を16名までに制㝈をかける形で事業を⥅⥆することとなった。 

また、㏣い打ちをかけるように感染を危惧されたご利⏝⪅、ご家族が⮬ら利⏝を控えるケースが┠

❧つようになってきた。 

⥭急事態宣ゝにより㏻所を⮬⢔したご利⏝⪅が再㛤時に安心して㏻所できるように、本来月㛫でⓎ

⾜している◔デイだよりを特別号として㐌刊でⓎ⾜しご⮬宅へお届けすることで、お互いの㏆況を☜

ㄆできる⎔境を保ち、⧅がりを⥔持してきた。 

事業所内では、対㠃にならないよう㓄席を工夫する、⮬作の㛫仕切り➼を使⏝してソーシャルディ

スタンスを十分に保つ➼、徹底した感染対⟇を実施すると共に、⫋員による施タの内壁塗、㣗堂や

倉庫の整⌮、出入り口を施㘄しつつ換気が出来るように㘽の変更を⾜った。助成㔠を活⏝しての新し

い冷暖房を 2機㉎入し、更なる換気向上も図るなど⎔境を整えた。人員㓄⨨では感染リスクを抑える

ために㓄⨨基準を満たした上での在宅勤務にも取り⤌んだ。 

その成果もあり、4月 22.6人、5月 17.7人であった毎月の平均利⏝人数も、1回┠の⥭急事態宣ゝ

明けの 6月には34人まで戻すことができたが、新つ利⏝⪅の問い合わせは令和元年度の 98件に比べ

67件と少なく、こちらでも利⏝控えが㢧ⴭにぢられた。その後の利⏝⪅☜保にも影㡪がぢられ、年㛫

の一日当たりの平均利⏝⪅数は 30.5人㸦㐩成率80.3㸣㸧に止まる⤖果となった。 

コロナ⚝での㐠営状況・事業努力・創意工夫をテーマにした「◔デイサービス・ネバーギブアップ‼ 

㹼ピンチをチャンスに変える取り⤌み㹼」は、法人の事例◊✲Ⓨ⾲会において優⚽㈹を受㈹した。 

また、キャリア段位制度では新たにレベルㄆ定⪅を1名㍮出し、介ㆤ⌧場の㉁の向上も図ることが

できた。安全対⟇の⥅⥆強化では、引き⥆き「事故㸮宣ゝ」を⥅⥆し、インシデントの分析を✚極ⓗ

⾜うなど、⫋員の事故予㜵に対する意㆑を㔊成し、区への報告事故も元年度の5件から 2年度は1件

に抑えることが出来た。 

今後のㄢ㢟としては、感染リスクや安全㠃にも㓄慮した利⏝⪅の座席数増を☜保し、⪁朽化してい

るタ備・㏦㏄㌴➼の⎔境㠃を整備しながら、新つ利⏝⪅獲得や既存の利⏝⪅の曜日増を受け入れ、㞟

客のできるイベント㛤催など如何に㢳客を㞟めていけるかとなる。また、令和2年度の利⏝⪅数減に

より令和 3年度からは事業所つ模が大つ模Ⅱから㏻常つ模へと変更となり、利⏝単価も変更となるた

め、今後の方向性も検ウが必せとなる。 
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㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟 

方㔪 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 利⏝率の⥔持向上 ㄪ整係 

平均利⏝⪅数㸸38名/日→30.5名/日未㐩成 

・ぢ学㺃体㦂利⏝⪅2名以上/月→年23名㐩成 

・新つ利⏝契⣙⪅1名以上/月→年28名㐩成 

・㐌㛫Ⓩ㘓日数増2日以上/月→年18日未㐩成 

㸰 支出の動向把握と借入㏉済 全係 

本㒊㈇担㈝⏝の把握→6月☜ㄆ 

本㒊借入㔠のィ⏬ⓗな㏉済→未㐩成 

10月 1,000万借入㏣加 

㹀 

品㉁ 

㸯 
地域のニーズに応じた事業展㛤 

ワークライフバランス 
全 係 

⚃日営業の実施→12日実施。  

㓄㣗サービスの円滑な⤊了→3月末にて⤊了 

⫋員有休休暇取得5日以上→全⫋員㐩成 

㸰 ⪁朽化タ備➼の更新 
主 任 

検ウPT 

㏦㏄㌴両の拡充→保␃ ◔ホーム セレナリ

フト1月より㏦㏄㛤始 

エアコン⿵修工事⤊了 

浴室シャワー修⌮⤊了 

㸱 安全対⟇の⥅⥆強化 サービス係 

インシデント分析による事故予㜵の徹底→ 

不㐺合サービスの分析方法の☜❧ 

世⏣㇂区報告事故 1件 

㸲 ボランティアとの㐃携 ㄪ整係 
新つボランティアの定╔1名以上 

→9月より㸯名㐩成 

㸳 サービス活動の充実 
サービス係 

機⬟カ⦎係 

新プログラムの☜❧ 1 件以上→Ipad やアクシ

ョンカメラを使⏝した活動形態の☜❧、制作し

たソーシャルディスタンス㡢㢌の活⏝の定╔ 

SNSのⓎ信と活⏝の拡充→ユーチューブⓎ信㛤

始とツイッターの定期更新 

㹁 

人材 

⫱成 

㸯 サービスマナーと㉁の向上 主 任 

全⫋員外㒊◊修1件参加→9件参加 未㐩成 

内㒊◊修12件以上→伝㐩◊修8件 

㸦める、┅㋀りの㋀り方、報㐃┦、新型コロ

ナに係る事業所人員基準➼の取扱、感染対⟇、

リスクを伴う⛣乗介助、多⫋✀協働に必せなコ

ミュニケーション技法、⮬❧支援と㔜度化㜵止

の基♏▱㆑㸧 

→勉強会 6 件㸦「㜵災・応急対⟇」「キャリア

段位」「インターネット上の㡢楽ⴭ作権」「不㐺

切なケア」「土日⚃日の地㟈・火災対応」「⭜③体操」㸧 

ィ14件㐩成 

㸰 キャリア段位制度の活⏝ サービス係 
レベルㄆ定⪅1名以上 

→レベル2-① 1名ㄆ定⤊了㐩成 

 

㸦㸰㸧 実施状況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 利⏝率の⥔持向上 

今年度も昨年度に引き⥆き⤒営の健全化を㔜点事㡯に挙げ、新つ利⏝⪅の☜保、在⡠利⏝⪅

の利⏝回数増につながるよう、㏦㏄付きぢ学や体㦂利⏝、新つ活動・⾜事企⏬のチラシ作成に

よる㏣加利⏝募㞟などを✚極ⓗに⾜い、新つ利⏝⪅は28名増えたが、新型コロナウイルスによ

る利⏝⪅数の制㝈と⥭急事態宣ゝのⓎ令の影㡪からの利⏝控えにより利⏝⪅数・新つ問い合わ

せ数共に減少し、年㛫の一日の平均利⏝⪅数は30.5人に止まった。 
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㸿㸰 支出の動向把握と借入㏉済 

⫋員にはコスト意㆑が根付いており、⠇⣙に心掛け支出を最小㝈に抑えた。年度当初は、ィ

⏬ⓗに本㒊からの借入㔠を㏉済する予定であったが、新型コロナウイルス感染の⏒大な影㡪に

より収入が激減したため、㏫に 10月に本㒊から1,000万円を借り入れる⤖果となった。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 地域のニーズに応じた事業展㛤 ワークライフバランス 

⚃日営業も 3年┠となり定╔してきており、ご利⏝⪅及びご家族、ケアマネージャーにも浸

㏱した。本年度の⚃日営業は 12日となった。 

⫋員の意㆑や休み方の工夫をすることで、⫋場のバランスを保ちながら全⫋員の有休休暇 5

日以上取得を㐩成した。 

㹀㸰 ⪁朽化タ備➼の更新 

今年度は、コロナウイルスの流⾜もあり、助成㔠を活⏝し新たに冷暖房機 2機を㉎入し、室

内⎔境と換気の状況を改善した。㏦㏄㌴の拡充については、予⟬の㛵係上㏦㏄㌴の入れ替えは

ぢ㏦ることとしたが、◔ホームよりセレナリフトを1台ㆡり受け 1月より㐠⾜を㛤始した。浴

室では⪁朽化からシャワーの故㞀があり修⌮を実施した。 

㹀㸱 安全対⟇の⥅⥆強化 

全営業日、出勤⫋員による「事故ゼロ宣ゝ」について⥅⥆実施し、安全に対する意㆑を㧗め

た。世⏣㇂区への報告事故件数は昨年度 5件であったが、今年度は 1件と減少した。インシデ

ント分析ではヒヤリハットを整⌮し、事故の分㢮・時㛫・場所などを㞟ィし、事故の㉳きやす

い状況を明☜化出来るよう取り⤌んだ。 

㹀㸲 ボランティアとの㐃携 

⥭急事態宣ゝ中は、外㒊ボランティアの方々の活動もやむなく⮬⢔いただいた。そのためボ

ランティアㅮ師を招いての活動も中断となる可⬟性があったが、ㅮ師と㐃携を密に図ることで、

⫋員対応にて活動を⥅⥆することができた。 

活動⿵助をお㢪いしているボランティアが9月より 1名増員となった。 

㹀㸳 サービス活動の充実 

⮬❧支援を意㆑した新しいプログラムを提供するィ⏬であったが、新型コロナウイルス感染

拡大により活動そのものが大きな制㝈を受ける⤖果となり、予定した新企⏬についても㛤始を

断念せざるを得ない状況となった。しかし、そのような状況下においてもYouTubeでの体操動

⏬の㓄信、Twitter の定期更新による情報Ⓨ信、制作したソーシャルディスタンス㡢㢌の活⏝

➼、㏆㞄地域や外㒊の方々との交流を㔜どした新たなサービスを展㛤することができた。 

 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 サービスマナーと㉁の向上 

各⫋員の㉁の向上を┠指し、年㛫を㏻して全⫋員がそれぞれ 1回以上外㒊◊修に参加する方

㔪とし、全体で8件の外㒊◊修と 7テーマの伝㐩◊修を㛤催した。また、介ㆤ⫋員それぞれが

テーマや企⏬を担当した勉強会を 6回実施した。⮬分たちに何が欠けていて何が必せかを常に

⪃え実㊶する力を㣴った。 

  㹁㸰 キャリア段位制度の活⏝ 

介ㆤ⫋員の㈨㉁㸦専㛛性㸧向上を図るため、キャリア段位制度の活⏝を引き⥆き⥅⥆し、レ

ベル 2-① 㸯名ㄆ定⤊了㐩成し、⫋員の㉁の向上が図れた。 
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㸱 㐠営⟶⌮ 

(1) ⫋員の㓄⨨状況 

令和 2年度の⫋員㓄⨨状況は、次のとおりである。   㸦令和 3年3月 31日⌧在、単位㸸人㸧 

⫋✀区分 

㓄⨨区分 
施タ㛗 医 師 事務員 

⏕ 活 

┦ㄯ員 

┳ㆤ

⫋員 

介ㆤ 

⫋員 

機⬟カ⦎

指導員 
ィ 備 ⪃ 

⌧

員 

常勤⫋員 1㸦1㸧  1 2(2) 1(1) 9 (3) (1) 14(8) ()は兼務 

㠀常勤⫋員  1   2 2 1 6 

ィ 1㸦1㸧 1 1 2(2) 3(1) 11(3) 1(1) 20(8) 

注 㸯 機⬟カ⦎指導員の㠀常勤⫋員は、マッサージ師である。㸰 事務員は法人本㒊に所属している。 
   㸱 ┳ㆤ⫋員は機⬟カ⦎指導員を兼務。 

 

(2) ⫋員◊修の状況 

   令和 2年度の⫋員◊修の状況は、次のとおりである。 

◊   修   名 参加⫋✀ 主  催 人員 実施月 

内

㒊

◊

修 

内㒊伝㐩◊修 

介ㆤ⫋員勉強会 

全⫋員 

介ㆤ⫋員 

担当⫋員 

介ㆤ⫋員 

㝶時 

㝶時 

月1回 

月1回 

外

㒊

◊

修 

ㄆ▱ケアの⌮念とど点 

⚟♴サービス従事⪅に必せな感染対⟇ 

⚟♴サービス従事⪅に必せな感染対⟇ 

人権の⌮ゎ促㐍◊修「ハラスメント」の㜵止 

Wound Hygiene創傷⾨⏕ 
対人援助⫋に必せなコミュニケーションの⌮ゎ 

⮬❧支援と㔜度化㜵止の基♏▱㆑ 

㧗㱋㞀☀⪅への支援を学ぶ 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

┳ㆤ師 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

┦ㄯ員 

株式会♫ミライクオリティ 

公┈♫団法人日本┳ㆤ協会 

公┈♫団法人日本┳ㆤ協会 

世⏣㇂区♫会⚟♴事業団 

医⛉大学教授 

世⏣㇂区♫会⚟♴事業団 

医⒪法人♫団創⚟会 

◔⥲合支所保健⚟♴ㄢ 

1 

1 

2 

2 

1 

2 

1 

1 

9月 

9月 

10月 

10月 

11月 

11月 

12月 

3月 

(3) 㓄㣗サービス 

   デイサービス㏦㏄㌴を活⏝した、在宅㧗㱋⪅の健康⥔持や安否☜ㄆを┠ⓗとし独居㧗㱋⪅の安

全・安心に寄与した。世⏣㇂区の㓄㣗サービス事業撤㏥に伴い、令和3年 3月 31日をもって事

業⤊了となった。 

(4) 㧗㱋⪅住宅⏕活協力員業務 

本事業は、世⏣㇂区が㐠営する㧗㱋⪅㞟合住宅「ホープ大ⶶ」の入居⪅が、健やかに安心して

⮬❧した⏕活が営めるよう、⏕活協力員を㓄⨨して安否☜ㄆ、⥭急時の対応、┦ㄯ援助及び毎月

㸯回の懇ㄯ会など、様々な活動や支援を⾜う事業であり、本年度もィ⏬に基づき円滑に事業を実

施した。 
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㸲 令和 2年度事業ィ⏬の実施状況 

      区分 

事㡯 
概     せ 予定日㺃回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

(1)  㐠営⟶⌮      

① 会  ㆟ 

 

 

 

ア ⫋員会㆟ 

イ ケース会㆟ 

ウ 業務ㄪ整会㆟ 

エ サービス係会㆟ 

月1回 

㝶 時 

月1回 

〃 

― 

― 

― 

― 

全 員 

担 当 

㛵係⫋員 

〃 

 

 

 

 

② ⫋員◊修 

 

 

ア 法人内◊修 

イ 外㒊◊修 

ウ 伝㐩◊修➼ 

㝶 時 

〃 

月1回 

― 

 

 

対㇟⫋員 

〃 

〃 

 

 

 

③ 㜵災対⟇ ア 合同㜵災カ⦎ 月1回 全 員 全 員  

④ 健康⟶⌮ 

 

ア 定期健康デ断 

イ 検 便 

9月 5.6.7日 

月㸯回 

 

― 

全 員 

 

 

 

(2)利⏝⪅支援      

① 支援方㔪 

 

ア ケース会㆟ 月1回 全 員 担 当 

 

 

② 健康⟶⌮ 

 

 

 

③ ⎔境⾨⏕ 

 

ア ⾑圧㺃体温㺃⬦拍測定 

イ 体㔜測定 

ウ 健康指導 

 

ア 害㥑㝖 

イ 床清掃 

毎 回 

月1回 

㝶 時 

 

年4回 

月4回 

 

全 員 

全 員 

 

全 員 

― 

〃 

〃 

〃 

 

業 ⪅ 

業 ⪅ 

体㔜測定は⮬

宅でィ測困㞴

な希望⪅のみ

実施。 

 

④ ⤥㣗処㐝 ア ⤥㣗アンケートㄪ査 年2回   12月1回実施 

      

(3)その他 

① 介嬟予旚・日常生活支援䵷合事業 

② 惵梇サービス 

③ 檀漊侭住宅生活協力員業務 

④ 小中学校・保⫱園との䵷合学佺授業受入れと交流

䫱 

 

㏻年 

〃 

〃 

〃 

 

対㇟⪅ 

Ⓩ㘓⪅ 

対㇟⪅ 

全 員 

 

全 員 

㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏 

ㄪ整係 

全 員 

 

 
 

 

新型コロナウ

イルス感染拡

大に伴い中止 
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㸦別⾲㸧            ◔デイサービスセンター㈨料 

㸯㸬㏻所介ㆤ事業 

㸦㸯㸧月別利⏝状況 

【一⯡コース】 

㸺延べ利⏝⪅数㸼                              㸦単位㸸延人数㸧 

月 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10月 11月 12月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

せ支援㸯 18 4 23 21 25 25 24 25 14 17 19 25 240 

せ支援㸰 23 2 41 42 49 40 56 63 60 60 62 74 572 

事業対㇟ 9 4 12 13 8 12 12 12 6 7 8 11 114 

予㜵小ィ 50 10 76 76 82 77 92 100 80 84 89 110 926 

せ介ㆤ㸯 69 41 113 143 130 128 144 125 113 103 104 105 1318 

せ介ㆤ㸰 210 150 325 350 312 276 313 319 253 287 308 356 3459 

せ介ㆤ㸱 181 116 240 250 217 238 241 193 215 181 176 205 2453 

せ介ㆤ㸲 71 47 135 122 118 113 110 107 76 90 109 120 1218 

せ介ㆤ㸳 54 36 68 93 92 84 80 80 78 72 66 80 883 

区分変更中 3 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 

介ㆤ小ィ 588 390 885 958 869 839 888 824 735 733 763 866 9338 

合 ィ 638 400 961 1034 951 916 980 924 815 817 852 976 10264 

 

㸺一日平均利⏝⪅数㸼                             㸦単位㸸人㸧 

  月 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10月 11月 12月 㸯月 㸰月 㸱月 平均 

実施日数 26 22 26 27 26 26 27 25 24 24 24 27 25.3 

⥲合 1.9 0.5 2.9 2.8 3.2 3.0 3.4 4.0 3.3 3.5 3.7 4.1 3.0 

介ㆤ 22.6 17.8 34.0 35.5 33.4 32.2 32.9 33.0 30.7 30.5 31.8 32.1 30.5 

合 ィ 24.5 18.3 36.9 38.3 36.6 35.2 36.3 37.0 34.0 34.0 35.5 36.2 33.6 

 

㸦㸰㸧月別入浴利⏝状況                             (単位㸸人㸧 

    月 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 㸯㸮月 㸯㸯月 㸯㸰月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

一⯡ 253 200 321 322 313 288 334 266 270 243 252 296 3358 

ィ 253 200 321 322 313 288 334 266 270 243 252 296 3358 

            

㸦㸱㸧月別機⬟カ⦎利⏝状況                            (単位㸸人㸧 

    月 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 㸯㸮月 㸯㸯月 㸯㸰月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

㐠動器 19 5 17 16 15 17 19 20 19 18 18 20 203 

ィ 19 5 17 16 15 17 19 20 19 18 18 20 203 
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㸦㸲㸧地域別利⏝⪅状況   㸦令和3年3月31日⌧在㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸳㸧利⏝⪅増減状況              (単位㸸人) 

令和 2年度当初Ⓩ㘓在⡠⪅数 119 

新  つ  Ⓩ  㘓  ⪅  数 32 

廃   止   ⪅   数 45 

令和 2年度末Ⓩ㘓在⡠⪅数 106 

 

㸦㸴㸧令和 2年度廃止⪅廃止事⏤状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸵㸧施タ内処⨨状況                                  㸦単位㸸人㸧 

区分 

処⨨別 
内  容 

延  人  員 
月平均人員 比率㸦㸣㸧 

⏨ 女 ィ 

検  査 
体温・⬦拍測定 3232 6992 10224 852.0 40.8 

⾑圧測定 3232 6992 10224 852.0 40.8 

処  ⨨ 

服⸆⟶⌮ 974 1658 2632 219.3 10.5 

点║・点⪥ 197 121 318 26.5 1.3 

㌾⭯塗布㸦⓶㸧 121 144 265 22.1 1.1 

包交(外⛉) 0 2 2 0.2 0.0 

湿布㈞布 121 144 265 22.1 1.1 

便・尿コントロール 52 343 395 32.9 1.6 

⫶ろう 308 0 308 25.7 1.2 

㓟 ⣲ 0 0 0 0 0 

その他  47 54 101 8.4 0.4 

合  ィ  8552 16054 25056 2088.0 100 

地域名 人数㸦人㸧 比 率㸦㸣㸧 地域名 人数㸦人㸧 比 率㸦㸣㸧 

◔ 67 57.3 㙊⏣ 1 0.7 

大ⶶ 18 15.4 喜多ぢ 2 1.8 

岡本 9 7.6 玉川 4 3.5 

瀬⏣ 2 1.8 玉川台 1 0.7 

♽師㇂ 4 3.5 桜丘 0 0.0 

上⏝㈡ 3 2.6 宇奈根 3 2.6 

成城 1 0.7 ⏝㈡ 0 0.0 

千歳台 2 1.8  

ィ 117 100.0 

事   ⏤ 人数㸦人㸧 比率㸦㸣㸧 

死去、、ADL低下、 16 35.7㸣 

他施タ・他㺙㺎㺩㺼㺛利⏝ 6 13.2㸣 

施タ入所 17 37.9㸣 

その他(㌿居・⮬❧➼) 6 13.2㸣 

ィ 45 100.0㸣 
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㸰 委ク事業 

㸦㸯㸧㧗㱋⪅㓄㣗サービス事業㸦世⏣㇂区㸧                   (単位㸸人㸧 

区分 
 

月 

月始
Ⓩ㘓
⪅数 

新つ
Ⓩ㘓
⪅数 

⛣⾜
Ⓩ㘓
⪅数 

Ⓩ㘓
廃止
⪅数 

⛣⾜
廃止
⪅数 

月末
Ⓩ㘓
⪅数 

㓄 㣗 
日 数 
㸦日㸧 

実 㓄 
㣗 数 
㸦㣗㸧 

平均㓄
㣗数
㸦㣗㸧 

協力 
員数 

4月 13 0 0 1 0 12 25 263 10.5 0 

5月 12 0 0 0 0 12 22 203 9.2 0 

6月 12 0 0 0 0 12 26 236 9.1 0 

7月 12 0 0 1 0 11 25 211 8.4 0 

8月 11 0 0 0 0 11 25 207 8.3 0 

9月 11 0 0 0 0 11 24 197 8.2 0 

10月 11 0 0 1 0 10 27 220 8.1 0 

11月 10 0 0 0 0 10 23 178 7.7 0 

12月 10 0 0 0 0 10 24 171 7.1 0 

1月 10 0 0 0 0 10 23 164 7.1 0 

2月 10 0 0 0 0 10 23 154 7.0 0 

3月 10 0 0 0 0 10 26 181 7.0 0 

 

㸦㸰㸧世⏣㇂区営住宅⏕活協力員派㐵事業 

  協力員数 令和2年 4月 1日㸸3名 令和3年 3月 31日㸸3名 

  区営住宅月別入居⪅数 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

ホープ大ⶶ 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 18 
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10 港区❧㞀害保健⚟♴センター  

 

㸯 令和 2年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 

今年度は、新型コロナウイルスの感染拡大とその㜵止に努めてきたところである。このような状

況のため、各施タとも例年実施していた各✀⾜事の㛤催を中止又は⦰小➼の対応を取らざるを得な

かった。 

港区からは、今年度から令和 11年度までの 10年㛫にわたる「㞀害保健⚟♴センター」の➨ 2回

┠の指定⟶⌮事業⪅指定を受けた。 

新たな指定を受け、レスパイト事業は今年度から㞀害⪅⥲合支援法に基づく▷期入所事業に変更 

した。これまでのノウハウを⏕かし業務を㐍めたため、事業⛣⾜に伴う混乱はぢられなかった。 

㔜心㌟㞀害児と医⒪ⓗケア児を対㇟とした放ㄢ後➼デイサービス事業を新たに東京㒔への事業

指定⏦ㄳを⤒て、本年12月から利⏝定員5人で実施した。事業㛤始に当たっては、利⏝⪅の支援方

法、⫋員の㓄⨨・シフト体制、⫋員☜保➼についての検ウを⾜った。特に、⫋員は新たに採⏝した

⫋員が多いため、これまで⤒㦂してきた内容・⤒㦂年数が␗なり、同じ利⏝⪅に対し同一の意㆑を

もって、同一のサービス提供をできるような◊修を✚極ⓗに⥆けてきた。 

みなとワークアクティは、センター㸯㝵でみなと㞀がい⪅⚟♴事業団が⾜っていた「喫Ⲕ店」の

営業を引き⥅ぎ、新たに㛤所することになっていた。このため提供するメニューやㄪ⌮・提供を⾜

う⫋員体制➼営業に係る検ウを⾜った。しかし、新型コロナウイルスの感染拡大の影㡪で、センタ

ー改修工事が年末まで伸びたため、㛤店時期は⩣年度に延期となった。 

工房アミは、センター改修工事を⤒て 1㝵と3㝵に分かれていたクラスを2㝵に㞟中させた。ま

た令和 3年度から、㞀害特性・ㄢ㢟別クラスの⦅成を⾜うため、ワーキングチームを⤖成して㞀害

別の┠標、プログラム➼のぢ┤しを⥆けてきた。 

新型コロナウイルス感染の延状態が㸯年㛫⥆き、各施タとも施タ㐠営に困㞴を来したが、新

たな指定⟶⌮事業⪅として新たに⾜うこととされた事業➼については予定㏻り実施することが出

来た。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値の㐍捗状況 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 
新たな指定⟶⌮期㛫に向けた取

り⤌み 
施タ㛗 

新つ指定⟶⌮を受け、新たな事業

実施に取り⤌むことが出来た 

㸰 
新つ事業の医⒪ⓗケアに係る対

応 
施タ㛗 

放ㄢ後➼デイサービス事業⫋員が◊

修➼を実施し、事業㛤始に備えた 

 

(㸰) 実施状況のホ価 

 㸿㸯 新たな指定⟶⌮期㛫に向けた取り⤌み   

  本年度は、㞀害保健⚟♴センターにおいて放ㄢ後➼デイサービス事業、みなとワークアクテ

ィの㸯㝵㣧㣗店の㐠営、工房アミのクラス⦅成替の準備及び地域活動支援センターの地域⏕活

支援拠点整備➼と新たな事業の㛤始に向けた準備作業がたくさんあった。新型コロナウイルス
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の感染拡大という状況もあったが、予定した作業は港区担当⫋員と十分な㐃携を取り㐍めるこ

とができた。 

 

 㸿㸰 新つ事業の医⒪ⓗケアに係る対応   

放ㄢ後➼デイサービス事業では㔜心㌟㞀害児と医⒪ⓗケア児を利⏝対㇟としているため、

この分㔝の▱㆑・技⾡の修得を┠指し多くの◊修会参加のィ⏬を❧てていた。しかし、新型コ

ロナ感染拡大により外㒊◊修が中止になり、更に他施タへのぢ学も実施できない状況になった。

このため、法人内の友愛デイサービスセンター及び児❺Ⓨ㐩支援センターに出向いて、医⒪ⓗ

ケア児の支援状況を学んだ。 
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㸯㸮㸫㸦㸯㸧㐠営⟶⌮㒊 

 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯)方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧実施状況及び今後のㄢ㢟 

方㔪 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

䠍 
法内事業増加に伴う業務効

率化 
担当⪅ 

ㄳ求ソフト導入 

担当⪅2名の役割を明☜化 

䠎 ⏕活支援員業務の削減 担当⪅ 
⏕活支援員業務の 7割を併任⫋員から専従⫋

員へ⛣⾜ 

䠏 内㒊┘査の実施 担当⪅ 内㒊┘査及びフォローアップ実施 

 

 (㸰) 実施状況のホ価 

 㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 4月 1日に▷期入所事業、12月 1日に放ㄢ後➼デイサービス事業が㛤始されたが、担当⪅2

名の役割を明☜化し、効率ⓗにㄳ求業務を㐙⾜できるように体制を整えた。 

 

㸿㸰 法内事業増加に伴い増大する事務作業に対応するため、地域活動支援センター専従、併任⏕

活支援員全体で均➼に分担していた各事業㐠営業務を、地域活動支援センター専従⏕活支援

員が主担当として担うよう引⥅ぎを⾜った。 

 

㸿㸱 対㇟となるすべての委ク業務受ク事業⪅に対し、令和2年 10月 27日までに内㒊┘査を実施

し、┘査後の指摘事㡯に対するフォローアップを、令和 3年 3月 22日までに完了した。 
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㸯㸮㸫㸦㸰㸧地域活動支援センター 

 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧実施状況及び今後のㄢ㢟 

方㔪 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 
⤒営 
㈈務 

㸯 ⮬❧カ⦎㒊㛛の利⏝⪅増 
機⬟カ

⦎㒊㛛 

① 1日 10名Ⓩ㘓⇒1日平均Ⓩ㘓5㹼6名 
② 年㛫5名新つ利⏝⪅獲得⇒4名獲得 

㸰 ィ⏬┦ㄯの利⏝料収入の☜保 
ィ⏬┦

ㄯ㒊㛛 

① モニタリング・プラン作成 
月平均70件⇒月平均58件 

㹀 
品㉁ 

1 

地域⏕活支援拠点の構⠏ 地活 

① 地域⏕活支援コーディネーター事業㛤
始⇒全11回打ち合わせを実施。令和3
年度までの拠点整備のィ⏬㸦案㸧作成、
⪺き取りシート㸦案㸧作成、事業のチ
ラシ㸦案㸧作成、他市区⏫村への整備
状況のㄪ査を実施。 

㞀害⚟♴の啓Ⓨ活動 全員 

① 㞀害児・⪅を支援する人のための◊修
年8回⇒7回実施。㸦うち1回は中断㸧 

② 㧗次⬻機⬟㞀害⌮ゎ促㐍事業㐠営 
⇒┦ㄯ会を毎月1回実施。ㅮ演会1回、
◊修会2回実施。 

㸰 

 
⮬❧カ⦎㒊㛛の広報活動 
 

機⬟カ

⦎㒊㛛 

① 事業所ㄝ明会 年2回実施⇒新型コロ
ナウイルス感染拡大のため㛤催できて
いない。代わりとして、利⏝⪅募㞟の
リーフレットを作成して㓄付。 

② 広報⣬への掲㍕⇒8月21日号、1月21
日号に掲㍕。 

③ ┦ㄯ支援事業所㐃⤡会及び支所㐃⤡会
での事業ㄝ明➼⇒㐃⤡会中止により未
実施。 

⮬❧カ⦎㒊㛛のコンプライアンス強
化 

機⬟カ

⦎㒊㛛 

東京㒔の指導検査㡯┠に基づき、⮬主点検
を実施 
➨三⪅ホ価を受審することでサービス提供
状況を☜ㄆし⮬主点検の機会とした 

㸱 ィ⏬┦ㄯのサービスの拡大 
ィ⏬┦

ㄯ㒊㛛 

① 土曜日㛤所及び 9㸸00㹼18㸸00に時㛫
変更⇒4月から実施。 

㸲 
入浴㒊㛛の㢳客に喜ばれるサービス
の提供 

入浴 

㒊㛛 

①イベント湯の実施と快㐺な✵㛫の提供 
1回┠「桜湯」4月実施 
2回┠「ハワイアンブル―の湯」7月実施 
3回┠「⣚ⴥの湯」10月実施 
4回┠「おもち湯Xmas企⏬」11月実施 
② インフラの日常点検とィ⏬ⓗな整備 
⇒9月に業⪅による定期点検を⤊了。 

㹁 
人材
⫱成 

㸯 個人情報保ㆤの徹底 全員 
① 個人情報保ㆤの◊修実施⇒8㹼9 月に

全⫋員を対㇟に内㒊◊修を実施。 

㸰 待㜵止の徹底 全員 

① セルフチェックリスト、早期Ⓨぢチェ
ックリストを実施 

② 待㜵止の◊修⇒新型コロナウイルス
感染拡大のため延期 

㸱 ┦ㄯ支援技⾡の向上 
地活 

㒊㛛 

① 各✀┦ㄯ支援セミナー受ㅮ⇒◊修の中
止又は延期により未受ㅮ。 
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㸲 㞀害⚟♴サービス⌮ゎ 
機⬟カ

⦎㒊㛛 

・㞀害⪅⥲合支援法及びサービス⟶⌮を学

ぶ勉強会の実施。 

・サービス⟶⌮㈐任⪅◊修の伝㐩◊修実施 

・個別支援ィ⏬の❧て方 勉強会実施 

・外㒊⌮学⒪法士によるスーパービジョン

3回実施 

・⿵具及び⚟♴⏝具の㑅定に㛵わる◊修

会への派㐵できず、勉強会実施 

・技⾡◊修への派㐵ができなかったため、

内㒊勉強会実施 

・㧗次⬻機⬟㞀害に㛵する◊修参加㸦ZOOM㸧 

・㊊❧区⮬❧カ⦎事業所ぢ学実施 

㸳 専㛛スキルの向上 
ィ⏬┦

ㄯ㒊㛛 

① ┦ㄯ支援専㛛員の専㛛別◊修受ㅮ⇒新
型コロナの影㡪で今年度中止 

㸴 安心・安全の提供 
入浴 

㒊㛛 

① 個別支援提供の為の◊修実施 

⇒12月㹼3月実施。 

② 想定㑊㞴カ⦎ 

⇒2月 20日実施 

 

 (㸰) 実施状況のホ価 

 㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 ⮬❧カ⦎㒊㛛の利⏝⪅増 

   今年度から利⏝料は┤接利⏝⪅から徴収する方法に変更され、利⏝料増収を図るため、1 日

10名Ⓩ㘓の┠標を掲げ、利⏝⪅増を┠指し利⏝⪅の㏻所日を利⏝⪅の⏕活リズムに合わせ午後

の㏻所や▷時㛫㏻所を可⬟にしたが、新型コロナ感染予㜵のための⮬⢔もあり、✚極ⓗな広

報活動ができなかった。年度末になり新つ利⏝の問い合わせが増え、特別支援学校㧗➼㒊から

も問い合わせがあったが、今年度 3名のⓏ㘓と次年度利⏝㛤始に向け1名、ィ 4名のⓏ㘓にと

どまった。次年度は、回復期㝔への PRに加え、特別支援学校へもリーフレット➼㓄付し、利

⏝対㇟⪅を拡大する。 

 

㸿㸰 ィ⏬┦ㄯの利⏝料収入の☜保 

   ┠標は月平均70件であったが、㢖回な┦ㄯ対応をせするケースを依㢗されることが多く、月

平均 58件にとどまった。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 地域⏕活支援拠点の構⠏ 

   港区では、今年度末までに地域⏕活支援拠点を構⠏するにあたり、打ち合わせを㔜ねてきた

が、⪺き取りシート㸦案㸧作成、事業のチラシ㸦案㸧作成、他市区⏫村への整備状況のㄪ査を

実施するにとどまった。次年度以㝆、地域⏕活支援拠点整備ィ⏬に則り、区役所におけるせ⥘

整備とともに、センターは地域⏕活支援コーディネーターとしての役割を担い事業を推㐍する

こととなっている。 

 

㹀㸯 㞀害⚟♴の啓Ⓨ活動 

   港区から今年度新たに委クされた「㞀害児・⪅を支援する人のための◊修」は、年 8回の予

定であったが、新型コロナウイルスの感染拡大㜵止のため➨ 1回を中止し、➨2回より実施し

た。➨ 8回については、◊修㛤始後に建物内で小火がⓎ⏕したため中断した。同じく今年度か
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ら受クした「㧗次⬻機⬟㞀害⌮ゎ促㐍事業」については、4月、5月の┦ㄯ会は、新型コロナウ

イルスの感染拡大㜵止のため中止した。┦ㄯ⪅は実人数 9名で、㧗次⬻機⬟㞀害についての┦

ㄯができる㝔の⤂介や、⏕活の┦ㄯ、就労に㛵する┦ㄯ、小児の㧗次⬻検査や学校⏕活に㛵

する┦ㄯがあった。11月のㅮ演会は「地域で支える包括ⓗ支援のありかた」をテーマに㛤催し

64名が参加し、1月と 2月の◊修会は、それぞれ「㧗次⬻機⬟㞀害の方を支援するために㹼在

宅⏕活、♫会参加について㹼」28 名、「㧗次⬻機⬟㞀害の方を支援するために㹼就労について

㹼」24名の参加があった。いずれも、新型コロナウイルスの感染拡大㜵止のため、定員を⦰小

して実施した。 

 

㹀㸰 ⮬❧カ⦎㒊㛛の広報活動 

⤒営㈈務の┠標値に、利⏝⪅増 1日 10名Ⓩ㘓を掲げており、従来の事業所ㄝ明会だけでな

く、希望する医⒪機㛵、施タで出張による事業所ㄝ明会を㛤催する予定であったが、新型コロ

ナウイルス感染拡大により㛤催ができなかった。そのため、広報⏝リーフレットを新たに作

成し 3月に㓄布したところ、その後の問い合わせが増加した。今後、医⒪機㛵を㏥㝔する人を

対㇟に定期ⓗな㓄布を⾜い、事業を▱ってもらう機会を拡大することにしている。 

 

㹀㸰 ⮬❧カ⦎㒊㛛のコンプライアンス強化 

令和元年度の実地指導内容をもとに⌧在の状況について⮬主点検を実施し、事業㐠営をぢ┤ 

す機会、⫋員が㐠営を▱る機会をタけることができた。また、ISO 内㒊┘査や➨三⪅ホ価受審

を㏻じ、㐺正にサービス提供ができていることを点検する機会とした。今後も㞀害⚟♴サービ

スの㐠営基準に合わせた㐺正な事業㐠営を図る。 

 

㹀㸱 ィ⏬┦ㄯのサービスの拡大 

 平日の日中に働いている保ㆤ⪅が┦ㄯしやすいよう、4月から営業時㛫の⧞り下げと土 

曜日㛤所を実施した。 

 

㹀㸲 入浴㒊㛛の㢳客に喜ばれるサービスの提供 

想定外だった新型コロナウイルスの感染拡大という状況下での㐠営となった。営業は、予㜵

対⟇のため体制を⦰小して、当初のィ⏬㏻り「イベント湯」を実施した。利⏝⪅から「⚟♴サ

ービスの大半が営業休止になり⢭⚄ⓗな㈇担も強いられる中でイベント湯の存在が㠀常に大き

かった」との声も多く寄せられた。またイベント湯のぢ学⪅から 2名の新つ契⣙が決まった。

改めて「イベント湯」の効果もあったことが☜ㄆされた。同時にインフラのィ⏬ⓗな整備、点

検を実施し快㐺な⎔境を安定ⓗに提供することができた。その⤖果、意向ㄪ査の満㊊度も 95㸣

以上と㧗ホ価を獲得することができた。来年度も引き⥆き、「㢳客に喜ばれるサービスの提供」

を┠指していく。 

 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 個人情報保ㆤの徹底 

8月㹼9月にかけて内㒊◊修を実施し、ほぼ全員の◊修を⤊了した。 

 

㹁㸰 待㜵止の徹底 

   ⫋員セルフチェックリストと利⏝⪅に対する早期Ⓨぢチェックリストを実施した。そこで得
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られた情報をまとめ、⫋員㛫での☜ㄆ、サービス提供のすり合わせを実施した。改めて、⫋員

倫⌮⾜動基準を☜ㄆすることができた。 

   待㜵止◊修を予定していたが、新型コロナウイルスの感染㜵止のため延期とした。 

 

㹁㸱 ┦ㄯ支援技⾡の向上 

   新型コロナウイルス感染拡大のため中止もしくは延期になったセミナーが多かったが、オン

ラインで㛤催されたものには参加することができた。 

 

㹁㸲 㞀害⚟♴サービス⌮ゎ 

   様々な◊修会➼が新型コロナウイルス感染拡大により中止になったが、機⬟カ⦎㒊㛛では、

㉁の㧗いサービスを⥔持し利⏝⪅を多く受け入れるため、内㒊◊修として「個別支援ィ⏬の⪃

え方、書き方」「㞀害⚟♴サービスについて」「コミュニケーション支援とㄆ▱」「シーティング

ㅮ⩦会」「サービス⟶⌮㈐任⪅伝㐩◊修」を実施し、⫋員のサービス⌮ゎを深める機会となった。 

 また、技⾡ⓗな◊修会としては外㒊⌮学⒪法士によるスーパービジョン、同事業所のぢ学を

実施することができた。 

 

㹁㸳 専㛛スキルの向上 

   ┦ㄯ支援専㛛員の専㛛別◊修➼への参加をィ⏬していたが、新型コロナウイルスの影㡪で各

✀◊修が中止となり、受ㅮできなかった。 

 

㹁㸴 入浴㒊㛛の安心・安全の提供 

   新つ契⣙⪅の不安㍍減のため、家族と支援員で支援方法の検ウ会を実施した。実㝿に㠃接す

ることで、利⏝⪅の全体像をより把握することができた。また㞀害特性に合わせた支援方法

を実施したことで、より安全で安心な入浴を提供することができた。また支援中の災害を想

定して㑊㞴カ⦎を実施した。 
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㸰 令和 2年度の事業ィ⏬の実施状況  

㸦1㸧会㆟・委員会➼ 

     区分 
事㡯 

概     せ 
実施予定 
日・回数 

担当 㐍捗状況 

㸯 㐠営⟶⌮ 

①会㆟ 
 

 

 

 

 

 

 

 

【他係㐃携会㆟】 

 

【㛵係機㛵との会㆟】 

 

 

業務ㄪ整会㆟ 

地活会㆟ 

⮬❧カ⦎担当⪅会㆟ 

入浴担当⪅会㆟ 

ケースカンファレンス 

個別支援ィ⏬会㆟ 

ィ⏬┦ㄯㄪ整会㆟ 

利⏝会㆟㸦⮬❧カ⦎㸧 

利⏝会㆟㸦区単独事業㸧 

機⬟カ⦎士会 

┦ㄯ員ミーティング 

┳ㆤ師会㆟ 

┦ㄯ支援事業⪅㐃⤡会 

 

➨ 1月曜 

➨ 4火曜 

➨ 3㔠曜 

月 1回 

㝶時 

㝶時 

➨ 3㔠曜 

㝶時 

年 2回 

月 1回 

月 1回 

㝸月 

毎月 

 

施タ㛗・役⫋⪅ 

施タ㛗 係 

施タ㛗 係 

入浴担当⪅ 

係 

係 

施タ㛗 係 

施タ㛗 係 

施タ㛗 係 

PT・OT・ST 

┦ㄯ員 

┳ㆤ師 

┦ㄯ支援専㛛員 

 

予定㏻り実施 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

②⫋員◊修 
 

学校ぢ学 

他施タぢ学 

外㒊◊修 

内㒊◊修 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 
 

係 

全員 

全員 

全員+ 

実施せず 

実施せず 

一㒊参加 

一㒊実施 

㸦新型コロナウイ

ルス感染拡大のた

め㸧 

③実⩦⏕受入れ 東洋大学 

東京⚟♴大学 

帝京平成大学㸦作業⒪

法学⛉㸧 

9月 

8、10、㸯月 

10月 

実⩦指導⪅ 

実⩦指導⪅ 

機⬟カ⦎担当 

中止 

中止 

中止 

㸦新型コロナウイ

ルス感染拡大のた

め㸧 

㸰 利⏝⪅支援 

┦ㄯ業務 

 

一⯡┦ㄯ 

専㛛┦ㄯ 

専㛛医┦ㄯ 

㝶時 

㝶時 

定期 

係 

係 

⢭⚄⚄⤒⛉、整

形外⛉、║⛉、

内⛉、⪥㰯咽喉

⛉、歯⛉ 

㝶時実施 

67件 

毎月 
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㸦2㸧サロン事業実施状況 

実施月 実施回数 参加人数 参加ボランティア数 

4月 0 0 0 

5月 0 0 0 

6月 2 10 2 

7月 4 22 5 

8月 2 10 4 

9月 5 22 5 

10月 3 19 11 

11月 4 25 6 

12月 3 22 3 

1月 4 24 3 

2月 3 18 1 

3月 3 26 4 

   ※4月、5月は新型コロナウイルス感染拡大㜵止のため、実施を⮬⢔した。 

   ※港区の民⏕委員がボランティアとして㍯␒で参加している㸦⥭急事態宣ゝ下を㝖く㸧。 

 

㸦3㸧地域⮬❧⏕活支援事業の実施状況 

ㅮ⩦会 
㛤 催 月 

㸦曜日㸧 

定員 

㸦人㸧 
利⏝⪅数 
(Ⓩ㘓人数㸧 

利⏝⪅ 

㸦延人数㸧 
内容 

パソコン 
火曜日教室 ① 

毎㐌火曜日 

㸦全8回×1教室㸧 

10 

×1教室 
2 2 

「⣬Ⱚ居を作ろう」 
パワーポイント機⬟で⏬像・アニメ
ーション・動⏬・㡢声の挿入などの
基本操作を使った⣬Ⱚ居作り 
㸦※新型コロナウイルス感染拡大㜵止によ

り、1㹼7回まで実施を⮬⢔した㸧 

パソコン 
火曜日教室 ② 

毎㐌火曜日 

(全8回×1教室) 

10 

×㸯教室 
4 23 

「⣬Ⱚ居を作ろう」 
パワーポイント機⬟で⏬像・アニメ
ーション・動⏬・㡢声の挿入などの
基本操作を使った⣬Ⱚ居作り 
㸦※新型コロナウイルス感染拡大㜵止によ

り、①で1㹼7回まで実施を⮬⢔したため同じ

内容で実施した㸧 

パソコン 
火曜日教室 ③ 

毎㐌火曜日 

(全8回×㸯教室) 

10 

×㸯教室 
5 39 

「オリジナルカレンダー作り」   
エクセルの基本操作・㛵数・⏬像取
㎸みを使ったカレンダー作り 

パソコン 
㔠曜日教室 ① 

毎㐌㔠曜日 

㸦全8回×1教室㸧 

10 

×1教室 
4 2 

「リーフレット作り」ワードの基本
操作・図形・ワードアートや⾲を使
ったオリンピック⤂介のリーフレ
ット作り 
㸦※新型コロナウイルス感染拡大㜵止によ

り、1㹼7回まで実施を⮬⢔した㸧 

パソコン 
㔠曜日教室 ② 

毎㐌㔠曜日 

(全8×1教室) 

10 

×1教室 
5 36 

「リーフレット作り」ワードの基本
操作・図形・ワードアートや⾲を使
ったオリンピック⤂介のリーフレ
ット作り       
㸦※新型コロナウイルス感染拡大㜵止によ

り、①で1㹼7回まで実施を⮬⢔したため前回

と同じ内容で実施した㸧 
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パソコン 
㔠曜日教室 ③ 

毎㐌㔠曜日 

(全8×1教室) 

10 

×1教室 
7 42 

「クリスマスカード・年㈡カードを
作ろう」 
ワード・エクセルの基本操作・図
形・⏬像取㎸み➼を使ったカード作
り 

どぬ㞀害⪅のため

のパソコン教室 

奇数月水曜日 

㸦月3回×6ヶ月㸧 

2 

×6ヶ月 
2 21 「㡢声ソフト」による基本操作 

パソコン 
単Ⓨ教室 

6月㸦4回㸧火曜 

1月㸦4回㸧火曜 

1月㸦4回㸧㔠曜 

2月㸦4回㸧㔠曜 

10 

×4教室 
20 68 

「オリジナル名刺作り」・「⡆単なプ
ログラミング」・「ムービーを作ろ
う」・「㣕び出すカード作り」 

水彩⏬教室     㒔合により実施なし 

⤮手⣬教室 

4㹼9月㸦10回㸧 15 10 59 

季⠇の㔝⳯などを㢟材に、はがきや
和⣬に⤮を描きゝⴥを添え〇作 

10㹼3月㸦10回㸧 

10 

(会場の変更

による) 

9 70 

リフレッシュ
体操 
ステップ 

4㹼9月(10回) 10 9  
㒔合により実施なし 

10㹼3月(10回)    

リフレッシュ
体操 
ホップ 

4㹼9月(10回) 10 9 40 椅子に座ってのストレッチ体操、タ
オルなどを使った㐠動と➽トレ実
施 10㹼3月(10回) 10 11 77 

料⌮教室 

6月 8   参加⪅同士の交流をテーマに家庭
でも手㍍に作れる献❧をㄪ⌮し、会
㣗を㏻じ、参加⪅の交流を深め♫会
⏕活⬟力を向上 
[内容] 

・㩬のクリームパスタ㸦12月㸧 

・お好み焼き㸦2月㸧      
※6,9 月は新型コロナウイルス感染拡

大㜵止のため実施を⮬⢔した 

9月 6   

12月 6 5 4 

2月 6 5 5 

㡢楽セラピー 
4月㹼9月㸦10回㸧 15 13 79 慣れぶしんだ曲をリズムに合わせ

楽器を演奏・㌟体を動かす➼ 10月㹼3月㸦10回㸧 15 15 122 

創作ㅮ座 12月(1回) 10 5 5 
クリスマス仕様のアロマストー
ン・スプレー〇作 

アロマセラピー

ㅮ座 
6月㹼7月㸦3回㸧 10 3 7 

アロマの✀㢮・効⬟のㄝ明と「ルームス

プレー」「ネイルオイル」「ハンドクリー

ム」作り 

姿勢を整える体

操 
10月・11月(2回) 10 7 11 

姿勢を正し、Ⰻい座り方について学び、

みんなで座ってできる体操 

チェアロビクス

㸦座ってゆっく

りストレッチ㸧 

12月 10 3 2 
㡢楽に合わせて、座ってゆっくりとした

リズムで⾜うストレッチ体操 
3月 10 8 5 

ィ16教室  263 152 719  

  ※4月、5月は新型コロナウイルス感染拡大㜵止のため、実施を⮬⢔した 
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㸦4㸧⮬主グループ活動内容 

 名   ⛠ 内 容 㢖度 活動日 備⪃ 

㸯 どんぐりの会 ゝㄒ機⬟の⥔持とコミュニケーション 月1回 ➨4㔠曜  

㸰 㹍㹀 September クラブ 水中㐠動 㐌㸯回 毎㐌水曜  

㸱 なご実の会・みなと どぬ㞀害⪅も楽しめる⏕けⰼ 月1回 ➨1木曜  

㸲 典㞞会 カラオケ、Ⲕ㐨、手ⱁなど 月5㹼6回 
➨2・4㔠曜 

➨2㹼5火曜 
 

㸳 
書㐨⮬主グループ「ヒュ
ーマンぷらざ」 

書㐨活動 月1回 ➨1火曜  

㸴 もく木会 㝡ⱁ、☢器、ガラス器の⤮付け㸦シール㸧 月2回 ➨1・2木曜  

㸵 ⤮手⣬  ⤮手⣬を㏻した会員┦互のぶ╬ 月1回 ➨3火曜  

㸶 木曜パソコン会 
パソコン技⾡⩦得と♫会参加を促㐍、ぶ
╬を図る 

㐌1回 毎㐌木曜  

㸷 すみれ会 カラオケを㏻しぶ╬を図る 月1回 ➨4木曜 活動休止中 

10 港区ダーツクラブ ダーツ 月2回 ➨1・3水曜  

11 港サンフレッチェ スポーツ吹き▮ 月14回 

毎㐌月,火,

㔠曜 

➨1・3水曜 

 

12 パンプキンの会 ㄪ⌮活動 偶数月1回 
偶数月➨1又

は3木曜 
 

13 シネマチック同好会 映⏬㚷㈹とぶ╬ 奇数月2回 
奇数月➨1・3

木曜 
活動休止中 

14 港カーレットクラブ 
カーレット㸦カーリングのルールを取り

入れた卓上ゲーム㸧 
月14回 

毎㐌月,火,

㔠曜 

➨1・3水曜 

 

※コロナウイルス感染拡大㜵止のため4月、5月は㒊屋の㈚し出しを中止していたため活動を中止し、

6月以㝆に再㛤。各団体の判断で活動日をㄪ整し、多くの団体は活動㢖度を減らして活動した。 

 

㸦5㸧「㧗次⬻機⬟㞀害⌮ゎ促㐍事業」┦ㄯ会実施状況 

日 件数 備 ⪃ 

4月 16日 ― 新型コロナウイルス感染拡大㜵止のため中止 

5月 21日 ― 新型コロナウイルス感染拡大㜵止のため中止 

6月 18日 3  

7月 16日 2  

8月 20日 1  

9月 17日 0  

10月 15日 1  

11月 19日 1  

12月 17日 3  

1月 21日 1  

2月 18日 0  

3月 18日 3  
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㸦6㸧「㧗次⬻機⬟㞀害⌮ゎ促㐍事業」ㅮ演会・◊修会㛤催状況 

ア ㅮ演会 

   テーマ㸸「地域で支える包括ⓗ支援の在り方㹼㧗次⬻機⬟㞀害にとって主体性がカギ㹼」 

   ㅮ師  㸸㛗㇂川 幹氏㸦三㌺Ⲕ屋内⛉リハビリテーションクリニック㝔㛗㸧 

   日時  㸸11月 1日㸦日㸧13:30㹼15:30 

   会場  㸸㞀害保健⚟♴センター6㝵 多┠ⓗ体⫱室 

   参加人数㸸64名 

イ ◊修会「㧗次⬻機⬟㞀がいの方を支援するために」 

① ➨ 1回 

テーマ㸸「在宅⏕活・♫会参加について」 

   ㅮ師  㸸㷏⏣ 拓也氏㸦東京慈恵会医⛉大学付属リハビリテーション⛉ 医局㛗㸧 

   日時  㸸1月 20日㸦水㸧18:30㹼20:30  

   会場  㸸㞀害保健⚟♴センター6㝵 多┠ⓗ体⫱室 

   参加人数㸸28名 

②  ➨ 2回 

テーマ 㸸「就労について」 

   ㅮ師  㸸㷏⏣拓也氏㸦東京慈恵会医⛉大学付属リハビリテーション⛉ 医局㛗㸧 

   日時  㸸2月 3日㸦水㸧18:30㹼20:30  

   会場  㸸㞀害保健⚟♴センター6㝵 多┠ⓗ体⫱室 

   参加人数㸸24名 

 

 㸦7㸧「㞀害児・⪅を支援している人への◊修」㛤催状況 

 日時 時㛫 会場 ㅮ⩏・ㅮ師 参加人数 

1 
6/15               

㸦月㸧 

18:30       

㹼      

20:30 

6㝵           

多┠ⓗ体⫱室  

「㞀害に㐺した入浴介助のポイント」                          

⯪㇂ 俊彰 氏                      

㸦パナソニック エイジフリー株式会♫ 作業⒪

法士・ㄆ▱ケア専㛛士㸧                               

中止 

※1 

2 
7/6             

㸦月㸧 

「Ⓨ㐩・▱ⓗ㞀害を有する方とのコミュニケーシ

ョンを⪃える」                                      

本㛫 慎治 氏                           

㸦公┈♫団法人 Ⓨ㐩協会 ゝㄒ⫈ぬ士㸧                                      

49 

3 
8/28                     

㸦㔠㸧 

7㝵                   

➉Ⱚ小グ念ホ

ール 

「地域で支える㞀害⪅の“⮬❧”と“⮬律”とは

㹼㞀害⪅権利条⣙より㹼」                              

池原 毅和 氏                                     

㸦東京アドヴォカシー法律事務所㸧                             

25 

4 
9/30          

㸦水㸧 
6㝵           

多┠ⓗ体⫱室 

「Ⓨ㐩㞀害の特性と⏕活支援」           

伊⸨ ♸子 氏                                   

㸦東京㒔❧大学健康⚟♴学㒊 作業⒪法学⛉ 

准教授㸧                                               

43 

5 
11/11         

㸦水㸧 

「摂㣗・嚥下㞀害とその㣗事に㛵して」                         

梶ヶ㇂ 晃 氏                                            

㸦株式会♫フードケア 日本摂㣗嚥下学会 学

会ㄆ定士㸧                                      

32 
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6 
12/11       

㸦㔠㸧 

「『ぢえない』という㞀害について⪃える」                  

ⵀ原 滋⏨ 氏                                 

㸦参天〇⸆株式会♫所属                                            

港区どぬ㞀害⪅⚟♴協会 会㛗          

2000年シドニーパラリンピック ⏨子⮬㌿㌴➇

技 㔠メダリスト)                                         

20 

7 
1/27

㸦水㸧 

18:30       

㹼      

20:00 

「『基♏感ぬ』を⫱てるⓎ㐩支援㹼感ぬ⤫合が教

えてくれたもの㹼」                              

木村 㡰 氏                        

㸦⒪⫱塾ドリームタイム 作業⒪法士㸧                       

60 

8 
2/25

㸦木㸧 

「⢭⚄㞀害⪅のリカバリーとピアサポート」                        

岩上 洋一 氏                                                    

㸦♫会⚟♴法人じりつ ⌮事㛗 ⢭⚄保健⚟♴

士㸧                                        

㣤山和弘 氏                          

㸦㞀害当事⪅ 埼ⴱ北㞀がい⪅地域活動支援セ

ンター ⟶⌮⪅㸧                                                                                                

17 

※2                  

※1 新型コロナウイルス感染拡大㜵止のため 

※2 センター㒔合により㏵中⤊了 

 

㸦8㸧入浴サービス 

ア 提供実⦼ 

 機械入浴 

(19人) 

介助入浴 

(12人) 

家族入浴 

(8人) 

 機械入浴 

(19人) 

介助入浴 

(12人) 

家族入浴 

(8人) 

4月 77 42 14 10月 87 62 36 

5月 56 26 9 11月 87 57 43 

6月 102 72 22 12月 86 57 36 

7月 103 68 19 1月 88 50 23 

8月 91 59 23 2月 84 49 23 

9月 87 60 26 3月 93 62 36 

延べ⥲数 1,041 664 310 

 

イ 利⏝⪅の状況㸦3月 31日⌧在㸧                   㸦単位㸸人㸧 

 機械入浴 介助入浴 家族入浴 ィ 

性 

別 

 ⏨ 9 3 3 15 

 女 5 7 4 16 

㞀 

害 

別 

㌟体㞀害 14 5 6 25 

▱ⓗ㞀害 5 9 1 15 

⢭⚄㞀害 0 0 1 1 

㔜」㞀害 (5) (4) (1) (10) 

➼

⣭ 

㌟㞀手帳㸯・㸰⣭ 14 3 6 23 

㌟㞀手帳㸱・㸲⣭ 0 2 0 2 

愛の手帳㸯・㸰度 5 9 1 15 

⢭⚄㞀害⪅保健⚟♴手帳㸯・㸰⣭ 0 0 1 1 
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㸦9㸧┦ㄯ支援事業の受付状況                      㸦単位㸸件㸧 
 㸲

月 

㸳 

月 

㸴

月 

㸵

月 

㸶

月 

㸷

月 

10

月 

11

月 

12

月 

㸯

月 

㸰 

月 

㸱 

月 
合ィ 

⚟♴サービス利⏝➼ 2 1208 940 680 706 734 633 607 697 898 640 795 8540 

㞀害㸦状㸧の⌮ゎ 0 2 1 13 20 26 31 24 32 15 16 15 195 

健康・医⒪ 0 0 2 17 13 13 29 22 21 21 3 21 162 

不安のゎ消㺃情⥴安定 0 20 28 50 22 30 38 83 37 55 110 72 545 

保⫱㺃教⫱ 0 1 4 9 0 3 1 2 2 0 4 6 32 

家族㛵係・人㛫㛵係 0 0 0 8 20 12 16 15 20 12 10 34 147 

家ィ㺃⤒済 0 1 30 7 10 10 10 6 5 8 8 6 101 

⏕活技⾡ 0 2  0 8 14 23 31 34 30 28 17 28 215 

就労 0 0 25 11 17 18 9 15 13 7 10 12 137 

♫会参加・余暇活動 0 3 0 0 0 11 10 12 2 4 1 6 49 

権利擁ㆤ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

その他 0 0 1 12 2 5 5 3 1 5 18 0 52 

合ィ 2 1237 1031 816 824 885 813 823 860 1053 837 995 10176 

 

   専㛛┦ㄯ件数                           㸦単位㸸件㸧 

┦
ㄯ
内
容 

 
 

 

年
㱋
層 

⿵

具 

住
宅
改
㐀 

リ
ハ
ビ
リ 

┦
ㄯ 

機
⬟
ホ
価 

⚟
♴
サ
䤀

ビ
ス
➼ 

そ
の
他 

ィ 

㸲㸮歳以下 16 4 4 1 0 25 50 

㸲㸯㹼㸳㸮歳 3 0 1 0 0 1 5 

㸳㸯㹼㸴㸮歳 4 0 3 1 0 0 8 

㸴㸯㹼㸴㸲歳 0 1 0 0 0 0 1 

㸴㸳歳以上 1 1 0 0 0 1 3 

ィ 24 6 8 2 0 27 67 

 

㸦10㸧専㛛医┦ㄯ 

ア 実施状況 

  㐌 

曜日 
㸯 㐌 㸰 㐌 㸱 㐌 㸲 㐌 

 月 ― ― ⢭⚄⛉ ― 

 火 ― 内  ⛉ ― 内  ⛉ 

 水 ║⛉・整形外⛉ ― ⢭⚄⛉・整形外⛉ ― 

 木 ― ― ― ⪥㰯咽喉⛉ 

 㔠 ― ― ― ― 
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イ 利⏝実⦼                                          㸦単位㸸件㸧 

デ⒪⛉┠    

年㱋層 
⢭⚄⚄⤒ 整形外⛉ 内 ⛉ ║ ⛉ ⪥㰯咽喉⛉ ィ 

㸯㸵歳以下 0 0 0 0 0 0 

㸯㸶㹼㸲㸮歳 34 31 44 55 65 229 

㸲㸯㹼㸴㸲歳 6 8 21 21 27 83 

㸴㸳歳以上 1 0 1 0 8 10 

ィ 41 39 66 76 100 322 

 

㸦11㸧⤥㣗状況 

ア 栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞㸦R2年 11月⤥㣗実⦼㸧 

 

䡰䢄䢕 

䡳䢚䡬 

(kcal㸧 

䛯䜣䜁

く質

㸦g㸧 

⬡㉁                

㸦g㸧 

㺔㺷㺚㺑㺯 

㸦mg㸧 
㕲 
(mg) 

ビタミン 㣗物

⧄⥔ 

(g) 

㣗塩 

┦当㔞

(g) 

䢖䡽䢅䡬䢕 
当㔞
(㎍) 

B1                    
(mg) 

B2                         
(mg) 

C                
(mg) 

栄㣴 
基準㔞 700 26.3 19.5 200 3.5 225 0.35 0.40 35 6.0 2.7 

⤥与 
栄㣴㔞 666 25.9 19.3 131 2.4 186 0.39 0.33 52 5.4 2.7 

※ 栄㣴基準㔞は年1回 4月に⟬出したもの 

 

イ 栄㣴比率㸦R2年 11月⤥㣗実⦼㸧 

炭水化物エネルギー比 ⬡⫫エネルギー比 

59㸣 26㸣 

 

ウ 㣗品構成と㣗品⩌別⤥与㔞㸦g㸧㸦R2年11月⤥㣗実⦼㸧 

㣗 品 ⩌ 名 㣗 品 構 成 ⤥ 与 㔞 

㸯㸬✐ 㢮 

⡿ 60 64 

パ ン 㢮 11 10 

め ん 㢮 28 24 

その他の✐㢮・堅果㢮 1 0 

㸰㸬い も 㢮 
じゃがいも㢮 16 15 

こんにゃく㢮 1 1 
㸱㸬◁ ⢾ 㢮 2 3 
㸲㸬Ⳬ 子 㢮 0 11 

㸳㸬油 ⬡ 㢮 
動 物 性 1 1 

植 物 性 3 3 

㸴㸬㇋ 㢮 
み    そ 3 4 

㇋・大㇋〇品 12 9 

㸵㸬㨶 介 㢮 

⏕    物 18 22 

塩 ⶶ・⨁ ワ 1 0 

水⏘⦎り〇品 5 1 

㸶㸬獣㫽⫗㢮 
⏕    物 39 48 

その他の加工品 3 2 
㸷㸬卵    㢮 11 10 
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㸯㸮㸬乳 㢮 
牛    乳 14 7 

その他の乳〇品 15 15 

㸯㸯㸬㔝⳯㢮 

⥳㯤Ⰽ㔝  ⳯ 52 47 

漬    物 1 1 

その他の㔝  ⳯ 91 92 
㸯㸰㸬果 物 㢮 25 31 
㸯㸱㸬海 ⲡ 㢮 1 1 
㸯㸲㸬ㄪ 味 料 㢮 9 10 
㸯㸳㸬ㄪ 味 加 工 㣗 品 㢮 1 0 

 

エ ⤥㣗提供㣗数㸦㣗㸧※ 

区 分 昼㣗 

月平均㣗数 1,568 

年㛫⥲㣗数 18,809 

※工房アミ、みなとワークアクティ、放ㄢ後➼デイサービスの昼㣗提供数 

 

㸦12㸧⮬❧カ⦎㸦機⬟カ⦎㸧 

ア 利⏝⪅状況㸦3月 31日⌧在㸧                    㸦単位㸸人㸧 

✀ 

別 

 

年
㱋
層 

性 別 㞀 害 別 㞀 害 ➼ ⣭ 

⏨ 女 

⬻

⾑

⟶

㞀

害 

⚄
⤒
・
➽

患 

⬻

性

㯞

⑷ 

そ

の

他 

㸯

・

㸰

⣭ 

㸱

・

㸲

⣭ 

㸳

・

㸴

⣭ 

㸱㸮歳以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

㸱㸯㹼㸲㸮歳 0 1 0 0 0 1 1 0 0 

㸲㸯㹼㸳㸮歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

㸳㸯㹼㸴㸮歳 3 1 1 0 1 2 4 0 0 

㸴㸯㹼㸵㸮歳 2 0 2 0 0 0 1 0 1 

㸵㸯歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 
5 2  3  0 1 3 6 0 1 

7 7 7 
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イ ⮬❧カ⦎㸦機⬟カ⦎㸧各コース利⏝状況㸦令和2年度㸧 

 

㸦13㸧学㱋児機⬟カ⦎利⏝状況 

期 㛫 利 ⏝ ⪅ 数      㸦人㸧 実 施 回 数      㸦回㸧 利⏝⪅延人数      㸦人㸧 

前    期 15 35 91 

後    期 14 35 129 

 

 㸦14㸧㧗次⬻機⬟㞀害⪅機⬟カ⦎ 利⏝状況  

期 㛫 利 ⏝ ⪅ 数      㸦人㸧 実 施 回 数      㸦回㸧 利⏝⪅延人数      㸦人㸧 

前    期 7 25 72 

後    期 9 25 77 

 

㸦15㸧外㒊◊修受ㅮ実⦼ 

◊修名 主催 対㇟⫋✀ 人数 㛤催月 

♫会⚟♴法人・施タ 会ィ基♏実務◊

修会 

東京㒔♫会⚟♴協㆟会 事務員 1名 10月 

令和2年度➨1回東京㒔サービス⟶⌮

㈐任⪅基♏◊修及び児❺Ⓨ㐩支援⟶

⌮⪅基♏◊修 

公┈㈈団法人⥲合健康推㐍㈈団 ゝㄒ⫈ぬ士 1名 8㹼10月 

摂㣗・嚥下機⬟ㅮ⩏ 公┈♫団法人日本栄㣴士会 栄㣴士 1名 11月 

区中央㒊㧗次⬻機⬟㞀害合同◊修会 区中央㒊㧗次⬻機⬟㞀害支援普

及事業 

作業⒪法士・ゝ

ㄒ⫈ぬ士 

2名 12月 

2020 年度交㏻事故⿕害⪅家族ネット

ワーク東京㒔ㅮ⩦会「ワンストップで

対応できる㧗次⬻機⬟㞀害⪅支援」 

一⯡♫団法人交㏻事故⿕害⪅

家族ネットワーク 

⏕活支援員 2名 12月 

令和 2 年度東京㒔サービス⟶⌮㈐任

⪅更新◊修及び児❺Ⓨ㐩支援⟶⌮⪅

更新◊修 

公┈㈈団法人⥲合健康推㐍㈈団 作業⒪法士 1名 1月 

令和 2 年度㧗次⬻機⬟㞀害⪅┦ㄯ支

援◊修会 

東京㒔心㌟㞀害⪅⚟♴センター ┳ㆤ師 1名 2月 

コース名 利⏝⪅数㸦人㸧 実施回数㸦回㸧 利⏝⪅延人数㸦人㸧 

 

⮬❧♫会参加

プログラム 

月 6 47 192 

火 3 47 35 

水 7     50 174 

木 7 49 144 

コミュニケーションプログラム 6 50 161 

水中プログラム 6 47 101 

ゼ問型 
一時㛫以上 1 2 2 

一時㛫未満 1 7 7 

ィ 37 299 816 
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令和 2 年度㧗次⬻機⬟㞀害⪅┦ㄯ支

援◊修会 

東京㒔心㌟㞀害⪅⚟♴センター 

 

┳ㆤ師・⏕活

支援員 

4名 2月 

2020 年度⚟♴スキルアップ◊修会オ

ンライン㹼初任⪅◊修「㞀害⦅」 

公┈♫団法人日本栄㣴士会 栄㣴士 1名 2月 

令和2年度⤥㣗施タ技⾡⪅ㅮ⩦会 みなと保健所 栄㣴士 1名 3月 

港区㞀害⪅支援施タ専㛛⫋レベルア

ップ◊修 

港区保健⚟♴支援㒊㞀害⪅⚟♴

ㄢ 

┳ㆤ師 1名 3月 
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㸯㸮㸫㸦㸱㸧工房アミ㸦⏕活介ㆤ事業㸧 

 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟 

方㔪 

㹌㹭 

施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 
⤒営 
㈈務 

㸯 
利⏝⪅状況変化への対応、事業所

内⛣㌿と⛣㌿後の安定㐠営 
全 員 

利⏝⪅への影㡪を抑える。 
→12月から2㝵フロアへ⛣㌿し㐠
営㛤始。大きなトラブルなく㐠
営できた。 

㹀 
品㉁ 

㸯 
個別支援に焦点をあてた活動内容

のぢ┤し 
全 員 

①㸿㹂㹊や㞀害特性、体力などに
よるクラス⦅成 
→新しいクラス⦅成に向けてワー
キングチームを❧ち上げ、毎月
検ウ会を実施した。 

②機⬟カ⦎の実施 
→5名実施した。 

㸰 利⏝⪅の健康の増㐍と♫会参加 全 員 

㐠動・外出の機会前年度比増 

→⥭急事態宣ゝⓎ令後、利⏝⮬⢔
期㛫を含め、感染対⟇を施し
ながら、㐠動プログラムを実施
した。 

感染対⟇により、宿泊や外出
を伴う大きな⾜事が中止となっ
たため、利⏝⪅の♫会参加の機
会は減少した。 

㹁 
人材 
⫱成 

㸯 ⫋員の㈨㉁向上 全 員 

所内◊修実施、所外◊修への参加 

スーパーヴィジョンの実施 

→所内◊修 4回実施。 

外㒊◊修は感染対⟇のため多
くが中止となり、オンライン含
む一㒊の受ㅮのみとなった。 

スーパーヴァイザーによるㅮ⩏
および⌧場指導を 6 回実施し
た。 

 

 

㸦㸰㸧実施状況のホ価 

 㸿㸯 利⏝状況の変化と対応、事業所内⛣㌿と⛣㌿後の安定㐠営 

令和 2年 3月に㛤所した「支援ホーム南㯞布」へ入所のため、18名の利⏝⪅が㡰次㏥所とな

った。 

新型コロナウイルス感染対⟇として密㞟を㑊けるため、クラスルームだけでなく、センタ

ー内ㅖ室を使って活動したほか、クラス数を4から 5に増やして活動した。 

また、12月に事業所がセンター2㝵へ⛣㌿する㝿には、日常ⓗな感染対⟇を実施しながら、

利⏝⪅個々の㞀害特性に応じて、⎔境変化を最小㝈に抑える取り⤌みを実施した。利⏝⪅個別

に新しい活動場所の事前ぢ学や個人所有物の⛣動を段㝵ⓗに⾜い、事業所⛣㌿を⤊え、事業を

㛤始することが出来た。 
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㹀㸯 個別支援に焦点をあてた活動内容のぢ┤し 

① 令和 2年度から㛤始予定の㞀害特性・ㄢ㢟別クラスの⦅成を⾜うため、ワーキング 

チームを⤖成し検ウを⾜った。活動内容、スケジュール、必せ物品➼について、「⾜ 

動㞀害」、「▱ⓗ㞀害」及び「㔜心㌟㞀害」の㞀害✀別に┠標、プログラム➼のぢ 

┤しを⾜った。 

② 昨年度まで地域活動支援センターで実施していた機⬟カ⦎を工房アミの事業として 

⥅⥆実施した。 

 

㹀㸰 利⏝⪅の健康の増㐍と♫会参加 

㝵段昇㝆、体⫱室やプールを使⏝しての㐠動プログラムを㐌 4日以上実施した。また、2㝵

に⛣㌿した後はバルコニーのウォーキングもプログラムに加え実施した。  

新型コロナウイルス感染対⟇のため、宿泊カ⦎や外出を伴う活動、区民まつりやヒューマ

ンぷらざまつりといった大きな⾜事が中止となり、前年度と比べ利⏝⪅の♫会参加の機会は減

少した。 

 

㹁㸯 ⫋員の㈨㉁向上 

    「摂㣗指導」や「待予㜵」をテーマとした年㛫 4回の所内◊修を実施し、⫋員の㈨㉁向上を

図った。また、また、スーパーヴァイザーを年6回招⪸し、意思決定支援や⾜動㞀害に㛵する

支援のㅮ⩏の他、㞀害特性・ㄢ㢟別クラスの┠標タ定や㐠営についても指導、助ゝを受けるこ

とができた。 
   所外◊修は、新型コロナウイルス感染拡大の影㡪を受けて多くの◊修が中止となった。しか

し、下半期には、◊修のオンライン㓄信も増え、医⒪ⓗケアや⮬㛢スペクトラム㞀害、⚟♴

⫋場におけるリーダーシップ➼の◊修に参加した。 

 

㸰 㐠営⟶⌮ 

㸦1㸧⫋員㓄⨨状況㸦令和3年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

⫋✀区分 

 

 

㓄⨨区分 

施
タ
㛗  

支援員 

  

┳
ㆤ
師 

  

栄
㣴
士 

  

ィ 

備  ⪃ サ
ビ
⟶ 

 

副
主
任 

支
援
員 

正つ⫋員 1 1 2 24 2 (1) 28(1) 施タ㛗がサビ⟶を兼務 

栄㣴士はセンター共㏻ 㠀常勤⫋員 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 1 1 2 24 2 (1) 28(1) 

 

㸦2㸧⫋員◊修の状況 

 ◊修名 参加⫋✀ 主催 人員 実施月 

 

 

内

⛣乗・⛣動 全⫋員 工房アミ 27名 7月 

個人情報◊修 全⫋員 教⫱委員会 27名 7月 

意思決定支援 全⫋員 工房アミ 27名 9月 
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㒊

◊

修 

ケース検ウ㸦他害㸧 全⫋員 工房アミ 27名 9月 

接㐝◊修 全⫋員 教⫱委員会 27名 10月 

気㐨␗物㝖去 全⫋員 工房アミ 27名 11月 

摂㣗指導 支援員 工房アミ 27名 1月 

待予㜵 全⫋員 工房アミ 27名 3月 

 

外

㒊

◊

修 

⮬㛢スペクトラム㞀害 支援員 民㛫事業⪅  2名 7月 

サービス⟶⌮㈐任⪅ 支援員 民㛫事業⪅  1名 8㺃10月 

⑱吸引➼ 支援員 民㛫事業⪅  2名 11㺃12月 

医⒪ⓗケア ┳ㆤ師 港区  2名 2・3月 

リーダーシップ 支援員 東♫協 2名 3月 

 

㸱 利⏝⪅支援 

㸦1㸧活動 

 感染対⟇や改修工事の影㡪で、密㞟を回㑊した活動スペースの☜保がㄢ㢟であったが、 

センター内㈚室の利⏝や、暫定ⓗなクラス⦅成の変更、周㎶の散歩を多く取り入れ、㐠動㔞の☜保に

取り⤌んだ。 

  

㸦2㸧個別支援 

 利⏝⪅個別のアセスメントに基づき、個人が取り⤌みやすい⎔境、工⛬をタ定して各活動 

を実施した。また活動時㛫内だけでなく、余暇時㛫を活⏝して⮬❧ㄢ㢟や個人が得意とする 

工作や書字を取り入れる➼㑅択ⓗな内容を増やし、利⏝⪅の意思を反映しやすい活動を実施 

した。 

 

㸦3㸧施タ⾜事実施状況 

令和 2年度に実施した主な⾜事は次のとおりである。 

⾜事名 実施日 参加人数 実施場所 

㛤始式 4月 1日 46名 センター 

⦕日 8月 28日 37名 センター 

クリスマス会 12月 25日 36名 センター 

成人を⚃う会 1月 15日 36名 センター 

 

㸲 健康⟶⌮ 

  事業ィ⏬に基づき、次のとおり健康⟶⌮を実施した。 

(1) 健康デ断㸦年㸯回㸧 

   8月にセンターにて利⏝⪅全員を対㇟に定期健康デ断を実施した。9月にはⰪ健 

デセンターにて希望⪅を対㇟に婦人⛉検デを実施した。 

(2) 歯⛉検デ㸦年2回㸧 

   全利⏝⪅を対㇟に8月と 2月に実施した。 

(3) 体㔜測定㸦㐌㸯回または月㸯回㸧 

   毎月体㔜測定を⾜い、健康状態の把握、㐠動の┠安とした。必せ性の㧗い方については㐌㸯

回の測定を⥅⥆した。 
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㸦4㸧 ⾑圧測定㸦年2回㸧・検尿㸦年 1回㸧 

   利⏝⪅全員を対㇟に⾑圧測定と検尿(⺮ⓑ、⢾、潜⾑検査)を実施した。 

㸦5㸧  内⛉・║⛉・⪥㰯⛉・整形⛉・⢭⚄⛉検デ 

   利⏝⪅の健康状態を定期ⓗにほ察するために、港区専㛛医┦ㄯ事業の医師による検デを実施

した。 

(6)  内服⸆の⟶⌮ 

   Ⓩ所中の服⸆⟶⌮を⾜い、⸆の㣧み忘れやㄗ⸆などが⏕じないようにした。また、 

災害時に備え3日分の⸆をアミで保⟶し、㸯年毎㸦⸆の内容によっては2㹼3ヶ月毎㸧 

の交換を⾜った。 

(7)   医⒪処⨨・応急処⨨ 

   点║、点㰯、㌾⭯塗布、傷の処⨨など日々対応を必せとする利⏝⪅への処⨨を実施 

した。また外傷の☜ㄆや手当て、体ㄪ不Ⰻ⪅の対応➼を㝶時実施した。 

(8)  家族・医⒪機㛵との㐃携 

   利⏝⪅の日㡭の健康状態を把握し、家族との情報共有を⾜った。体ㄪ不Ⰻや怪我が 

⏕じた㝿は㏿やかに家族へ㐃⤡・報告を⾜い、必せに応じて医⒪機㛵への受デ対応を⾜った。

また、家族からの健康┦ㄯに応じ、専㛛医┦ㄯの医師及び医⒪機㛵との㐃携に努めた。 

(9)  感染予㜵対⟇ 

ノロウイルスの感染流⾜時期㸦11月㸧に合わせて、嘔吐物など汚物処⌮方法の勉強会 

を実施した。新型コロナウイルス対⟇については、⾜政の指導に基づき、手指消毒、換気、共有

㒊分の消毒、マスクの╔⏝などを⥅⥆し感染㜵止に努めた。2㹼3月に㹎㹁㹐検査㸦♫会ⓗ検査㸧

を実施し、実施⪅全員の㝜性㸦検査日時点㸧を☜ㄆした。 

 

健デ㸦専㛛医┦ㄯ事業の利⏝を含む㸧                  㸦単位:人㸧 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 延数 

健康デ断 㸫 㸫  㸫 34 㸦3㸧 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 34 

婦人⛉検デ 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 3 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫  3 

内⛉(検デ)  4 7 6 3 1 3 0 0 3 6 0 33 

歯⛉ 㸫 㸫 㸫 㸫 31 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 26 㸫 57 

║⛉ 10 3 10 8 4 2 4 6 5 3 3 4 62 

⪥㰯⛉ 2 6 7 4 2 5 2 2 9 8 7 8 62 

整形外⛉ 2 6 6 3 5 3 3 5 4 0 1 0 38 

⢭⚄⛉ 0 3 6 7 5 3 2 1 2 2 2 3 36 

嘱ク医 1 0 0 8 8 6 8 8 2 1 12 3 5 61 

嘱ク医 2 3 7 4 9 4 6 17 7 9 2 1 4 73 
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㸳 令和 2年度事業ィ⏬の実施状況 

 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
㐍捗状況 

利⏝⪅ ⫋員 

(1) 㐠営⟶⌮ 

① 会 ㆟ 

  

 

⫋員会㆟ 

業務ㄪ整会㆟ 

ケース会㆟ 

ケース検ウ会㆟ 

活動会㆟ 

摂㣗指導カンファレンス 

利⏝決定会㆟ 

 

月 1回 

月 1回 

年 2回 

年 2回 

年 2回 

年 6回 

㝶 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 員 

担当⪅ 

㺙㺩㺼⟶、担当⪅ 

クラス⫋員 

担当⪅ 

担当⪅ 

センター㛗、施 

 

 

4㺃5月以外毎月実施 

4㺃5月以外毎月実施 

毎月実施 

1回実施 

1回実施 

会㆟形式ではなく実施 

1回実施 

② ⫋員◊修 ア 内㒊◊修 

 各✀勉強会・伝㐩◊修 

イ 法人◊修 

基♏ㅮ座 

フォローアップㅮ座 

リーダーシップ◊修 

ウ 外㒊◊修 

摂㣗指導ㅮ⩦会 

 

施タぢ学・実⩦ 

その他◊修 

 

年 6回 

 

 

 

 

 

1回 

 

㝶 時 

㝶 時 

 

 

 

全 員 

 

新人⫋員 

基♏ㅮ座 

中堅⫋員 

 

㛵係⫋員 

 

㛵係⫋員 

 

実施 

 

中止 

中止 

中止 

 

摂㣗指導カンファレンス

と同時に実施 

東♫協ほか 

③ 健康⟶⌮ ア 定期健康検デ 

イ ⏕活⩦慣検デ 

ウ 㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接✀ 

エ ⭠内⣽⳦検査 

オ ストレスチェック 

年 1回 

年 1回 

年 1回 

毎 月 

年㸯回 

 

 

 

全 員 

指定⪅ 

全 員 

全 員 

全 員 

8月㹼9月 

㏲次指定あり実施 

実施 

実施 

実施 

(2)利⏝⪅支援 

① 支援方㔪 

 

 

② 健康⟶⌮ 

 

 

 

 

ア 個別支援ィ⏬書作成 

イ 個別㠃接 

ウ 家族㐃⤡会 

 

ア 定期健康検デ 

イ 歯⛉検デ 

ウ 専㛛医検デ 

エ 健康指導(専㛛医┦ㄯ) 

オ バイタルチェック 

カ 体㔜測定 

 

年 2回 

年 2回 

年 2回 

 

年 1回 

年 2回 

毎 月 

㝶 時 

毎 日 

毎 月 

 

全 員 

全 員 

保ㆤ⪅ 

 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

㺙㺎㺩㺼㺛⟶⌮㈐任⪅ 

㺙㺩㺼⟶、担当⪅ 

施タ㛗・主任 

 

 

実施 

実施 

1回実施㸦コロナ対⟇

で中止㸧 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

希望⪅のみ毎㐌実施 
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    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋員 

③ ⾜事・活動 

 

 

みなと区民まつり 

ヒューマンぷらざまつ

り 

㞀害⪅㐌㛫グ念事業式

典 

宿泊カ⦎ 

一日外出 

ミュージックセラピー 

プール 

ㄪ ⌮ 

アート 

ⱁ ⾡ 

季⠇⾜事 

10月 

10月 

 

12月 

 

1回 

年 3回 

7回㸭年 

8回㸭年 

毎 月 

7回㸭年 

3回 

㝶 時 

全 員 

全 員 

 

全 員 

 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

全 員 

 

全 員 

クラス⫋員 

クラス⫋員 

クラス⫋員 

クラス⫋員 

クラス⫋員 

クラス⫋員 

全 員 

新型コロナのため 

中止 

 

不参加 

 

新型コロナのため 

中止 

実施 

〃 

〃 

〃 

〃 

ハロウィン、クリスマ

ス会、⠇分➼実施済 

(3)㜵災対⟇ ア センター合同㜵災

カ⦎ 

イ センター㜵災カ⦎ 

ウ 工房アミ㟈災カ⦎ 

 

エ 安全委員会 

オ 安全㸲S点検 

年 1回 

 

毎 月 

年 1回 

 

毎 月 

毎 月 

全 員 

 

全 員 

全 員 

 

 

全 員 

 

全 員 

全 員 

 

委 員 

全 員 

11月実施 

 

実施 

センター合同㜵災カ

⦎に参加 

毎月実施 

毎月実施 

(4)その他 

①実⩦受入 

 

②ぢ学⪅受入 

 

③㺑㺼㺉㺵㺻㺡㺆㺏受

入 

 

④外㒊ホ価 

 

⑤⎔境整備 

 

ア 利⏝希望⪅、特別支援学校

⏕ 

イ 大学、専㛛学校➼からの実

⩦ 

地域、学校、他施タ➼ 

地域㺑㺼㺉㺵㺻㺡㺆㺏、港区♫協

他 

ア 東京㒔➨三⪅ホ価 

イ ISO9001更新審査 

ア 施タ内⎔境整備 

イ 床清掃 

ウ 布団乾燥・消毒 

エ 害㥑㝖 

 

㝶 時 

 

㝶 時 

 

㝶 時 

 

 

㝸 年 

9月 

毎 月 

年 1回 

年 1回 

㝶 時 

 

 

 

担当⪅ 

 

担当⪅ 

 

担当⪅ 

 

 

全 員 

全 員 

全 員 

業 ⪅ 

業 ⪅ 

業 ⪅ 

 

港特別支援学校 

光明特別支援学校 

受入実施 

 

実⦼なし 

 

 

実施 

実施 

毎月 

未実施 

実施 

未実施 
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㸴 実⩦⏕の受け入れ 

実⩦ 実⩦期㛫 人数 備⪃ 

港特別支援学校3年 

10月 5日㹼10月 9日 1名 

利⏝⪅実⩦ 

10月 21日㹼10月 23日 1名 

10月 26日㹼10月 30日 1名 

12月 17日㹼12月 18日 1名 

光明特別支援学校2年 11月 19日㹼11月 20日 1名 

光明特別支援学校3年 9月 23日㹼9月24日 1名 
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㸦別⾲㸧              工房アミ㈨料 

㸯 利⏝⪅の状況 

㸦㸯㸧性別・年㱋別状況                   㸦令和3年 3月 31日⌧在㸧 

✀ 

別 

 

年
㱋
層 

性別 㞀害別 㞀害➼⣭ 
㌴
椅
子
利
⏝
⪅ 

⏨ 女 

▱
ⓗ
㞀
害 

㌟
体
㞀
害 

䥹
㔜
」
㞀
害
䥺 

愛の手帳 ㌟体㞀害⪅手帳 

㸯
・
㸰
度 

㸱
・
㸲
度 

手
帳
な
し 

㸯
・
㸰
⣭ 

㸱
・
㸲
⣭ 

㸳
・
㸴
⣭ 

手
帳
な
し 

18㹼20才 1 2 3 1 1 2 0 1 1 0 0 2 1 

21㹼30 14 7 21 13 13 20 1 0 7 5 1 8 5 

31㹼40 0 5 5 2 2 4 1 0 1 1 0 3 1 

41㹼50 2 4 6 3 3 6 0 0 2 0 1 3 2 

51以上 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 

ィ 
18 18 35 19 19 33 2 1 11 6 2 17 

9 
36  36 36 

利⏝⪅平均年㱋 30.8歳 

  

㸦㸰㸧㞀害支援区分 

 区分㸴 区分㸳 区分㸲 区分㸱 ィ 

⏨ 8 5 4 1 18 

女 11 7 0 0 18 

ィ 19 12 4 1 36 

  平均㞀害支援区分㸸5.4 (令和 3年3月 31日⌧在㸧 

 

㸦㸱㸧月別利⏝状況及び利⏝率 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均 

定員 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 

利⏝⪅

数 

44 44 39 39 37 36 36 36 36 36 36 36 37.9 

充㊊率

㸦㸣㸧 
110 110 97.5 97.5 92.5 90 90 90 90 90 90 90 94.8 

一日あ

たりの

平均利

⏝⪅数

㸦人㸧 

25.9 16 34.7 33.8 33.1 32.6 31.8 32.8 32.6 32.2 31.8 30 30.6 

一日あ

たりの

利⏝率

(㸣㸧※ 

58.9 36.4 89 86.7 89.5 90.6 88.3 91.1 90.6 89.4 88.3 83.3 81.6 

  ※ 利⏝率は利⏝⪅数に対する割合 



 150 

㸦㸲㸧入所及び㏥所の状況 

入所㸸令和 2年4月 1日  2名 

令和 2年 4月28日  1名 

         ィ 3名 

 

㏥所㸸令和 2年4月 3日   1名 

      令和 2年4月 12日  1名 

   令和 2年4月 24日  1名 

   令和 2年5月 15日  1名 

   令和 2年5月 20日  1名 

   令和 2年6月 5日   1名 

   令和 2年6月 12日  1名 

   令和 2年6月 19日  1名 

   令和 2年7月 7日   1名 

   令和 2年8月 23日  1名 

   令和 2年8月 31日  1名 

           ィ㸯㸯名 
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㸯㸮㸫㸦㸲㸧放ㄢ後➼デイサービス 

㸦放ㄢ後➼デイサービス事業㸧 

 

㸯 令和 2年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 

今年度 4月より事業㛤始に向け事業⏦ㄳを含め準備を⾜った。⫋員募㞟も 4月より㛤始し、機

⬟カ⦎士、┳ㆤ師、支援員を 12月までに人員㓄⨨基準以上に採⏝することができた。新採⏝⫋員

の人材⫱成については、コロナウイルス感染対⟇により外㒊◊修が中止になり、さらに他施タ

ぢ学も実施できない状況になった。このため法人内施タのぢ学他実⩦を実施したが、このことが

法人内の事業所との㐃携のきっかけになった。12月からは個別支援ィ⏬を含めた利⏝契⣙を㛤始

し、医⒪ⓗケア児の契⣙もィ⏬❧てて段㝵ⓗに受け入れた。支援も㛤始後より㡰ㄪにすすめるこ

とができた。おやつや⤥㣗については、個々に合わせた㣗形態を栄㣴士と┦ㄯの上、提供を㛤始

した。㏦㏄についてはバス 4 台を使⏝し、学校への㏄えは、光明学園、城南特別支援学校、久我

山㟷光学園、愛⫱学園、港南小学校の 5校、⮬宅㏦㏄は㟷山コース、港南コース、の㛛コース、

ⓑ㔠コースの4地域に分けて㏦㏄を㛤始できた。 

 

㸰 㐠営⟶⌮ 

㸦㸯㸧⫋員㓄⨨状況㸦令和 3年 3月 31日⌧在 単位:人㸧 

   職種区分 

 

 

 

 

配置区分 

施
設
長 

児
童
発
達
支
援
責
任
者 

支
援
員 

看
護
師 

機
能
訓
練
士 

嘱
託
医 

 

 

計 

   

 

 

備  考 

正規職員 1 㸦1㸧  3  6  2  12 施設長䛸児童発達支援責任

者䛿兼務 

機能訓練士䛿地域活動支

援䝉䞁䝍䞊機能訓練䛸兼務 

非常勤職員    2  2  1 5 

    計 1 㸦1㸧 5  8  2  1 17 

 

 㸦㸰㸧⫋員◊修の状況 

   ◊修名 参加⫋✀ 主催 実施月 

 

内 

㒊

◊

修 

個別支援ィ⏬の⪃え方・書き方 

㞀害⚟♴サービスについて 

全⫋員 機⬟カ⦎ 6月 

個人情報◊修 全⫋員 教⫱委員会 7月 

意思決定支援 全⫋員 工房アミ 9月 

接㐝◊修 全⫋員 教⫱委員会 10月 

内

㒊

◊

修 

待㜵止◊修 全⫋員 地域活動支援センター 8㹼11月 

ノロウイルス感染予㜵対⟇ 全⫋員 ⾨⏕委員会 10月 

工房アミ体㦂◊修 全⫋員  11月 

児❺Ⓨ㐩支援センター実⩦ 全⫋員  10㹼11月 

友愛デイサービス 全⫋員  10㹼11月 

 

外

医⒪ⓗケア児とその家族の支援

に必せな♫会㈨源と活⏝方法 

┳ㆤ師・支

援員 

日⥲◊ 10月 
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㒊

◊

修 

㔜心㌟㞀害児医⒪┳ㆤ師 

◊修会 

┳ㆤ師 心㌟㞀害児⥲合医⒪⒪

⫱センター 

2月 

港区㞀害⪅施タ┳ㆤ師◊修会 ┳ㆤ師・支

援員 

港区 3月 

 

㸱 利⏝⪅支援 

㸦㸯㸧 活動 

12月から1日の流れに沿って活動を㛤始した。利⏝⪅㸯名からの支援を㛤始した。12月のクリス

マス会をはじめ、お正月、㇋まき、修了式➼季⠇に合わせての支援を実施。暖かくなるとセンター

周㎶の散歩、ⰼぢを実施した。 

※放ㄢ後➼デイサービスの一日の流れは下グ㈨料参照。 

 

㸦㸰㸧 個別支援 

初めての放ㄢ後➼デイサービスに慣れることから始め、支援・介助方法は一人ずつご家族から引

⥅ぎの時㛫をとっていただき引き⥅いでいった。 

 

 㸦㸱㸧⾜事実施状況 

⾜事名 実施日 実施場所 

 クリスマス会 12月24日 放デイ2㝵⒪⫱室 

 卒業を⚃う会 3月27日 放デイ2㝵⒪⫱室 

 ⤊わりの会 3月31日 放デイ2㝵⒪⫱室 
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䠄参考䠅䠖 䠍日䛾䛺が䜜 
 

 
 平日/月～金  
 土日・長期೬み   

8:30   ・業務開始、職員出ඐ⋇   ・業務開始、職員出ඐ 送ಶ車出発 

     利用者受け入れ準備4    朝・打ち合わせ・受け入れ準備 

9:30   ・職員出ඐ⋈    ・利用者ః所、受け入れ  

     朝・打ち合わせ     健೨活動、水分補給   

     受け入れ準備・会議ಉ    療育活動   

10:00               

11:00             

          ・食準備   

12:00       ・食(ၭ食指導）   

    ・送ಶ車出発（学校1）       

13:00             

    ・利用者ದ次ง着    ・೬み    

    ・送ಶ車出発(学校2）       

14:00        ・午後療育活動   

    ・送ಶ車着(学校1）    ・おやつ    

    ・受け入れ開始        

     水分補給、おやつ(ၭ食指導）       

15:00   ・健೨活動・療育活動ಉ       

          ・ష所準備   

16:00         ・ష所・送ಶ車出発   

    ・送ಶ車着(学校2）    ・清    

17:00   ・2者受け入れ、おやつ・水分ಉ       

    ・ష所準備    ・業務終വ   

18:00   ・送ಶ車出発        

            

18:30   ・業務終വ              

 

㸲 健康⟶⌮ 

   健康⟶⌮については次のとおり実施した。 

㸦㸯㸧医⒪ⓗケア 

港区の「医⒪ⓗケア実施せ⥘」に沿って契⣙をすすめた。利⏝⪅より医⒪ⓗケア実施⏦ㄳ書が提

出されると、所⟶ㄢ主催の医⒪ⓗケア委員会が㛤催される。参加⪅は所⟶ㄢㄢ㛗、係㛗、港区内各

地区⥲合支所の係㛗、放ㄢ後➼デイサービス⟶⌮⪅で⾜われる。内容は、利⏝⪅の施タ利⏝が安全

に実施できるかを検ウし承ㄆが得られると、契⣙を㛤始する。今年度は㸲名の利⏝⪅が医⒪ⓗケア

を実施した。 
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   ・医⒪ⓗケアを必せとする利⏝⪅一ぴ 

性別 年㱋 ㌟㞀手帳 愛の手帳 デ断名 医⒪ⓗケア内容 

女 7 㸯⣭ なし てんかん性⬻ 吸引、吸入、⤒⟶栄㣴 

女 18 㸯⣭ なし ⬻性まひ・てんかん ⤒⟶栄㣴 

女 8 1⣭ なし 㞴治性てんかん 吸引、⤒⟶栄㣴 

⏨ 12 1⣭ なし 慢性心患、慢性呼

吸器患 

⤒⟶栄㣴、気切㒊⟶⌮ 

 

㸦㸰㸧㠀常時⸆⟶⌮ 

災害時⏝内服⸆㸦注入ミルク含む㸧を㸱日分災害に備え保⟶し、年度末に次年度⏝のものに交換

した。 

㸦㸱㸧感染予㜵対⟇ 

 新型コロナウイルス対⟇については、⾜政の指導に基づき、手指消毒、換気、共有㒊分の消毒、

マスクの╔⏝、などを⥅⥆し感染予㜵に努めた。また、日々の利⏝⪅⏝のおもちゃ➼の㝶時消毒、

マット㢮の消毒➼、医⒪ⓗケア児へのサービス提供は常に意㆑するよう徹底した。 

 

㸳 利⏝⪅状況 

㸱月末時点での利⏝⪅状況は下グの㏻りである。 

内
訳 

年
齢
層 

性別 障害別 障害等級 

車
椅
子
利
用
者 

通
所
䩓
䨼
利
用
者 

男 女 

知
的
障
害 

身
体
障
害 

䪮重
複
障
害
䪯 

愛䛾手帳 身体障害者手帳 

䪳
度 

䪴
度 

䪵
度 

䪳
級 

䪴
級 

䪵
級 

䪶
級 

小䞉低 3 5 8 9 8 0 2 0 8 1 0 0 6 8 

小・㧗 1 5 5 5 5 2 4 0 1 2 0 0 5 6 

中学 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 1 

㧗校 0 2 2 2 2 1 0 0 2 0 0 0 2 2 

ィ 
5 12 

16 17 16 
3 5 1 11 4 0 0 

14 17 
17 9 15 
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㸯㸮㸫㸦㸳㸧みなとワークアクティ 

㸦就労⥅⥆支援B型事業所㸧 

 

㸯 令和 2年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 

  今年度よりスタートする予定であった㣧㣗店㸦喫Ⲕ➼㸧㐠営は、新型コロナウイルスの感染拡大の

影㡪によりセンター改修工事の⤊了が㐜れたため、㛤店時期は次年度へ延期となった。 

  㐠動プログラムについては、利⏝⪅の㐠動㔞増加の一助となったが、㐠動を必せとする利⏝⪅に対

する働きかけが不十分であったため、㨩力あるプログラムの提案に次年度も引き⥆き取り⤌んでいく。 

  ⏕⏘活動の効率化とぢ┤しや⫋員の㈨㉁向上ではィ⏬㏻り⾜えなかったこともあり、未実施㡯┠は

引き⥆き⥅⥆して改善していくことになる。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㹀 

品㉁ 

㸯 
1㝵㣧㣗店㸦喫Ⲕ➼㸧の安定し

た⤒営 

施タ㛗 

⫋業指導員 

担当⪅ 
㛤店に向けた準備の8割が⤊了 

 㸰 ⏕⏘活動の効率化とぢ┤し 全⫋員 
上半期㸸「ムリ・ムラ・ムダ」20件改善 

下半期㸸⏕⏘活動の効率化19件改善 

㸱 㐠動プログラムの導入 全⫋員 
昼休みにラジオ体操・ウォーキングを実

施 

㹁 

人材

⫱成 

㸯 ⫋員の㈨㉁向上 全⫋員 
外㒊◊修㸦オンライン含む㸧10件 

事業所内㒊◊修の実施㸦10/8㸧 

㸰 
㹆㸿㹁㹁㹎導入に向けた準備

と対応 

⫋業指導員 

担当⪅ 

◊修➼で最新の情報収㞟㸦令和2年11月

時点㸧 

必㡲の⾨⏕⟶⌮ィ⏬とグ㘓⾲中、グ㘓⾲

のみ作成完了 

 

㸦㸰㸧実施状況のホ価 

 㹀 品㉁ 

㹀㸯 1㝵㣧㣗店㸦喫Ⲕ➼㸧の安定した⤒営 

センター改修工事が新型コロナウイルス感染拡大の影㡪で⛅から年末に⤊了となり、また、国

からの⥭急事態宣ゝ再Ⓨ令もあり、㛤店時期は区と┦ㄯした⤖果、令和3年 4月中となった。備

品➼の手㓄、営業チ可の⏦ㄳ➼は予定の㏻り準備できたものの、他業務との兼ね合い、⫋員の欠

員などにより、注文から㣧㣗の提供の仕方、片付け、仕入れ➼の流れが☜❧せず、準備が慌ただ

しくィ⏬ⓗに⾜えたとはゝい㞴い状況となった。 

 

㹀㸰 ⏕⏘活動の効率化とぢ┤し 

一㒊の利⏝⪅や⫋員が新たに㣧㣗店で就業するため、日々の⏕⏘活動を㝈られた人員で対応で

きるよう、上半期に⏕⏘活動の「ムリ、ムダ、ムラ」を、下半期に⏕⏘活動の効率化を抽出し、
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改善に取り⤌んだ。機械タ備の導入も検ウしたが、㈝⏝対効果が望めず、また新型コロナウイル

ス感染拡大に伴う全体の受注㔞の減少もあり、導入はぢ合わせた。今後、㣧㣗店の㐠営㛤始に伴

い、導入可⬟なものがあるか、引き⥆き⢭査していく。 

 

㹀㸱 㐠動プログラムの導入 

   毎朝のラジオ体操に加え、昼休みにラジオ体操㸦➨㸰㸧及び廊下を利⏝したウォーキングを㛤

始した。㡢楽に合わせて⾜うウォーキングでは、ラジカセなどの準備に✚極ⓗに利⏝⪅が㛵わっ

ていたが、実㝿にウォーキングに参加する利⏝⪅は5人前後のことが多く、幅広く利⏝⪅に参加

していただくことができなかった。今後、ウォーキング以外の新たなプログラムも検ウする。 

 

 㹁 人材⫱成 

 㹁㸯 ⫋員の㈨㉁向上 

   下半期からオンライン方式で利⏝⪅支援、㣗品⾨⏕に㛵すること➼をテーマにした外㒊◊修に

全ての⫋員が参加した。 

事業所内㒊◊修について、年 2回㛤催予定でィ⏬をしていたものの、10月に東京㒔♫会⚟♴協

㆟会で⾜われている事業を活⏝した待㜵止◊修 1 回の㛤催のみであった。2回┠の◊修は「喫

Ⲕ」をテーマとし予定していたが、実㝿の準備に時㛫をせし◊修までに⮳らなかった。 

業務改善について、各会㆟時㛫のタ定による効率ⓗな㐍め方を⥅⥆、⫋場全体の人㛫㛵係や㞺

囲気向上のため、報㐃┦の強化に努めた。 

 

㹁㸰 㹆㸿㹁㹁㹎導入に向けた準備と対応 

   令和 3年6月からの完全⛣⾜に備えて、⾨⏕⟶⌮マニュアル案の作成を今年度┠標としていた

が、作成までィ⏬ⓗでなかったことや日常の中で作成に㛵わる時㛫が十分に☜保できなかったた

め⾨⏕⟶⌮グ㘓⾲の作成のみに␃まった。完全⛣⾜まで期㛫も残り僅かであるため、次年度に早

急に整え区❧施タとして法令㑂守を徹底する。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

  (㸯) ⫋員㓄⨨状況      㸦令和3年 3月 31日⌧在、単位㸸人㸧 

㓄⨨区分 

⫋✀区分           
常勤⫋員 ィ 備 ⪃ 

施 タ 㛗 1 1  

サービス⟶⌮㈐任⪅ 1 1  

⫋業指導員 1 1  

⏕活支援員 5 5  

栄㣴士 0.25 0.25 センター兼任 

ィ 8.25 8.25  
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㸦㸰㸧⫋員◊修の状況 

 ◊ 修 名 参加⪅ 主  催 人員 実施月 

内 

㒊 

◊ 

修 

港区危機⟶⌮基本マニュアルに㛵わるㄝ明会 施タ㛗 施タ㛗会 1 5 

指定⟶⌮料㔠改定◊修 施タ㛗、サービス

⟶⌮㈐任⪅ 
㐠営⟶⌮㒊 2 6 

個人情報保ㆤ◊修 全⫋員 教⫱委員会 6 7 

接㐝◊修 全⫋員 教⫱委員会 7 10 

ノロウイルスㅮ座 全⫋員 ⾨⏕委員会 7 10 

㔜心㌟㞀害児㸦医⒪ⓗケアを含む㸧を

主とした放ㄢ後デイサービスについて 
全⫋員 教⫱委員会 7 11 

港区情報セキュリティセミナー 施タ㛗 㞀害⪅⚟♴ㄢ 1 12 

 

 
 
 

外 

㒊 

◊ 

修 

Ⓨ㐩・▱ⓗ㞀害を有する方とのコミュニ

ケーションを⪃える 

施タ㛗・サービス

⟶⌮㈐任⪅ 
港区㞀害⪅⚟♴ㄢ 2 7 

Ⓨ㐩㞀害の特性と⏕活支援  施タ㛗 港区㞀害⪅⚟♴ㄢ 1 9 

改正㣗品⾨⏕法オンラインセミナー ⫋業指導員 日本セルプセンター   1 10 

改正㣗品⾨⏕法オンラインセミナー ⫋業指導員 日本セルプセンター   1 11 

業✀別㹆㸿㹁㹁㹎の⪃え方を取り入れた

⾨⏕⟶⌮オンラインセミナー 
⏕活支援員 日本セルプセンター 1 11 

㣗品⾨⏕⟶⌮◊修会 ⫋業指導員 ⫋業指導員 㸯   11 

㣗品⾨⏕㈐任⪅㣴成ㅮ⩦会 ⏕活支援員 
一⯡♫団法人東京㒔㣗品⾨⏕

協会 
1 12 

事業⪅向け㣗品⾲♧法ㅮ⩦会㓄信セミナ

ー 

サービス⟶⌮㈐

任⪅・⏕活支援員 
東京㒔⚟♴保健局 2 1 

個別支援ィ⏬を再⪃するⅣ㹼個別支援ィ

⏬と日々のグ㘓そしてマネジメント㹼 
⏕活支援員 

東京㒔㞀害⪅㏻所活動施タ⫋

員◊修会 
1 1 

港特別支援学校 公㛤◊修会 ⏕活支援員 港特別支援学校 1 2 

 

㸲 利⏝⪅サービス 

㸦㸯㸧⾜事の実施状況 

実
施
月 

実
施
日 

⾜ 事 名 実 施 場 所 

参 加 ⪅㸦人㸧 

利
⏝
⪅ 

⫋

員 
区 

ボ

ラ 

保
ㆤ
⪅ 

ィ 

4月 1 㛤始式 ➉Ⱚ小ホール 20 5   2 27 

7月 16 ㄪ⌮実⩦㹂㹃㹄グループ ㄪ⌮室 12 3    15 

8月 28 ⮬治活動㸦⣬㣕⾜機〇作㸧 ワークルーム 22 6    28 

11月 12 ⤥㣗ヨ㣗会・保ㆤ⪅㐃⤡会 ⤥㣗室・会㆟室  2 2  13 17 

12月 28 ⮬治活動㸦忘年会㸧 ワークルーム 20 7    27 

1月 4 利⏝⪅懇ㄯ会・⮬治活動㸦新年会㸧 ワークルーム 18 8    26 

2月 
5 バス外出代替⾜事 

東京VRバーチャル
ツアー 

18 7    25 

18 ㄪ⌮実⩦㸿㹀㹁グループ ㄪ⌮室 10 3    13 

3月 18 ㄪ⌮実⩦㹂㹃㹄グループ ㄪ⌮室 13 4    17 
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26 ⮬治活動㸦ボウリング㸧 ワークルーム 18 5    23 

 

㸦㸰㸧レクリエーション活動  

エアロビクスの実施状況                          㸦単位㸸人㸧 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合ィ 

1回┠ 0 0 0 16 17 17 15 18 18 13 15 15 144 

2回┠ 0 0 17 17 18 15 18 17 18 14 16 15 165 

合 ィ 0 0 17 33 35 32 33 35 36 27 31 30 309 

 

㸦㸱㸧ボランティアの受入 

  内  容 延数(回) 実施月日 延人数(人) 

作業⿵助 㝶時 ― 19 

 

㸦㸲㸧就労支援事業の状況 

① ⏕⏘活動                               㸦単位 円㸧 

事業名 ┠ 標 㸰年度実⦼ 元年度実⦼ ┠標㐩成率 対前年比 

〇Ⳬ事業 5,800,000 4,679,938 6,667,090 80㸣 70㸣 

受注事業 1,800,000 1,431,557 1,883,201 79㸣   76㸣 

公園清掃 2,020,000 2,146,630 2,141,055 106㸣 100㸣 

㈍売事業 1,260,000 687,830 604,370 54㸣 113㸣 

合 ィ 10,880,000 8,945,955 11,295,716 82㸣 79㸣 

 

② 工㈤                          㸦単位 円㸧 

工㈤支⤥㢠 2年度 元年度 前年度比㸦㸣㸧 

平均工㈤ 20,200 22,126 91㸣 

平均工㈤最㧗㢠 51,979 49,603 104㸣 

平均工㈤最低㢠 32 91 35㸣 

 

③ ⏕⏘活動✀┠㸦令和3年3月31日⌧在㸧 

⏕⏘活動✀┠ ⏕⏘活動の内容 

〇Ⳬ事業 

マドレーヌ・オートミールクッキー・チョコチップクッキー・スノーボール・抹Ⲕボール・

いちごボール・きなこボール・ココアボール・⣚Ⲕボール・キャラメルボール・れもんボ

ール・スコーン・アーモンドケーキ・マドレーヌラスク・シフォンラスク・シフォンケー

キ・ハニーマドレーヌ・ギフト 

受注事業 
㟁⥺剥㞳・封入・シール㈞り・点字加工・冊子印刷丁合〇本・⠂セット・㣧料水➼㈍売・ 

シュレッダー 

㈍売事業 ⿕災地施タ商品・全国㞀害⪅施タ商品・㣧㣗店㸦喫Ⲕ➼㸧の㛤店準備 

公園清掃 港区❧本Ⱚ公園 
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㸳 健康⟶⌮ 

  事業ィ⏬に基づき、次のとおり健康⟶⌮を実施した。 

㸦㸯㸧健康デ断㸦年1回㸧 

8月にⰪ健デセンターによる定期健康デ断をセンター内で実施した。 

㸦㸰㸧歯⛉検デ㸦年2回㸧 

  定期ⓗに歯⛉㏻㝔をしている利⏝⪅が多いことから、7月と 12月に希望⪅を対㇟に歯⛉検デを 

実施した。 

㸦㸱㸧体㔜・⾑圧測定㸦毎月㸧 

  ⫧満や㧗㱋化に伴う㧗⾑圧状の利⏝⪅が多いため、体㔜・⾑圧測定を毎月実施し、利⏝⪅の 

健康⟶⌮に努めた。 

㸦㸲㸧内⛉・║⛉・⪥㰯⛉専㛛医┦ㄯ検デ 

   センター内の専㛛医┦ㄯのサービスを利⏝して希望⪅を対㇟に実施した。 

㸦㸳㸧検便㸦毎月㸧 

  〇Ⳬ事業に携わる利⏝⪅とボランティアを対㇟に毎月⭠内⣽⳦検査を実施した。㝧性反応の⤖ 

果は出なかった。 

㸦単位㸸人㸧 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 延数 

健康デ断     22        22 

歯⛉検デ    11     13    24 

体㔜・⾑圧測定 5 4 18 20 21 23 23 22 24 19 25 22 226 

内⛉健デ      6 8 5 3    22 

║⛉検デ  5 5 3 3        16 

⪥㰯⛉検デ  4  4 7 4 7 6 3 2   37 

 

㸴 令和 2年度事業ィ⏬の実施状況 

    区分 

事㡯 
概    せ 

ィ ⏬ 

日・回数 

実施⤖果㸦日・回

数・参加人員㸧 
備  ⪃ 

(1) 㐠営⟶⌮ 

① 会㆟ 

 

 

 

 

 

 

 

② 地域㐃携 

 

 

 

 

 

・施タ業務ㄪ整会㆟ 

・⫋員会㆟ 

・ケース会㆟ 

・利⏝決定会㆟ 

 

・㺮㺎㺡㺆㺻㺖㺼 

・施タ㛗会㆟ 

・各委員会 

・三⪅㐃⤡協㆟会 

・就労支援㺦㺍㺢㺺㺎㺖会㆟ 

・東♫協▱ⓗ㒊会 

・セルプ協 

・共同受注会㆟ 

 

毎月➨2水曜日 

毎月➨4水曜日 

㝶時 

〃 

 

毎日 

毎月 

㝶時 

年1㹼2回 

年3回 

㝶時 

㝶時 

年3回 

 

月1回実施 

月1回実施 

㝶時 

1回 

 

毎日実施 

月2回実施 

㝶時 

年1回実施 

年4実施 

㝶時㛤催 

㝶時㛤催 

年3回 

 

施タ㛗㺃主任㺃サビ⟶㺃⫋業指導員 

全員 

全員 

区・センター㛗・施タ㛗・サ

ビ⟶ 

始業時㺃利⏝⪅㝆所後 

㺢㺍㺪㺽㺭㺦㺎㺚㺼㺰㺻㺢 

 

法人㺃各団体代⾲㺃区 

書㠃㛤催3回 

 

 

オンライン㛤催 
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③ ⫋員◊修 

 

 

 

④ 健康⟶⌮ 

 

・内㒊◊修 

・外㒊◊修 

・法人内㒊◊修 

・センター各委員会➼ 

・健康デ断 

・検便 

・予㜵接✀ 

㝶時 

㝶時 

年2回 

㝶時 

年1回 

毎月 

年1回 

年㸯回実施 

年10回実施 

年3回実施 

㝶時㛤催 

8㹼9月実施 

毎月実施 

12月実施 

 

⫋員◊修状況参照 

㺜㺻㺞㺎教⫱委員会主催 

委員会 

全員実施 

全員実施 

㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼 

(2)利⏝⪅支援 

① 支援方㔪 

 

 

② 保ㆤ⪅との

㐃携 

 

③ ニーズ把握 

 

 

④ ⏕⏘活動 

支援 

⑤ 就労支援 

 

⑥ ⏕活支援 

⑦ 健康⟶⌮ 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ ⾜事 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 利⏝┦ㄯ 

 

・個別支援ィ⏬の⟇定/

ホ価/修正 

・個人㠃ㄯ 

・保ㆤ⪅㐃⤡会 

 

・⤥㣗ヨ㣗会 

・利⏝⪅懇ㄯ会 

・利⏝⪅ㄪ査 

 

・各✀⏕⏘活動 

・ホ定会㆟ 

・インターンシップ 

・ㄪ⌮実⩦ 

・㺸㺖㺶㺒㺎㺚㺌㺻活動 

・健康デ断 

・歯⛉検デ 

・体㔜・⾑圧測定 

・内⛉検デ 

・║⛉検デ 

・⪥㰯⛉検デ 

 

・検便 

・新年度㛤始式 

・⮬治活動 

・バス外出 

・宿泊カ⦎ 

・区民まつり 

・㺩㺋㺎㺭㺻ぷらざまつり 

・㞀害⪅㐌㛫グ念事業式典 

・忘年会(⮬治活動再掲) 

・新年会・成人を⚃う会 

・実⩦受入 

・利⏝希望⪅ 

 

㏻年 

 

㏻年 

年6回 

 

年1回 

年1回 

年1回 

 

毎日 

年2回 

募㞟時 

年6回 

月2回 

年1回 

年2回 

毎月 

年4回 

年4回 

年8回 

 

毎月 

年1回 

年6回 

年3回 

年1回 

年1回 

年1回 

年1回 

年1回 

年1回 

㝶時 

㝶時 

 

㏻年実施 

 

定期㺃㝶時実施 

年1回実施 

 

年1回実施 

年1回実施 

11月実施 

 

㏻年実施 

全員 

希望⪅ 

年3回実施 

月2回実施 

年1回実施 

年2回実施 

毎月実施 

年4回実施 

年4回実施 

年8回実施 

 

毎月実施 

年1回実施 

年4回実施 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

年1回実施 

年1回実施 

2名 

1名 

 

㺱㺤㺞㺶㺻㺖㺼 

定期9㺃1月㺃他㝶時 

3月実施 

11 月実施㸦他㸲回は書㠃

で周▱、㸯回は中止㸧 

11月実施 

1月実施 

➨三⪅ホ価 利⏝⪅㸦家族㸧

アンケートにて実施 

受注㺃〇Ⳬ㺃公園清掃・㈍売 

10㺃4月実施 

ヱ当⪅なし 

感染予㜵のため3回中止 

感染予㜵のため4㹼6月中止 

8月実施 

7㺃12月実施 

➨3㔠曜日実施 

9・10・11・12月実施 

5・6・7・8月実施 

5・7・8・9・10・11・12・

1月実施 

〇Ⳬ作業従事⪅ 

 

感染予㜵のため4.6月中止 

2月代替⾜事実施 

感染予㜵のため 

   〃 

   〃 

   〃 

12月実施 

1月実施 

11.12月実施 

1月実施 
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(3)その他 

① ⎔境⾨⏕ 

 

 

・日常清掃 

・大掃㝖 

・床清掃 

・害点検 

・カーペット清掃 

 

毎日 

年1回 

年1回 

月1回 

年1回 

 

㏻年実施 

年1回 

3月実施 

毎月実施 

3月実施 

 

始業時 

12月 

大つ模清掃実施 

㸦消毒は㝶時㸧 

大つ模清掃実施 

 

② 㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏➼ 

③ 学⏕実⩦ 

④ 㜵災 

 

⑤ 広報ㄅ 

⑥ その他 

・布団㺖㺶㺎㺤㺻㺖㺼 

・㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏受入 

・介ㆤ➼体㦂受入 

・㑊㞴カ⦎ 

・安全点検 

・「みなと㺤㺋㺎㺛」Ⓨ⾜ 

・➨三⪅ホ価受審 

年1回 

㝶時 

㝶時 

毎月 

毎月 

㝸月 

㝸年 

〃 

㝶時受入 

中止 

年12回実施 

年12回実施 

年6回Ⓨ⾜ 

11月実施 

   〃 

 

感染予㜵のため 

㺜㺻㺞㺎安全委員会主催 

 

奇数月Ⓨ⾜ 
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㸦別⾲㸧             みなとワークアクティ㈨料 

㸯 利⏝⪅状況 

今年度は 31名でスタートしたが、6月に 1名が施タ入所のために㏥所し、今年3月に在宅より1

名が新つ利⏝となり、定員 40名に対し⌧員31名となった。 

就労を┠ⓗに㏻所している利⏝⪅と、日中活動の場として㏻所してきている利⏝⪅など、様  々

  な方が利⏝しており、利⏝⪅と仕事のマッチングが困㞴なケースもある。多様なニーズに対応でき

るよう㞀害特性に合わせ個別支援をしていく。 

㸦令和3年3月31日⌧在㸧                          㸦単位㸸人㸧 

 

✀ 

別 

  
 
 
 
 

年
㱋
層 

性 別 㞀 害 別 㞀 害 ➼ ⣭ 

㌴
椅
子
使
⏝
⪅ 

⏨ 女 

▱
ⓗ
㞀
害 

㌟
体
㞀
害 

⢭
⚄
㞀
害 

䥹
㔜
」
㞀
害
䥺

 
 
 
 
 
 
 

愛の手帳 ㌟体㞀害⪅手帳 
⢭⚄㞀害⪅ 
保健⚟♴手帳 

㸯
・
㸰
度 

㸱
・
㸲
度 

手
帳
な
し 

 

㸯
・
㸰
⣭ 

 

㸱
・
㸲
⣭ 

 

㸳
・
㸴
⣭ 

手
帳
な
し 

㸯
⣭ 

㸰
⣭ 

㸱
⣭ 

手
帳
な
し 

18㹼20歳 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 

21㹼30歳 4 5 8 0 2 1 1 7 1 0 0 0 9 0 1 1 7 0 

31㹼40歳 4 2 6 2 0 2 3 3 0 1 0 1 4 0 0 0 6 0 

41㹼50歳 5 3 8 0 1 1 2 6 0 0 0 0 8 0 0 1 7 0 

51㹼60歳 1 3 4 0 1 1 0 4 0 0 0 0 4 0 1 0 3 0 

61歳以上 3 0 3 0 0 0 0 3 0 0 0 0 3 0 0 0 3 0 

ィ 
18 13 

30 2 4 5 
6 24 1 1 0 1 29 0 2 2 27 

0 
31 31 31 31 

㸦参⪃㸧                    㸦単位㸸歳㸧 

区分 平均年㱋 最小年㱋 最㧗年㱋 全体平均年㱋 

⏨ 42.3 19 68 
40.1 

女 37.0 21 60 

 

㸰 月別㸦毎月末㸧入㏥所⪅状況                            㸦単位㸸人㸧 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

入所定員 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 480 

入所⪅数 31 31 30 30 30 30 30 30 30 30 30 31 363 

充㊊率㸣 77.5 77.5 75.0 75.0 75.0 75.0 75.0 75.0 75.0 75.0 75.0 77.5 75.6 

 

㸱 入㏥所の⌮⏤状況 

㸦㸯㸧入所前状況                     㸦単位㸸人㸧 

区 分 学 校 ㌿ 居 他施タ 居 宅 その他 ィ 

㏻
所
⪅ 

⏨ 0 0 0 1 0 1 

女 0 0 0 0 0 0 

ィ 0 0 0 1 0 1 
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㸦㸰㸧㏥所⌮⏤                   㸦単位㸸人㸧 

区 分 就⫋ 他施タ ⤖婚 その他 ィ 

㏻
所
⪅ 

⏨ 0 0 0 0 0 

女 0 1 0 0 1 

ィ 0 1 0 0 1 
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㸯㸮㸫㸦㸴㸧▷期入所事業➼ 

 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟 

方㔪 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値 

㸿 

⤒営

㈈務 

㸯 新つ事業の定╔ 全⫋員 

必せな業務プロセスの標準化 

→必せな業務プロセスを整備、⢭査中のた

め標準化には⮳っていない。㸦┠標未㐩成㸧 

㸰 利⏝実⦼ 全⫋員 
▷期入所の利⏝実⦼1500件 

→1399件㸦┠標未㐩成㸧 

㹀 

品㉁ 

㸯 安全・安心な支援提供 
主 任 

全⫋員 

①  施タ内会㆟毎月実施 

→居所☜保事業時㸦8 月㸧を㝖き予定㏻り

11回実施。 

②  施タ情報毎月Ⓨ信㸦施タ内掲♧板㸧 

→⾜事を⮬⢔した期㛫があるため、㛤催時

のみ掲♧板にて情報Ⓨ信実施。 

③  季⠇ごとの㣭・対応振り㏉り毎月実

施 

→毎月㣭実施。対応振り㏉りは◊修や事

業内容振り㏉りを⾜った月以外で毎月実

施。 

㸰 㢳客ニーズの把握と反映 
主 任 

全⫋員 

利⏝⪅意向ㄪ査 

①  企⏬・ミニイベントの実施 

→上半期⮬⢔。下半期つ模を⦰小しつつ実

施。 

②  余暇時㛫への対応実施 

→利⏝時㛫の㛗い利⏝⪅、休日に状況をぢ

ながら実施。 

③  満㊊度㸵㸮㸣以上を⥔持 

→┠標に対して▷期入所事業に係る㡯┠の

平均76.3㸣で┠標㐩成。 

㹁 

人材

⫱成 

㸯 ⫋員の㈨㉁向上 
主 任 

全⫋員 

⫋員全員が◊修か他施タ勉強会に参加 

→外㒊◊修9名中5名参加。 

施タ内勉強会前期1回後期1回実施 

→前期後期各1回実施。 

 

㸦⥲ホ㸧 

新型コロナウイルス感染の延による事業への影㡪が大きく出た。4月から 5月にかけて⥭急事

態宣ゝがⓎ出され、利⏝の⮬⢔せㄳを⾜いながら受け入れを実施した。また、8 月にはコロナウイル

ス感染濃厚接ゐ⪅の受け入れ事業㸦居所☜保事業㸧を実施したため、その㛫▷期入所事業を一時中断

するなど事業そのものが㏻常㏻り㐠営できない状況がⓎ⏕した。その後1月 8日から 3月 21日まで再

度⥭急事態宣ゝがⓎ出されたが、利⏝⮬⢔➼は⾜わず㐠営した。しかし、感染予㜵のほ点から⾜事や

イベントはつ模の⦰小を余儀なくされた。 

㸦㸰㸧㐠営⟶⌮ 
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 㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 新つ事業の定╔ 

  事業⛣⾜に伴い㞀害⪅⥲合支援法に対応した業務プロセスを一㒊変更している。これまでのノ

ウハウを活かし業務⛣⾜したこともあり、事業⛣⾜に伴う大きな混乱はぢられなかった。以前の

レスパイト事業の業務と▷期入所事業に⛣⾜した業務を整⌮する作業を⾜うため、WT㸦ワーキン

グチーム㸧をⓎ㊊し業務の洗い出しを実施した。しかし、年度末にかけてまで業務内容の⢭査が

必せな事㡯が多くあったこともあり、文書化に⮳らなかったため、次年度に標準化することとし

た。 

 

 㸿㸰 利⏝実⦼ 

   年㛫の利⏝実⦼は1399件であり、年度当初の┠標であった1500件は㐩成できなかった。上グ

⥲ホのとおり、コロナウイルス感染延による利⏝の⮬⢔依㢗や居所☜保事業の㐠営などもあ

り、中㛫報告時に┠標値を1200件に下方修正したところ、中㛫報告時の┠標値は㐩成した。1月

からも再度⥭急事態宣ゝがⓎ出されたが、利⏝⮬⢔は⾜わず、感染予㜵を強化し可⬟な㝈りでの

利⏝受け入れを⾜った。年度当初の┠標値は㐩成できなかったが、⥭急事態宣ゝⓎ出時などの不

測の事態時の利⏝⪅数を┬くと┠標を㐩成できる利⏝数があったことから、事業所の機⬟として

余力を残しているものとホ価できる。また、事業⛣⾜があったが、引き⥆き㔜度の㞀害⪅や⥭急

性のあるケースもニーズに合わせ✚極ⓗに受け入れることができた。 

   しかし、次年度も引き⥆き延が予想される新型コロナウイルス感染の感染予㜵に㓄慮しつ

つ、♫会情勢を⪃慮しながら㐺正な┠標⟶⌮を実施していく。 

 

 㹀 品㉁ 

 㹀㸯 安全・安心な支援提供 

   施タ内での会㆟は居所☜保事業実施時を㝖き実施し、日々の支援の振り㏉りなどの内㒊コミュ

ニケーションの機会を充分に保つことができ、リスクを未然に㜵ぐことにつながった。情報Ⓨ信

については上半期⮬⢔し、下半期より再㛤している。⾜事やイベントの㛤催が困㞴な状況であっ

たため、季⠇に応じた施タ内の㣭は毎月欠かさず実施し、㣭品は余暇時㛫を活⏝し利⏝⪅と

一⥴に制作することもできた。 

   サービスマナーの振り㏉りは、上半期は事業⛣⾜による標準化に時㛫を多く㈝やし実施回数が

少なかったが、下半期にはほぼ毎月実施し、日々の業務のぢ┤しにつながっていた。また、利⏝

⪅支援については毎月の会㆟で㆟ㄽすることで安全、安心な支援提供ができるよう努めた。次年

度はサービスマナーの振り㏉りを充実させ、日々の支援の振り㏉りの場を多くタける。 

 

㹀㸰 㢳客ニーズの把握と反映 

   令和2年度意向ㄪ査で▷期入所事業に係る満㊊度㸦満㊊、どちらかといえば満㊊の合⟬数㸧は

76.3㸣だったため┠標を㐩成した。昨年度の意向ㄪ査時に意ぢとしてあった余暇の充実について

は、企⏬、⾜事、外出などは上半期まで感染予㜵のため⮬⢔をしていた。下半期より徐々に⾜事

などは再㛤したが、延㜵止のほ点からもつ模を⦰小せざるを得なかった。 

感染予㜵に㓄慮した中、下半期より▷期入所事業㛗時㛫利⏝⪅を中心に㏆㞄への外出などの余

暇活動を実施している。今年度の意向ㄪ査㸦12 月に実施㸧にも同様の意ぢが挙がっているため、

次年度も⥅⥆して余暇時㛫の㐣ごし方の充実を図ることとした。 

㹁 人材⫱成 
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 㹁㸯 ⫋員の㈨㉁向上 

   外㒊◊修は9名中 5名の参加にとどまり、┠標である全員参加は叶わなかった。感染延に

よって◊修の㛤催⮬体が少なかったこと、◊修の⏦し㎸み抽㑅に漏れたことなど様々なせ因が⪃

えられる。┠標㐩成が実⌧できなかったため、次年度はより✚極ⓗに◊修参加の機会を☜保でき

るよう努めることとする。 

 

㸰 令和 2年度事業ィ⏬の実施状況 

 

 

 

 

 

 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋員 

(1) 㐠営⟶⌮ 

① 会 ㆟ 

 

 

・⫋員会㆟ 

・業務ㄪ整会㆟ 

 

月1回 

〃 

 

 

 

 

全 員 

〃 

 

11回実施。 

㸦8月居所☜保事業㛤

催のため未実施㸧 

② 健康⟶⌮ ・定期健康検デ 

・⏕活⩦慣検デ 

・㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接✀ 

・⭠内⣽⳦検査 

年2回 

年1回 

年1回 

毎 月 

 全 員 

指定⪅ 

全 員 

全 員 

2回実施㸦8.9月、3月㸧 

1回実施 

1回実施 

毎月実施 

③ ⫋員◊修 ・内㒊◊修 

 各✀勉強会 

・外㒊◊修 

 区主催・施タぢ学➼ 

 

㝶 時 

 

㝶 時 

 全員  

事業所内◊修3回実施 

 

5回参加 

(2)利⏝⪅支援 

・⎔境整備 

 

 

・床清掃 

・害㥑㝖 

・⥭急呼出システム点検 

・㓄水⟶清掃 

・布団乾燥・消毒 

 

年1回 

㝶 時 

月1回 

年1回 

年1回 

 

 

 

 

 

 

 

外㒊業⪅対応 

〃 

㜵災センターによる 

外㒊業⪅対応 

〃 

(3)㜵災対⟇ ・センター合同㜵災カ⦎ 

・センター㜵災カ⦎ 

・安全委員会 

・安全・㸲S点検 

年1回 

毎 月 

 

毎 月 

全 員 

全 員 

 

 

全 員 

全 員 

委 員 

全 員 

 

合同㜵災カ⦎を含む 

㐺時参加 

毎月実施 

(4)その他 ・ISO9001 㺙㺎㺫㺼㺐㺵㺻㺛 年1回  全 員 10月実施済 
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㸦別⾲㸧              ▷期入所事業➼㈨料 

 

㸯 月別利⏝状況㸦延べ利⏝日数㸧 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

▷期入所 60 72 133 135 80 131 124 132 147 127 123 135 1399 

日中一時支援 10 3 9 2 15 10 1 10 5 5 6 10 86 

ィ 70 75 142 137 95 141 125 142 152 132 129 145 1485 

 

 

㸰 年㱋別利⏝状況㸦延べ利⏝日数㸧 

 

(利⏝⪅人数) 

未 就 学

児 

(7人) 

学㱋児 

 

(48人) 

18歳 

㹼30歳 

(37人) 

31歳 

㹼40歳 

(24人) 

41歳 

㹼50歳 

(11人) 

51歳 

㹼60歳 

(4人) 

61歳 

㹼 

(0人) 

ィ 

 

(77人) 

▷期入所 2 440 706 203 35 13 0 1399 

日中一時支援 11 43 25 6 0 1 0 86 

ィ 13 483 731 209 35 14 0 1485 

※ 年㱋は令和元年4月1日の時点のもの 

 

 

㸱 㞀害別利⏝状況㸦延べ利⏝日数㸧  

 

㸦利⏝⪅人数㸧 

▱ⓗ㞀害 

(65人) 

㌟体㞀害 

(11人) 

⢭⚄㞀害 

(0人) 

㔜」㞀害 

(55人) 

不 明 

(0名) 

ィ 

㸦131人㸧 

▷期入所 506 31  862 0 1399 

日中一時支援 39 3  44 0 86 

ィ 545 34 0 906 0 1485 
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11 港区❧児❺Ⓨ㐩支援センター 

 

㸯 令和 2年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況  

令和 2年は、港区で唯一の多機⬟型児❺Ⓨ㐩支援センターとしての初年度となった。4月 6日、児

❺Ⓨ㐩支援(日々㏻園・併⏝㏻園・㔜心)の「はじめの会」㸦入園式㸧は新型コロナウイルス感染感染

拡大㜵止のため、例年の全体会を止めてクラスに分散して⾜った。その⩣日にⓎ令された⥭急事態宣

ゝによる幼⛶園や学校などの休校➼に伴い、児❺Ⓨ㐩支援センターの利⏝児・保ㆤ⪅に対して利⏝⮬

⢔をお㢪いした。⫋員に対しても感染拡大㜵止のほ点から、業務に支㞀のない⠊囲で在宅勤務とした。

6 月に宣ゝがゎ㝖され事業を再㛤したが、児❺Ⓨ㐩支援事業の利⏝児は保⫱園・幼⛶園・学校も併⏝

利⏝しているため、大勢が㞟まる⾜事は⦰小または中止した。また感染拡大㜵止のフローチャートを

作成し、利⏝児・保ㆤ⪅に対する啓Ⓨ活動や⫋員には感染予㜵◊修、㹎㹁㹐検査を⾜うことにより、

利⏝児及び⫋員から感染⪅を出すことなく一年を⤊えた。 

事業の大きな変更点としては、専㛛⫋による月 1㹼2回の個別指導を区の単独事業から法内の児❺Ⓨ

㐩支援事業へ⛣⾜を始めた。 

今年度は新つ事業❧ち上げで㔜せな年であったが新型コロナウイルスの影㡪により事業㐠営はィ⏬

どおりに㐍まなかった。 

 

㸰 㔜点事㡯 

(㸯) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標)の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

㈈務

⤒営 

㸯 法内へのスムーズな⛣⾜ 全⫋員 
新人対㇟の勉強会実施 

ㄗㄳ求予㜵のための手㡰の検ウ、実施 

㹀 

品㉁ 

㸯 各事業の手㡰書作成 全⫋員 
受付から㛤始までの手㡰書、支援で必せ

な書式の作成 

㸰 施タ内のタ備⎔境整備 全⫋員 

区有施タ安全点検指摘事㡯の対⟇実施 

カ⦎室照明㏣加タ⨨工事の完了 

インターネット⎔境の整備完了 

㸱 安全⟶⌮・危機⟶⌮ 全⫋員 

消㜵カ⦎ 予定どおり実施 

健ㄔ会との⥲合㜵災カ⦎ 2月実施 

㜵犯カ⦎実施 10月実施 

引き取りカ⦎ 11月実施㸦6月はコロナ

の影㡪で中止㸧 

㸲 㛵係機㛵との㐃携 全⫋員 

地域住民や㏆㞄の施タとの㐃携は、コロ

ナの㛵係で未実施 

学校、保⫱園、幼⛶園へパンフレットを

㓄布 

㸳 ⾨⏕・健康⟶⌮ 全⫋員 

感染予㜵◊修 11月実施 

感染対⟇の実施 

各医⒪機㛵との㐃携 

㹁 

人材

⫱成 

㸯 専㛛機㛵としての⫋員の㈨㉁向上 全⫋員 

新人◊修8回 

待㜵止◊修、⫋✀ごとのケーススタデ

ィ、指導同席のOJTの実施 
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(㸰) 実施状況のホ価 

㸿㸯 法内へのスムーズな⛣⾜ 

法内化に係る報㓘と児❺Ⓨ㐩支援ガイドライン➼について新人⫋員に対して勉強会を実施した。

また、ㄗㄳ求をなくすため㐠営⟶⌮㒊と各事業担当⪅の㛫で手㡰を検ウした⤖果、円滑に業務が

㐍められた。 

 

㹀㸯 各事業の手㡰書作成 

新つ事業㛤始にあたり、㏻園利⏝児の受け入れ手㡰書を作成し、事業に必せな書式を整えた。

また、当初、新型コロナウイルス感染リスクのため事業をぢ合わせていた保⫱所➼ゼ問支援と居

宅ゼ問型支援は、感染予㜵対⟇を徹底した上で、作成した手㡰書に則り事業を㛤始した。 

 

㹀㸰 施タ内のタ備⎔境整備  

5月に港区の区有施タ安全⥲点検を受け、指摘を受けた⟠所は㏿やかに改善を図り、毎月の㞀

害⪅⚟♴ㄢ施タ係によるモニタリングを㏻じて不具合⟠所があれば㏲次区により修⧋が⾜われ

た。 

カ⦎室では照明の数が㊊りず㒊屋の暗さによりカ⦎に支㞀をきたしていたが、照明の㏣加タ

⨨工事が 3月に完了し、カ⦎の安全性が向上した。 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、オンラインによる外㒊◊修や施タ㛫会㆟が増えたこ

とや、今後、オンラインでの利⏝⪅支援も想定されるため、インターネット⎔境の整備を完了し

活⏝を始めた。 

さらに、玄㛵内側の⮬動ドアから児❺が施タの外へ出るリスクを無くすため常時施㘄し、来

客の㝿は㝶時⫋員が㛤㘄する対応に切り替えた。また、保ㆤ⪅への情報Ⓨ信は、㓄付物の他に掲

♧板を玄㛵前及び個別指導待合室の 2ヶ所にタ⨨した。 

 

㹀㸱 安全⟶⌮・危機⟶⌮  

消㜵カ⦎については、毎月 1回ィ⏬ⓗに消火カ⦎・㑊㞴カ⦎➼を実施し、2月には⥲合㜵災カ

⦎を実施し、健ㄔ会との㐃携を☜ㄆした。10月には当センターを所⟶する㯞布㆙察⨫の協力を得

て㜵犯カ⦎を実施した。年 2回予定していた保ㆤ⪅による利⏝児の引き取りカ⦎は、6月は新型

コロナウイルス感染の影㡪で中止したが、11月は実施できた。 

さらに、危機Ⓨ⏕時に児❺Ⓨ㐩支援センターと港区、同一建物内にある♫会⚟♴法人健ㄔ会及

び委ク業⪅と情報共有するため「危機Ⓨ⏕時の⥭急㐃⤡⥙㹼➨一報⥭急報告の基本フロー㹼」「危

機Ⓨ⏕時の㐃⤡先およおび報告⪅一ぴ」「休日・夜㛫㐃⤡⥙」を作成した。 

 

㹀㸲 㛵係機㛵との㐃携  

事業内容を地域住民や㝔、保⫱園、幼⛶園、学校➼の㛵係機㛵に周▱するため、児❺Ⓨ㐩支

援センターの事業が分かりやすくグ㍕されたカラーパンフレットを㓄布した。利⏝⪅向けに放ㄢ

後➼デイサービス、保⫱所➼ゼ問支援事業、Ⓨ㐩㞀害児グループなどの事業内容がヲしく書かれ

たパンフレットも併せて作成し㓄布した。今年度に入り区❧幼⛶園園㛗会、小・中学校校㛗会、

教⫱委員会⫋員、スクールカウンセラー◊修会などで当センターの事業と専㛛ⓗな役割について

ミニ◊修会を㛤催した。また子ども家庭支援センター⫋員や区内教⫋員向けに当センターの専㛛

⫋がⓎ㐩支援の基♏ⓗなㅮ⩏を⾜った。 
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㹀㸳 ⾨⏕・健康⟶⌮  

感染予㜵◊修は、感染予㜵と嘔吐物処⌮の◊修を嘔吐・下⑩が流⾜する前に全⫋員を対㇟に

11月に予定どおり実施した。例年と㐪い、新型コロナウイルス感染対⟇のため、密にならない

よう少人数ずつ」数回に分け実施し、実技は新人のみを対㇟に実施した。 

㢼㑧・インフルエンザ・新型コロナウイルス感染➼の感染対⟇は、玄㛵や事務所・トイレ

内・各クラスなどに手指消毒液をタ⨨し感染予㜵に努め、消毒液は児の手に届かないところにタ

⨨することで、ㄗ㣧など危㝤がないよう対応した。また、利⏝児が使⏝したおもちゃなどは毎日

次亜塩㓟 Na希㔘液で消毒した。また、⫋員の検温を1回/日㸦令和2年 9月 15日までは 2回/日)

実施しグ㘓した。⤖果として、施タ内で新型コロナウイルス感染のⓎ⏕や他感染のⓎ⏕➼も

なく⫋員、㏻園児ともに健康・安全に㐣ごすことができた。 

各医⒪機㛵との㐃携は、㝔⤂介の希望があった利⏝児に対しては嘱ク医が┦ㄯに応じ、㛵係

医⒪機㛵へ⤂介を⾜うと共に、医⒪機㛵からぱおへ⤂介を受けて支援を㛤始した。また、全㏻園

児に対して 1㹼2回/年で保ㆤ⪅と医師、┳ㆤ師、必せ時は支援員を含め健康㠃やⓎ㐩㠃の┦ㄯが

できる機会をタけ、日常の困り感➼も共有し医⒪㠃からのサポートに㈉献した。また、事故・怪

我・状悪化時は常に┳ㆤ師が対応し、年度末に救急せㄳしたケースでは、センター㛗・施タ㛗・

主任➼と┦ㄯする⥭急時の体制を事前に整えていたためスムーズに対応できた。 

 

㹁㸯 ⫋員の人材⫱成㸦専㛛機㛵としての⫋員の㈨㉁向上、新人◊修)  

   今年度は新人⫋員が多く入⫋したため、令和2年 4月より事業を円滑に㐍められるよう、新人

⫋員オリエンテーションを令和 2年 3月に⧞り上げたほか、1年を㏻して、Ⓨ㐩支援に㛵する内

容を中心に新人向け◊修を合ィ 8回実施した。 

⫋✀毎にケーススタディや指導⪅同席などのOJTも⾜った。全⫋員に対しても、月㸯回⛬度の

◊修を㏻して、新しい事業㐠営に㛵する▱㆑や、待㜵止や個人情報保ㆤ、㜵犯などの基本ⓗな

▱㆑の共㏻ㄆ㆑を図った。コロナ⚝の状況ではあったが、オンライン◊修を活⏝し、外㒊◊修に

も参加した。令和3年度は、さらなる㈨㉁向上のため、スーパーバイズや外㒊◊修なども活⏝し

ながら、⫋✀㛫◊修や全体向けの内㒊◊修会を充実させる。 

 

㸱 令和 2年度事業ィ⏬の実施状況 

     区分 

事㡯 
概     せ 

実施日・

回数 

参加人員 
備⪃ 

利⏝児 ⫋ 員 

㸦㸯㸧㐠営⟶⌮ 

①会㆟ 

     

ア㸬施タ内会㆟ 朝・帰りのミーティング 毎日  全員 予定㏻り実施 

 業務ㄪ整会㆟ 月1回  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

 ⫋員会㆟ 月1回  全員 予定㏻り実施 

 事業㛫ケース会㆟ 月1回以上  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

 ㏻園リーダー会 月1回  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

 ㏻園個別担当⪅会㆟ 月1回  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

 放ㄢ後デイ会㆟ 月1回  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

 保⫱所➼ゼ問会㆟ 月1回  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

 ┦ㄯ員ミーティング 月1回  㛵係⫋員 予定㏻り実施 
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 ⥲合┦ㄯ会㆟ 月1回  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

 㐠営⟶⌮㒊ミーティング 月1回  㛵係⫋員 7 月から㛤始

予定㏻り実施 

 児❺Ⓨ㐩支援センター利⏝決定会㆟ 月2回  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

 ィ⏬┦ㄯ利⏝決定会㆟ 月1回  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

 㹂㹰カンファレンス 㝶時  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

イ㸬㛵係機㛵会㆟ ┦ㄯ支援事業所㐃⤡会 毎月  副主任 
㛵係⫋員 

予定どおり実

施 

 港区教⫱委員会就学支援委員会 年6回  主任・副
主任 

10㹼2月 

 港区教⫱委員会特別支援協㆟会(幼⛶
園) 

年㸯回  㺜㺻㺞㺎㛗 2月予定 

 港区せ保ㆤ児❺対⟇地域㐃⤡協㆟会実
務⪅会㆟ 

年2回  主任 
㛵係⫋員 

未実施 

 港区㞀害⪅地域⮬❧支援協㆟会幹事会 年3回  センター㛗 書㠃会㆟実施 

 港区Ⓨ㐩支援㐃⤡協㆟会 年3回  㛵係⫋員 未実施 

 児❺Ⓨ㐩支援センター利⏝決定会㆟ 月1回  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

 港区㔜心㌟㞀害児㏻所事業利⏝判定
会㆟ 

年 2㹼 4 回  㛵係⫋員 2月 

 地域⒪⫱㐃⤡会 年3回  㛵係⫋員 未実施 

 東京㒔❧㟷山特別支援学校協㆟会・ホ価
委員会 

年3回  㺜㺻㺞㺎㛗 書㠃会㆟ 

 東京㒔㔜心㌟㞀害児(⪅)㏻所施タ㐃
⤡会 

年2回  㛵係⫋員 未実施 

 東♫協児❺施タ分⛉会▱ⓗⓎ㐩㒊会 年3回  㺜㺻㺞㺎㛗 書㠃報告会㆟ 

 全国児❺Ⓨ㐩支援協㆟会 年2回   未実施 

 港区❧元㯞布保⫱園保⫱内容協㆟会 㝶時  センター㛗 1・3月 

      

②委員会 ⾨⏕委員会 月1回  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

 安全委員会 月1回  㛵係⫋員 カ⦎のみ実施 

 教⫱委員会 㝶時  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

 ⏨女共同参⏬委員会 㝶時  㛵係⫋員 未実施 

 㹋㹑検ウ委員会 偶数月  㛵係⫋員 㝶時実施 

      

③⫋員◊修      

ア㸬外㒊◊修 幼児期のⓎ㐩㞀害の支援・家族支援を⪃える ┦ㄯ員  1名 5月 

 本当はあまり▱られていないダウンのヰ 心⌮士  1名 7月 

 Ⓨ㐩㞀害の特性と⏕活への支援 1年┠⫋員  3名 9月 

 支援⪅を伸ばす実㊶セミナー中⣭コース 支援員  2名 11月 

 

 

東京㒔㞀☀待㜵止・権利擁ㆤ◊修 

 

心⌮士・作

業⒪法士 

 2名 

 

10月 

 

 「㞀害児・⪅を支援している人への◊修」 作業⒪法

士・⌮学⒪

法士 

 3名 9月 

 東京㒔┦ㄯ支援従事⪅初任⪅◊修 ┦ㄯ員  1名 10月、11月 

 ┳ㆤ師基♏ㅮ座㸯㹼主せ㸱態・姿勢と㐠動 ┳ㆤ師  1名 10月 
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 㞀害⚟♴サービス➼事業所に対する⤒営⟶

⌮◊修 

事務員  1名 1月 

 ㄞみ書きの困㞴と合⌮ⓗ㓄慮㸦港区保ㆤ⪅・

支援⪅向けㄝ明会㛤催㸧 

心⌮士 

 

 1名 1月 

       

 東京㒔サービス⟶⌮㈐任⪅・児❺Ⓨ㐩⟶⌮㈐

任⪅基♏◊修 

支援員・ゝ

ㄒ⫈ぬ士 

 2名 11月 

 㞀害児⪅を支援している人への◊修「摂

㣗・・嚥下㞀害とその㣗事について」 

┳ㆤ師・支

援員 

 2名  

 支援力アップ塾実㊶ステップアップ⦅ 

「地域を⪔す、┦ㄯ活動」3回㐃⥆ㅮ座 

┦ㄯ員  㸯名 12月 

 東京㒔Ⓨ㐩㞀☀⪅支援体制整備推㐍事業Ⓨ

㐩㞀害⪅┦ㄯ支援◊修「┦ㄯ支援▱㆑力向上

◊修」 

┦ㄯ員 

 

 1名 12月 

 東京㒔Ⓨ㐩㞀☀⪅支援体制整備推㐍事業Ⓨ

㐩㞀害⪅┦ㄯ支援◊修「Ⓨ㐩㞀害について医

⒪従事⪅向けㅮ⩦会」 

心⌮士  1名 1月 

 ゲーム・インターネット依存┦ㄯ対応指導

⪅㣴成◊修 

心⌮士  1名 2月 

 㞀害のある人の健康デ断㹼幼児期からいつ

様なこと㹼 

┳ㆤ師  1名 2月 

 ⚟♴スキルアップ◊修会初任⪅◊修「㞀害

⦅」 

栄㣴士  1名 2月 

 シーティング◊修 ⌮学⒪法

士 

 1名 2月 

イ㸬内㒊◊修 受⤥⪅ド、実⦼⾲の取り扱い 新人⫋員  23名 6月 

 危機⟶⌮㸦屋内、屋外㐟び㸧 新人⫋員  23名 6月 

 㐟びについて 新人⫋員  23名 6月 

 ADL支援について 1、2年┠ 

⫋員 
 25名 6月 

 ⒪⫱について リードのとり方について 1、2年┠ 

⫋員 
 21名 6月 

 アセスメントシートの書き方について 全⫋員  33名 6月 

 㟁ヰ対応の仕方 新人⫋員  26名 7月 

 個別支援ィ⏬の❧案について 全⫋員  33名 7月 

 摂㣗について 新人⫋員  26名 7月 

 家族支援・㠃ㄯ技⾡ 1、2年┠ 

⫋員 
 20名 8月 

 個人情報保ㆤ◊修 全⫋員  67名 9月 

 グレーな支援について 全⫋員  60名 9月 

 㜵犯カ⦎(㯞布㆙察⨫) 全⫋員  71名 10月 

 子ども家庭支援センターについて 全⫋員  67名 11月 

 児❺Ⓨ㐩支援センター 各事業について 全⫋員  73名 12月 
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 作業⒪法士による◊修「感ぬってなんだろ

う」 
新人⫋員  30名 12月 

 㞀害⪅待㜵止・権利擁ㆤ◊修 全⫋員  66名 1月 

 ⮬㛢スペクトラムについて 新人⫋員  17名 1月 

 ➨二回グレーな支援について 全⫋員  62名 2月 

ウ㸬㺛㺎㺨㺽㺎㺨㺼㺐㺛㺼 ⌮学⒪法士㸦勉強会含む㸧 年6回  㛵係⫋員 5,6,9,10,1

1,12月実施 

 ゝㄒ⫈ぬ士㸦摂㣗指導含む㸧 年12回  㛵係⫋員 月1回実施 

 心⌮士 年4回  㛵係⫋員 9,10、12、㸰月

実施 

 児❺⢭⚄⛉医師 年2回  㛵係⫋員 9、11月実施 

      

④安全⟶⌮ パオ㜵災カ⦎ 月1回 全員 全員 予定㏻り実施 

 安全4S点検 月1回  担当⫋員 予定㏻り実施 

 日常点検 〃  〃 予定㏻り実施 

 㜵犯カ⦎ 年1回  全員 予定㏻り実施 

 引き取りカ⦎ 年2回 ㏻園 㛵係⫋員 6月コロナのため

中止 

11月実施 

 医⒪機器点検 毎日  ┳ㆤ師 予定㏻り実施 

 㐟具消毒 〃  支援員 予定㏻り実施 

 ⥭急時メール㏦信システム⟶⌮ 㝶時  主 任 

支援員 

 

      

⑤⾨⏕⟶⌮ ⾨⏕害⏕息点検 年2回  委ク業⪅ 未実施 

 布団乾燥・消毒 年1回  〃 未実施 

 カーテンクリーニング 〃  〃 未実施 

 床清掃 〃  〃 3月実施 

      

⑥⫋員健康⌮ インフルエンザ予㜵接✀ 年1回  全員 10月実施 

 定期健康検デ 年1回  〃 11-12月実施 

 検便 月1回  㛵係⫋員 予定㏻り実施 

      

⑦実⩦⏕受入 国❧㞀害⪅リハビリテーションセンタ
ー学㝔㸦ゝㄒ⫈ぬ士㸧 

  㛵係⫋員 6月と9月に実

施 

 東洋ⱥ和女子学㝔(保⫱士施タ実⩦ 4年
⏕1名㸧 

  㛵係⫋員 8月 17日-9月 1

日 

 昭和女子大学㸦保⫱士施タ実⩦3年⏕1
名㸧 

  㛵係⫋員 8月 20日-9月 4

日 

 港区幼⛶園教ㅍ実⩦㸦㧗㍯幼⛶園1名、
港南幼⛶園4名、㉥⩚幼⛶園1名、㯞布
幼⛶園1名㸧 

  㛵係⫋員 8月3.4.7日 

 東洋ⱥ和女子学㝔㸦保⫱士施タ実⩦㸱年
⏕2名㸧 

  㛵係⫋員 11月30日‐12月

15日 
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 東洋ⱥ和女子学㝔㸦保⫱士施タ実⩦3年
⏕2名㸧 

  㛵係⫋員 3月15日‐26日 

⑧ボランティア

の受入 

コロナのため受入なし     

 

 



 175 

㸯㸯-㸦㸯㸧㐠営⟶⌮㒊 

 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 委ク業⪅への内㒊┘査 担当⪅ 

内㒊┘査㡯┠のぢ┤しを⾜い、11 月に
㏦㏄バス㐠⾜業⪅・⤥㣗業⪅の┘査を実
施した。 

㸰 健ㄔ会との㐃携 担当⪅ 10月から毎月1回、打合せを実施した。 

 

(㸰) 実施状況のホ価 

 㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 委ク事業⪅への内㒊┘査 

11月、契⣙書・仕様書をもとに㏦㏄バス㐠⾜業⪅と⤥㣗業⪅の内㒊┘査を実施した。⤥㣗業⪅

で一㒊改善中の㡯┠があったが、その後のフォローアップで改善されていることを☜ㄆしたため、

次年度契⣙⥾⤖が妥当であると判断した。 

 

㸿㸰 健ㄔ会との㐃携 

10月から毎月1回、港区、健ㄔ会㸦㞀害⪅支援ホーム南㯞布・南㯞布シニアガーデンアリス㸧

と児❺Ⓨ㐩支援センターの 3⪅による㐃⤡会を実施した。建タ⪅、タ⨨⪅、施タ⟶⌮⪅など様々

な㛵係⪅がいるなかで情報を共有し施タ⟶⌮保守や修⧋をィ⏬ⓗに㐍めることができた。また、

港区主導で⚟♴㑊㞴所㛤タに㛵するマニュアル作りが始まったため今後も㐃携を⥅⥆する。 
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㸯㸯-㸦㸰㸧児❺Ⓨ㐩支援事業 

㸦日々㏻園・併⏝㏻園・㔜心㌟㞀害児支援・Ⓨ㐩㞀害児) 

 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標) の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

 

 

㹀 

品㉁ 

 

 

 

 

 

 

㸯 体制づくり 担当 
クラス数及び併⏝利⏝枠の増加 
定員充㊊率8割 

㸰 ㏻園⫋員の人材⫱成 担当 
新人教⫱㸦OJT)を中心に内㒊◊修会を実
施 

㸱 意向ㄪ査及び事業所⮬己ホ価の実施 担当 

保ㆤ⪅のホ価及び事業所⮬己ホ価を 10
月より㡰次㛤始。11 月半ば㡭を┠㏵に
㞟ィ、3月に⤖果を公⾲ 

㸲 ⾨⏕・健康⟶⌮ 担当 
感染拡大㜵止・⥭急時の対応と日常の
健康⟶⌮ 

㸳 Ⓨ㐩㞀害児グループ 担当 
⥅⥆ⓗなグループ⒪⫱の実施に加え新
しいグループの実施 

㸴 㣗⫱の充実 栄㣴士 
⾜事㣗やイベント⤥㣗の実施 
保ㆤ⪅に向けた㣗⫱の情報Ⓨ信 

㸵 委ク業⪅との㐃携 担当⪅ 
⤥㣗会㆟の㛤催 
日ㄅ➼を活⏝した情報共有 

㸶 ㏻園児の個別指導について 担当 クラスほ察やグループほ察への参加 

 

(㸰) 㐍捗状況のホ価 

㹀㸯 体制づくり 

   今年度より日々㏻園クラスを 5クラスから6クラスに増加し、さらに保⫱園との併⏝利⏝を㛤

始した。最⤊ⓗな在⡠児人数 52名のうち併⏝利⏝児は 19名であった。定員充㊊率は中㛫報告時

と同様に 8割⛬度に␃まったが、㏻年でゆとりある⫋員体制が取れた。それにより、こども⒪⫱

パオから児❺Ⓨ㐩支援センターに⛣⾜した初年度として、安全なクラス㐠営及び充実した⒪⫱活

動の実施の基┙づくりができ、次年度以㝆の㐠営に⧅げられた。 

 

㹀㸰 ㏻園⫋員の人材⫱成 

   事業ィ⏬の◊修㡯┠に沿い内㒊◊修を実施した。今年度は初任⪅が多く、Ⓨ㐩支援に㛵わる内

容について例年より数多く実施した。また、中堅⫋員も交えながら事業に㛵わる内容についても

共㏻ㄆ㆑を図った。次年度は引き⥆き新任向けの◊修のほか、中堅⫋員にもスポットを当て、さ

らに専㛛ⓗな内容の企⏬やケーススタディなど、より実㊶ⓗな◊修に取り⤌み、㉁の向上に努め

る。 

  

㹀㸱 保ㆤ⪅のホ価及び事業所⮬己ホ価の実施  

10 月 2 日より㡰次、保ㆤ⪅を対㇟に「保ㆤ⪅のホ価及び事業所⮬己ホ価」の㓄付を㛤始した。

⫋員についても 11 月半ば㡭までにヱ当する事業のホ価を⤊え、所定の手㡰、書式に沿って㞟ィ

⤖果を 3月に⚟♴医⒪機構のホームページで公㛤した。⤖果として、⣙8割の利⏝⪅に協力を得

ることができた。意ぢとしては、新型コロナウイルスの影㡪で㏻常の支援が受けることができな
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かったこと、新たにスタートした事業への期待感が伺われた。 

 

㹀㸲 ⾨⏕・健康⟶⌮  

施タ内での感染拡大㜵止のため、㏻園児の中で流⾜性の感染が出た場合は、全保ㆤ⪅へ一

斉メールを㏦信し情報共有することで感染予㜵に努めた。嘔吐・下⑩が流⾜する前には㐺切な嘔

吐物処⌮の対応できるよう、全⫋員を対㇟に◊修を⾜った。その他、㢼㑧・インフルエンザ・新

型コロナウイルス➼の感染予㜵として、玄㛵や事務所・トイレ内・各教室に手指消毒液をタ⨨

し予㜵に努めた。また、新型コロナウイルス感染対⟇として、全⫋員を対㇟に検温を 1 回/日

⾜い早期Ⓨぢに努めた。さらに、利⏝児保ㆤ⪅➼に㛵しては、新型コロナウイルス感染対⟇と

してぱおが⾜っていることを書㠃にて提♧し周▱した。 

┳ㆤ師は日㡭より㏻園児の既往歴・健康状態を把握し対応した。事故・怪我・状悪化時は┳

ㆤ師が対応し、常に⥭急時に備えた体制をとった。⥭急時は必せに応じてセンター㛗・主任➼と

┦ㄯし救急せㄳを⾜った。必せ時は嘱ク医から㛵係医⒪機㛵へ患⪅⤂介を⾜うケースがあるため

各医⒪機㛵と㐃携をとっていった。特に、㔜心㌟㞀害児に㛵しては医⒪ⓗケアが多くあり、感

染予㜵と健康㠃の㓄慮はより一層必せであったため、┳ㆤ師はクラスに常㥔し医⒪ⓗケア児の

対応に当たった。 

    

㹀㸳 Ⓨ㐩㞀害児グループ  

従来の㞟団㐺応をㄢ㢟とした就園児グループの活動を引き⥅ぎ、年㛗のグループを 2グループ

で実施すると共に、さらに対㇟を広げ、年少グループや㐠動を中心にしたグループを実施した。

コロナ⚝であったが、受⤥⪅ドの取得➼の手⥆きは、案内や㈨料のⓎ⾜により滞りなく㛤始でき

た。支援は、支援員をはじめ専㛛⫋㸦心⌮士、ゝㄒ⫈ぬ士➼㸧など多⫋✀による㐃携のもと㐠営

し、多ゅⓗなアプローチができた一方で、⫋員㛫のスケジュールやプログラムのㄪ整など㐠営の

㞴しさがみられたため、次年度は支援員中心のグループで実施する。 

 

㹀㸴 㣗⫱の充実  

安全安心な⤥㣗の提供はもちろんのこと、利⏝児が㣗べることの楽しさを感じられるような献

❧作成や⾜事、イベント㣗の企⏬など実施できた。特に 11 月に実施した⤮本⤥㣗では、利⏝児

にもぶしまれている⤮本「おべんとうバス」の世⏺を⤥㣗で⾲⌧したところ、利⏝児が喜んで㣗

べる姿が伺えた。また、保ㆤ⪅を対㇟とした「㣗⫱だより」をⓎ⾜し、利⏝児の⤥㣗の様子や⡆

単な栄㣴、㣗⫱情報を伝えることができた。 

 

㹀㸵 委ク業⪅との㐃携 

バスによる㏦㏄は、委ク業⪅の営業所を中心に日々㐠⾜ㄪ整や㏻園児の出欠➼の㐃⤡➼を┦

互に☜ㄆし問㢟なく㐠⾜できた。周㎶の㐨㊰交㏻状況に応じて、その㒔度情報を共有しながら対

応することができた。 

⤥㣗業⪅とは、栄㣴士を中心に㓄⮃及び提供方法を整備し、混乱なく利⏝児に㣗事提供がで

きた。また、⤥㣗会㆟を月 1回㛤催し情報共有やㄢ㢟ゎ決に努めている。 

さらに、清掃業務委クでは、日々㏻園㛤始までに清掃業務を⤊了するなどセンターの業務に

支㞀のないよう業務をしてもらっているほか、作業日ㄅを活⏝することで実施状況や不具合⟠所

の☜ㄆなど情報の共有をすることができた。 
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㹀㸶 ㏻園児の個別指導  

これまでどおり、「個別の時㛫」としてクラスと㐃携を図りつつ実施した。今年度から㏻園に㛵

わり始めた新しい⫋員もクラスやグループほ察に✚極ⓗに参加し、情報共有を図った。日常⏕活

の基♏となる、㐠動・ㄆ▱・コミュニケーションの力を⫱てるべく、クラスでのㄢ㢟を取り出し

て実施し、個別指導でⓎ揮できていることをクラスに㑏元できるよう取り⤌んだ。また、個別指

導でのㄢ㢟と㏻園での活動の⧅がりや意⩏を、個別指導の中で保ㆤ⪅に伝えることができた。 

 

㸰 令和 2年度事業ィ⏬の実施状況 

     区分 

事㡯 
概     せ 

実施日・

回数 

参加⪅➼ 
備⪃ 

利⏝児 ⫋ 員 

(1)利⏝⪅支援 
①児❺Ⓨ㐩支援
事業 

     

ア.支援㺪㺽㺹㺖㺼㺵㺯 日々㏻園 㐌5日 3-5歳児 㛵係⫋員  

 併⏝㏻園 〃 〃 〃  

 㔜心㌟㞀害児 〃 〃 〃  

 Ⓨ㐩㞀害児グループ 月3-4回 〃 〃  

 延㛗事業 毎日 希望⪅ 〃 会㆟日➼㝖外 

 ミュージックセラピー 年30回 全員 〃  

 ミュージックセラピー勉強会 年1回 保ㆤ⪅ 〃 8月実施 

 水⒪⫱ 年16回 対㇟児 〃 コロナのため

全回中止 

 個別の時㛫 月1㹼4回 〃 〃  

 個別支援ィ⏬作成 年2回 全員 〃  

 個別支援ィ⏬㠃接 年3回 〃 〃  

 個別㠃接 㝶時 〃 〃  

 家庭ゼ問 㝶時 〃 〃  

イ.健康⟶⌮ 測定 月1回 全員 ┳ㆤ師  

 小児⚄⤒デ㸦ケースデ㸧 年1㹼2回 〃 嘱ク医  

 小児⛉デ㸦日々・併⏝㸧 年2回 対㇟児 検デ医  

 小児⛉デ㸦㔜心㸧 㐌1回 〃 嘱ク医  

 歯⛉デ 年2回 〃 歯⛉医  

 尿検査 年1回 3歳以上 ┳ㆤ師  

 バイタルサインチェック 毎日 㔜心 ┳ㆤ師  

ウ.施タ⾜事 はじめの会 年1回 全員 㛵係⫋員 4月 

 保ㆤ⪅参加日 年1回 〃 〃 コロナのため中止 

 交流保⫱ 1人年2回 〃 〃 9-11月 

 ⒪⫱参加日 年2回 全員 〃 9-10月 
2-3月 

 㐲㊊ 年1回 〃 〃 コロナのため中止 

 保ㆤ⪅懇ㄯ会 年2回  〇 11、1月 

 㐠動会 年1回 〃 〃 コロナのため中止 

 クリスマス会 年1回 〃 〃 12月 
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 修了式・おわかれ会 年1回 〃 〃 3月 

 次年度オリエンテーション 年1回 〃 〃 3月 

(2) 保ㆤ⪅支援 保ㆤ⪅勉強会 年1回 全員 㛵係⫋員 コロナのため中止 

 就園勉強会 年1回 希望⪅ 〃  

 就学勉強会 年4回 年中・ 
年㛗児 

〃 7月実施 

 こっこの会(保ㆤ⪅交流) 年4回 全員 〃 予定どおり実施 

 ひまわりの会(保ㆤ⪅交流)Ⓨ㐩㞀害 年5回 〃 〃 〃 

 歯⛉⾨⏕ㅮ⩦会 年1回 〃 ┳ㆤ師  

 㣗⫱・摂㣗指導 月1回 〃 㛵係⫋員  

(3)その他 ⒪⫱ぢ学会 年2回 〇 㛵係⫋員 㛵係機㛵対㇟ 

 パオぢ学⪅受入れ 㝶時 〇 〃  

 

㸯㸯-㸦㸱㸧居宅ゼ問型児❺Ⓨ㐩支援事業   

 

㸯 㔜点事㡯   

(㸯) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標) の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㹀 

品㉁ 

㸯 
在宅の㞀害児に対するⓎ㐩支援の機
会☜保 

担当 10月以㝆、ゼ問回数の増加 

㸰 
ゼ問支援から㏻所支援への♫会⏕活
⛣⾜を推㐍 

担当 1名が保⫱園への⛣⾜決定 

 

(㸰) 実施状況のホ価 

㹀㸯 在宅の㞀害児に対するⓎ㐩支援の機会☜保 

新型コロナウイルス感染拡大㜵止のため、10 月までゼ問支援を実施できない利⏝児がいたが、

感染予㜵対⟇を最大㝈にとることで年度後半はゼ問支援を⾜った。どの利⏝児も大きく体ㄪを崩

すことなくゼ問支援を受けることができ、それぞれのⓎ㐩段㝵に合わせた活動に取り⤌んだこと

で、保ㆤ⪅よりゼ問支援回数を増やしてほしいというせ望があがった。 

 

㹀㸰 ゼ問支援から㏻所支援への♫会⏕活⛣⾜を推㐍 

   保⫱園を併⏝利⏝している児が 1名と健康状態に㓄慮しながら㞟団参加の☜保を⪃慮すること

を┠標にしている児2名がこのサービスを利⏝しており、このうち1名の児が令和 3年度から保

⫱園に⛣⾜することに⧅げた。 
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㸯㸯-㸦㸲㸧放ㄢ後➼デイサービス事業  

 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標) の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㹀 

品㉁ 

㸯 
学㱋期支援のための新しいアセスメ
ントツールの導入 

㛵係⫋員 各✀ホ価を㉎入し、活⏝ 

㸰 実⦼の✚とニーズの把握 㛵係⫋員 

・利⏝実⦼の┠標㐩成 
・担当⪅会㆟などによる㛵係機㛵との㐃
携 
・児❺⢭⚄⛉医師によるスーパービジョ
ンの実施 

 

(㸰) 実施状況のホ価 

㹀㸯 学㱋期支援のための新しいアセスメントツールの導入 

学㱋期の┦ㄯや支援に対応するため、心⌮士、ゝㄒ⫈ぬ士、作業⒪法士が各✀ホ価バッテリー

を使⏝して、利⏝児のⓎ㐩の特性をホ価した。その⤖果、利⏝児の⏕活上の困り感や、学⩦のつ

まずきにあるⓎ㐩の特性と日常の取り⤌みや⎔境㠃の工夫について、保ㆤ⪅や利⏝児本人と共有

することができた。また、ホ価⤖果は必せに応じてホ価⤖果報告書を作成し、保ㆤ⪅や主治医と

情報を共有した。 

 

㹀㸰 実⦼の✚とニーズの把握 

今年度はコロナ感染予㜵のために、事業㛤始当初は利⏝児が┠標より少ない件数となったが、

11月には┠標の件数に㐩し、新つ┦ㄯ件数も多く初回㠃接は⣙ 2か月弱待っていただく状況だっ

た。また、年度前半はぢ学➼を⮬⢔していたが、後半より個々の利⏝児について㟁ヰによる情報

共有を⾜うとともに、個別の担当⪅会㆟や家庭内㐃携加⟬による学校ゼ問➼を㏻じてニーズの把

握を⾜うことができた。また、学校ゼ問時の担当や特別支援教室の担当教ㅍと、放ㄢ後➼デイサ

ービス事業に㛵しての情報を共有することで、その後の新つの┦ㄯや利⏝に⧅げた。 

   児❺⢭⚄⛉医師によるスーパービジョンは、未就学から学㱋児を担当する⫋員が参加して 2回

実施した。事例を挙げて助ゝいただいた他、日常㛵わる様々な子どものⓎ㐩に㛵する助ゝをいた

だくことができ㈗㔜な時㛫となった。児❺⢭⚄⛉の医師からは、多機⬟事業所の利点を⏕かし、

年㱋が上がると変化する子どものⓎ㐩ㄢ㢟や保ㆤ⪅のニーズを⫋員㛫で共有する機会として活

⏝するようご助ゝいただいたことから、今後も事業をまたいで多⫋✀がスーパーバイスを受けら

れるように◊修方法を工夫したい。 

支援期㛫は、原則6ヶ月でぢ┤すことになっており、今年度は初めての事業のためヨ⾜㘒ㄗし

ながら支援期㛫をタ定した。その⤖果、グループについては、友㐩同士の㛵係性の構⠏から⮬己

や他⪅を⌮ゎし♫会性を⫱むためには 1年㛫の支援が望ましいとし、最㛗1年まで利⏝可⬟とし

た。個別指導は個々のㄢ㢟に応じ新たな個別支援の┠ⓗがある場合には、さらに 6ヶ月支援期㛫

を延㛗する場合があった。利⏝する保ㆤ⪅からも、支援の延㛗を希望する声は多いが、定員 10

名で広く区民の利⏝を受け入れる当センターの役割上、保ㆤ⪅の期待に十分沿えない場㠃が多く

みられ、今後のㄢ㢟となった。今後も実⦼を㔜ねながら、当センターにおける放ㄢ後デイサービ

スの在り方について検ウする。 
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㸰 令和 2年度事業ィ⏬の実施状況 

 区分 

事㡯 
概     せ 

実施日・

回数 

参加⪅➼ 備⪃ 

利⏝児 ⫋ 員 

(1)利⏝⪅支援 グループ活動・個別指導 月㹼土 
月1㹼4回

⛬度 
対㇟児 㛵係⫋員 

5月より事業
㛤始 

 

 

㸯㸯-㸦㸳㸧保⫱所➼ゼ問支援事業 

 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標) の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㹀 

品㉁ 

㸯 新事業の周▱ 㛵係⫋員 

・パンフレットを作成し、㛵係機㛵へ㓄
布 
・㛵係⪅会㆟➼におけるㄝ明、周▱の実
施 

㸰 実⦼の✚とニーズの把握 㛵係⫋員 

・報告会を㏻じて基本ⓗな手㡰の☜❧、
ニーズの把握 
・ケースの個別性を勘案しながら実㊶を
✚ 

 

(㸰) 実施状況のホ価 

㹀㸯 新事業の周▱ 

事業内容を分かりやすくグ㍕したパンフレットを作成し、㛵係機㛵へ㓄布した。また、施タぢ

学➼で㛵係機㛵と㢦を合わせる機会や幼⛶園、保⫱園、学校㛵係⪅が㞟う会㆟➼で丁寧な事業ㄝ

明を⾜うと共に、「思春期の心のケアネットワーク会㆟」など、初めて参加するネットワークで

も周▱した。 

  

㹀㸰 実⦼の✚とニーズの把握 

年度当初はコロナ⚝のため 2か月⛬度の休園・休校➼があり、「㞟団㐺応の向上を┠指す」本

事業のニーズはなかった。園や学校の再㛤以㝆、年度後半に向け徐々にニーズが㢧在化していっ

た一年であり、ひとつひとつ、ケースの個別性を十分勘案しながら実㊶を✚み㔜ねた。 

所内の定期ⓗな報告会を㏻じ、事例のぢ❧てや手❧てに㛵する基本ⓗど点の共有をはかり、本

事業の支援における基本ⓗな手㡰の☜❧を⾜った。具体ⓗな支援内容を共有していくなかで、保

ㆤ⪅や利⏝児、ゼ問先のニーズの把握を⾜った。 
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㸰 令和 2年度事業ィ⏬の実施状況 

 区分 

事㡯 
概     せ 

実施日・

回数 

参加⪅➼ 備⪃ 

利⏝児 ⫋ 員 

(1)利⏝⪅支援 保⫱園・幼⛶園・学校・他の施タへゼ
問。㞟団への㐺応支援 

㝶時 対㇟児 㛵係⫋員  

 

㸯㸯-㸦㸴㸧┦ㄯ支援事業㸦㞀害児┦ㄯ支援・ィ⏬┦ㄯ支援)  

 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯)方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標) の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㹀 

品㉁ 

㸯 地域との㐃携 㛵係⫋員 

・┦ㄯ支援事業所㐃⤡会に参加、各┦ㄯ
支援事業所の┦ㄯ支援専㛛員と情報交
換実施 
・㏆㞄区の⚟♴サービス事業所へのゼ問
実施 

㸰 ┦ㄯ支援専㛛員のスキルアップ 㛵係⫋員 

・定例の内㒊会㆟による事例検ウ会を実
施 
・外㒊◊修➼の参加、共有による全体の
専㛛性の向上 

 

(㸰) 実施状況のホ価 

㹀㸯 地域との㐃携 

新型コロナウイルス感染拡大㜵止㸦⥭急事態宣ゝ㸧の影㡪により、前期はゼ問や担当⪅会㆟は

最小㝈に␃まった。⥭急事態宣ゝのゎ㝖以㝆は、ゼ問によるモニタリングや㠃ㄯも再㛤し、㟁ヰ

のみでは把握できなかった利⏝児の実態把握やサービス提供事業所➼との情報交換がより丁寧

に実施できた。また、┦ㄯ事業所㐃⤡会で各┦ㄯ支援事業所と情報交換を⾜い、⌧在の区内にあ

るサービスの共有や⌧状のㄢ㢟を互いに☜ㄆすることができた。 

また、港区と㏆㞄区の事業所へのゼ問を実施した。⚟♴サービス以外の㈨源もゼ問し、㐃携を

強化した。 

 

㹀㸰 ┦ㄯ支援専㛛員のスキルアップ 

センター内の定例会㆟において個々のケース検ウを⾜い、」数の┦ㄯ支援専㛛員と意ぢ交換す

ることで、事業所内で互いのケースを検ウしスキルアップに⧅がった。また、医⒪ⓗケア児コー

ディネーター㣴成◊修や東京㒔♫会⚟♴協㆟会が主催する┦ㄯ支援に㛵する◊修に参加し、幅広

い専㛛ⓗ▱㆑の向上に⧅がった。 
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㸯㸯-㸦㸵㸧⥲合┦ㄯ事業㸦区単独事業)  

 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標) の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㹀 

品㉁ 

㸯 ぶ子グループの拡充 㛵係⫋員 
・ぶ子㏻園事業の円滑な引き⥅ぎ 
・ぶ子グループの増タ、拡張 

㸰 個別支援の⥅⥆および拡充 㛵係⫋員 

・オンライン支援の実施 
・個別支援の円滑な⛣⾜ 
・㛵係機㛵との情報共有による支援の実
施 

 

(㸰) 実施状況のホ価 

㹀㸯 ぶ子グループの拡充 

令和 2年度は 3グループからスタートした2歳児グループだが、利⏝対㇟児の増加に伴い、後

期から 5グループに増やして支援を⾜った。また、これまで⮬⏤参加としてきた 1歳児未満のⓎ

㐩㞀害傾向のある利⏝児のグループについて、個別支援ィ⏬書に基づく支援を⾜うため、新たに

3グループを創タし、メンバーを固定して支援を⾜った。 

グループ活動の中では、子どもへの┤接支援だけでなく、保ㆤ⪅に向けたミニ勉強会を定期ⓗ

に㛤催し、子⫱ての早期に大切にして欲しいど点を共有し、⤥㣗に代わる支援として予⣙制の㣗

事┦ㄯのシステムを構⠏した。また、㏻園事業の体㦂を実施し、㐍㊰についての┦ㄯに応じた。 

 

㹀㸰 個別支援の⥅⥆および拡充 

令和 2年度は、⛣㌿と新型コロナウイルス感染による利⏝の⮬⢔が同時期に㔜なったため、

サービスの変更点だけでなく、感染予㜵⟇などご利⏝にあたっての␃意事㡯を丁寧にご案内で

きるよう、全⫋員に文書で周▱し、㟁ヰ┦ㄯなどのオンライン支援を実施した。また、㛵㐃機㛵

とも㟁ヰなどを活⏝しながら㐃携した。 

利⏝の⏦し㎸み数が増加の一㏵をたどっている一方で、年度末より、3㹼5歳児の個別指導が㡰

次児❺Ⓨ㐩支援事業に⛣⾜しており、⥲合┦ㄯ事業で扱うケースに変化がぢられている。学㱋児

の┦ㄯにおいても、本人の来所意思がない、学校教⫱法上の学⡠がない➼の⌮⏤で放ㄢ後➼デイ

サービス事業に⧅がらないケースについて、保ㆤ⪅㠃ㄯや㟁ヰ┦ㄯ、㛵係機㛵との情報共有とい

った形での支援を⾜っており、令和 3年度は他の事業との接点を意㆑しながら、より利⏝⪅のニ

ーズに添った⥲合┦ㄯ事業を展㛤する必せがある。 

 

㸰 令和 2年度事業ィ⏬の実施状況 

     区分 

事㡯 
概     せ 

実施日・

回数 

参加⪅➼ 
備⪃ 

利⏝児 ⫋ 員 

(1)利⏝⪅支援 

①個別指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア.ホ価 インテーク 㐌3日 対㇟児 SW・心⌮士  

 ⌮学⒪法士ホ価 㝶時 〃 PT  
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 作業⒪法士ホ価 〃 〃 OT  

 ゝㄒ⫈ぬ士ホ価 〃 〃 ST  

 心⌮士ホ価㸦Ⓨ㐩検査含む㸧 〃 〃 心⌮士  

 まとめ㠃接 〃 〃 㛵係⫋員  

 嘱ク医デ察 〃 〃 嘱ク医  

イ.指導内容 個別指導 月1㹼2回 対㇟児 㛵係⫋員  

 個別支援ィ⏬書作成  〇 〃  

 保ㆤ⪅㠃接 㝶時 〃 〃  

 幼⛶園・保⫱園➼ゼ問 〃 〃 〃  

②0・1 歳児グル
ープ 

そらまめ㸦㹎㹒㸧ぶ子㏻園 
ひよこ㸦心⌮㸧ぶ子㏻園 

月1回 
〃 

対㇟児 
〃 

㛵係⫋員 
〃 

 

③2 歳児待機グ
ループ 

ふたば ぶ子㏻園 火㹼㔠 
月3㹼5回 

対㇟児 㛵係⫋員  
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（別表） 

港区❧児❺Ⓨ㐩支援センター ぱお ㈨料 

 

㸯 児❺Ⓨ㐩支援 

(1) 利⏝⪅数                                 㸦単位㸸人㸧   

年 㱋 

区 分 
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 

6㹼11 

歳児 

12㹼14 

歳児 

15㹼18 

歳児 
ィ 

日
々
㏻
園 

⏨ 0 0 0 99 114 64 0 0 0 277 

女 0 0 0 18 13 39 0 0 0 70 

ィ 0 0 0 117 127 103 0 0 0 347 

併 

⏝ 
 

 

利
⏝
児 

⏨ 0 0 0 41 60 55 0 0 0 156 

女 0 0 0 22 35 0 0 0 0 57 

ィ 0 0 0 63 95 55 0 0 0 213 

Ⓨ 

㐩 

 

㞀
害
児 

⏨ 0 0 0 95 30 126 0 0 0 251 

女 0 0 0 14 0 53 0 0 0 67 

ィ 0 0 0 109 30 179 0 0 0 318 

㔜
度
心
㌟ 

㞀
害
児 

⏨ 0 0 0 0 0 24 0 0 0 24 

女 0 0 0 0 19 0 0 0 0 19 

ィ 0 0 0 0 19 24 0 0 0 43 

㸦日々㏻園 49名、㔜心㏻園 3名㸧 

 

(2) ㏻園利⏝⪅の状況                   㸦単位㸸人㸧 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 延㛗保⫱の利⏝状況                        㸦単位㸸件㸧 

 日々㏻所 㔜心㌟㞀害児 合 ィ 

当月⌧在の利⏝Ⓩ㘓⪅ 296 39 335 

最大利⏝日数5日㛫を利⏝した利⏝⪅  36 9 45 

1ヶ月利⏝合ィ数 382 37 419 

利⏝⪅なしの日  2日 

単 一 㞀 害 日  々 㔜心 
㔜」㞀害 

または合併 
日  々 㔜心 

A:▱ⓗ㞀害 175 0 
D:ABCに㞴⫈・どぬ㞀

害を合併 
0 0 

B:Ⓨ㐩㞀害㸦⮬㛢

ⓗ・㸿㹂㹆㹂ⓗ㸧 
334 0 E:㔜心㌟㞀害 0 43 

C:⫥体不⮬⏤ 24 0 
F:その他 
㸦※㞀害区分未振り
分け分は F㸧 

21 0 

ィ 533 0 ィ 21 43 

合      ィ 554 43 
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㸦4㸧栄㣴⟶⌮の状況  

⤥㣗提供㣗数㸦㣗㸧 

区 分 昼㣗 

月平均㣗数 759 

年㛫⥲㣗数 9,108 

 

栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 

 

㺒㺦㺷 

㺕㺼㺎 

(kcal㸧 

たんぱ

く㉁

㸦g㸧 

⬡㉁                

㸦g㸧 

㺔㺷㺚㺑㺯 

㸦mg㸧 
㕲 
(mg) 

ビタミン 㣗物

⧄⥔ 

(g) 

㣗塩 

┦当㔞

(mg) 

㺸㺟㺧㺎㺷 
当㔞
(μ) 

B1                    
(mg) 

B2                         
(mg) 

C                
(mg) 

栄㣴 
基準㔞 400 14.3 11.4 150 1.7 135 0.21 0.24 14 4 1.5 

⤥与 
栄㣴㔞 397 16.1 11.7 121 2.3 160 0.25 0.21 26 3.5 1.8 

※ 栄㣴基準㔞は年1回 4月に⟬出したものである。 

 

栄㣴比率㸦㸣㸧 

炭水化物エネルギー比 たんぱく㉁エネルギー比 ⬡⫫エネルギー比 

37 58 27 

 

㣗品構成と㣗品⩌別⤥与㔞㸦g㸧 

㣗 品 ⩌ 名 㣗 品 構 成 ⤥ 与 㔞 

㸯㸬✐ 㢮 

⡿ 40 40 

パ ン 㢮 8 8 

め ん 㢮 8 14 

その他の✐㢮 0 1 

㸰㸬い も 㢮 13 15 

㸱㸬◁ ⢾ 㢮 1 3 

㸲㸬Ⳬ 子 㢮 0 3 

㸳㸬油 ⬡ 㢮 
動 物 性 1 1 

植 物 性 2 2 

㸴㸬㇋ 㢮 
み    そ 2 2 

㇋・大㇋〇品 8 7 

㸵㸬㨶 介 㢮 

⏕    物 11 10 

塩 ⶶ・⨁ ワ 1 2 

水⏘⦎り〇品 3 1 

㸶㸬獣㫽⫗㢮 
⏕    物 24 27 

その他の加工品 2 2 

㸷㸬卵    㢮 7 6 

㸯㸮㸬乳 㢮 
牛    乳 12 5 

その他の乳〇品 14 21 

㸯㸯㸬㔝⳯㢮 
⥳㯤Ⰽ㔝  ⳯ 36 35 

その他の㔝  ⳯ 58 61 
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㸯㸰㸬果実㢮 20 27 

㸯㸱㸬海 ⲡ 㢮 1 0 

㸯㸲㸬ㄪ 味 料 㢮 8 44 

㸯㸳㸬ㄪ 味 加 工 㣗 品 㢮 2 1 

 

㸰 居宅ゼ問型児❺Ⓨ㐩支援 

(1) 利⏝⪅の状況                              㸦単位㸸件㸧 

年 㱋 

区 分 
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 

6㹼11 

歳児 

12㹼14 

歳児 

15㹼18 

歳児 
ィ 

居
宅
ゼ
問 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 8 0 12 4 12 0 0 0 0 36 

ィ 8 0 12 4 12 0 0 0 0 36 

  

㸱 放ㄢ後➼デイサービス 

㸦1㸧利⏝⪅の状況                             㸦単位㸸件㸧 

年 㱋 

区 分 
小1 小2 小3 小4 小5 小6 中学⏕ 㧗校⏕ ィ 

放
ㄢ
後
➼
デ

イ
サ
䤀
ビ
ス 

⏨ 37 38 92 9 12 4 5 0 197 

女 10 21 5 14 10 0 0 0 60 

ィ 47 59 97 23 22 4 5 0 257 

  

㸲 保⫱所➼ゼ問支援 

㸦1㸧利⏝⪅数㸦ゼ問、その他含㸧                      㸦単位㸸件㸧 

年 㱋 

区 分 

㹼 

年中 
年㛗 小㸯 小2 小3 小4 小5 小6 中学⏕ 㧗校⏕ ィ 

保
⫱
所
➼
ゼ
問 

⏨ 20 7 3 2 9 0 1 0 1 0 43 

女 9 0 1 3 0 1 0 0 0 0 14 

ィ 29 7 4 5 9 1 1 0 1 0 57 

㸦ゼ問実施先㸧㯞布幼⛶園㸦10回㸧、港南幼⛶園㸦6回㸧、伊─子坂保⫱園㸦5回㸧、Ⱚ浦保⫱園㸦4回㸧、 

元㯞布保⫱園㸦5回㸧、三光幼⛶園㸦8回㸧、港南保⫱園㸦3回㸧、Ⱚ浦アイランド㸦2回㸧、 

➨二㟷南保⫱室㸦2回㸧、ファミリアプリスクールⓑ㔠台㸦1回㸧 

 

㸳 ⥲合┦ㄯ 

㸦1㸧新つ受付                           㸦単位㸸件㸧 

年 㱋 

区 分 
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 不明 ィ 

単Ⓨ┦ㄯ 7 11 34 23 20 10 11 116 

インテーク予定中 17 51 61 60 54 39 0 282 

ィ 24 62 95 83 74 49 11 398 
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                                                     㸦単位㸸件㸧 

年 㱋 

区 分 
小1 小2 小3 小4 小5 小6 中学⏕ 㧗校⏕ 不明 ィ 

単Ⓨ┦ㄯ 21 11 14 5 3 7 20 3 6 90 

インテーク予定中 32 23 18 14 6 3 11 2 0 109 

ィ 53 34 32 19 9 10 31 5 6 199 

 

㸦2㸧対応方法  

《未就学児》                           㸦単位㸸件㸧 

年 㱋 

区 分 
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 不明 ィ 

インテーク 9 41 55 45 49 44 0 243 

㠃接 5 37 59 72 105 88 0 366 

個別指導㸦ホ価含㸧 47 187 267 476 1009 1229 0 3215 

ゼ問 0 2 2 15 14 12 0 45 

㟁ヰ┦ㄯ 2 20 41 43 58 35 0 199 

ィ 63 287 424 651 1235 1408 0 4068 

 

《学㱋児》                                㸦単位㸸件㸧 

学 年 

区 分 
小1 小2 小3 小4 小5 小6 中学⏕ 㧗校⏕ 不明 ィ 

インテーク 24 18 22 13 10 4 7 1 0 99 

㠃接 19 21 39 9 22 2 1 0 0 113 

個別指導㸦ホ価含㸧 43 50 94 21 33 3 1 2 0 247 

ゼ問 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 

㟁ヰ┦ㄯ 5 6 12 9 11 5 3 2 0 53 

ィ 91 95 167 53 76 14 12 5 0 513 

 

《⫋✀別》                         㸦単位㸸人㸧 

⫋ ✀ 

区 分 
㹎㹒 㹍㹒 㹑㹒 心⌮ ┦ㄯ員 支援員 ィ 

インテーク 21 2 16 307 381 1 728 

㠃接 28 207 206 322 209 31 1003 

個別指導㸦ホ価含㸧 250 973 1076 1337 0 2 3638 

ゼ問 10 3 1 37 2 1 54 

㟁ヰ┦ㄯ 7 15 23 176 25 11 257 

ィ 316 1200 1322 2179 617 46 5680 
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(3) グループ指導         㸦単位㸸件㸧 

 延べ参加人数 

そらまめ㸦0,1歳児㸧 24 

ひよこ㸦0,1歳児㸧 132 

ふたば㸦2歳児㸧 604 

ィ 760 

 

(4) その他報告事㡯 

《利⏝会㆟》 

 未就学 学㱋児 ィ 

新つ 300 75 375 

⥅⥆ 203 11 214 

⤊了 178 28 206 

⤒㐣ほ察 24 0 24 

処㐝延㛗 384 0 384 

その他 52 21 73 

ィ 1141 135 1276 

 

   報告書作成件数㸦ホ価⤖果報告書、⒪⫱⤒㐣報告書など㸧 

418件 

 

㸴 ィ⏬・㞀害児┦ㄯ 

《新つ契⣙⪅》    㸦単位㸸件㸧 

ィ⏬┦ㄯ 㞀害児┦ㄯ 

5 144 

 

《年㱋別》               㸦単位㸸件㸧 

0㹼2歳児 3㹼5歳児 学㱋児 ィ 

69 778 410 1257 

 

《㞀害✀別》                                㸦単位㸸件㸧 

㌟体 㔜心㌟ ▱ⓗ Ⓨ㐩 㧗次⬻機⬟ 㞴 その他 ィ 

150 129 194 880 0 28 9 1390 

  ※㞀害✀別が」数ヱ当する⪅もいるため、《年㱋別》の合ィ数とは␗なる 

 

サービス➼利⏝ィ⏬・㞀害児支援利⏝ィ⏬作成 270 

⥅⥆サービス利⏝支援・⥅⥆㞀害児支援利⏝援助作成 367 
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➨㸱 公 ┈ 事 業 施 タ 

㸯 ◔地域包括支援センター 

㸦◔あんしんすこやかセンター・⪁人居宅介ㆤ➼事業㸧 

 

㸯 令和 2年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 

4 月 7 日に新型インフルエンザ➼対⟇特別措⨨法に基づく⥭急事態宣ゝが出されたため、区から地

区版地域ケア会㆟実施回数の変更指♧があったほか、介ㆤ予㜵ケアマネジメントや介ㆤ予㜵支援のゼ

問などについての取り扱いやせ介ㆤㄆ定有効期㛫の延㛗⏦ㄳが可⬟になるなどの変更があり、対応に

㏣われた。 

 多くの事業が中止となる中、コロナ⚝における㧗㱋⪅への支援に取り⤌んだ。世⏣㇂ボランティア

協会と協働して、地域の子どもなどが描いた⤮ハガキを㧗㱋⪅に渡して元気づける「ハガキで励まし

つながろう㸟おうちで㐣ごそうプロジェクト」を4月から㛤始した。また、まちづくりセンター・♫

会⚟♴協㆟会と合同で、不㊊していたマスクを地域住民が手作りして㧗㱋⪅などに寄㉗する「手作り

マスクでボランティア」を 5月から㛤始した。また外出を控えている㧗㱋⪅の➽力・体力低下予㜵の

ために「㐠動㐩成度チェックシート」の取り⤌みを㛤始した。 

⥭急事態宣ゝゎ㝖後には外㒊との会㆟➼にオンラインを✚極ⓗに活⏝するなど、「新しい日常」へ向

けた取り⤌みを㛤始した。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧           

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㹀 

品㉁ 

 

㸯 地区版地域ケア会㆟の㛤催 担当⫋員 会㆟㸿を㸰回、会㆟㹀を㸰回㛤催 

㸰 
抽出された地域ㄢ㢟に対す

る取り⤌み 
担当⫋員 

オートロックマンションに住む㧗㱋⪅のぢ守り体制の

構⠏に向け、マンション別データを作成 

㸱 
機㛵㛫㐃携に㛵する会㆟体

への参⏬ 
担当⫋員 機㛵㛫㐃携や地域㐃携に㛵する㸯㸮の会㆟体に参⏬ 

㸲 
在宅医⒪・介ㆤ㐃携推㐍の 

取り⤌み 
担当⫋員 

① 在宅⒪㣴┦ㄯ❆口における┦ㄯ対応実施 

② 地区㐃携医事業の企⏬、実施 

③ 多⫋✀による医⒪と介ㆤ・⚟♴の㐃携推㐍を┠ⓗと

した会㆟については感染拡大予㜵のため形式を変

更し、地区㐃携医事業にてアンケート実施 

㸳 包括ⓗなぢ守り体制の構⠏ 担当⫋員 

① 11月にぢ守り交流会を㛤催し、㧗㱋⪅だけでなく

子どもなども含めたぢ守りについてヰ合い実施 

② オートロックマンションに住む㧗㱋⪅のぢ守りの

ため、マンション別のデータ⾲を作成 

③ 商店⾤とのぢ守りについてのヰし合いは、コロナ⚝

の影㡪で未実施 

㹁 

人材 

⫱成 

㸯 
多様な┦ㄯや地域ㄢ㢟に 

対応できる人材の⫱成 
全⫋員 

◊修の回数や内容を一ぴにして⟶⌮し、1人3件以上

受ㅮ 
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㸦㸰㸧㐍捗状況のホ価 

㹀㸯 地区版地域ケア会㆟の㛤催 

 3回の実施予定であったが、コロナ⚝のため区から㸿㹀とも年1㹼2回㛤催に変更の指♧があり、㛵係機㛵

などの協力を得て、以下のとおり㛤催した。 

 会㆟㸿㸦介ㆤ予㜵ケアマネジメントの㉁の向上を┠ⓗとした会㆟㸧 

日 テ ー マ 
出 席 ⪅ 

数 属 性 

7/28 
主体ⓗに⥅⥆できる㐠動⩦慣の☜保の

方法について 
6 

⌮学⒪法士・区⫋員 

10/15 

本人の抱えている不安、ッえている体ㄪ

不Ⰻや体力低下に対してどの様に㛵わ

り、対応していけばいいか 

9 

作業⒪法士・⟶⌮栄㣴士・デイサービス⫋員・区⫋員 

 会㆟㹀㸦支援の困㞴な事例➼の検ウを⾜う会㆟㸧 

日 テ ー マ 
出 席 ⪅ 

数 属 性 

8/7 
㧗㱋⪅向け住宅というコミュニティで

住民を支えていくために 
9 

⏕活協力員・⏕活協力員業務受ク事業⪅・ㄆ▱在宅⏕活サ

ポートセンター・区⫋員 

9/17 
8050 世帯における機㛵㛫㐃携のタイミ

ングと役割分担 
9 

医師・ゼ問┳ㆤ師・地域㞀害⪅┦ㄯ支援センター・区⫋員 

 

㹀㸰 抽出された地域ㄢ㢟に対する取り⤌み 

 

㹀㸱 機㛵㛫㐃携に㛵する会㆟体への参⏬ 

一㒊感染拡大㜵止のために休止となっている会㆟体があるが、以下に出席し、他機㛵と㐃携してㄢ

㢟に取り⤌んでいる。 

・三⪅㐃携会㆟ 

・きぬた地区♫会⚟♴協㆟会 

・◔地区⏫会・⮬治会㛗会㆟ 

・◔地区民⏕委員児❺委員協㆟会 

・大ⶶ住宅の今後をみんなで⪃える会、ひまわり喫Ⲕ 

・地域ケア㐃⤡会 

・◔地域包括ケア㐃携会㆟ 

・◔地域ご㏆所フォーラム 2021実⾜委員会(オンライン実施) 

・◔エリア⮬❧支援協㆟会(オンライン実施) 

・㧗次⬻機⬟㞀害⪅㛵係施タ㐃⤡会 

 

㹀㸲 在宅医⒪・介ㆤ㐃携推㐍の取り⤌み 

 医⒪と介ㆤの両方を必せとする状態の㧗㱋⪅に、包括ⓗかつ⥅⥆ⓗな在宅医⒪・介ㆤを提供できる

地域づくりのために、以下の取り⤌みを⾜った。 

№ ㄢ㢟 取⤌みの方向性 㐍捗状況 

㸯 

オートロックマンションに

住む㧗㱋⪅のぢ守り体制の

構⠏ 

マンション⟶⌮会♫➼との㐃携体制の構

⠏を┠指す。 

⟶⌮人室をゼ問するなどして得た

情報を、マンション別にまとめた⾲

を作成。 
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① 在宅⒪㣴┦ㄯ❆口における┦ㄯ対応 

在宅医⒪・介ㆤ㐃携推㐍担当⪅を中心に、区民や事業⪅➼からの医⒪・介ㆤ┦ㄯに応じ、⤖果を

毎月区に報告している。また、在宅医⒪・介ㆤ㐃携推㐍担当⪅㐃⤡会で情報共有や意ぢ交換を⾜っ

た。 

 ② 地区㐃携医事業の企⏬と実施 

  以下のとおり実施した。なお、4㹼5月は感染拡大予㜵のため休止した。 

日 実施内容 

6/25 多⫋✀事例検ウ 

7/30 年㛫ィ⏬について打ち合わせ 

8/27 事例検ウ 

9/17 地域ケア会㆟㹀 

11/26 ミニㅮ座打合せ 

12/24 医⒪と介ㆤの㐃携推㐍の取り⤌み 

1/14 在宅医⒪ミニㅮ座中止、⸆剤師、地区㐃携医と区民からの㉁問を共有し、フィードバック実施 

2/18 事例検ウ会(オンライン) 

3/11 今年度の振り㏉り及び次年度に向けての意ぢ交換 

③ 多⫋✀による医⒪と介ㆤ・⚟♴の㐃携推㐍を┠ⓗとした会㆟などの㛤催 

感染拡大予㜵のため、例年㛤催している◔地域合同医⒪と⚟♴㐃携懇ㄯ会は中止した。代わりに

◔地区の全居宅介ㆤ支援事業所に書㠃で「医⒪と介ㆤの㐃携シート」「口⭍ケアチェックシート」「あ

なたを支える医⒪・介ㆤのケアチーム㸦㐃⤡カード㸧」の周▱を⾜い、またアンケート形式で在宅医

⒪・介ㆤ㐃携に㛵する意ぢを求め、⤖果についても共有した。 

 

㹀㸳 包括ⓗなぢ守り体制の構⠏ 

① 対㇟⪅の世代を問わないぢ守り体制の構⠏ 

  子どものぢ守りを検ウしている⏫会・⮬治会と意ぢ交換を⾜った。11月にはぢ守り交流会で、対

㇟を㧗㱋⪅に㝈定せず子どもなども含めたぢ守りについてヰし合い⌧状のぢ守り活動の共有とㄢ㢟

について意ぢ交換を⾜った。 

 ② オートロックマンションに住む㧗㱋⪅のぢ守りのあり方の検ウ 

  オートロックマンションの⟶⌮人室などをゼ問して得た情報を、マンションごとに⾲にまとめた。 

 ③ 商店⾤のぢ守り体制の検ウ 

  ♽師㇂地区と◔地区に拡がる㸱商店⾤振⯆⤌合㸦⥲⛠㸸ウルトラマン商店⾤㸧と㐃携してぢ守り

リーフレットの作成などに取り⤌む予定であったが、コロナ⚝のため中断している。 

 

㹁㸯 多様な┦ㄯや地域ㄢ㢟に対応できる人材の⫱成 

 感染拡大予㜵のため中止となった◊修も多かったが、リモート◊修も含めて全⫋員が年㸱回以上参

加できるように⟶⌮⾲を⏝いてㄪ整した。 

  

 

 

 

 



 193 

㸱 㐠営⟶⌮ 

 令和 2年度の⫋員㓄⨨状況・⫋員◊修の状況は次のとおりである。 

(1) ⫋員㓄⨨状況                 㸦令和 3年3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区 分 センター㛗 
主任介ㆤ 

支援専㛛員 
保健師➼ ♫会⚟♴士 事務員 ィ 

正つ⫋員数 (㸯※) 3 1 4 1 9 

()内は兼務  ※主任介ㆤ支援専㛛員を兼務        

 

 (2) ⫋員◊修の状況 

◊ 修 名 参加⫋✀ 主 催 人

員 

実施月 

外

㒊 

個人情報保ㆤ、保健⚟♴⥲合情報システム、利

⏝⪅基本台帳システム◊修 

主任ケアマネ 

事務員 

世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
2 7 

介ㆤ予㜵ケアマネジメント◊修㸦新任㸧 
主任ケアマネ 

事務員 

世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
2 7 

東京㒔地域包括支援センター⫋員◊修(初任⪅

◊修) 
主任ケアマネ 

公┈㈈団法人 東京

㒔⚟♴保健㈈団 
1 7 

⚟♴サービス従事⪅に必せな感染対⟇㹼新型コ

ロナウイルスの対⟇を中心に㹼【オンライン】 

主任ケアマネ 

保健師 

世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
2 8 

ㄆ▱ケア◊修㸦ㄆ▱の⌮ゎ㸧 

 「ㄆ▱に㛵する制度と動向」【オンライン】 
保健師 

世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
1 8 

令和 2 年度 あんしんすこやかセンター新人◊

修 

主任ケアマネ 

事務員 
介ㆤ予㜵・地域支援ㄢ 2 9 

人権の⌮ゎ促㐍◊修 

⫋員による㧗㱋⪅・㞀害⪅待と⫋員が受ける 

「ハラスメント」の㜵止㹼加害⪅にも⿕害⪅に

もならないために㹼【オンライン】 

主任ケアマネ 
世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
3 10 

令和2年度 キャラバン・メイト㣴成◊修 
主任ケアマネ 

保健師 

ㄆ▱在宅⏕活サポ

ートセンター 
2 10 

ひきこもり支援に㛵する㛵係期㛫向け◊修㸦地

域包括支援センター向け㸧 
♫会⚟♴士 東京㒔保健⚟♴局 1 11 

⢭⚄㞀害の⌮ゎと支援 

㹼当事⪅と家族を支える支援⪅を┠指して㹼

【オンライン】 

主任ケアマネ 
世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
2 11 

令和2年度保健⚟♴㡿域フォローアップ◊修 ⢭

⚄保健に㛵する基♏▱㆑ 
事務員 

世⏣㇂区保健⚟♴政

⟇㒊 
1 11 

地域包括支援センター⫋員◊修【主任介ㆤ支援

専㛛員】 

地域包括支援センターによるケアマネジャー支

援とは㹼実㊶事例から学ぶ㹼【オンライン】 

主任ケアマネ 
世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
1 11 
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⢭⚄保健⚟♴基♏◊修㸯【オンライン】 主任ケアマネ 
東京㒔❧中㒊⥲合⢭

⚄保健⚟♴センター 
㸯 㸯 

アドバンス・ケア・プランニング取⤌推㐍◊修

【オンライン】 
♫会⚟♴士 東京㒔保健⚟♴局 1 2 

㧗㱋⪅待対応◊修「これって待㸽早めの気

づきと権利擁ㆤ」【オンライン】 

主任ケアマネ 

♫会⚟♴士 
世⏣㇂区 5 2,3 

⮬❧支援・㔜度化㜵止に向けた医⒪ⓗど点を学

ぶ【オンライン】 
保健師 

世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
1 2 

医⒪・⚟♴㐃携◊修 

在宅⒪㣴における⸆剤師との㐃携のすすめ【オ

ンライン】 

主任ケアマネ 

♫会⚟♴士 

世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
2 2 

ケアマネジャー◊修 専㛛性向上【リーダー】

スーパービジョン【オンライン】 
主任ケアマネ 

世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
1 2 

㧗次⬻機⬟㞀害のリハビリテーション㹼⏕きる

力を引き出す㹼【オンライン】 
主任ケアマネ 

世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
2 2 

お口の機⬟と気づき㹼多⫋✀㐃携による予㜵ⓗ

な支援に向けて㹼【オンライン】 

♫会⚟♴士 

主任ケアマネ 

世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
2 2 

㧗次⬻機⬟㞀害支援力向上◊修 

㧗次⬻機⬟㞀害のリハビリテーション 

㹼⏕きる力を引き出す㹼 

主任ケアマネ 
世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
1 2 

㧗㱋⪅の低栄㣴予㜵のためのㄪ⌮と工夫【オン

ライン】 

♫会⚟♴士 

事務員 

世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
2 3 

家族支援で困ったときの対処法【オンライン】 ♫会⚟♴士 
世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
1 3 

㞀害⚟♴の⌮ゎ◊修 

㧗㱋㞀害⪅への支援を学ぶ 

㹼地域共⏕♫会の実⌧を┠指して㹼【オンライ

ン】 

主任ケアマネ 
世⏣㇂区⚟♴人材⫱

成・◊修センター 
1 3 

 

㸲 利⏝⪅サービス 

(1) いきいきㅮ座㛤催状況 

日 テ ー マ ㅮ 師 場 所 備 ⪃ 人数 

7/16 

じょうずに㐠動を取り

入れて楽しくフレイル

予㜵 ①② 

⫋員 
まちづくりセンター 

活動フロア 

時㛫、参加⪅を2回に分

けて実施 
8 

2/18 

プラスワンポイントで

㐠動⩦慣レベルアッ

プ㸟③④ 

⫋員 
まちづくりセンター 

活動フロア 

時㛫、参加⪅を2回に分

けて実施 
10 

 

(2) ㄆ▱サポーター㣴成ㅮ座㛤催状況 

 今年度は、新型コロナウィルス感染拡大㜵止のため、実施しなかった。 
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㸳 令和 2年度事業ィ⏬の㐍捗状況 

     区分 

事㡯 
概     せ 

実施日 

回数・件数 

参加人員 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

㸦㸯㸧㐠営⟶⌮ 

 ① 会  ㆟ 

 

 

② ⫋員◊修 

 

③ 健康⟶⌮ 

 

ア ⫋員会㆟ 

イ 業務ㄪ整会㆟ 

ウ ミーティング 

ア 外㒊◊修 

イ 内㒊◊修 

ア 健康デ断 

 

毎月㸯回 

12回 

毎 日 

のべ54回 

2回 

年1回 

  

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧支援業務 

① 包括ⓗ支援 

事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 指定介ㆤ予

㜵支援事業 

 

ア 介ㆤ予㜵ケアマネジメント業務 

  ・ケアマネジメント㸿 

  ・ケアマネジメント㹀 

  ・ケアマネジメント㹁 

イ ⥲合┦ㄯ支援業務 

  ・実態把握 

  ・㣗のアセスメント 

ウ 権利擁ㆤ業務    

  ・特殊ブ欺対⟇⏝⮬動㏻ヰ㘓㡢

機導入支援 

エ 包括ⓗ⥅⥆ⓗケアマネジメント

業務 

オ 一⯡介ㆤ予㜵事業 

  ・いきいきㅮ座 

  ・はつらつ介ㆤ予㜵ㅮ座 

 

 

カ ㄆ▱ケアの推㐍 

  ・ㄆ▱サポーター㣴成ㅮ座 

  ・ㄆ▱㧗㱋⪅の家族の会 

  ・ㄆ▱初期㞟中支援㺟㺎㺯事業 

  ・地区型もの忘れ㺟㺈㺍㺖┦ㄯ会 

キ あんしんぢ守り事業 

ク 住宅改修┦ㄯ業務 

ケ ⚟♴⏝具㉎入・㈚与┦ㄯ業務 

コ 介ㆤ保㝤制度に㛵する┦ㄯ・ 

⏦ㄳ受付及び区保健⚟♴サービ

スの⏦ㄳ受付業務 

サ 㞀害⪅、子⫱て家庭、⏕活困❓

⪅➼に係る┦ㄯ支援業務 

シ 災害対応 

ス 会㆟㛤催業務 

  ・地区版地域ケア会㆟㸦会㆟㸿㸧 

  ・地区版地域ケア会㆟㸦会㆟㹀㸧 

セ 区➼が㛤催する会㆟➼の出席 

 

ア 介ㆤ予㜵支援 

 

㏻ 年 

1,692件 

8件 

0件 

㏻ 年 

659件 

8件 

㏻ 年 

8件 

 

㏻ 年 

 

㏻ 年 

4回 

10回 

 

 

㏻ 年 

年0回 

月1回 

4事例 

年1回 

㏻ 年 

㏻ 年 

㏻ 年 

㏻ 年 

 

 

㏻ 年 

 

㏻ 年 

 

2事例 

2事例 

㏻ 年 

 

1,140件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18人 

 

 

 

 

 

 

 

2人 

 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

 

全⫋員 

 

 

担当⪅ 

担当⪅ 

 

 

 

担当⪅ 

担当⪅ 

担当⪅ 

担当⪅ 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

 

 

全⫋員 

 

全⫋員 

 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

 

 

※委ク分を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4㹼6 月は中止 

7 月㹼㛤催方法

を変更して再㛤 

 

 

4㹼5月は中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※委ク分を含む 
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◔地域包括支援センター㈨料 

㸯 ┦ㄯ件数 

   4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月  1月  2月  3月 ィ 

┦ㄯ件数 551 504 777 745 766 735 946 803 730 694 697 748 8696 

内 ┦ㄯ拡充対㇟ 60 0 9 9 11 11 10 8 10 12 3 5 94 

 

㸰 ケアプラン作成件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

予㜵⤥付 107 108 118 115 111 110 105 108 108 100 103 113 1140 

内 再委ク㸦再掲㸧 36 34 36 38 31 33 28 30 30 28 28 29 318 

ケアマネジメント㸿 113 134 130 136 119 115 111 112 106 105 105 108 1394 

内 再委ク㸦再掲㸧 19 27 25 29 24 23 25 25 25 26 24 26 298 

ケアマネジメント㹀 0 0 2 2 1 2 0 1 0 0 0 0 8 

ケアマネジメント㹁 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

㸱 せ支援・せ介ㆤㄆ定⏦ㄳ受付件数 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

新つ 16 20 31 24 32 24 39 27 34 26 28 27 328 

更新 15 19 17 24 23 30 14 11 14 10 10 7 194 

区分変更 2 0 2 2 2 5 2 2 1 4 2 7 29 

 

㸲 保健⚟♴サービス⏦ㄳ代⾜件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

件数 5 5 11 6 4 9 5 6 7 5 7 10 80 

 

㸳 㣗のアセスメント実施件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

件数 0 0 1 1 1 1 0 4 0 0 0 0 8 

 

㸴 会㆟㛤催件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

地区版地域ケア会㆟ 0 0 2 2 1 2 3 1 2 1 0 1 15 

地区包括ケア会㆟ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

㸵 ボランティア活動状況㸦年度内実働数 単位㸸人㸧 

ぢ守りボランティア 4 

介ㆤ予㜵ボランティア 1 
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㸰 ➨ 一 作 業 所㸦友 愛 書 房㸧 

㸦㌟体㞀害⪅⚟♴法➨ 22条の売店㸧 

 

㸯 令和 2年度⥲括 

今年度も厚労┬以外の┬庁からの注文が多くなったが、売上㢠は対前年⣙3,700千円㸦対前年比

4.6㸣㸧のマイナスとなった。 

そのせ因は、店⯒売上が対前年比 8.2㸣マイナスとⴠち㎸み、売上㢠では注文売上の㢠が対前年

⣙ 2,280千円のマイナスとなった。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧店⯒売上は伸び悩みが毎年⥆いており、他の書店と同じ✀㢮の書⡠はこの書店㸦┬庁の中㸧で

は売り上げが伸びないことから、専㛛ⓗな書⡠と一⯡書店で入手が困㞴な書⡠を揃えた。 

 

㸦㸰㸧外㒊Ⓨ注、㓄㏦をスムーズに㐍めるためには各⮬が注文を全体ⓗに把握する必せがあることか

ら、入Ⲵ日と㓄㏦日の割振➼の注文データを全員で☜ㄆしながら㐍めた。 

 

㸦㸱㸧新型コロナ感染の影㡪で、書⡠や㞧ㄅの㉎ㄞ⪅が増えてきているとゝわれているが、売上は

伸びないことから書⡠の売れ➽情報の入手に努めた。 

 

㸱 㸱年㛫の売上推⛣ 

                         㸦単位㸸人、円㸧 

年度㹚⛉┠ 来客数 店⯒売上 定期㉎ㄞ 注文売上 合 ィ 

平成 30 年度 

㸦対前年度㸧 

5,007 

(▲92) 

8,443,573 

(▲479,531) 

18,837,323 

(▲134,393㸧 

46,695,155 

(8,291,003) 

73,976,051  

(7,677,079) 

平成 31 年度 

㸦対前年度㸧 

4,197 

(▲810) 

7,232,378 

(▲1,211,195) 

19,578,825 

(741,502) 

54,824,615 

(8,129,460) 

81,635,818 

(7,679,767) 

令和 2年度 

(対前年度) 

4,049 

(▲148) 

6,640,005 

(▲592,373) 

18,734,084 

(▲844,741) 

52,546,157 

(▲2,278,458) 

77,920,246 

(▲3,715,572) 
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㸱 ◔ 介 ㆤ 保 㝤 サ ー ビ ス 

㸦居宅介ㆤ支援事業㸧 
 

㸯 令和㸰年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施状況 

   安定した事業㐠営を⥔持することを┠ⓗとしていたが、新型コロナウイルスの感染拡大による影

㡪もあり収入増へとつなげることはできなかった。しかし、⌧在対応している㢳客への対応を懇切

丁寧に実施したことで⥅⥆した支援を⾜うことができ、大きな減収には⮳らなかった。 

    スキル向上を┠指し◔地区の事例検ウ会や勉強会、外㒊◊修➼へ✚極ⓗに参加したことで、利⏝

⪅や利⏝⪅家族への対応時に必せな情報や支援の提供を⾜うことができ事業所の㉁を⥔持するこ

とができた。 

 

㸰 㔜点事㡯 

 㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施状況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

1 事業㐠営の⥔持 
 

全 員 

・収┈の安定 

 ⇒ 契⣙件数月平均 78 件を┠標としていたが、施

タ入所➼の⤊了ケースが多かったこと、新型コロナ

ウイルスの影㡪により、介ㆤ保㝤サービスの利⏝を

ぢ合わせる㧗㱋⪅が増加した㸦世⏣㇂区からの情

報㸧ことから新つ依㢗件数が激減し平均に到㐩でき

なかった。 

 

・㐠営基準減⟬、特定事業所㞟中減⟬の⟶⌮ 

 ⇒ 毎月、各⮬の業務を滞りなく実施ができた。ま

たゼ問介ㆤ、㏻所介ㆤ、⚟♴⏝具㈚与事業所、地

域密╔型㏻所介ㆤの⤂介率が 80㸣以上㉸えない

ように事業所内で☜ㄆ実施したことで㐠営基準減

⟬、特定事業所㞟中減⟬ともに減⟬を㜵ぐことが

できた。 

 

・委クによる介ㆤ保㝤ㄆ定ㄪ査の実施 

 ⇒ 世⏣㇂区に月6件⛬のㄆ定ㄪ査委ク受け入れ可

⬟数の⏦出を実施していたが、新型コロナウイルス

感染予㜵として介ㆤ保㝤更新のためのㄆ定ㄪ査を

ぢ合わせ、延㛗⏦ㄳしている㧗㱋⪅が多数㸦世⏣㇂

区からの情報㸧いたため、依㢗件数の平均到㐩がで

きなかった。 
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㹀 

品㉁ 
1 Ⰻ㉁な支援の⥔持 全 員 

・各サービス提供事業所との㐃携 

⇒ 利⏝⪅・家族の情報共有や、東京㒔や世⏣㇂区

の情報➼を共有し支援の㉁を⥔持することができ

た。 

 

・地域包括支援センターとの㐃携 

 ⇒ 困㞴事例の┦ㄯがあった場合は即時対応を⾜

った。また、⌧在抱えている困㞴事例などを事業所

内のみでゎ決するのではなく、地域包括支援センタ

ーと㐃携してゎ決に導くことができた。 

 

・医⒪㛵係⪅との㐃携 

 ⇒ ⥲合㝔、デ⒪所やクリニック、ゼ問┳ㆤ事業

所➼と情報共有を⾜い、医⒪と介ㆤが㐃携して支援

を⾜うことができ、利⏝⪅や家族へ㉁のⰋい支援を

提供することができた。 

 

・定期ⓗな会㆟の㛤催 

 ⇒ 毎月事業所で会㆟を㛤催し、東京㒔や世⏣㇂区

からの情報、利⏝⪅情報、地域の情報➼を共有する

ことができ、利⏝⪅や家族へ最新情報などを提供す

ることができた。 

㹁 

人材

⫱成 

1 ⫋員教⫱・◊修 全 員 

・◊修ィ⏬の⟇定並びに参加 

 ⇒ よりⰋいケアを提供できるようスキル向上を

┠指し、◊修へ参加した。今年度は感染予㜵のため、

オンライン◊修を中心として参加。 

 また地域のケアマネジャー同士で情報交換を⾜い、

事業所内で共有を図った。 

 

㸦㸰㸧実施状況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 事業㐠営の⥔持についての対応 

   収┈の安定を┠指し、⥲合㝔、地域包括支援センター➼に新つ利⏝⪅受け入れの┦ㄯ➼を

実施したが、新型コロナウイルスの延により支援をぢ合わせる利⏝⪅も多数いたため、┠標

契⣙数に㐩することができなかった。 

  同様の⌮⏤で、地域の㧗㱋⪅が介ㆤ保㝤更新ㄆ定ㄪ査⮬体をぢ合わせることも多くなり委ク件

数は減少となった。 

一方、減⟬や㐣ㄗㄳ求は一切無く年度を⤊了することができた。 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 Ⰻ㉁な支援の⥔持  

   サービス提供事業所との㐃携を強化するために、利⏝⪅や家族に係る情報や東京㒔や世⏣㇂

区がⓎ信している情報などを┦互に共有することができ、信㢗㛵係を強くすることができた。 

また、今年度も「◔地域ご㏆所フォーラム」の実⾜委員として参加し、地域の様々な♫会㈨源

として活動している団体とより✚極ⓗな交流を図り、┦互の役割➼について⌮ゎを深めること

ができた。 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 ⫋員教⫱・◊修  
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   各◊修が◊修会場で㛤催することがほぼ無かったことから、オンライン◊修を中心に参加し

た。ケアマネジャーのスキル向上へとつなげることができた。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

 (1) ⫋員㓄⨨状況      令和 3年3月 31日⌧在㸦単位㸸人㸧 

 センター㛗 介ㆤ専㛛⫋員 事務員 ィ 

⌧ 員 

専従⫋員 ― 2 ― 2 

併任⫋員 1 ― 1 2 

ィ 1 2 1 4 

 

㸦2㸧ケアプラン作成状況㸦┠標値は㓄⨨人員に伴う㐺性件数㸧     㸦単位㸸上中段・件、下段・㸣㸧 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合ィ 平均 

実 ⦼ 79 80 80 81 80 79 79 78 69 74 73 73 925 77.1 

┠標値 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 936 78 

㐩成率 101 102 102 103 102 101 101 100 88 94 93 93  98 

 

 

㸦3㸧せ介ㆤㄆ定ㄪ査㸦月次予定件数 6件㸧                    㸦単位㸸件㸧 

 

㸦4㸧参加した外㒊◊修 

名  ⛠ 主 催 

◔地区包括ケア会㆟「事例検ウ会」 ◔地域包括支援センター 

◔地区他⫋✀との勉強会 ◔地域包括支援センター 

世⏣㇂区ケアマネ㐃⤡会◊修 世⏣㇂区ケアマネ㐃⤡会 

世⏣㇂区⚟♴人材センター◊修 世⏣㇂区⚟♴人材センター 

法制度に㛵する◊修 世⏣㇂区㧗㱋⚟♴㒊 

介ㆤ支援専㛛員更新◊修 東京㒔 

 

㸲 令和 2年度事業ィ⏬の実施状況 

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

(㸯)㐠営⟶⌮ 

①会  ㆟ 

 

 

② ⫋員◊修 

 ③ 健康⟶⌮ 

 

ア ⫋員会㆟ 

イ 業務ㄪ整会㆟ 

ウ ⫋員会㆟ 

外㒊◊修 

健康デ断 

 

毎月㸯回 

毎月㸯回 

毎月1回 

㝶 時 

年1回 

  

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

法人内の情報共有 

施タ内業務検ウ・ㄪ整 

 

 

(㸰)利⏝⪅サービス 

①居宅介ㆤ支援 

業務 

 

 

 

②ㄆ定ㄪ査 

 

ア 居宅サービスィ⏬の作成 

イ 㠃接 

ウ モニタリング 

エ サービス担当⪅会㆟ 

オ 事業⪅照会 

せ介ㆤㄆ定ㄪ査 

 

㏻年 

 

毎月㸯回 

毎月㸯回 

㝶時 

㏻年 

 

全 員 

 

全 員 

全 員 

全 員 

 

 

全 員 

 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

 

 

  

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合ィ 平均 

◔地区 1 0 0 2 3 4 4 3 3 2 3 3 28 2.3 

区内他 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0.2 

区外 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2 0.2 

合ィ 1 0 0 0 5 5 4 4 3 2 3 3 27 2.5 
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㸦別⾲㸧        ◔介ㆤ保㝤サービス㈨料㸦令和3年3月 31日⌧在㸧 

 

㸯㸬 せ介ㆤ度別利⏝⪅数㸦年㛫延べ人数㸧                     

介ㆤ度 せ介ㆤ㸯 せ介ㆤ㸰 せ介ㆤ㸱 せ介ㆤ㸲 せ介ㆤ㸳 ィ 

人数㸦件㸧 207 327 178 164 75 951 

比率㸦㸣㸧 
21.8 34.4 18.7 17.2 7.9 

100 
56.2 43.8 

 

 

㸰㸬 年㱋別利⏝⪅数㸦㸱月度分㸧 

年㱋 㹼64歳 65㹼69歳 70㹼79歳 80㹼89歳 90㹼99歳 100歳㹼 ィ 

人数㸦件㸧 3 4 15 33 18 3 76 

比率㸦㸣㸧 3.9 5.3 19.7 43.4 23.7 3.9 100 

 

 

㸱㸬 住所地別利⏝⪅数㸦㸱月度分㸧 

住所 ◔ 大ⶶ 成城 岡本 ⯪橋 喜多ぢ ♽師㇂ 玉川 千歳台 上⏝㈡ ィ 

人数㸦件㸧 49 7 8 2 1 3 1 1 2 1 76 

比率(㸣) 64.5 9.2 10.5 2.6 1.3 3.9 1.3 1.3 2.6 1.3 100 

 

 

㸲. 新つ利⏝⪅契⣙数 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

人数㸦件㸧 4 1 2 2 0 0 1 2 1 3 2 0 18 

 

 

㸳㸬新つ┦ㄯ依㢗先㸦件㸧 

本人 0 

家族 1 

⥲合㝔➼ 3 

デ⒪所・クリニック 1 

他居宅介ㆤ支援事業所 1 

あんしんすこやかセンター※1 8 ※1 ◔、成城、喜多ぢ、あんしんすこやかセンター 

介ㆤサービス事業所 0 

友愛ホーム 4 

ィ 18 
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㸴.契⣙⤊了利⏝⪅数 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

人数㸦件㸧 2 0 4 4 4 1 1 5 0 2 3 2 28 

契⣙⤊了⌮⏤ 

本人希望 1 

家族希望 0 

入㝔 7 

特別㣴ㆤ⪁人ホーム入所 7 

介ㆤ⪁人保健施タ入所 0 

ㄆ▱対応型共同⏕活介ㆤ入所 1 

特定施タ入所⪅⏕活介ㆤ入所 1 

他区・他市㌿居 2 

あんしんすこやかセンターへ⛣⾜※2 1 ※2 介ㆤ保㝤更新ㄆ定の⤖果、せ支援判定となったことから⛣⾜ 

他居宅介ㆤ支援事業所へ⛣⾜ 0 

㞀害⪅施タ入所 0 

㣴ㆤ⪁人ホーム入所 1 

死亡 7 

ィ 28 

 

 


